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　少女は月の見える街にいた。

　街と言っても外がい縁えんといえる場所だった。河か口こうから延びる街かい道どう沿いの歩道。その上を街の明かりの中へと向かって歩いて行くのは、灰色の制せい服ふくに秋の夜風を受ける少女だ。

　肩で切り揃そろえられた髪を揺らしながら、彼女は川の匂においと海の匂いの混じった風を浴び、

「凄すごいね。──思い切って良かったわ。こうなってたなんて」

『僕としては勧すすめないけどね。でも君には見る意味もあるんだろう』

　そうね、と少女は笑みの口で言って、笑みの目で街を見た。

　正面に広がる夜の光。それらが形作る街の姿すがたを黒の瞳ひとみで捉とらえると、

「このまま行っちゃう」

『駄だ目めって言っても行くよね』

「あは、何処どこに泊とまろう？」

『外がい泊はくまでは許可しないよ!?』

「うん。そう言うと思ったから言ったの」

『何で君、いろいろ想そう像ぞう働かせるとテンション上げるの』

「だって思った以上の事に辿たどり着けそうなんだもの」

　大だい丈じよう夫ぶ、と少女は左の脇わきに告げた。白い、革かわ製せいのハンドバッグ。抱えた中から声がする。

『帰る時は一いつ瞬しゆんだよ。来る時も、だけど』

「有あり難がとう。どんな感じ？」

『どんなも何も、君が良くやっている事と同じだよ。本をめくって、ページの一単たん語ごを指差すようなものさ』

　歩き、近づき、街がこちらの歩道の足元にやってきて、広がると言うよりも自分達の歩みを受け止めてくれる。車の排はい気き音や、電車の行き来する音、街特有の生活風が作る低音が、川と海の匂いに勝っていく。

　音も光も匂いも感かん触しよくも、雰ふん囲い気きも空気も何も、そこに住む者達が作った成果だ。

　人工の何もかもに入っていく。境きよう界かい線せんとしての光の密みつ度ど差は、もう超えていた。だから、

「横よこ浜はま到とう着ちやく」

『最初から中心に行けば良かった』

「そうしたら耐えられなくて死ぬわ」

『大おお袈げ裟さな』

　少女に、脇からの声がこう告げた。

『──ほら、見て御ご覧らんよ、あれ』

　川に面した歩道の逆面、街道の側には幾いくつもの建物がある。それらの並びの間には、定期的な距きよ離りで情報提てい供きよう用の術じゆつ式しき陣じんを映すインフォメーションタワーがある。

　そのうちの一つが、スポンサーからのCMやニュースと共に、一つの告知を流していた。

「ヘクセンナハトまであと三日」

『夜が明けたらあと二日だね』

　黒のスーツを着込んだ白の長ちよう髪はつの女性。眼がん帯たいまでセットした彼女の映えい像ぞうと共に、東京湾わんから神か奈な川がわ沖おきまでの地図が出る。

　地図の各所。街かい道どうを赤いラインが示し、それらは東京や神奈川の西側や静しず岡おかの北側へと伸びていく。これは、

「避ひ難なんの経けい路ろ？」

『街の人は避難してる、のかな？』

「区く画かくごとに明日あしたから避難みたい」

　じゃあ、と少女は、周囲を見渡した。

「──もっと早く避難してないといけないと思うけど、これ、魔ま女じよ達がこの地域は多く住んでるからって、そういう事にしておこうか」

『君、何でも自分が正解だと思わない方がいいと思うよ』

　ただ、と脇に抱えられたバッグからの声が、小さく告げた。

『ちゃんと正解になるようにしないとね』
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「ヘクセンナハトまで、あと三日となった。

　黒の魔女との決けつ着ちやく。この世界を作り、自ら月に封ふう印いんされた相手を滅ぼすべき戦いの日。

　これまで人類が敗はい北ぼくを続け、甚じん大だいな被ひ害がいばかりを受け続けてきた日。

　それは十月の末日と決まった。

　正式な日程は、急と言えば急に、遅いと言えば遅くに定まり、誰だれもがその理由を察した。

「三賢者トロイカの一人が欠けたのだ」

　三賢者。前ヘクセンナハトの際、代表者を最後まで争った三人の魔女の事だ。

　一人、代表者となった堀ほり之の内うち・充みつ代よは前ヘクセンナハトを原因として既すでに失われている。

　しかし残る二人の内、一人。ランカー戦の舞ぶ台たいとなっていた四し法ほう印いん学がく院いんの学がく長ちよう、スリズィエ・四法印までもが、ここでいなくなった。

　ヘクセンナハトの出場者を決める魔女のランカー戦において、それまで一位を保っていたフルール・四法印が、敗北したのが原因とされている。

　スリズィエは、娘むすめであるフルールの使し役えき体たいであったが、〝保もたなかった〟。

　託される形で、新ランク一位が決まり、その際には前ヘクセンナハトで堀之内・充代が展開した魔女の最高フレーム、ジオフレームも展開された。

　ゆえに次いで四し法ほう印いん学がく院いんの学がく長ちようとなった三賢者トロイカ最後の一人リスベスは、ここにヘクセンナハトの日程を決定したのであった。

　──そんな感じで広報委員のドキュメントのナレはどうかね堀ほり之の内うち君」

「勝かつ手てに台本作ってないで、リスベスおば様が呼んでますから中庭集合ですわよ！」
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　空を囲う檻おりがある。

　格こう子しは円形。その直ちよつ径けいは三キロ程。

　檻を作る一本一本の形は、長大な剣けん砲ほうだった。

　黒の色で整えられた全長五百メートルのマギノデバイス。それらの数、一千にして円えん陣じんが囲う空の下には、広大な水の広がりと、そこに浮かぶ建築物があった。

　四法印学院。

　そう刻こく印いんされた浮ふ上じよう島とうの巨大学院施設は、しかし今、正しく機き能のうしていない。

　授業は行われている。東西南北の各校舎、窓から中を見る事が出来るならば、内側では教きよう壇だんを前に教員が幾いくつもの言葉を作り、黒板に字や図形を書いているのが見える。

　だが、授業は、学業ではなかった。

　南面に位置する普通科校舎では、眼鏡めがねの教員が皆を前に、両手を広げ、

「──いいですか。黒の魔ま女じよは前回同様、天てん上じようから広範囲に下げ僕ぼくを散布してくると予測されます。その際、貴女あなた達は、持ち場を破は壊かいされ、撤てつ退たいする可能性を考こう慮りよしなければなりません」

　今ここで教えているのは、現場で生き残り、戦うための術すべだ。

　それぞれの科ごとにおける、魔女の生存術だった。
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「いいですか」

　と普通科の教員が翳かざした手の平には、無数の引きつった切り傷の痕あとがある。

　両手分の傷は、両手の指よりも多い。そんな事実を見て取った生徒達は息を静めて頷うなずき、更さらなる言葉を聞く。

「いいですか皆さん。これが、──成功例です。私、生きてますからね」

　だとすれば、

「──持ち場を破壊された際、皆さんがとるベストな選せん択たくは、近い地域に配置されているU.A.H.との合流……、と思われるかもしれませんが、実は違います。

　何故なぜなら、彼女達も交戦状態にある可能性が高い状況です。この場合、どうしますか」

　はい、と手を上げたのは、机の上に松の枝葉を置いた生徒だった。白い肌はだに金の髪かみの彼女は、

「四法印学院の生徒はU.A.H.に組み込まれていますが、独自の通信チャンネルも有しています。まずは近くに配置された特とつ機き科かを探す事が肝かん要ようだと考えます」

　それは何故なぜか、という答えは、西側にある特機科校舎の中で授業されていた。

　こちらでは並ぶ実験台の前、白はく衣い姿すがたの教員が黒板に日本地図を書き、東京湾わんから神か奈な川がわ沖おきの縦たて幅はばで、水平に赤のラインを引く。

「君らの配置されるのはこのライン上。日本を守れ、という事だ。だがいいか？　厄やつ介かいな事が二つある」

　一つは、と彼女は自分が引いたラインを上から叩たたき、

「黒の魔ま女じよの破は壊かいの散布は、前回同様なら下げ僕ぼくの投下だ。前回は黒塗りの菓か子し箱ばこが落ちてきて、爆ばく散さんしたが、小型のものでも直ちよつ径けい三百メートルの〝破壊〟をする。

　これが厄介の一つ目とするならば、もう一つの厄介は君らの能力ゆえの問題だ」

　つまり、

「特機科は工科に属する。第一には戦せん闘とう能力。第二には防ぼう御ぎよ陣じん地ちの魔ま術じゆつ的構こう築ちくや修復が可能であると、君らには今まで訓くん練れんしてきた。だが、それゆえ、君らは撤てつ退たい時には防御の要かなめとなり、また、布ふ陣じんの崩ほう壊かいを防ぐ指し揮き役にならなければならない」

「リーダーになれ、という事ですか？」

「なれ、じゃない。ならざるを得なくなる」

　あのな？　と教員は苦く笑しようした。

「君ら、崩くずれた布陣や、ちょっと手を入れたら盾たてに使えそうな建築物見て、放っておけるか？

　だが、実はその見けん識しきは君ら以外には無い。この言葉の意味を現場で理解するんじゃなく、これから帰き宅たくするまでに解わかっておけ」

「ちょっと待って下さい先生。──だとしたら、まあ、普通科は趣しゆ味みで魔女やってるのが多いので仕方ないかも知れませんが、術じゆつ式しき科の連れん中ちゆうはどうなんです？」

　それはな、という答えは、やはり術式科の校舎で行われていた。

　ここでは、教室内を黒いコートを着込んだ老女が歩き回り、

「いいかい？　アンタ達には役目がある。特機科の連中は何だかんだで防御役や撤退補助さ。

　アンタ達がやるのは何だい？　防御？　撤退補助？　それとも道案内？　まさか現場で行き先占うらないや恋占いをしたり、ビールの泡あわ立だちで明日あしたの運勢を見るつもりじゃないだろうね？

　ほらアンタ、言って御ご覧らん」

「はい！　──攻こう撃げきです。先制、特に視し界かいの認にん識しき範囲外から迫る相手に対して有効な攻撃を、相手へと正確に送る事です」

「そうじゃない」

　老いた教員は、答えた生徒の頭を手指で混ぜるように撫なで、こう言った。

「現場でそこまで格好かつこいい振る舞いが出来るのは一部のものさ。だから、そう出来なかったあたしが教えてやる」

　彼女はゆっくりと天てん井じようを指差した。

「あそこに月がある。あたしの右手の爪つめは、前のヘクセンナハトの晩ばんから、あの月を指差せるようになってるから間違いない。だから──」

　だから、

「現場で、何をするか解わからなくなったり、もう駄だ目めだと思ったり、まだ力が自分にあると思ったら、思い出すんだ。──月に目掛けて撃うて。相手は必ず月から来る。だから下手へたな水平撃ちや追つい尾び、格かく闘とう戦よりも、必ひつ中ちゆうの可能性が高い。

　いいかい？　術じゆつ式しき科かは攻こう撃げきの要かなめさ。この世界の最さい先せん端たんの魔ま術じゆつを暴力に使っていい。最高じゃないか。だから魔ま力りよくの抱え死にをするんじゃないよ。だが、それでいて、忘れるでないよ。生き延びれば次がある、かもしれない。それは無ぶ様ざまと苦く渋じゆうの十年をまた過ごす事になるが、死んではそれもない」

　いいかい、と彼女はまた言った。

「一応、各かく班はんには強化と補助のために特とく待たい科かから一名ずつ入る事になる。コミュニケーションは得意だね？　そう、ここで占うらないや先読みを使うといいさ。コミュ力有る世界最高のアタッカーをあたしは育てたつもりだよ。そうじゃないのは特待科に多いがね」

「ですが先生、特待科は……」

「ああ、最高のランカーを失ったね。フルール・四し法ほう印いんは流体の掌しよう握あく能力を失って一般人以下という状態だ」

　どうするのかねえ、という言葉が生まれ、皆が頷うなずいた。

　世界魔ま女じよランキングの、前一位であるフルールが敗はい北ぼくし、しかし彼女は力を失った。それは、制度的なランカー戦という事業における最大の利点である〝敗者が失われない事〟から外れた結果だ。

「だとすれば、現一位に全てが集中する事にもなりかねないが、そこらへん、特待科ではどう捉とらえているのかねえ……」

　その疑問の声は、やはり、特待科の中にも生まれていた。

「先生」

　声が生まれたのは、窓の無い閉じた白い空間の中だった。浮いた肘ひじ掛かけ付きの椅い子すに座るのは二十人にも満たない魔女達だ。

　彼女達は、幾いくらかがそれぞれの手元遊びのような鍵かぎの解かい錠じようと施せ錠じようの繰り返しや、積み木を漂ただよわせてランダムに組ませる遊びをしていたが、その中の一人が、

「私達、役に立つの？」

「君達、オンリーワンな力の持ち主ばかりだからねえ」

　だけど、とセーター姿すがたの教員は言った。

「だからこそ君達の能力は昔から使いどころを考えられています。今回の配置はそれをちゃんと考えたものとなるし、指し揮き役の魔ま女じよにも指し示じは飛んでいるから気にしない。

　そういう意味では、うちの中でも戦せん闘とう力のズバ抜け役だったフルールがいなくなってしまうのは残念な事だけど」

　だけど、と教員がまた言った。

「魔女とは人。君達も私達も人。アナログで、どんだけ歯は車ぐるまを積んで間に挟んでも再現出来る事のないものです。──幾いくつかの都つ合ごうや巡り合わせで、力を失ってしまったとしても、責める事は出来ませんよ」

「じゃあ」

　と言葉を作ったのは、宙ちゆうに折り紙の鶴つるを掲かかげていた少女だ。

　彼女は、青い目で教員を見み据すえ、

「現一位に期待を寄せても、仕方ないという事？」

　一ひと息いき。

「フルール以上の能力を持っていても、勝てるかどうかとなると、どうなのかしら。

　あのジオフレームというのを出したとしても、既すでにそれは十年前に敗れているのよ」

「それが、今の皆の中にある疑問でしょうね」

　十年前のヘクセンナハト。その現場に代表者として出場した堀ほり之の内うちの母、充みつ代よは、だが黒の魔女に敗れている。それも、ジオフレームと呼ばれる魔女の最大フレームを召しよう喚かんして、だ。

「既に敗はい北ぼくした技術を、娘むすめが扱える。──それで勝てるの？」

　問われた疑問に鶴が飛んだ。

　白い教室の空中に、白い折り鶴が羽ばたきもせず、しかし軽く飛び、

「あ」

　不意に鶴が開いた。

　割れたのではなく、分解されたのでもない。ただ折られた形が開き、更さらには、

「────」

　白い密みつ閉ぺいされた空間に、青の空が打ち広がった。布を叩たたくような響ひびきと一いつ緒しよに開いたのは、

「〝窓〟!?　設計段階でしか組み込まれてない筈はずよ!?」

　教員の声と共に、皆は青の空に振り返り、あるものを見た。

　巨きよ大だいな青と朱あけの武ぶ装そう。

　四し法ほう印いん学がく院いんの中央となる中庭の空に、全長五百メートル超のマギノデバイスが二つ、出現していたのだ。
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「こらぁ──！　各務かがみ・鏡かがみ！　貴き様さまぁ──!!　該がい当とう地域の避ひ難なんスケジュールがいきなり組み変わって面めん倒どうな事になってるというのに、威い嚇かく的に目立つ事をするとは何事だ!!」

　響ひびく女の声を右の耳から左の耳に流しつつ、堀ほり之の内うちは自分の正面に立っている銀ぎん髪ぱつの制せい服ふく姿すがたが、肩をすくめるのを見た。

　……やりおりましたわ……。

　デタラメな、としみじみ思うが、相手はこちらの半目にも気付かない。ただ自分の正面、当の各務かがみは、中庭の向こうからスーツ姿のリスベスが早足に来るのも無視して、

「どうかね堀之内君！　与えられた流体と、君に見せて貰もらった設計図を元に、ディカイオシュネと朱あけ竜りん胆どうを同時射しや出しゆつしてみたよ！　どうかね!?」

　どう、と言われても、答えるべき事は一つしかない。

「どういう技ですの？」

「解わからないかね!?」

　各務が手て肘ひじを曲げてポーズを取る。

「流体をどう使用してもいいと言われたから、本来ならば駆く動どう系けいを使って回かい収しゆうする流体量をそのまま獲かく得とく。丸ごと一気に作り上げたのだよ！　正まさにまるごとデバイス！　私としてはバナナの方が好きだが、硝しよう子このやつめ、イチゴの方しか生産させとらんとは狭きよう量りような」

　……えーと。

　この目の前の馬鹿が何をしたか理解するには、ワンクッション要いる。

　何しろ、この世界の常じよう識しきが通用しない部分があるのだ。だから、

「駆動系無しで、デバイス射出展開のための流体量を確保しましたの？」

「ああ、そうだよ堀之内君。今、こちらに突っ走ってきているリスベス君からの依頼だ。

　メアリー戦などで見せたデバイスの修復技術を確かく認にんするため、私に、ディカイオシュネと朱竜胆をどのくらい〝構こう築ちく〟出来るのか、その最大を見たいと言われたのだ」

　これはつまり、こういう事だ。自分も先さき程ほど、リスベスに確認したのだが、

「各務のクラフト能力を、デバイスの修復能力とした場合、どのくらいの修復が可能なのか、という事でしたわね」

「そうとも！」

　各務が、射出した二つのマギノデバイスを後ろに置いて両腕うでを外に広く振った。

「私の力ならば、流体量さえ確保出来れば修復どころかそのものを作る事も可能」

『ヘーエ』

　右からの声に振り向くと、

「……朱雀すざく、今の、貴方あなたの声ですよね？」

　わざとらしくそっぽを向いて鳥の鳴き真似まねを始めた使し役えき体たいの正体はまあいいとしよう。ただ、朱雀がツッコミを入れたように、各務のクラフトには問題がある。

　まず第一の問題は、

『御お嬢じよう様さま！　こちら本土側ですが、マギノデバイス召しよう喚かんとは何事ですか!?　何やら避ひ難なん中の車列が気を取られて追つい突とつしたとか、列車が急に出力失って止まったとか、U.A.H.J.の方に〝オイちょっとオマエ〟みたいなのが来ております！』

「〝いつもの〟と答えておきなさい。平常心ですわ」

『流石さすがです御お嬢じよう様さま！』

　ヘクセンナハトが明後日あさつてとなり、封ふう印いん展開の現場となる四し法ほう印いん学がく院いんから神か奈な川がわ沖おきまでの周辺。そして黒の魔ま女じよが〝援えん軍ぐん〟を召しよう喚かんした場合、被ひ害がい地域となるであろう東西のライン上の住人達には、この二日を掛けて避ひ難なん指し示じが出されている。

　もっと早くからやっておけばいいのに、と思うが、日本の大部分は復ふつ興こう中なのだ。長期に活動不能となれば、受ける被害とは別の損害が発生する。だから計算によって、ぎりぎりまでは活動を続けて行き、その間に避難のための整備をしていた筈はずだが、

「何だか昨夜ゆうべ、思い付きのように避難整備がやり直されたらしいですわ。ゆえにちょっと現場がピリピリしてますの」

「ほほう、そこに私と堀ほり之の内うち君のデバイスがドカンと召喚となると、さぞや士し気きが上がった事だろう」

「──ヘクセンナハトが始まったかと、軽くパニクってるみたいですわよ？」

「早とちりな子が多いね全く」

　とはいえ、と各務かがみが苦く笑しようした。

「避難する者達の多くが、子供や高こう齢れい者しやで、それ以外は魔女や、術じゆつ式しき訓くん練れんを受けた男性達、東京湾わん沿岸から鎌かま倉くら方面まで、協力態たい勢せいをとれる市民が約百二十万人居残りでいる、というのは凄すさまじい話だね」

「四法印学院がある御陰で、復興地の学校などは全てそういう授業を入れてますもの」

　この十年間。政府レベルでも今ヘクセンナハトに対抗するための素そ地じを固めてきた。

　高等部以上、五十歳さい以下の者達は、基本、女性ならばアタッカーとして、男性ならばディフェンダーとして、ヘクセンナハトで生じる対災さい害がい処理役として居残りだ。

　黒の魔女が〝援軍〟を呼んだ場合、対処はU.A.H.が行う。だが、それらが生んだ火災や人への被害、そしてU.A.H.へのバックアップなどは、市民が行う。

　街は自分達で守れ、という教えは、復興地域ならば常の課題だ。

　迎げい撃げき出来るかどうかの不安をU.A.H.が買ってくれるので、お互いの足りない部分が補える形になっている。

　……だからまあ、避難している人達が多いとはいえ、こちらとしては逆に気を遣つかわなくて済むという利点がある訳わけですけど。

　そう言った避難民に対し、各務のクラフトが、何の前振りもなくデバイスを二つ作り上げれば、それなりの驚きと騒ぎになるのは仕方ない。

『おーい、各務、堀之内、ネットが何か賑にぎやかになってる』

　ハンターの声に、まあそうでしょうね、と言うしかない。

　だが、こういったハプニングとは別で、各務かがみのクラフトにはまた別の問題がある。

「さて」

　腰に手を当てて彼女に振り返ると、首を傾かしげられた。

　何か問題が？　という顔に対し、こちらがすべきは、頭ず上じようにある二つのマギノデバイスを手で指し示す事だ。

「いいですの？」

　言っておく。

「修復など、そのものの〝型〟を利用せず、全てをいきなり成形射しや出しゆつ出来るのは凄すごいというか、何か根こん幹かんからいろいろ否定されてますけど、でもその作りだと駆く動どう系けいが起き動どうしませんわよ？」
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　……技術として見れば、それこそ神レベルな事をやってますのよね。

　自分がもし同じ力を持っていれば、と、羨せん望ぼうをせざるを得ないのが、流体を直接望んだ形に加工出来るクラフト能力だ。

　こちらが術じゆつ式しきや駆動系を用いて段階的に、宥なだめるように流体を加工するのとは違い、巨大な手で粘ねん土どを捏こねるようにものを作り上げてしまう。

　……無む茶ちや苦く茶ちやですわ。

　魔ま女じよのルール外だ。

　どんな魔女であれ、巨大なデバイスを作る際、流体量の確保と循じゆん環かんを補助するため、まずは流体で駆動系を作成する。

　人間で言えば、人間全体をいきなり作るより、循環系や呼吸系を先に作って、全身に血や酸さん素そを送りながら他を作る、という方法だ。

　そうする事で、いきなり全てを作るよりも多くの部分で負ふ担たんや負ふ荷かが減る。

　何しろ全長五百メートル超過の建けん造ぞう物ぶつを一いつ瞬しゆんで成形射出するのだ。

　自分では確保出来ない量の流体を獲かく得とくしたり、それを定期的に各部へと送るのは、個人の技量だけでは如何いかんともし難いレベルにある。

　更さらには、

「駆動系は、全体を一から作っていくための出力を有していますけど、いきなり全体を起動させるには負荷が高過ぎて強制停止させられますわ」

「当初は低速ギアから始まって、デバイスが全て作られる頃ころには高速ギアで回っていると、そういう事かね？」

「知識では解わかってますのね」

「私の駆動系は君のを参考としているというか、かなりパクってるので、その辺りについてはデカ夫君任せではあるがね」

「だったら──」

　各務かがみのこのデタラメについて、ちょっと引っかかっている部分があるが、後回しだ。

　自分は、手元に駆く動どう系けいのピークマップを出した上で、

「低速ギアの出力を高めにしておけばいい、と思うかも知れませんけど、いきなり高出力は駆動系自体に負ふ荷かが掛かりますわ」

「その場合はどうするのかね？」

「スターターとして、駆動系の初動を行うための補助駆動系を別に用意しますの」

　大型エンジンを回すための小型エンジンを作る、という事だ。

　対する各務は、空に展開する巨大な剣と弓の影を見上げ、

「面めん倒どうな話だね。──だが、それをやっても、まだ問題があるのだろう？」

　解わかってるくせに問う。しかしこちらも付き合いだ。肩をすくめて、

「デバイス側も、いきなり高い出力の流体循じゆん環かんを受けたら、経けい路ろが破は裂れつしますわ。血圧がいきなり高くなるようなものですものね」

「朱あけ竜りん胆どうの場合は、それをどう避けているのかね？」

「経験の積み重ねですわ」

　言う。

「──魔ま女じよの技術は、常に革かく新しんですけど、そこには個人レベルでの連れん綿めんもありますのよ」

　言った直後、各務の両肩を後ろから摑つかむ姿すがたがあった。

「各務・鏡かがみ！　貴き様さま!!」

　リスベスだ。
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　リスベスとしては、こうはならないだろう、という予測があった。

　甘い予測だったと今いま更さらながらに思うのは、各務の常じよう識しきに全てを預けてしまった事だ。

　……クラフトの修復で、ディカイオシュネと朱竜胆をどのくらい補ほ完かん出来る？

　そう問うてしまったのがいけなかったのだろう。

　正直、このくらいはやる、と思っていた。

　各務のクラフト能力の精度と展開力においては、この世界を作る神だったらどうであるか、という想そう定ていをすればいいだけなのだ。

　だが、ここまではやらないだろう、という油ゆ断だんがあった。

　何故なぜならば、

「貴様！　無む理り矢や理りに流体を獲かく得とくしおったな!?」

「無理矢理とは失しつ敬けいだねリスベス君。──開いたらあったので頂いただいただけだよ？」

「何処どこからだ──！」

　先さき程ほど、学内からの連絡で、各校舎の窓や戸と棚だななどが全て解かい錠じようされ〝開いた〟という報告を受けている。

　各務かがみがこの世界に来た時と同様の現げん象しように見えるが、そうではない。

「何を開けた!?」

　問うた瞬しゆん間かん。こちらの顔横に幾いくつもの術じゆつ式しき陣じんが出た。数は七つ。どれも緊きん急きゆう通信をこちらに送るもので、

　……周囲のマギノデバイスからか！

　空に視線を送ったと同時。声が来る。

『閣かつ下か！　すみません、保もちません！』

『緊急！　──何ですかこれ、不備ですか!?　それとも──』

『C17からC24まで地上側退たい避ひ──！』

　悲鳴ではないのは大したものだ。驚き、しかし対処する声と共に、空に光が爆ばく散さんした。

　この四し法ほう印いん学がく院いんを囲む一千超のマギノデバイスの内、七本がいきなり自じ壊かいしたのだ。

　何が起きたかは、こちらに来ているデバイス管理術じゆつ式しきの報告で解わかっている。そして、

「リスベス君。量産とはいえ、幾いくつかの名称で統一があるのはいかんだろう」

「……ブロックの名称から存在に介かい入にゆうして〝開けた〟のか!?」

「流体の確保が必要だったのでね。ディカイオシュネと朱あけ竜りん胆どう。そちらの量産型と比べて三体強で一つ分の流体量といったところか」

「……貴女あなたのクラフト、思ったより無む駄だな部分が多いから二・七体分くらいだと思いますわ」

　馴なれた人間の訂てい正せいが来た。

　ただ、空に散ったデバイスの下、中庭を囲む木々の向こうからは、わあ、と声が生まれ、開いた穴を全体がバランスとって埋めていくのが見えている。

　慌あわてた無ぶ様ざまは作らない。

　だが、起きた事じ態たいは異常な事だ。

　……デバイスを〝名〟から分解するとは。

　魔ま女じよ達の間でも〝真ま名な〟の概がい念ねんは要注意事じ項こうだ。

　名前とは、そのものの定義なのだ。あらゆる存在は、物理的な〝在る〟とは別に、意味のあるものとして〝在る〟ために、名を得る。

　動物に名をつければそれはペットとなるし、建物とて名によっては荒あばら家やにもなれば前線基地にもなる。

　そして名付けた側は名付けられた側の親となり、その制せい御ぎよ権を得る事となる。

　魔ま術じゆつで考えるならば、術じゆつ者しやの名というのは、結けつ構こう厄やつ介かいなものだ。名前が確かであれば、流体を相手に自己を保ち、力を強く発はつ揮き出来るが、逆に己おのれの名前を相手に知られてしまえば、術ではなく、名前経けい由ゆでこちらの術を制せい御ぎよされる事もある。

　無む論ろん、上位ランカーならば、名前に対するプロテクトやアースは掛けている。だが、

「──今回、デバイス内部の構こう造ぞうは、名をそれぞれに多重化してつける事で防ぼう護ごとしていた筈はずだが」

「多重パスワード式というやつだね」

「連動しているので、一カ所を制御したところで全体は停とまらない筈だ」

「停めたのではない、開いたのだよ、リスベス君」

　各務かがみが肩をすくめる。

「だって、停める意味は無いではないかね？　私が欲しいのはマテリアルとしての流体だ。君達のデバイスの制御権ではない。だから──」

　だから、

「以前、フルール君と校門付近でガツガツやった時、見ていたよ。

　フルール君の攻こう撃げきで破は壊かいされた刃やいばが爆ばく散さんする時、周囲に被ひ害がいを与えないよう、各所は術じゆつ式しきによって爆発を内破させるつくりになっていた。あとは、術式陣じんに書かれていた文字列を読み取ればいい」

「そして、その名を摑つかんで〝開けた〟のか」

「その通りだよリスベス君！　話が早いね！」

　各務の向こうで、堀ほり之の内うちが自分の頭に指を立ててそれを大きく回している。

　……あー、うん、確かにそんな感じ……。

　スリズィエや充みつ代よを相手にしていた時の、実力や質の違いによる脅きよう威いではない。

　……名前をフックに〝開ける〟だと？

　各務のやった事は、単純に言えば、こういう事だ。

「ドアでも何でもないものの〝名前〟を見つけたのに、〝名前〟の制御権を行使してそれをドアとしてしまった。そういう事だな」

　こいつにかかれば、人も、武ぶ装そうも、海や空だってドアにして〝開く〟のだ。

　各務の能力はクラフト系だと聞いていた。だが、実際はそうではないのだろう。

「実際は事じ象しようを操作する力であり、──流体はその燃ねん料りようやマテリアルでしかないのか」

「そういう事だ。──私の手にはペンがあり、この世界はノートだ。何とでも出来る。だが、私のやる気は必要だし、私の使うペンのインクは早く減りやすいのだよ」

「余所よそ様さまのデバイスを交換インクのように言うものじゃありませんわよ？」

　言って定義するな、と思うが、実際その通りにされたのだ。

　結果として、形だけのデバイスが二つ作られ　七つのデバイスが欠けつ損そんした。

　……七本一気に作るのは面めん倒どうだな……。

　馬鹿はガンガン作って壊こわすものだが、大量の流体を獲かく得とくすれば周囲の地ち脈みやくの流体量にも変動が生じる。故ゆえに四し法ほう印いん学がく院いんはそういう影えい響きようの少ない東京湾わん中央にあるし、U.A.H.欧おう州しゆう本部も山さん岳がく部ぶにあったのだ。

　横よこ須す賀かに来ている第七艦かん隊たいに手伝いをさせて、沖おきで成形しよう、と思っていると、堀ほり之の内うちが言葉を作った。

「ですけど、リスベスおば様？」

「おば様はやめろ」

「リスベス」

　それもな……、と思し案あんしていると、各務かがみが堀之内に耳打ちした。

「焦らせてはいけないよ堀之内君。人間、年を取るとものごとを決める速度が遅くなってしまうものなのだ。それに相手を呼ぶという事は〝名〟に関わって危険な事でもある。

　では堀之内君、こちらから気き遣づかってよく考えよう。──リスベス君は君とはどんな関係なのかね？」

「昔から、母の友人で、おば様と呼んでましたわ」

「成なる程ほど。では彼女をどう呼ぶと安全なのかね？」

「それはまあ、──リスベスですわね」

「成程。では、それを繫つなげて言うのがベストだね！　さあ！」

「──リスベスおば様」

「貴き様さまら……！」

　二人が背を向けて七歩程逃とう走そうするのに右の拳こぶしを振りあげていると、まあ満みつるも変わったものだと痛感する。

　……充みつ代よが見て喜ぶ変化かどうかは解わからないが。

　そう思うくらいは充代も許すだろう。

　ただ、堀之内が問うて来た。

「──で、二代目学がく長ちよう、どうして各務にこんな馬鹿やらせましたの？　ヘクセンナハトも、もう二日後だと言いますのに」
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　そうだな、とリスベスは前置きした。

　……二日後か。

　十年前はどうであったろうか。充代が不安にならないように煽あおっていた気がするが、どちらかというと不安だったのは自分なのだろうな、と今いま更さらながらに思いもする。

　そして十年前の事ならば、堀之内とてよく憶おぼえているだろう。

　ゆえに彼女は疑問するのだ。

「満。十年前には、この時期、こんな事をしていなかったな」

「うちは、どちらかというと普通に過ごしてましたわ。母も、私にいつも通りに術じゆつ式しきの訓くん練れんや神じん社じやの仕事などを教えて、勤つとめて……」

　そう。

「この普通な日々が、ヘクセンナハトの後も普通に続くと、そう思ってましたの」

「だとすると、この馬鹿は普通の日常に対するアクセントとして劇げき薬やくだな」

　各務かがみに視線を向けると、彼女は己おのれの顔に手指を当て、小さく笑った。

「羨うらやましいかね？」

　何がだ。肌はだか？　肌年ねん齢れいか貴き様さま……。と、そんな事を思っていると、各務の肩に堀ほり之の内うちが手を乗せた。

「各務、やめなさい」

「止めるのかね」

「ええ。──独逸ドイツの魔ま女じよは根に持つと怖こわいんですのよ？」

　右の拳こぶしを振り上げると五メートル逃げられた。

　ともあれ、とこちらは一ひと息いきだ。緊きん張ちよう感かんが無い事甚はなはだしいが、今期ヘクセンナハトの色という事でOBは理解しておく事にする。

　ただ、言うべき事は言っておく。

「単純な話だ。ヘクセンナハトはデバイス同士の激げき突とつ。貴様らがジオフレームを召しよう喚かんしたとしても、デバイス同士が戦い合うという構こう図ずは変わらない」

　ならば、

「クラフト能力持ちという各務が、防ぼう御ぎよ以上の防御として、再生までを行えるならば、これは随ずい分ぶんと勝利の道みち筋すじが見えてくる事になる」

　解わかるか？

「黒の魔女は、今まで、バディ制もだが、強固な回復能力を持った魔女を相手にした事が無いのだ」
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　確かに、と堀之内は思った。

「ヘクセンナハトの歴史上、黒の魔女との戦せん闘とうは一対一。結けつ界かい内の戦闘では攻こう撃げき重視で、回復術じゆつ式しきなどに主体を置いていられるものではありませんわ」

「成なる程ほど、つまり堀之内君は御ご母ぼ堂どう含めてヘクセンナハトに最適化された魔女なのだね？」

「──何ですの、その語ご弊へいを含んだような物言い」

　横を向いた各務が、こちらに右の手の平を見せてから通信用の術式陣じんを開いた。

『──あ、ハンター君かね？　何？　こっち担当になった？　何かねその諦あきらめたような口く調ちよう。諦めずに済むように後で応おう援えんに行くから安心したまえ。──来るな？　素直じゃないねこの子は。

　で、ちょっと聞きたいのだが、ハンター君から見て堀ほり之の内うち君の特長とは何かね？　巨きよ乳にゆう？　イエス巨乳。成なる程ほど』

　各務かがみが術じゆつ式しき陣じんを閉じると、こちらに笑顔でこう言った。

「済まなかったね堀之内君！　君は攻こう撃げき力より巨乳の人だと肉食ってるアメリカ人が証しよう明めいしてくれたよ！」

　こちらを見たリスベスが無言で頷うなずいたので、そのまま各務を張り倒した。
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「──何か話がスっ飛びましたわ」

「貴き様さまらいつもこんなか」

　いやそうではない、と各務が身を起こすのを堀之内は半目で見ていた。

　馬鹿は立ち上がって制せい服ふくの埃ほこりを落とすと、

「いいかね？　いつもなら、ここからメアリーにも確認をとって、そこで軌き道どう修正だよリスベス君」

　各務の顔横に通信用の術式陣がいきなり立ったが、馬鹿はそれを両手で上下から潰つぶした。

「各務、今の……」

「ああ、気にする事はない。気にしなくていいものだ」

　メアリーですわね、と思ったが、言わない事にした。半目の二代目学がく長ちようの追つい及きゆうが怖いからだ。しかし、今いま更さらながらに自分でも思うが、

　……随ずい分ぶんと、私も、一人ではなくなったものですわね。

　ハンターがいれば、メアリーもいる。無む論ろん、その中央にいるのは各務であろうというのは解わかっているが、自分も〝皆の一員〟として考えられるのが今の環かん境きようだ。

　異世界から来たデタラメな存在に、だからこそ自分は環境含みで変化させられている。

　そして自分は気付いた。先さき程ほどのリスベスの話の意味に、だ。

　……各務が回復役となれるとしても──。

「解りましたわ、二代目学長。ヘクセンナハトで、黒の魔ま女じよが回復術じゆつ式しきを使用する相手と戦せん闘とうをした事がないとはいえ、それはこの世界だけでの話ですのよね」

　リスベスが視線をこちらに向けた。

　彼女はそれ以外、しかし不動だ。

　肯こう定ていの言葉はない。だが、否定もない。ならば自分が次に問うべきは、

「各務？　どうなんですの？　貴女あなたがここまで渡ってきた世界で、そのような戦闘を黒の魔女は行ってきましたの？」
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「──正直に言えば、解わからない、だね」

　各務かがみは噓うそを交える事もなく、はっきりと言った。

　……硝しよう子このヤツが、回復術じゆつ式しきを完全に使いこなす相手と戦った事があるか、か。

　解わからない。

　定かではない、というのが正しい物言いだろうか。だが、解らないという言葉には、理由がある。何故なぜなら、

「堀ほり之の内うち君の前では言った事だね？　──ようやくなのだ」

　後の言葉を告つげた時、堀之内が眉まゆを上げた。

　あ、という気付きの声を重ねて述べられるのは、

「……黒の魔ま女じよ、つまり妹の存在を明確にしたのは、ここが初めてですのね？」

「そう。元々は世界の崩ほう壊かいという事じ象しよう。それが原因を明確にするようになり、超ちよう常じよう存在の仕し業わざとなり、やがて神などの所しよ行ぎようとなり、そしてここでようやく、──ようやく、一人の魔女として捉とらえたのだ」

　自分はそう言って、指を鳴らす。すると近くの茂みの陰から、一人の長身が現れた。

　メアリーだ。手にジュース缶かんの詰まったビニル袋ぶくろを提さげた彼女は、中庭のこちらのスペースに入ってきて、頭ず上じようの二つのマギノデバイスを見上げ、

「…………」

　何か凄すごく言いたそうな半目をしていたが、気付かない事にする。

　そして己おのれは、鳴らした指を広げて宙ちゆうに掲かかげ、

「メアリー、私達のいた世界ではどうだったか、憶おぼえているかね？」

「回復系けいの術式団でしたら、東とう白はく法ほう務む部ぶ直属の戦せん傷しよう修正科がそうでした」

「硝子のやつめ、漢字の名前をつければ格好かつこ良いと思っていたのだな……」

「そういう裏を読むのやめませんの？」

　いえ、とメアリーが言った。

「准じゆん将しようは翻ほん訳やく術式というか、意思疎そ通つう術式の強力なものを常時使用しているので気付かなかったと思いますが、東白法務部は〝ファーイーストエクストラロウヤーズ〟と読みますし、戦傷修正科は〝ウオーワウンドヒーラーバンド〟と読みます」

「白は何処どこ行ったんだよ！　あとバンドは何処どこから出てきた!?」

　茂みを搔かき分けハンターまでやってきた。
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「というか異世界なのに漢字で英語なんですのね」

「堀ほり之の内うち君、今度妹に会ったら正面からそれ言ってやってくれ給たまえ。ホントそれ妹の悪いクセなんだが〝皆やってるし！〟とか言うからなあ」

「あの、准じゆん将しよう、……まさかうちの世界、それを訂てい正せいするのが嫌いやになって壊こわされたんじゃ……」

　恐ろしい事言うなよ、とハンターは思った。

　だが、面めん倒どうな〝授業〟を抜ける理由として各務かがみ達の世話に入ると言うのは楽でいい。何しろメシもついてくれば居きよ室しつのように油の匂においがない寝床も借りられる。

　……堀之内の私室は床で寝られるからね！

　サイコーだ。実家は床が隙すき間ま有りの板張りだったから、寝ようものなら下の土台にいる蛇へびや蠍さそりと視線が合う好環かん境きようだったし。

　とはいえ、さっきのメアリーの言げんには問うべき部分がある。

「そういう、部ぶ隊たいか？　つまり大軍での戦せん闘とうではヒーラーがいたとしても、マギノデバイスくらいの大物でそういうのが実装されていた事ってあるのか？」

「たとえばどんな世界が思い浮かぶかねハンター君」

　そりゃやはりアレだろう。

「宇う宙ちゆう戦争とか、そのくらいの規き模ぼだったらマギノデバイスクラスの戦せん艦かんとかドカドカ出て、それこそ艦かん隊たいヒーリングとかやるんじゃないの？」

「残念！　妹のヤツは頭が硬くて、機き械かいが出てくる時は大体がやはり機械として扱ってしまってなあ」

「デバイスのように、〝杖つえを使って回復〟と出来ませんの？」

「宇宙戦争の時は、怪け我がは個人の超能力か治ち療りようパック。機械の補ほ修しゆうはそれこそ補修設備や機き器きによるものだったね。最後、宇宙の中心に敵があるかと思えば、全てがそこに収束して消しよう滅めつが始まるというよくある系けいでな……」

　その内容で、後ろは言葉に詰まる辺り、やはり当時の思うべきものを思い出しているという事なのだろう。だがそうだとすれば、

「機械とかで治療も出来る、としたのが、この世界か？」

「魔ま女じよのルールゆえ、自動的に魔法杖じようがそのような機き能のうを持っていったのだろうね」

　だから、

「治療術じゆつ式しきなどの発展はあったとしても、デバイス単位でのそれは初の筈はずだ。少なくとも私が妹を追ってきた世界の中では無かったし、この世界においても年上のリスベス君が私のやったのを見て驚きよう愕がくした」

「だとすれば、有効ですの？」

　ああ、と各務が頷うなずいた。

　だが彼女は、空に作った二つのデバイスを見上げ、

「私に出来るなら、条件が合えば妹にも出来るだろう。大体、あっちは私などよりもタチの悪いこの世界の創そう造ぞう主しゆなのだ」

　さあ、と各務かがみが言った。

「こちらの防ぼう御ぎよを増す方法は見えてきた。だが、後はどうすれば、このような力を持つ妹を倒し切る事が出来るか、だ。その方法を考えようではないかね」
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「何だか、東京湾わんの方が騒がしくなったわね」

『主しゆ街かい道どうの掲けい示じ板ばんが一いつ斉せいに〝全面停止〟になったのは見てる？』

　うん、と黒の短い髪かみを揺らし、少女は左脇わきの白いハンドバッグに答えた。

　空は十月終わりの西日だ。

　歩くのは昨夜ゆうべと同じ河か川せん沿いの街道だが、道は車で埋まっている。

　避ひ難なんする人々の車列があるのだ。私有の車ではなく公的な移動機き関かんを用いるように、という指し示じは出ているが、聞く者はまずいない。

「電車やバスも増ぞう便びんされているのにね。専用のものとか出して」

『人によっては家か財ざいを持ち出したいんだろう。何事も、思い通りにはいかないものだよ』

「なーに、その上から目線」

『それは昨夜の自分に言えばいいと思うよ』

　と言ってる間に、詰まった道路の向こうからクラクションが鳴り始めた。

　何事かと少女が足を速めると、その行き先となる方で、車が一台止まっている。

「ガス欠？」

『だったら補ほ給きゆうで終了だけど、そうじゃないみたいだし、故こ障しようじゃないかな』

　どうするんだろう、と言っている間に、空から二つの影が降りてきた。機き殻かくされた量産型ノーマルデバイスの箒ほうきに跨またがっているのは、軽けい装そう甲こうの制せい服ふくを纏まとった警察官の男女だ。

　着地というより飛び降りて、女の方が車の運転手の男に歩道へ出るよう指示。後続の車に待つよう手の平と管かん轄かつの署しよ名めいが入った術じゆつ式しき陣じんを出して掲かかげる。

『早いね』

「流石さすが警察」

　言う視線の先。運転手がとりあえずの手荷物を持って出てくる。交代と言うように、警察官の男の方が、運転手に挙きよ手しゆを一つ送った後で、車の内部に身を入れていく。

『──何してるのかな。内部で術式を使ってる？』

「所有権の一時確保じゃないかしら。男性はパッシブ系けいだから、問題のある車両を自分の所有下に置く事で自分の術式を適用させられるんだと思う」

『術式適用って、何を？　持ち上げて持っていく？』

「持ち上げるなら身しん体たい強化術式だろうけど、それを車に適用すると車が歪ゆがむと思うわ」

　言葉を続けながら近づいていく中　女の方が術式陣を展開し、運転手のサインをとる。そして男の方が外に出てボンネットに一つ術式陣を載のせた。

「────」

　男の方が、女の方に声を掛けた時だ。運転手に手の平を見せて下がるよう指示した彼女が、無む造ぞう作さに車を持ち上げた。

　頭ず上じように術じゆつ式しき陣じんが出ているが、その表記に車両移動の許可や本人の資格などが出ている。

『持っていく？』

「女性のアクティブ術式で〝持ち上げて支える〟は、やらないんじゃないかな。ずっと負ふ荷かが掛かる事になって燃ねん費ぴが悪いから」

『じゃあ……』

　という言葉の先は作られなかった。女の方が、手に掲かかげていた車を、車道で身構えていた男の上へと〝置いた〟のだ。

『ああ』

　と少女の脇わきから声がした。

『〝持ち上げる〟じゃなくて、〝支える〟なら、パッシブの防ぼう護ご系けい術式の応用だね。これなら車も歪ゆがまない筈はず』

「言葉遊びな気がするけど」

　だが、男の方が両腕うでで車を掲げて歩き出した。

　動きは軽い。行き先は決まっているのだろう。片側二車線の車列の間を抜けていく途中、バスとすれ違う際は車を縦たてに構え直した。内部にあるものが崩くずれていないように見えるのは、先さき程ほど内側に施ほどこしていた術式が〝支えている〟からだ。

「多分、こういう事のためのモータープールが各所に用意されていて、全体の流れを止める原因は集めて確保しているのね」

『やっちゃった人は、公的な移動機き関かんに乗り換えか』

　運転手が頭を下げると、女の方がこれからの行き先を指し示じした術式陣を手渡す。

　そして運転手が、別の方向に歩き出した。

　道路の流れとは離れ、駅か何処どこかに向かうのだろう。

　後あと始し末まつというように、警察官の女の方が道路に出していた術式陣を消し、後続の車列に頭を下げる。

　あとはただ、彼女が魔ま女じよとして空に飛ぶだけだ。何もかも、それまでと変わらない。

　歩道にいた少女が見上げる空には、

「……ああいう魔女が、定期巡回してるのね」

　二人組、場合によっては三人組や四人組の姿すがたもある。

『こういう事故は全体の０・０１パーセントにも満たないさ。だからそれさえ外せるようにしておけば、後は渋じゆう滞たいの対処で済む、という事かなあ。ちょっと乱暴な考えだけど、私用車に乗るなと言っても乗るだろうから、こうなる事を前提で動いてるのは百点じゃないけど正解かもね』

「うわー、凄すごい勢いの上から目線で採点」

『でも実際そう動いているなら見てみたいなあ』

「この近くに小学校があったから、そこに一時運び入れてるかしら」

『見に行く？』

　問いかけに、少女はややあってから首を横に振った。

「見たいのは別のところだから」

『昨夜ゆうべ、行けば良かったのに』

「昨日きのうの夜は、夜の街を歩きたかったのよ。出来なかった事だから」

　だけど、と少女は東の空を見た。

　建物の並びが有り、更さらにその向こうには浦うら賀が水すい道どうから東京湾わんに繫つながる沿岸部の高層建築や高こう架か道路などが有り、先を見通せない。しかし彼女は一ひと息いきをつき、

「──世界が、見えないところでも動いて、繫がっているのね」

　歩き出す。行き先は街の中、人の動きや車列の詰まった奥だ。東京湾の方に背を向けるようにして、彼女は歩みを速くする。

「──何処どこまで、出来てるのかしら」
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　光こう太た郎ろう達は、U.A.H.J.の手伝いとして、各地での天てん幕まく設営を行っていた。

　今は四し法ほう印いん学がく院いんの正門前、欧おう州しゆうU.A.H.の本部の増設だ。

　皆とてきぱきと作業する中、やってきたのは侍じ女じよ長ちようだ。彼女は屋外用の運うん搬ぱんワゴンに載のせた通信機や指し揮き用のデスクを、並び始めた天幕の中に入れながら、

「こちらだけではなく、横よこ浜はま、横よこ須す賀か、江えノの島しまにも設営いたします。江ノ島がうちの外本部となります。既すでに持ち場の分散は決めてあるとはいえ、設営に関しては先行の班はんを手伝う形で順次終えて移動していきますから、皆、急ぐようにしなさい」

　はーい、という声で、作業が続行される。そして侍女長が問うて来た。

「当日、執しつ事じ長ちようは屋や敷しきの方へ？」

「いえ、屋敷は戸と締じまりをした上で、総員外へ出ます。恐らくは江ノ島へ」

　言うと、近くで天幕を作っていた侍女数人が声を上げた。

「えー!?　こっち来んの!?」

「イエー！　こっちは安全ンン──！」

「侍女長、執事長に何か言ってやって下さい！」

「い、言っておきますけど屋敷付きの魔ま女じよも全員移動なんですよ……！」

　まあそうでしょうね、と侍女長が言った。彼女は通信用のパラボラアンテナを中ちゆう継けい車と術じゆつ式しき陣じんでリンクさせながら、

「黒の魔女の下げ僕ぼく達の攻こう撃げきは、単純な爆発と違って〝破は壊かい〟なので地下にも浸しん透とうします。屋敷の地下は最小規き模ぼの〝破壊〟には耐えられるかも知れませんが、中規模以上のものが直ちよく撃げきしたら逃げ場も何もありません。──しかし何故なぜ、江えノの島しまに？」

「御お嬢じよう様さま達との戦せん闘とうでは、如何いかな黒の魔ま女じよとはいえ、自由に動く事は出来ないと判はん断だんしているからです」

　マギノデバイスの戦闘は当然のように広範囲に及ぶ。が、流体の獲かく得とくや自身を確定させる結けつ界かいへの影えい響きようを考えると、市し街がい地ちや山間部は〝揺れ〟が大きく不ふ都つ合ごうがある。

　最大最高の立地は、地ち脈みやくの流れと同質となる広大な河か川せん上空だ。そこならば湧わき出すように流体の獲得が可能だが、日本にはそのような条件を満たせる大たい河がは無い。ならば、

「黒の魔女の属ぞく性せいは、固定されていない万全向きだとは思います。ならば有利な位置よりも、〝揺れ〟が無い場所として海上を選せん択たくするでしょう」

「最も激げき戦せん区くっスよー」

　と、左の目に眼がん帯たいをつけた魔女が言う。以前に、メアリー相手のランカー戦で〝目〟の能力を第七艦かん隊たいに提てい供きようした侍じ女じよだ。

　彼女は天てん幕まくのキャンバスをポールに結びつけながら術じゆつ式しき陣じんを広げ、

「──第七艦隊は現在第五艦隊をハワイ沖おきに呼び寄せてバックアップ展開中。やはり戦場は東京湾わんから神か奈な川がわ沖おき、そして沿岸部の〝[image: ]字〟ライン上だと見てます」

「第七艦隊は」

「戦場の最大範囲＋上空十キロから視し認にん出来ない位置につきます」

「地球の球面を遮しや蔽へいに用いますか」

　地球は丸いため、ある程度距きよ離りが離れるとその球面の陰にお互いが入る。

「黒の魔女の〝目〟が全ての下げ僕ぼくに対応しているとしても、終局段階ではほぼ地上戦の筈はず。緯い線せんに合わせて移動しながら地球を遮蔽に攻こう撃げきを加える事も想定しています」

　眼帯の魔女の言葉に、皆が一いつ瞬しゆん身動きを止め、頷うなずいた。

　黒の魔女の下僕を掃そう討とうするという状況。それが、こちらが勝っている中なのか、それとも逆なのか、今はまだ誰だれにも判断出来ないからだ。

　ただ、自分としては、言うべきがある。

「大だい丈じよう夫ぶです。──御嬢様は大おお奥おく様さまを超えられつつあります。そして今回は、匹ひつ敵てき以上のパートナーがいるのです」

　一つ言いましょうか。

「私達が屋や敷しきを撤てつ収しゆうして激戦区に向かうのは、何もそちらにいる貴女あなた達の援えん護ごだけではありません。そこで勝利した御嬢様に賞しよう賛さんを送るためですよ」

　言った直後。空に光が飛沫しぶきを上げた。

　同時に、作業をしていた侍女達が身を震わせ、誰も彼もがその全身や髪かみ、周囲に展開していた結けつ界かいを光らせた。

　……これは──。

　魔ま女じよ達が、常時消しよう費ひしている防ぼう護ごや保護などの術じゆつ式しき。そこに外から大量の流体が流れ込み、キャパオーバーしたのだ。

　その原因は、解わかっている。

「各務かがみ様が、組んだデバイスを解除したのですか」

　作るのと同様に無む造ぞう作さ。

　そして見上げた空には、光がかすかに散っているだけで、何処どこにも二つの巨大な影は無くなっていた。
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　何か騒ぎが起きてますね、と空を見上げていたメアリーは、同じようにしているハンターと並ぶ。

　とりあえず軽く手を挙げ、

「しかし、ここで作戦会議ですか、准じゆん将しよう、堀ほり之の内うちさん。それと新学がく長ちようも」

「ああ、そうだメアリー、相手をしてやれるぞ？　んン？」

　とりあえず無視する。その上で、

「新学長閣かつ下か、先さき程ほど、准将を用いた実験をしていたようですが、黒の魔ま女じよの封ふう印いん結けつ界かいの性質について教えて下さい」

　ほう、とリスベスが応じた。彼女はこちらに口くち端はの笑みで頷うなずき、

「貴き様さま、……賢かしこい子だね」

「当然の疑問です」

　何故なぜなら、と己おのれは空に軽く手を振る。

「先程、准将による防ぼう御ぎよ能力としてのデバイス成形を見ましたが、これは大量の流体を消費するものです。では疑問があります。戦場となる封印結界の中に、外から流体を送る事は可能なのでしょうか、と」

　これは、かつて自分がとった戦せん術じゆつによく似ている。

　各務・堀之内のバディに対し、北ほつ極きよくで各務だけを切り分けた自分は、ある策をとったのだ。それは、クラフト能力と莫ばく大だいな流体獲かく得とく能力を持つ各務に対し、

「結界で空間を包囲し、その内部の流体量を減少せしめました。結果、准将はデバイスの回復や攻こう撃げきの力を著いちじるしく失い──」

「結果として置き撃うち大陸間砲ほう撃げきを食らってやられたのがいたよね」

　第三位うるさいです。

　ともあれ結果の一つは確定出来る。

「もしも結界が流体を断絶するタイプのものであった場合、バディ制は不利となります。何しろ准じゆん将しようも堀ほり之の内うちさんも流体消費量の多い技を使いますので、自動的に早期の燃ねん料りよう切れが生じる事になるからです。

　この場合、──准将のデバイス回復などは、尚なおの事危険な技となるでしょう」

「黒の魔ま女じよも同条件になると、そう考えないのは何故なぜだ？」

「黒の魔女は創そう造ぞう神しんに匹ひつ敵てきする存在だからです」

　自分は知っている。以前、自分達のいた世界を滅ぼそうとしたのは〝神〟の側で、それはこちらの世界で言う黒の魔女の麾き下かでしかなかったのだ。

　神々よりも上位の存在。そうなるともう常じよう識しきなど一切通じるものではない。

「前ヘクセンナハトで追い詰める事が出来たとは言え、黒の魔女は麾下の下げ僕ぼく達を展開して逆転しました。ここから解わかるのは、黒の魔女が負ふ傷しようし、最終的には滅ぼせるという事実と、黒の魔女の〝創造〟については思いつく限り無む尽じん蔵ぞうであろう、という事実です」

「たしかに、……地球上をあれだけ破は壊かい出来ただけの麾下を召しよう喚かんするなんて、従来の流体確保法を頼りにしていては出来ませんわねえ」

「私が、自分の独自ルールを持ちながら根源部分でこの世界の登場人物のルールに縛しばられるのとは別で、恐らく、妹は自分の独自ルールを用い、しかしそれに縛られているな」

「何故です？　准将」

　疑問がある。

「ルールなど設けなければ無敵でしょうに。……何故、ルールを？」

「作家の傲ごう慢まんだよ」

　各務かがみが眉まゆを立てたまま小さく笑った。

「この世界を作り、滅ぼす。だが、そこには良心の呵か責しやくがある。だから、自分の考え得る限り、最大限の〝自分はなかなか傷つかないが、傷つかない訳わけでは無い〟というようなルールを置く事で、全能である自分を保ちながら、世界に対しての良心をも保つのだろう」

「ああ、ゲームで無敵プレイだと何か後ろめたいけど〝無敵でも穴に落ちたら死ぬ〟だと後ろめたさが結けつ構こう消えるようなアレか」

　第三位の言っている事は解わからないが、何となく理解出来た事がある。

「つまり黒の魔女は、傷つきはするが、相当の回復や防ぼう御ぎよの手段を持っている、と……」

　ならば、一つの結論が導かれる。それは、

「……堀之内家は、どんだけ攻こう撃げき力全振りだったんですか……」
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　リスベスも含み、皆がこちらに視線を向けたのを堀之内は悟さとった。

　これはマズいターン、と思うが、とりあえず言っておく。

「な、何ですの皆さん、その目つきは……！」

「堀ほり之の内うち、前に言ってたよね？　──母の頃ころよりもいろいろな部分で改良されてる、とか、そんな事を」

　あー、とハンターが両腕うでを空に上げて声を作った。

「ボクその実験台にされたあ──」

「ど、どちらにしろ、黒の魔ま女じよを倒す事が至し上じよう命めい題だいだとすれば、攻こう撃げき力が高い事は悪い事ではない筈はずですわ」

「逆に言うと、既すでに私達は、攻撃力だけならば黒の魔女と同等のものを手に入れているという事になるのだね？」

　各務かがみの言葉には、言われてみれば、という思いがある。更さらにそこに言葉をつなげるならば、

「──私達は、とりあえずデタラメではありますけど、黒の魔女に匹ひつ敵てきする防ぼう御ぎよというか、デバイス回復の方法も手に入れていますのよね。補ほ修しゆうではなく、新規再生のようなレベルで」

　各務の事だ。それが通じたのだろう、彼女は胸を張ってもっと褒ほめろアピールをする。

　……何かテンション高いですわねー……。

　このところ、やたらといろいろな人へのちょっかいが多いし、余計な事ばかりしている。何のテンションだろうと思うが、問えば応こたえてくれるだろうか。

　ただ、こちらとしては疑問がある。ソレは先さき程ほどのメアリーが問うたものと同じだ。

「封ふう印いん結けつ界かいの組そ成せいは、どうなってますの？」

　問いかけに対し、リスベスの答えは簡かん潔けつだった。

　彼女は一つ息をついた後で、こう言ったのだ。

「現状では、月と地球までの間を結ぶ封印は、流体などを遮しや断だんするものとなっている」

　内部の流体は有限。そういう事だ。
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　ハンターは、大体の事を知っていた。

　米国U.A.H.は、前ヘクセンナハトの際、現場にいる事をしなかった。それゆえに黒の魔女による〝消しゴム〟の影えい響きようをあまり受けなかったのか、当時のヘクセンナハトの戦せん闘とうについてはある程度の情報と予測が立てられていたのだ。

「流体遮断の結界だと、問題が二つあるよね。一つは、通信関係も術じゆつ式しきによるものだと遮断されてしまうという事。まあこれは光学通信術式で圧あつ縮しゆくした情報を解かい凍とう展開して遣やり取とりすれば何とかなる」

　もう一つの問題は、先程も出た通りだ。

「燃ねん費ぴをどうするか、だ」

「その口く調ちようだと、第三位のヘッジホッグは、燃費問題をクリア出来ているのですか？」

　メアリーは聡さといなあ、と思いつつ、しかし頷うなずいておく。

「実のところ、フルールも、堀ほり之の内うちのカーチャンも、それクリアしてたよ」

　言うと、堀之内がこちらに視線を向けた。彼女は、ええ、と頷うなずき、

「──つまり重じゆう装そう甲こうもしくは高密みつ度どの巨大化ですのね？」

「何と！」

　各務かがみが堀ほり之の内うちの胸を見た。

「巨」

　そこで堀之内がノーモーションのアイアンクローを叩たたき込む。

　早えーよ。
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「アイタタタ！　弓を摑つかむ握あく力りよくが見事だね堀之内君……！」

　どういう褒ほめ方ですの、ととりあえず前向きに受け取りながら、己おのれは言う。

「フルールの巨大デバイスも、ジオフレームも、莫ばく大だいな流体をもって成形されますの。

　でもそれは、単なる巨体ではなく、内部に流体を確保し、流体密度が薄くなった状態でも戦せん闘とうを行えるという、そんな形でもありますわね」

　見ないようにしている左手の向こうより、まるで鮮せん魚ぎよが暴れてるような震動が来るが気にしない。これでも料理は得意ですの。林りん檎ご搾しぼりジュースとか。

　だが、こちらの左手の先をちらりと見たメアリーが、視線をこっちに戻して言った。

「疑問です。──流体密度が薄くなれば、デバイスは分解されるのではありませんか？」

　メアリーの疑問も尤もつともだ。だが、

「全長五百メートルクラスのデバイスではぎりぎりかもしれませんけど、三キロを超えるデバイスやフレームとなれば、それ自体が〝相そう〟を持ちますわ」

「そういう事。〝空間〟として地ち脈みやくが通過して流れるのではなく、〝地ち相そう〟などを作れる大きさになれば、話が変わる。まあ、大きいだけじゃなくて、そこに土地的機き能のう性や存在意義とか必要になるんだけど、デバイスはそれを叶かなえる要因に満ちてはいるよね」

　ええ、と己も頷うなずいておく。

「フルールのデバイスが〝環かん境きよう〟であった理由も、母のあの巨大な人型デバイスを〝ジオフレーム〟と呼ぶ意味も解わかりますわ。ジオ、とは土ど着ちやくの大だい地ち母ぼ神しんですものね。

　だから、ジオフレームを召しよう喚かん出来れば、流体を遮しや断だんする結けつ界かいの中でも、デバイスは〝相〟として形を保ち、内部に確保した流体をベースに活動出来ますの。──無む論ろん、それ自体が燃ねん料りようとして上限となりますけどね」

「よく考えたら神の所しよ行ぎようだよなー……。自分の〝相〟化は」

「ヘッジホッグだってそうなんでしょうに」

　ハンターのデバイスが持つ重装甲は流体の密度を上げているからこそだ。ならばそこには、条件次第で見た目の大きさとは別の〝相そう〟が発生する可能性がある。

　……多分、それが出来るか出来ないか、の境きよう界かいにあるのでしょう。

〝相〟化すると、今度は己おのれの〝相〟に引っ張られる事となる。ヘッジホッグの場合、それがどうなるかを考えれば、

「重じゆう装そう甲こうによる〝相〟だと、恐らく地ち殻かくや岩がん塊かいなどの〝相〟に近くなりますわね。だとするとそうなった段階で高速移動などが難しくなりますわ」

「そういう事。だからランカー戦を行ってる状態では、重装甲にしながら完全密みつ閉ぺいにはしてない。スイングバイ形式も、〝相〟に引っ張られたら相当な出力を必要とされるし速度が落ちるからね。

　──ゆえにランカー戦を勝利したあと、ヘクセンナハトに向かっての準備期間中に密閉処理を施ほどこすつもりだったんだ。

　ヘクセンナハトの結けつ界かいが流体遮しや断だん系けいだった場合、衛えい星せい軌き道どう上の人工衛星を使ったスイングバイが使えないからね。内部強化は必ひつ須すとされてた」

「そういう作りでしたか」

　と、メアリーが軽く吐と息いきした。何となく残念を感じる彼女の態度の意味は解わかる。

「私のイーラは、流体ゼロの環かん境きよう化かでの行動は想定していませんからね」

「その場合は、私達U.A.H.が助言や手て筈はずを整えただろうから案ずる事はない」

　リスベスの言う通りだ。そして自分も、メアリーについては充分を感じている。

「貴女あなたの消しよう滅めつ術じゆつ式しきは、黒の魔ま女じよにも有効ですわよ？」

「元一位の環かん境きよう術式下では通じないものでしたよ」

　いえ、と言うべきだろう。

「環境に〝対〟したからいけなかったんですわ。決戦の際、私も各務かがみも環境に合わせ、流される事で被ひ弾だんを防ぎましたもの。──要は考え方次第。そして私達のそういう判はん断だんも、先に出た貴女の戦せん闘とうを参考にしたものですわよ」

「堀ほり之の内うちさん……」

　何で〝さん〟づけなのか未いまだによく解っていないが、メアリーが頭を下げた。

「その言葉、感謝いたします」
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「聞きましたか皆さん！　御お嬢じよう様さまが御友人を気き遣づかった上でリスペクト！　盗とう聴ちようの甲斐かいがありましたね！　どうですか！」

「執しつ事じ長ちよう、流石さすが御嬢様ですが、執事長のやってる事は最低です」

「ええ、貴き重ちようなシーンを有あり難がとう御座います執事長。ですが貴方あなたは最低です」

「そうですね、コレさすまん案件ですけど、執事長は最低です」

「アー何か言ってます言ってます！　私の恩おん恵けいの下ですから気にしませんよ私は！

　──流石さすが御お嬢じよう様さま!!」
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　さてまあ、と堀ほり之の内うちは思った。

　……ヘクセンナハトでの、こっちの戦術が見えましたわね。

「とりあえず戦せん闘とうを開始したら、各務かがみの能力を用いて損害を防ぎ、そして長期戦となればジオフレームを展開して戦えと、そういう事ですわね」

　だが、疑問も出た。

「前ヘクセンナハトの際、黒の魔ま女じよは〝援えん軍ぐん〟として下げ僕ぼくを呼びましたわ。流体遮しや断だんされていたのに、何故なぜですの？　各務」

　アイアンクローを外して問うた先。各務が頭を振って即そく答とうした。

「ああ、それは術じゆつ式しきでも何でもないよ堀之内君。外で食事でもしながら話をしよう。ややプライベートな部分を含むからね。メアリーもハンター君も来給たまえ。リスベス君はどうかね？」

　振り向くと、リスベスが半目で右手を左右に振っていた。彼女はそのまま眉まゆ根ねを詰めて、

「こっちは仕事だ！」

　凄すごくついて来たかったように見えますの。







[image: 第二章『思いを巡らせ』]
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「あ、ちょっと飲むもの買ってく……！」

　先さき程ほどから街かい道どうを埋めていた渋じゆう滞たいも途切れた市内。どちらかといえばもはや出しゆつ自じを隠かくさない魔ま女じよや、U.A.H.の車両の行き来が目立つ中で、少女は歩みを急がせた。

　彼女達がいるのは、駅のエントランスだった。

　ショッピングストアと合体した駅舎の入口には、相模さがみ鉄てつ道どう本線・三みツつ境きよう駅という文字が掛かっている。

　改札から北にて出てみれば、そこは高こう架かのテラスで駅前との行き来をする空間。

　駅周辺には起き伏ふくが多い。テラスからは各所に木々の緑も見え、

「あっちの丘、あの辺り」

『飲み物かい』

「うち、よ。あそこ、見えないけど」

　少女が差すのは、北西にある丘だった。すると彼女が脇わきに抱えるバッグが吐と息いきした。

『遠いじゃない。電車も無む駄だな事だったのに』

「つきあってくれて感謝してるわ」

　歩き、テラスを渡って北口に出る。そこは商店街とも言うべき場所で、

「おお、本当にあったオープンカフェ」

『何か凄すごく場違いだけど、これ君の強権？』

「勝手に無くなってなくて感謝するくらいの権限よ」

　と、チェーン店としてのマーキングを掲かかげたオープンタイプのカウンターに少女は行く。自分より先に二、三人。カウンターの屋根の下に入ってから、店内には数名の魔女達がいて、術じゆつ式しき陣じんで情報収集をしていると知る。

　前にいる客の注文を、肩越しにそれとなく見ている少女に対し、脇から、

『君、ひょっとしてこういうところ、初めて？』

「エキナカのハンバーガーショップにはたまに行ったわ。いつもフィッシュバーガー」

『注文での君の失しつ態たいを期待するね』

　いやいや、と少女は自分の番になったら前に出る。

　店員は背の高い女性だった。店が用意している共通規き格かくの術式陣を宙ちゆうに出し、

「──何に致しますか？」

「あ、じゃあ、持ち帰りでミドルサイズでアイシングブリュレにチョコチップ増しにチョコソースにダブルクリーム載のせて下さい」

『もうちょっと専門的な言い方あるんじゃない？』

　その声に、店員が笑って、少女が脇を一つ叩たたいた。

　店員は品名のメモを作りながら、

「使し役えき体たい？」

「あー、そんなもんです」

「そう。──あ、カラメルソースは苦にがいのがいい？」

「え？　あー」

『どう違うの？』

「この組み合わせだと全体が濃いめの深い甘さで溶ける食感も強いから、カラメルが苦いと全部重くなるわね。甘いのにすると差が解わかるし、混ぜると口当たりがよくなるけど、でも平均的だし、重いのが良いっていう人もいるかな」

「じゃあ重い方で」

「ハイ、じゃあちょっと待ってね。──と、ハーブは？　ミント？」

「あ、はい、それで」

　有あり難がと、と、店員がカウンターの奥にいる調理師にメモを渡す。

　彼女はテイクアウト用の紙かみ袋ぶくろを広げ、紙ナプキンを仕込みながら、

「貴女あなたも明後日あさつてに持ち場あるの？　ほら、ヘクセンナハトの」

　あー、と少女はやや迷った。そして、眉まゆを下げながら小さく笑って、

「まあ、ちょっと、出ます」

「そっか。──って、じゃあ印いん章しようあったら出して。この地域の担当だったら無料配給だし」

「あ、いえ、この地域じゃないです。もっと多分、海の方で。

　こっちにはちょっと、実家を見に、というか」

「ああ、じゃあ行ってらっしゃい。大事な事だね」

　言われ、少女は淡く赤面した。頭を下げ、

「どうも有り難う御座います」

「いやいや。──大体の魔ま女じよは、担当地域決まったら、ほら、日本は神しん道とうだから、氏うじ子ことかいろいろあってね。思ったより〝合う〟らしいんだけど、やっぱり馴な染じませるために、今からいつも通りの格かつ好こうでやって土地神に沿うみたい」

「そういうもんなんですか」

「まあ、そういう事しておくといいんじゃない、っていうジンクス。それがネットで広まったみたいで、皆そうしてるんじゃないかな。

　そこらへん気にしないって事は、貴女、学がく院いんの子？」

「え？　あー、そんなところで」

『いや違うだろ。話適当に合わせるのは──』

　少女が下からスナップで叩たたいたので、バッグの中身は黙った。そしてその遣やり取とりが聞こえなかった店員が、場を埋めるようにまた軽く笑って、

「学がく院いんの方だと、またランク一位達が騒ぎ起こしてるね。さっきもいきなり戦せん闘とう形状のマギノデバイスを予定も無しに射しや出しゆつして沿岸部が大騒ぎになったし。知ってる？」

「あ、いや、さっきのは知ってますけど、そんなのやってたとは……」

　そう、と言って、店員が厨ちゆう房ぼうの方からの声に振り向いた。

　身を戻す頃ころには、その手に透明樹じゆ脂しのカップが携たずさえられている。

「ハイ、どうぞ。──ストロー差しとく？」

　はい、と頷うなずくと、そうした上で、紙かみ袋ぶくろに詰められる。そして手渡されながらの言葉を、少女は聞いた。

「あのランカー達、最近は外食でよく外そと出でてるってね。学院内も忙いそがしくなってきたし、こっち、神か奈な川がわ方面はU.A.H.の展開も密みつ度ど高いから、外の方が静かなんだろう」
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「で、連れん中ちゆうは品しな川がわ行きか。──まあ、中間管理職は大変だなリスベス・ルエーガー」

　海風が鳴く午後の空の下。広大な青黒い海の上に、鉄の板がある。

　巨大な航こう空くう母ぼ艦かんだ。現状、両側面を開いて固定用のフローターを出し、喫きつ水すい線せんを高い位置にしている甲かん板ぱん上では、幾いくつもの影が動き、声が響ひびいていた。

　北を向いた艦かんの左さ舷げん側、遠くに僚りよう艦かんを置いた間の海域に、これも巨大な術じゆつ式しき陣じんが五枚ほど展開しているのだ。

『解かい錠じよう──！』

　艦からの拡声術式に応じ、海面に描かれた術式陣がネジを巻くように旋せん回かいし始めた。

　周辺の海域に霧きりを生じながら、術式陣が二重、三重となっていき、それぞれが回転を緩ゆるめたり急がせたり、行っては戻りを繰り返す。

　そうする内に、術式陣の中央から、あるものが生はえてきた。

　光で出来た、こちらの航空母艦よりも巨大な刃やいばだった。

　黒の色にすぐ染まっていく一いつ刀とうは、

「──リスベス・ルエーガー、アンタ、コレ元々山さん岳がく地帯の流体のみで成形したろ。ついでに言うとそれ合わせで設計したろ？」

　甲板縁べり、腰を落とし、煙草たばこを吹かしながら金きん髪ぱつのツナギ姿すがたが言う。

　海を見る女。肩に少しよう将しようの徽き章しようと、音おん符ぷにショットグラスのワッペンをつけた魔ま女じよだった。

　彼女は、煙草の先に展開した通信用の術式陣に小さく舌した打うちし、

「うちの得意な〝相そう〟は海と空、あと風と夜だな。──コレ、相あい性しよう悪いぞ。あと二枚あるのにえらく時間が掛かってるわ」

『──貴き様さまのいる航空母艦は欧おう州しゆうの山岳地帯まで飛べないのか？」

「やる、ってんなら飛んでやるよ。〝ソングカフェ〟の大おお騒そう動どう、また見たいのか」

　と、彼女〝ソングカフェ〟が言った時だ。

「あー、〝ソングカフェ〟！　暇ひまぁ──！　そっちリスベス!?　同どう窓そう会かい？」

「……また偉いのに嗅かぎつかれたな」

『誰だれだ？　いや、そちらにいるとなると──』

　リスベスが相手の名前を思い出す前に、〝ソングカフェ〟の通信用術じゆつ式しき陣じんが一いつ瞬しゆん揺らいだ。直後。後ろから駆かけつけてきた中ちゆう将じようのジャケット姿すがたが声を上げる。

　こちらは黒くろ髪かみのロングを風に靡なびかせたサングラスが、手元に通信用の術式陣を出し、

「リスベス！　──何？　うちのハンターちゃんをどうしたいの!?　返して！」
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　通信を傍ぼう受じゆしていたハンターは、四し法ほう印いん学がく院いん前のバス停で頭を抱えた。

　横、同じようにバス待ちのメアリーが、撮さつ影えい用術式で何とか堀ほり之の内うちを巻き込もうとしている各務かがみの動きを避けながら、

「どうしました第三位。先さき程ほどから通信用術式陣を耳に当てて」

「……何か、一日空あけてただけで、ドラマが形成されてるっぽい」

　はあ、とメアリーが頷うなずくが、こちらとしては洋上でのドラマ展開に何も手が出せない。

『──いい!?』

　第七艦かん隊たい司し令れい官かんである〝阿あ吽うん銀ぎん貨か〟が通信で叫んだ。

『ハンターちゃんは毎日肉食ってないとバーベキュー味がサルサになるのよ!?』

　何言ってるか解わからん。

　……ここまで酷ひどかったかな──。

　しみじみ思うが、脈みやく絡らく無いのは〝阿吽銀貨〟のセンスだ。字名アーバンネームの通り、メダルを使用しての占せん術じゆつをベースとした戦せん術じゆつは、その先読み性が行き過ぎてまともに会話出来ない。既き知ちであったとされる〝ソングカフェ〟が副官役でついていて、その翻ほん訳やくや調整をしている状態だが、

『──ハンターちゃんはうちの子なんだから、そっちでちゃんと肉食わせて怪け我がさせちゃ滅ぼしてやるからね……！』

　仮定から結論に飛ぶなよ、と思うが、大事にされているのだとは思う。

　そして、リスベスが応じた。彼女はこちらの無法に対し、落ち着いた声で、

『──潰つぶすぞ貴き様さまら』

　……勘かん弁べんしろよ……！

　通信に割って入って「どーもどーも、これからファミレスに肉食いに行くんで安心しといてよ！　な!?」とでも言うべきだろうか。間違いなく『子供は黙ってろ！』とやられる気がするが、これは自分が弱気だからだろうか。

　ただ、このタイミングで〝ソングカフェ〟が割って入った。

『おいリスベス』

　一いつ瞬しゆんの間をおいて、諭さとす言葉が放たれた。

『お前、今、とりあえずはうちにマギノデバイスの補ほ修しゆう頼んでる身分だろうが、うちの方も何かイキってるが、少し抑えろ』

　そうそうそうと、己おのれは思った。クールにクールに。肉を焼く時だってそんな頻ひん繁ぱんに引っ繰り返さないだろう。

　……落ち着きが大事だよね！

　それが通じたのだろう。リスベスが咳せき払ばらいをして、通信上でこう言った。

『ああ、解わかってるとも。米国U.A.H.』

　解るんだ……、と何故なぜか思ってしまった自分は結けつ構こう一般人枠わくなのだろうか。

　そしてリスベスが理解の言葉を送った。

『──解ってるが、それとこれは別だ』

「……どうしました第三位」

　言われなくてもどうかしてる。理解って言葉知ってるか。

　このまま自分達が品しな川がわで肉食ってパフェ食って騒いでる間、東京湾わんと神か奈な川がわ沖おきを結ぶ辺りで魔ま女じよ大戦が行われてなければいいと思う。だが、

「お、来たね皆」

　バスが来た。ここから先、通信術じゆつ式しきは封ふう印いんだ。車内で声が漏もれ聞こえるとちょっとヤバい。

　しかし、自分が、何か言い合ってる術式陣じんを消去しつつ、

　……大だい丈じよう夫ぶかなあ。

　と、そう思った時だった。〝阿あ吽うん銀ぎん貨か〟の声がこちらの耳に届いてきた。

『いーわよ別に！　前と同じで私達と勝負よ勝負！　──十年前の代表者戦と同じで！』

　あ、と術式陣の消去を止めようとしたが、無む理りだった。

　……欧おう州しゆうU.A.H.代表と、二人とも、知り合いなのか。
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　リスベスとしては、気分転換の時間が来たのだな、と思った。

　……ちょっと仕事と、そのための思案が増え過ぎだ。

　一ひと息いきを入れたいが、この学がく院いん内だと駄だ目めだ。空に囲むデバイスが視界に入ると、何か仕事しないといけない気がしてくる。

　こんなに私、日本人気質だっただろうか、とも思うが、就しゆう業ぎよう時間中は熱心なのが独逸ドイツ人。そして今はまだ五時前だ。

　理り路ろが立ったので仕事をしないといけない気になってきた。

　そんな時の強制的な息抜きに米国アメリカ人は最適だ。何しろ声がデカいし何言ってるか解らん。

　ただ、懐なつかしい事を言ってきた。

『私達に勝ったアンタが、何で上の二人に負けてんのよ──！』

　それは簡単な事だ。

「攻こう撃げき力が足りなかった」

『……リスベス、アンタ、あたしの〝カウンター〟を一いち撃げきで破は壊かいしてたよな』

「一つ言っておく」

　告げる。

「私が充みつ代よに負けたのはバスタブ掃そう除じの出来が悪かったせいだ」

　以後、縁ふちの辺りには汚れを残さないように気をつけている。亡き友との約束だ。

『……解わかりにくい答えを有あり難がとう』

　どういたしまして、と思うが、言いはしない。だが、こちらも昔は思い出す。

「よく考えたら、擬ぎ似じ的とはいえ、そちら二人は代表者戦初のバディか」

『あたしが実働で〝阿あ吽うん銀ぎん貨か〟が戦術。ヘクセンナハトの結けつ界かいを見越して、光学通信で戦術指し示じの遣やり取とりをしてたのは、見破られてたよな』

「戦場が海上の空、しかも範囲も限定されていた。下に第七艦かん隊たいが出で張ばって〝監かん視し中ちゆう〟との事だったが、私の〝目〟でもレーザー光は見える」

『私の〝推すい測そく〟を伝えても、複雑な挙きよ動どうは伝える前に本番が来ちゃうし、負けるし、悔くやしいけど撤てつ退たいだし、御陰で本番出遅れだし──！』

　そうだった。

　米国はその戦いで代表が落ちた事から、ヘクセンナハトでの立ち位置を見極められなくなった。当時、欧おう州しゆう側から独立しつつあったが、欧州代表とも言える自分に敗はい北ぼくし、更さらには同様に欧州出身のスリズィエがランク二位となった事で、米国側は介かい入にゆうの余地を失ったのだ。

　それが彼女達の所属する第七艦隊の動きを止めたが、

『でも幸運はこっちだって私のメダルが三つも言うの！　だから揶や揄ゆとか凄すごかったけどでも気付いたら司令官だしここにいるしハンターちゃんにはちゃんとランカー戦終えてもそっちいてコネ楽しんでおけって言えたし──！　ああもう当時の私、こうなるって細かく推測して〝見えて〟いたらなあってこのところ思うの』

「予言、予知系の能力は長期になると流石さすがにブレるか」

　と言った時だ。向こう、〝阿吽銀貨〟が吐と息いきと共に台詞せりふを作った。

『勝てる〝読み〟が出てたのよねえ。……だから、安心してたんだけど』

　そうか、と言いかけて、言葉を噤つぐんだ。

　そうだ、〝阿吽銀貨〟は予知系の占せん術じゆつを用いる。ならば当時も、今においても、

　……待て。

　落ち着け、と自分に釘くぎを刺して、己おのれは問うた。

「──その〝読み〟は、私との代表者戦についての事か」

　問うと、空気が冷えた。そんな感覚が来た。向こうもこちらの意図を理解したのだろう。ややあってから、〝阿あ吽うん銀ぎん貨か〟の小さく笑う吐と息いきが聞こえた。

『極ごく秘ひよお』

　聞く。

『当時、私の〝読み〟は遠かったけど、最終代表者は黒の魔ま女じよに勝ってた筈はずなのよねえ』
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　……何故なぜ、勝てていた筈の充みつ代よが敗はい北ぼくした？

　リスベスは、幾いくつかの〝何故〟と、幾つかの答えに至る道みち筋すじを思いついた。

　何故、〝阿吽銀貨〟の〝読み〟では充代が勝てていたのか。

　何故、その〝読み〟が外れる事となったのか。

　何故、そのような〝読み〟が出来るのならば、

「……私との代表者戦、勝てないと、そう〝読んで〟いたのか？」

『ううん？　運命というか読み糸？　それって結局、手た繰ぐり寄せで結けつ構こう変わっちゃう部分があるのよ。ほら、私は〝読める〟けど、早い訳わけじゃないのね？　で、読み糸を俯ふ瞰かんして読んでるんだけど、人によっては途中でその読み糸を手繰って引き寄せたり、別の糸と撚より合わせていっちゃう場合もある訳』

　運命は一つではない、というのは、占せん術じゆつ系けいの魔女からよく聞く事だ。

『私の場合、対象の周辺にして三十系けい列れつくらいまでは一緒に読めるんだけどあの時は負けたのよねえ。──横から割り込むような介かい入にゆうあって』

「……？　私達の勝負に、誰だれも介入などして来なかった筈だが？」

『上の二人がいたじゃない』

　待て、と己おのれは言葉を作った。

「充代もスリズィエも、戦せん闘とうに介入して来なかった。そういう関係だ」

『だからだよ』

〝ソングカフェ〟が言った。

『アンタと、そいつらの〝関係〟ってやつだ。アンタの運命、アンタの思考だけだったらまだしも、強力な〝関係〟によって、アンタは戦闘中にそいつらの事を思い、自分の運命を託したり寄せたり、または思考を自分のものじゃなくてそいつらだったらどうするか、というのに合わせた』

「それは──」

『四し法ほう印いん学がく院いんからの報告だと、この世界も私達も、誰だれかの妄もう想そうの産物？　だけど私達さあ、──自分を妄想で誰かと重ねる事も出来るのよね。それってもう、誰かの産物って事じゃないと思うんだけど。あ、いや、だけどじゃないか。だからさあ』

　だから、

『私と〝ソングカフェ〟なんか、当時はツーカーでもしも流体遮しや断だんされてても一人で二人分の考え方の幅とか持ってたんだけど、アンタもそうだった訳わけ。

　──勝てると思っていたのに、アンタの強固な〝関係〟が作ったアンタの〝幅〟にしてやられたし、そこまでアンタの〝幅〟があるって、気付いてなかったこっちの負け。でもだからこそ〝アンタが勝った〟って事にはしないのよねえ』

　言われて、ふと、十年前のいろいろな事が腑ふに落ちた。

　少し、疑問に思っていた事があったのだ。それは、

　……私が常に三番手で、それ以上に行けなかった事だ。

　スリズィエと充みつ代よに勝てない理由は、先さき程ほど言った攻こう撃げき力そのものだと思う。だが、

「確かに私は、当時、あの二人と戦いながら、──負けてもこの二人なら託せると、そう考えていたよ」

『他の二人は、ちょっと違ったんじゃない？　意い地じ悪わるで言うけど』

〝阿あ吽うん銀ぎん貨か〟が、言葉の内容とは別で、静かな口く調ちようをもってこう言った。

『他の二人は、託す事もだけど、自分が他の皆の思いや関係を受け止めて行こうと、そういう覚かく悟ごもあったんじゃないのかなあ』

「だろうな」

　覚悟が違う、と言えばそれまでだが、充代やスリズィエには子供もいた。

　自分達が守るべき存在。そういったものからの思いや関係を受け止めて行く覚悟があった上で、負けても託せる者がいるという事実があった。

　自分は、片方だけだ。ああ、と何となく思ったのは、

　……結婚しておけば良かったのか……？

　否いな、そういう単純なものでもないだろう。

　いかん、生まれてこの方、一回もそんな事を思った事がなかったが、何か不意にそういう事の必要性を感じるのは、ヘクセンナハトを前に弱気になっているのだろうか。

　だが、それが解わかってみると、スリズィエが学校を作った意味には深いものを感じる。

　この学校にいる魔ま女じよ達は、スリズィエにとっては〝託せる者〟だろう。

　ただ、スリズィエは、自分が託す相手を守る思いが強くて、残念となったが、

　……何だ、全く。

　スリズィエにその事を詰め寄った自分は、解っていたのだろう。

　そしてスリズィエから学がく長ちようの座を継いだのも、無いものの補ほ完かんと、そうも見える。

　参った。

　スリズィエの使う術じゆつ式しきは花をベースとしたもの。

　花の術じゆつ式しきには、占せん術じゆつがつきものだ。

　ひょっとして、彼女は、こういう未来を〝読んで〟いたのか。

　だとしたら、敵かなわなくて当然だ。

　一番強かったのは充みつ代よで、次がスリズィエで、そして自分だ。しかも有あり難がたい事に、

「……あの二人との関係と思いが、貴き様さまらとの間に、私の勝ちを導いたのか」

『そーねえ。一人分の予知と、その関係三十人分を読む事は容易たやすいけど、その一人の中に構築されてる〝関係〟や思いまで予知に含めるのは難しいのよねえ。

　だってそれは、本来ならば存在してないものだし、どこで出てくるか解わからないから』

　成なる程ほどな、と自分は内心で呟つぶやいた。

　幾いくつかの疑問と符ふ合ごう。この十年、忘れていても不意に思い出すような、後こう悔かいにも似た懸け念ねんの答えがこんなところで出るとは。

　思わず、という感覚で、吐と息いきと共に言葉が漏もれていた。

「──感謝する」
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　おや、と甲かん板ぱん上にしゃがみ込み、欧おう州しゆうU.A.H.のマギノデバイスが半なかばまで成形されたのを見ていた〝ソングカフェ〟は、苦く笑しようした。

　……これは特級の礼だねえ。

　欧州U.A.H.の代表が、米国の代表ともいえる自分達に頭を下げる。とはいってもこれはプライベートな事じ項こうだ。こっちも本国に内容を知らせるような事はしていない。

　ただ、自分達としても、わだかまりのようなものが消えるのを内心に感じはする。

「こっちこそ、だ」

　吐息する。

「十年前、米国がヘクセンナハトから距きよ離りを取るような事をしていなかったらどうだったろうかと、今でも不意に思うのさ」

『次は無いようにする。絶対だ』

　独逸ドイツ人はこの気質だから怖こわい。

『ねえ、でもそっち、どーすんの？　バディ用に結けつ界かいの組そ成せいとか変へん更こう掛けるんでしょ？』

『結界は旧来からのものが存在しているので、こちらは干かん渉しようするだけだ。その操そう作さ権限は、流石さすがにU.A.H.とU.A.H.J.の管理だが、急ぎで変えた方がいい用件がある』

「何だ？　今までの慣例を破るのは」

『流体の遮しや断だんを解除する』

　は？　とこちらが思った瞬しゆん間かん。〝阿あ吽うん銀ぎん貨か〟が通信に対して声を上げた。

『ちょっと！　そんな事したらどうなるか解ってるの!?　黒の魔ま女じよや、こっち側の魔女の力も事じ象しよう的に抑えられなくてドカンって届いちゃうじゃない！』

　流石さすがに何言ってるか解わからん。

　だが、自分の知識と照らし合わせる範囲でも、リスベスの意見には危険を感じる。

「それは、結けつ界かいの役目である〝黒の魔ま女じよとこちら側の魔女の術じゆつ式しきを外に出さない〟という機き能のうが、無くなるという事だろう？　黒の魔女達本人やデバイスなどには制限が掛けられるとしても、術式は純じゆん粋すいに運動性の高い流体である事が殆ほとんどだ」

『その危険を冒おかしても、益が生じるかもしれない』

『独逸ドイツ人の台詞せりふじゃないなあ。ちょっとお、聞かせなさいよう』

『前ヘクセンナハトの際、黒の魔女が追い詰められた時に〝援えん軍ぐん〟を呼んだな？』

　ああ、と己おのれは頷うなずいた。〝阿あ吽うん銀ぎん貨か〟も理解していると示すための空白を通信に送る。

　そしてリスベスが、言葉を重ねて来た。

『──あの召しよう喚かん、恐らく術式ではない。故ゆえに遮しや断だんの益は無いと判断した』
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『はあ？』

　という米国勢の疑問が重なったのを、リスベスは聞いた。

　……まあ、そう思うのも仕方ないか。

　故にまず、向こうに言わせる。そのつもりで沈ちん黙もくしていると、やはり呼吸みたいなものを理解しているのだろう。否定される事を望むように、〝阿吽銀貨〟が告げてきた。

『あれだけ莫ばく大だいな流体をマテリアルとして即そく座ざに成形。大量の軍ぐん勢ぜいを降下させたっていうのに、あれが召喚系けいの術式じゃないって言うの？』

「そうだ」

『じゃあ何？　何？　あれは何だって言うの？　元から存在していた？　それとも、黒の魔女が危険となった時、そういう風ふうに〝外〟で召喚術式が発動するように仕込んでた？』

「術式ではない。──そう言ったぞ」

　では、と〝ソングカフェ〟が割り込んできた。

　彼女が告げるのは、〝阿吽銀貨〟が並べた台詞せりふの一部だ。その抜ばつ粋すいは、

『元から存在していた？』

『無む理りよ！　いたら、〝見えてる〟し、反応があるわよ？　だって実際、召喚された後からはうちの索さく敵てき機きにビバ──ン！　って出て引いたじゃない！』

『じゃあ、召喚じゃないんだ、〝阿吽銀貨〟』

〝ソングカフェ〟が訂てい正せいする。

『……発生させたのか？　術式ではない。流体や地ち脈みやくなど無視した力で』

「そうだ」

『ば……』

〝阿あ吽うん銀ぎん貨か〟が、言おうとしたのは『馬鹿な』という言葉だろう。だが、それが馬鹿ではない事は、自分達もこのところで解わかっている。

「先さき程ほど、ランク一位の一人である各務かがみ・鏡かがみがこう言った。マギノデバイス二つを即そく座ざに作り上げておきながら、〝私の力では、流体を加工する際に、流体を使用してしまう〟と、そんな意味の事をな」

　これは、どういう事か。

「各務のクラフト能力は流体を消しよう費ひした術じゆつ式しきに見えるが、あれは流体加工時に加工のための力を確保するのに使っているだけで、そのシステム自体は彼女の〝力〟だけだ」

『それはつまり──』

　ああ、と己おのれは、確信に至っている推すい測そくを通信に投げた。

「あのクラフト能力の根本は術式ではない。流体や地ち脈みやくよりも上位もしくは深度の強いところにある〝力〟だ。──神の御み手てと、そう言っていいかもしれない」
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　前ヘクセンナハトで何が起きたのか、今ならば解る。

「黒の魔ま女じよは、充みつ代よによって追い詰められた。莫ばく大だいな術式のストックなどを用い、流体遮しや断だんの結けつ界かいの中、同じ条件で戦って、これまでは勝ってきたのだが、充代の出したジオフレームには対応が出来なかったのだ。だから黒の魔女は、自分で決めたルールを破った」

〝力〟だ。

「黒の魔女は、この世界を造ったのと同じ〝力〟をそこで用いた。敗はい北ぼくするかもという恐れに焦ったのと、ルールを最低限守って体てい裁さいを整えようとしたのだろうか、それは結界の外に自分の下げ僕ぼくを〝作る〟というものとなった。結界内の戦せん闘とうには干かん渉しようせず、しかし、外の世界を破は壊かいする〝援えん軍ぐん〟をその場で創そう造ぞうしたのだよ」

　流体遮断の結界があろうと、流体や地脈を超える存在の〝力〟を用いるならば関係ない。

　相手はこちらのルールに合わせていただけで、本来ならばそれを壊こわすどころか、無視してもいいのだ。

　……全く……。

　その時まで、人類は黒の魔女によって舐なめられていたと、そういう事だ。

　彼女は本気としての〝力〟を出す事なく、いつでも壊して無視出来るこちらの檻おりの中に入って、十年ごとにこっちの出来を確かめていたのだ。

　どういうレベルの上から目線だ、と思うが、厄やつ介かいな部分が一つある。

　この上から目線は、目線が等しくなると、こちらを滅ぼしに掛かるのだ。

「今回は、充代を受け継ぎ、見越した力の持ち主として満みつるがいる。そのうえで黒の魔女の姉を名乗り、クラフト能力を使用する各務かがみもいる。

　──黒の魔ま女じよとしては、この世界を滅ぼす決定を下しても仕方がないな」

『だからこっちとしても、わざわざ足あし枷かせになる流体遮しや断だんをやる必要もない、か』

　そうだ、と頷うなずきを返しておく。

「各務のクラフト能力を最大限まで活いかすには、流体遮断を解除して、マテリアルとなる流体をいつでも補ほ給きゆう出来るようにしておく方がいい。そう判断すべきかを考えている」

『でもでもでも？　その場合、そっちの朱雀すざくの使い手の砲ほう撃げきは？　結けつ界かいで事じ象しよう的に防げないなら、誤ご射しやで本土撃うちになるかもよ？』

　言われてリスベスは頭を抱えた。

　……それだ──。
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　何かクリティカルな図ず星ぼしを突いたというのは、〝ソングカフェ〟にはよく解わかった。恐らくリスベスも、それが懸け念ねんである一方で、視界から外していたのだろう。

　だが、ややあってから、リスベスがこう言った。

『本土には当たらない事にしよう』

「誰だれの努力で？」

『当たらないから努力する必要はない』

『前提で私より無む茶ちや苦く茶ちやになってない!?』

　こっちもこっちで自覚はあるのか。だがまあ、この問題にツッコむといろいろ崩くずれていく気がする。

　……枷を無しにして黒の魔女と正面勝負か。

　前回以上の力を振り回せるのならば、どうだろう。否いな、そうだとしたら、流石さすがに黒の魔女も前回の反省を織り込んで来るだろう。

　油ゆ断だんは出来ない。しかし、一つ気になるのは、

「黒の魔女のクラフト能力は、ランク一位の各務よりも上なのか？」

『条件的には上だ。──ただ、外部に気になる要因がある』

「外部？」

〝力〟の種類や方向性にオプションがあるのか、とも思った。だが、リスベスの答えは別だった。

『〝創そう造ぞうの書〟というものがある』

「？　……術の焦しよう点てん具ぐだな？　報告で見た」

『そのように私も思っていたが、各務の話ではそんなレベルのものではない。恐らく──』

　聞いた。

『インテリジェントアーティファクトの一つで、この世界を簡単に創そう造ぞう出来る代しろ物ものだ。

　黒の魔ま女じよはそれを所持しており、各務かがみが必要とする流体消しよう費ひなどを無視してあらゆる存在を創造出来る。──私達は前ヘクセンナハトで、それに負けたのだ』
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　……おい。

〝ソングカフェ〟は思った。ハンターがいたら、ツッコミを入れていただろうと。

〝ソングカフェ己〟の名は、〝阿あ吽うん銀ぎん貨か〟共々、米国の魔女や、欧おう州しゆうを中心とした多くの魔女勢力の中で広まっているが、

　……そんなのは目じゃないくらいの馬鹿げた力の話を、今、聞いたぞ。

「報告はあったな。U.A.H.J.からのもので、ランカー戦に加わる異世界からの住人についての言げんは、確かに目を通した」

　黒の魔女の姉を名乗る女が言うには、この世界は、妹と自分が創作の中で作り出した一つに過ぎないのだという。そこに、確かに〝創造の書〟の名前も出てきていた。

　しかし、それが本当かどうかは解わからないし、そうだったからと言って、何になるのか。

　米国、本国側の思案としては、現実的なものだった。

「この話が本当であったとして、だが、それを基もとに、今、すぐにでも黒の魔女を除外出来ないなら、これは単なるプロフィールでしかない」

　その通りだ。

　黒の魔女との家族で有り、いきさつなどが本当であったとして、今すぐに空に浮かぶ月の脅きよう威いを無くす事が出来ないなら、意味がない。

　そして、彼女の存在には、そこまでの意味はなかった。

　異世界からの住人が一人来たところで、いきなり黒の魔女がいなくなる訳わけではなかった。

　黒の魔女を倒すには、やはりヘクセンナハトしかない。

　ならばあとは、各務かがみとやらの実力次第だ。

　有能であればいい。

　無意味な者が、自分を有意に見せかけて、下手へたに関わってきたらそれこそ被ひ害がい甚じん大だいだ。

　ゆえにこの一件はU.A.H.J.に任せたものだが、こちらのエースであるハンターが倒され、彼女達がランク一位にまで昇った事で、己おのれはこう思ったのだ。

　……あとは、黒の魔女と比べ、何処どこまで有能であるか、だな。

　大事なのは、彼女が本番で裏切り、黒の魔女の側につかない事だ。これについては四し法ほう印いん学がく院いん側がバディ制を導入したのに理を感じる。

　後は実力勝負と、そう思っていたが、

「……創造の書、か」

　ああ、とリスベスが通信で応じてきた。

『私達は、ようやく、単なる力のぶつけ合いから、黒の魔ま女じよの完全な対処へと足を踏み込んだのかも知れないな』

『で？　で？　その〝創そう造ぞうの書〟について、どうなの？　何かあるの？』

『それについては、今、各務かがみ達が話し合っているさ、恐らくな。──品しな川がわのファミレス、行ってみるか？』

　行くとどうなるか、問うまでもない。

「……まだ午後だってのに、ハンターが肉食ってるのは確かだろうな」







[image: 第三章『流れていくよ』]
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　少女は、夕日に近い陽光を浴びながら、身体からだを軽く前に折っていた。

　背が上下して、息の荒さを示している。

　路上だ。但ただし、小山とも言える丘の斜面を行く道だった。やや広めの一車線。枯れ葉の落ちた道路の左右は登りと下りの傾斜だが、どちらも木々が群れていた。

　少女は、葉枝の下で一度、二度と咳せき込こみ、

「うわあ」

　驚きとも言える声が、喉のどから漏もれる。

「昔より健康だわ、私」

『それでかよ……！』

　いやいやいや、と少女が手に提さげたビニル袋ぶくろからやや大きめのカップを取り出す。秋の大気に汗を搔かいたそれを二度、三度と振ってから、ストローに口をつけて吸った。

　身体を前に折ったまま、喉を幾いく度どか鳴らし、

「よし、溶け頃ごろと飲み頃の計算は抜ばつ群ぐん……！」

　と、背を起こし、少女が下り側の傾斜を見た。

　彼女の見る先、木が並ぶ向こうには、あるものが存在した。

　鉄てつ柵さくだ。黒塗りの、鳥避けが空を向く並びは、高さにして二メートルを下らない。ところどころにケーブルが巻き付いているのは防犯用の仕掛けだ。

　その向こうにあるのは、造園された木々の並びと、池だった。

　それ以上は見えない。だが少女はそちらにちらりと視線を送り、

「行こうか」

『見ないの？　というか挨あい拶さつ行かないの？』

「実はさっきの上の折り返しから、全体が見えるのよ。角度間違えると全く見えないけど」

『何で教えてくれないのさ』

「見たいものが違うから」

『屋や敷しきを見に来たんじゃないの』

　違うのよ、と少女は苦く笑しようで言って、道を下りに足を速めていく。

　途中、幾いくつかの車列とすれ違う頃には息も落ち着いていた。そうなれば秋の夕刻、足取りは軽くなるだけで、カップのストローを咥くわえての歩き飲みも安定していく。

「ああ、こういうのホントに昔やってみたかった」

『締め付けられた環かん境きよう？』

「ううん。自分からやろうとしなかっただけ」

『君の成長に付き合う事が出来て僕は幸いだよ』

「やだ気持ち悪い。こんなの単なる気分よ。──お姉ねえちゃんは平気でやっていて、ただ単に私はそれを注意したかっただけなのかも」

『あー、難しい話、パスパス。僕は君の創そう作さくについては聞くし、その範はん疇ちゆうならいいけどね』

　そうねえ、と言っていると、下り坂が街かい道どうと合流し、左右の斜面の森が途切れた。

　視界が広がる。

　やや見下ろし気味に、駅までの町並みが俯ふ瞰かん出来た。日はこちらの背の方から当たっている状態だ。街が光を浴びている。少女は視線をそちらに送り、更さらに向こうを見て、

「──あ、東京湾わんに来てる一千のデバイスってあれ？」

『ここからだとぎりぎり見える筈はず。あと、確か今は一千五百』

「じゃああれでいいや」

　行ってみる？　という少女の言葉に、小こ脇わきのバッグが吐と息いきで応じる。

『保もたないでしょ』

「品しな川がわから見えると思うわ」

『品川？　何で？』

「昔、お姉ちゃんと放ほう課か後ごに合流した時、川沿いのファミレスで一ひと息いき入れてたの」

『君のところ、資し産さん家かだよね？　下しも々じもの文化の勉強？』

　少女が半目でバッグを下から叩たたいた。

『謝しや罪ざいします』

「よろしい」

　と、少女が背に光を浴びる構図で、駅へと歩き出す。そして彼女は、

「ほら、私の学校がそっちで、お姉ちゃんが一駅先に降りると通過経路になるからって、迎えに来てくれたのね。──で、私の調子が悪いと、そこのファミレス」

『良いと？』

「途中、川が公園の一部として土ど手てになってるところがあって、そこ。そこの場合はお姉ちゃんが何か買ってくるわ」

　そういうのがあったのよ、と少女は言い、駅前に通じる坂に至る。

「うわー、懐なつかしい。この道この道。行く時は坂だと思わなかったけど、こっちから行くと下りで結けつ構こう強いのね。ちょっと憶おぼえとく」

『品川でもそういう事言う？』

「ファミレスが残ってたらね」

　と少女が小さく笑った。

「──昔、お姉ちゃんの誕生日の時、そこで祝ったのよ」

『庶しよ民みん系けい？』

「だから日本だとそこまで強きよう烈れつな身分差別は無いんだって……。いや、あるところはあるけど、うちは結けつ構こう柔軟で。──ちょっとお姉ねえちゃんの誕生日に外に出かけた帰り、道が渋じゆう滞たいして、息抜きも含めて、そこで祝ってしまおう、と、お姉ちゃん自体が言い出したのよ」

『それで？』

「──そしたら、メニューが季節メニューで、ちょっといつも見てるものとか、うちでは絶対出さないようなのばっかりでしょ？　面白がっていろいろ頼んで、父とうさんも母かあさんも、まあ誕生日だから好きにしていい、という事で結論だけ言うと凄すごかったわ」

『楽しいのが一番だね』

　そうね、と少女が小さく笑った。

「もう、何年前の話だろ」

『僕と会う前か』

「……リアルに計測しなくていいからね？」

　やりかねないなー、と呟つぶやきながらの少女の足取りが、速くなる。

　駅が視界に入ったのだ。街かい道どうから一度外れ、テラスに上がる階段を選んだ時、東からの下り列車が駅に入ってきた。

「あー、待ち合わせになるやつ！」

　少女は周囲の人々の流れを見て、電車のタイミングを読みながらテラスへと昇った。テラスに据すえ置きのゴミ箱に飲み切ったカップと袋ふくろを入れていると、西側の線路の向こうに列車の姿すがたが見えてきた。

　充分間に合う。日が随ずい分ぶんと傾いた。だが、

「行こうか、品しな川がわ。──それで最後」
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　堀ほり之の内うちとしては、バスの移動は何となく手持ち無ぶ沙さ汰たを感じるものだった。

　周囲、学がく院いん関係者でほとんど埋まっている席から、ちらちらと視線が向けられる。

　いつの間にか有名人になったものですわね、と思うが、恐らく元からこうだったのだ。これまでは移動するにしても堀之内家の私用車や、場合によっては移動系の術じゆつ式しきで〝跳んで〟いたのだから。しかし、

　……各務かがみの元々の世界では、こういう交通手段を誰だれもがメジャーとするんですのね。

　流体概がい念ねん自体が無い世界だと聞いたが、各務にそれを扱う能力が無いので、個人か、または世界全体が〝気付いてなかった〟のかが解わからない。

　ただ、自分達のような魔ま女じよが、そういう力も無く、過ごしていたらどうなるか。

　ちょっと想像つかないが、移動という事で考えるなら、もう空は飛べない。個人での飛行装備がない限りは、徒と歩ほか自転車、車、電車などの公共機き関かんだ。

　よく考えると、戦せん闘とう機きに相乗りしているハンターなどは折せつ衷ちゆう系けいなのかとも思うが、これはこれでまた別だろう。

　とはいえ、各務かがみが最近になって品しな川がわのファミレスでの会議や時間潰つぶしを提案するようになったのは、何か彼女なりの理由があると感じている。

　無む論ろん、このところの四し法ほう印いん学がく院いんや堀ほり之の内うち家は臨戦態たい勢せいで慌あわただしいし、とはいえ横よこ浜はま、桜さくら木ぎ町ちようや川かわ崎さきから南は、避ひ難なんする人々もだが、そこに入っていく魔ま女じよ達やU.A.H.の行き来と身構えで、これもまた少し息苦しい。

　特に横よこ須す賀かの方は、夜に居きよ室しつのラウンジから見ていても、相当な不ふ夜や城じようだ。厚あつ木ぎと沖おきの第七艦かん隊たいは月の監かん視しに戦せん闘とう機きを交換し続けているし、それがたまに横須賀上空を経けい由ゆするのは、ハンターのような相乗りを落としているのだろう。

　だとすると、いつもと違う方法で、いつもと違う場所というのは、〝有り〟だ。

　正直、品川のファミレスの大窓から、東京湾わんに浮かぶ四法印学院と一千超のマギノデバイスを見ていると、何処どこか別の国の光こう景けいにも見える。

　一度、それを夜景に見ながら、こう言ってしまった事がある。

「──ああいう風景が、無いのが正解ですのね」

「直じきにそうなるよ、堀之内君」

　他人ひと事ごとのように言う、と思ったものだが、同じ風ふうに感じていたこちらの気分を肯こう定ていしてくれたのだ。

　その事があってから、日に一度の品川行きは、その往復のダルな時間も含め、自分としては大事なものとなっている。三度目辺りでリスベスに許可をとったところ、注意されるかと思えば前向きで、

「いいなそれは！　そうだ。外出で暇ひまを潰つぶす。それが出来るなら幸いだ。夜に皆で集まってチャンネル争いとかするんじゃないぞ!?　いいな!?」

　どういう念押しですの、と思ったが、そういうものらしい。

　ただ、このところで、会議する内容も大体無くなっていたが、

「……〝創そう造ぞうの書〟について、いろいろ話がありましたのよね」
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　堀之内にとって、それは、これから戦う相手が持つ要素の一つだ。

　だが、小さく笑った各務が、肩をすくめてこう言った。

「まあ、それは妹の方の話だ。それを持っているからと言って、妹がこちらをどうこう出来るものではないよ。私の方も、話せるのはいきさつと、その力くらいだからね。

　何だったらこれからここで話そうか」

「バスの中ですのよ？」

「消音系の術じゆつ式しきなら、私の方で使用出来ますが？」

　というメアリーの言葉に、ちょっと待てと手で制した。その時だ。さっきから何か通信術じゆつ式しき相手に静かになっていたハンターが、いきなり術式陣じんをこちらに見せてこう言った。彼女は、前の二人席の方からこちらに振り向き、

「あ、フルール呼んでいい？」

　最近気付いたが、ハンターは相手に馴なれてないと「いいか？」で、馴れてくると「いい？」になる気がする。

　だがまあ、そんな気付きとは別で、内容がアレだ。

「フルールと連絡取ってますの？」

「そりゃ特とつ機き科かは現場のまとめ役みたいなところあるからさ。何かそういうのは欧おう州しゆうU.A.H.代表からこっちに来るんだよ」

　そうなんですの、と思っていると、窓の外に広がる東京湾わんを眺ながめていたメアリーが、一つ頷うなずいてこう言った。

「敵の気け配はいも無いようですし、良いのでは。──私としても彼女の事は気になります」

　リスベスとしては、自分と各務かがみはヘクセンナハトの実働なので、その上でこのグループのまとめ役という手間まで掛けさせられない、という事なのだろう。ただ実質上の権限は、合議な部分もあるが、メアリーは率そつ先せん派はではないし、ハンターもこちらに気を遣つかう派だ。

「だとすればこちらで決めねばならんね。──堀ほり之の内うち君、どうかね？　つい先日、思い切りぶった切った上で巨きよ乳にゆうホールドした相手と再会というのは」

「かなり雑音入ってますけど、私としては構いませんのよ？」

　だが、

「フルールの方は、大だい丈じよう夫ぶですの？」
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　……駄だ目めかどうかで言うと、駄目の部類だなあ。

　ハンターは〝魔ま女じよ〟として、今のフルールをそう評ひよう価かする。

　ランカー戦の最後となる対ランク一位戦。そこで彼女は自分の使し役えき体たいとなっていた母を失った。こっちも学がく長ちようを失ったという事なので、実務的には各国との交こう渉しよう役が欠けて結けつ構こうシャレにならないのだが、そこらはリスベスが埋めている、筈はず。

　だが当のフルールとしては、大変だ。

　莫ばく大だいな流体を用いて使ってきた環かん境きよう術式。この制せい御ぎよのために、彼女は母の力を随ずい分ぶんと借りていたのだ。

　正確には、流体の獲かく得とくと使用はフルールで、その安定と補助は母の役目だったとされている。

　……だとすれば、フルールはフルールで充分に天才なんだけど。

　骨組みと強力なエンジンだけの車のようなものだ。ドラッグレーサーと思えば格好かつこいいが、整備役がいなければ、車としてコーナーリングやブレーキを活いかす事も出来ない。

「幾いく度どか試してるけど、〝暴発〟するらしいね」

「勝手に発動しますの？」

「それはもう無いらしい。今は小さな術じゆつ式しきとか使おうとしても、威い力りよくが強過ぎてすぐに飽ほう和わしたり、破は裂れつするんだって」

「制せい御ぎよ系けいがいない、という事か」

　肩上に竜りゆうの子供を出して、各務かがみが言う。

　対するこちらは、もはや肩越しではなく、椅い子すの背を上から抱くように身を回し、座面に膝ひざをついた上で、

「だから今、特とく待たい科かに所しよ属ぞくしてるけど、ほら、北きた関かん東とうの復ふつ興こう地域の訓くん練れん場じよう、あそこの寮りようにいるんだって」

「えっ」

　と眉まゆをひそめたのは、堀ほり之の内うちだ。彼女が、ええと……、と視線を逸そらしている間、各務が頷うなずきながらその肩を叩たたく。

「うんうん。そうだね堀之内君。君がフルール君に、あの草原地帯と咲く花が学長閣かつ下かの遺のこしたものだと、そんな示し唆さをしたから、フルール君は今や農のう耕こう生活に」

「わ、私がそう要請した訳わけじゃありませんわよ!?」

「使し役えき体たいを失ったリハビリの一いつ環かんだろ」

　そうですね、とメアリーが、半はん身みの姿勢になって後ろを見つつ、言う。

「使役体を失うと、大体は自分の力の制御を出来なくなります。その場合、自分の力を使う事を思い出すために、術じゆつ式しきなどから離れた環かん境きようで生活するのがいいと、術式科の介かい護ご、治ち療りよう系けい授業では習います」

「そういう事。場合によっては、四し法ほう印いん学がく院いんに残って、たとえば〝積み木を手で組み上げる〟とか、そういうリハビリをするのも有りだろうけど、今、四法印学院は忙いそがしいし、母親の墓がある場所でじっとしてるのも何だろうし」

　この辺りはリスベスの指し示じによるものだ。

　厳きびしいのかな？　と思うが、父親を失った後、魔ま女じよ達に支えられて育った自分としてはどうとも言えない部分がある。

「とはいえ、向こうでの生活も安定したから、ヘクセンナハトが始まる前に一度私物や、学院地下の学長の墓をどうするか、とか、そういうのがあるみたい。

　で、フルールがこっち来るから、ちょっと対応しろって」

「ちょっと、って、いつその指示が来ましたの？」

「さっき。──誰だれかが一発やらかしたりしたから、自分が行けなくなったんじゃない」

　堀之内が頭を抱えるが、横の各務は鼻で笑うだけだ。

「だとすると、フルール君の用件は今日きようだけではどうにもなるまい。明日あしたの時間潰つぶしも用意出来たとなると、逆にここで創そう造ぞうの書について話をしておいた方がいいだろうね」

　メアリーが手元に術じゆつ式しき陣じんを展開する。

　即そく座ざに自分はバスの運転席側を確認。運転手がこちらを見ているので、ランカー証しよう明めいの術式陣と、極ごく秘ひ活動中の術式陣を米国U.A.H.名義で表示し、それを彼の方にキャストする。

　一般の交通機き関かん、それもバスのように融ゆう通ずうがある程度利くものなら、今ので貸し切りにする事も可能だ。

　だがこちらの望みとしては、単に話がしたいだけ。

　軽く手を上げ、アイコンタクトし、前を指差しておく。対する運転手は何か勘かん違ちがいしたのかアクセルを踏んだが、まあ誤ご差さ範囲だろう。

「流石さすがに今日はバス専用レーンも混んでるかね？」

「准じゆん将しよう。大半の公共交通機関は、避ひ難なん民みんの輸ゆ送そうを午後半なかばには終えています。今は戻り車線ならば混雑しているかと」

　先に調べている辺り、メアリーもこのところの生活に慣れてきたなー、としみじみ思う。

　そして各務かがみが手を一つ打った。音は広がるが、跳ね返らない。消去系けいだな、と改めてメアリーの特性を思う中で、各務が言葉を作った。

「以前にも話したが、この世界も含め、多くの世界は妹が作ったものだ。私は駄だ目め出だしをするような役になっていてね。そして妹が資料集として見つけ、使っていたのが、〝創造の書〟というやつだ」
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　幾いくつかの区切りとなる時の事を、各務は憶おぼえている。

　……始まりは、硝しよう子この自己申告だったか。

　確か、エジプト系の世界観かんでの恋愛ものの話だった。妹の恋愛観に触れるという、姉としては貴き重ちような創そう作さくだったが、それは前世というか、生まれ変わった後を逆に知った者達が繰り広げる愛あい憎ぞう劇げきで、よく出来ていると思った一方、最初に出た感想は「明日やるべき事を今やってないかコレ」だった。それを告げると妹からは、

　……何でお姉ねえちゃんは浪漫ロマンが無いの!?

　と叱しかられたものだが、しかし、そこで描かれていた文化というか、文明というか、空気感については、今までとは違うレベルのものを感じたのは確かだ。

「──そう、空気が違ったのだよ」

「各務、さっきから何か考えていて、いきなりソレだとこっちは解わかりませんのよ？」

　仕方ないので今さっきまで思っていた事を説明した。その上で、

「食事とか、政治とか、そういうのではない。気温？　大気の乾かん燥そう具合や、それによる発汗や、風の匂におい、砂の……、〝味〟というべきかな。踏んだ時の感触など、文章にやたらと書いてあってね」

「書いてあったのですか？」

　そうだ、と己おのれは応じた。

「まるで、何かそういう資料を見つけて、使いたくてしょうがない、という内容だった。だから本筋と、そういう体感的な部分の乖かい離りが酷ひどくて注意した覚えがある」

「そしたら、妹は何て？」

「〝ああ、うん、解わかるんだ！〟って、逆に喜ばれてしまったよ。……ドキュメントやレポートではないのだから、こちらが読みたいものをくれないか、と言っておいた」

　そうしたらどうなったか。

「次は欧おう州しゆう、山さん岳がく地帯の、しかし紀き元げん前三千年頃ごろの話だった。巨石の文化をベースとした魔ま法ほうもので、何だ、うちのクラスでいるだろう、石を使ってたの」

「アリア・ノーティスさんなら、今、横よこ須す賀かの防備のために毎日山やま梨なしの採石場と現場を往復してますわよ？」

「どんな術じゆつ式しきだよ」

　面白いので説明しようとしたら横から止められた。

　ともあれ、妹がどうなったかというと、

「その次は、古代中国の、これは実録もののような話で、巨大勢力の抑圧を受けながら大たい河がの治水を行うものだった。恋愛要素やファンタジー抜きになったので、これは面白かったので評ひよう価かが上向きだったね」

「魔法をファンタジーと言われましても……」

　堀ほり之の内うちの半目に、まあまあ、といなしていると、しかし彼女の方が首を傾かしげた。

「──話を聞いていると、物語より、背景となる世界観？　そちらの方が急激に深みを増したようですわね」

「流石さすがだね堀之内君。それに気付くとは」

　大おお袈げ裟さな、と言われはするが、そこに頷うなずくつもりはない。

「──私は、堀之内君と同じ事に気付きながら、何故なぜ、と思う事を失していたのだ。

　妹、硝しよう子このヤツも頑がん張ばっているのだな、と、その程度に思っていた。

　だが、それが失策だった」

　何故なら、

「既すでにその頃、妹は〝創そう造ぞうの書〟を見つけ、恐らくは交流を始めていたのだから」
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　交流、という言葉に、メアリーは一つの違い和わを得た。

　各務かがみと妹の関係は、以前に自分達がいた世界でも話として聞いている。だが、創そう造ぞうの書との関係など、当時は〝自分達の世界ではよくある事〟くらいの受け止め方だった。

　こちらの世界での生活を始め、基準が変わると違って聞こえる。

　更さらに、今の自分は、この世界をベースに、術じゆつ式しきが失われた各務の世界を想像する事も出来る。それだけ成長したし、視界が広がったという事なのだろうが、

「おかしいですね」

「何がだねメアリー」

「〝交流〟という言葉が、です」

　言う。

「私達の世界、そしてこの世界ならば、アーティファクトが意思を持っている事は珍めずらしくありません。ですが准じゆん将しよう、准将の世界では、術式どころか流体も検知されていない筈はず、なのにどうして、本である存在と〝交流〟が出来るのですか」

　当時、以前の世界では何気なく聞いていた事だ。だが、今、ここでなら、異常だと解わかる。

「准将の世界には術式など、何も無い筈なのに、──その本だけ、法則がおかしいです」
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　あ、そうか、とハンターは思った。

「その本が、インテリジェンス・アーティファクトとして存在するには、各務の世界に流体や術式が存在しないといけないのに、各務の知る限り、そっちの世界には流体も術式も無かったんだよね」

　矛む盾じゆんだ。それはどういう事なのか。

「私の世界では、一つの法則で全てが賄まかなえていたらしいよ？」

「それは──」

「矛盾許容」

　各務が言った。

「あらゆる矛盾が、究極的なところでは〝有り〟になる。だから大だい丈じよう夫ぶなのだと、〝創造の書〟から聞いたと、硝しよう子こは言っていた」
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　おいおい……、とハンターが口を横に広げるのを堀ほり之の内うちは見た。

　彼女が言いたい事はよく解る。

「……矛盾許容って、それがあったら最終的には何でも有りになる最強法則じゃありませんの」

「ああ。だがその力は、少なからず、この世界や、これまで私が見てきた全ての世界に含まれている筈なのだよ。妹と〝創造の書〟が作り上げたのだから」

　各務かがみが椅い子すに浅く腰掛けた。足を組み、一ひと息いきを入れ、

「私が世界観かんの構築を褒ほめた事で、妹はテンション上げたらしく、一冊の本を持ってきた。父の書庫にあったらしいそれは、幾いく度どかの作り直しをされたであろうハードカバーでね。

　凄すごい歴史書、というのが妹の言い分だった。これに聞けば何でも答えが出る、と。

　私には何が書いてあるか読めなかったし、紙とも言えない布のような書物は真新しく見えて、妹がまた何か仕込みをしてきたのかと、そう思ったのだよ。チョイとおかしくなったか、とも思ったが、当時の私はそういうアーティファクトを〝信じなかった〟のだ。

　だから妹は、これを和訳する辞書かアプリを別で用意していて、私には正解を知らせないように活用しているのだろう、と」

　それに、

「妹の方も、やがてそれを私の目の前には出さなくなった。代わりに、それとの交流が言葉の端はし々ばしから伝わってきたよ。物事について〝教えてくれた〟し、疑問については〝聞いてくれた〟と、そんな感じでね。

　私としては、自分がハマった本についてはそういうものかと思っていたし、実際、妹の作るものは、その背景世界がオリジナルであっても精度が高くなっていて、これはこれで有りだ、とも思っていた。芸術家が、チョイ個性あるのは常だからね」

「術じゆつ式しきやそういうアーティファクトが無い世界だったなら、まあ、そうだろうなー」

「だけど、〝創そう造ぞうの書〟が、何でそういうアーティファクトだと解わかりましたの？」

「実際は、最後まで解っていなかったよ。──最初の世界に飛ばされても解らず、幾いくつかの世界の滅びを見たところで、その世界が妹の作っていたものだと気付いた。それも、妹があの本にハマってからのものだと、ね。

　滅びていった世界には、フツーにインテリジェントアーティファクトがあって、思考のピースが合がつ致ちしていく過程で私は呆ぼう然ぜんとしたよ」

　ただ、と己おのれは自じ戒かいの前置きを口にする。

「妹が、本を私の目の前に持ち出さなくなる前の回で、こう言ったのだ。

　妹が、その本が自分に話しかけてくると、そんな事を言い張るので、〝ではその本の事が事実だとして、この世界に何故なぜ、そのような本や事じ象しようが他に無いのかね〟、と告げた」

「そーいうものが無い世界で、よくそれを指し摘てき出来ましたわねー」

　呆あきれたような堀ほり之の内うち君の顔はレアな気がする。

　そしてバスが速度を落とし、橋と本土の接続点にある検問を抜けた。十字路の左は横よこ浜はま方面、正面は川かわ崎さき方面、右は品しな川がわ方面だ。

「お」

　ハンターが座席の背を抱くように、いつもより勢いのあるバスは、大きく回って右へとターン。品川行きのバス専用レーンに乗ると、

「避ひ難なんの渋じゆう滞たいは、大分解消されていますね」

　メアリーが窓から空を見上げて言うのに対し、己おのれは首を下に振る。

「妹がそこまでよく用意したものか。それともこの世界が創そう造ぞうの手を離れ、そこに至ったのか。──私は後者を推おすが、当時はそこまで至らなかったな」

　……あの時、気付くべきだったのだ。

「各務かがみ？　貴女あなたが指し摘てきした時、妹さんは何と応じましたの？」

「鼻フンで言われたよ。──この世界のそういった力は、この本に全て取り込まれて一つにされているんだって」

「上手うまい言い訳わけだね」

「フォロー有あり難がとう、ハンター君。私もそう思ったからね」

　だから自分は問うたのだ。

「だったらその本を作った者は、何故なぜ、そんな事をしたのか。そんな便利な力があるなら、世界に普ふ遍へんしておいた方がいいではないかね、と、そう言った」

「そうしたら？」

「答えられなかった妹は二度とそれをこっちに見せなくなった」

　うーん、と三人が手で顔を覆おおう。

「……厳きびしいですわね」

「そのアーティファクトが本物だとしたら、妹の方から見て、コレ完全に解わからず屋の姉だもんなあ……」

「以前、聞いていた時は准じゆん将しようの側に立っていたものですが、ええ……」

「まあ私も完かん璧ぺきな人間じゃないという事だ。人生でそこだけ失敗している」

　堀ほり之の内うち君が凄すごい視線を向けてきたよ。

　ただまあ、と己は言った。

「妹が言っていた事は本当だった。そして妹は幾いくつもの世界を作っては滅ぼしている。私がアドバイスを入れた世界も幾つもあってね。

　だが妹にその力を貸している者がいる」

「……それが、〝創造の書〟ですのね」

「アメイズ」

　苦く笑しよう交じりに自分が投げた名前に、三人が目を丸くした。

　その反応は面白いが、驚く事ではない。

「〝創造の書〟の名前らしい。妹が教えてくれたもので、それを聞いた当時の私が何と言ったか、君達は解るかね？」

　問いかけに、ややあってから、ハンターが右手の平を上げた。

「超古代からあるというアーティファクトなのに、何で英語名なんだよ、と」

「その通り。──だが気付くべきだったね。人は、正論よりも自分に賛同する方に流れやすいという事もだが、既すでに妹は〝創そう造ぞうの書〟と交流出来ているのだ、と」

　だったら、と堀ほり之の内うちが言った。

「アメイズとは、──〝創造の書〟に、貴女あなたの妹がつけた名前ですのね？」

「その通り。流石さすがだ堀之内君！　では、これがつまり、どういう事か、解わかるかね？」

　解る筈はずだ。ここはアーティファクトの本場の世界。魔ま女じよの領りよう域いき。ならば、

「名付け親となった妹は、〝創造の書〟をこの世界で言う使し役えき体たいとして用いている。

　本の持ち主と所有物。それらは互いに認め合い、この世界の法則よりも上位の、〝創造〟で何でもしてくると言う訳わけだ」
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　途方もない話を聞いたと、堀之内は思った。

　既に同じ話を聞いているであろうメアリーも、やはり今となれば得るものが違うのか、口くちの端はを下に歪ゆがめている。

　そしてハンターも、やはり工科である特とつ機き科かとして、

「何でも作れるというか、法則無視でオッケーとか、反則だよなー」

「さあ、どうだろう。私は君達に期待しているよ、特に堀之内君」

「な、何がですの？」

　問うと、各務がこちらに顔を向けていた。

　視線が音を立てて合う。そこから来る震えが身体からだを満たす前に、彼女が言った。

「人は誰だれでも、無限の可能性を持っている。意味が解るかね？」

　この人の事だ、捻ひねりが確実に入っているだろう。だからここで可能性と言っても、単純に出来る出来ないの話ではない。

　恐らくは、無限という方が大事だ。今、黒の魔女が法則無視の創造を用いると、そういう話をしているのだから。

　だから創造に対し、無限で返せるものとなれば、

「……想像ですのね？」

　確かめるように、己おのれは言う。

「創造をするにも、何を作るかという発想が必要ですわ。つまり想像の力。もしも黒の魔女が無限の創造を出来たとしても、そこで作られるものは彼女の想像の圏けん内ないですの。

　ですから──」

　無限となるのは、一つだ。

「黒の魔女の想像を超える事が出来れば、良いのですわ」
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　さすまん……！　という小さな声でハンターが呟つぶやくパワーワードを、メアリーは聞いた。

　……さすまん……！

　思わず内心で復唱してしまったが、確かにその通りだ。ハンターの現地語ではイエス・サスマン！　そういう事だろう。ゆえに、

「私もそう思います」

　確信を持って、己おのれは言った。

「堀ほり之の内うちさんの想像力なら、黒の魔ま女じよにも通用するでしょう。それは確かな事です」

「そ、そんな変な持ち上げ方されても、実際はどうなるか解わかりませんのよ？」

　いえ、と己は首を横に振った。

「今まで堀之内さんに一発以上ぶち込まれて来た人ならば、誰だれもがそう言うかと」

「体験学習だ──」

　棒読みで投げられたハンターの言葉の先。堀之内が手で顔を覆おおって窓の方に全身を向けているが、何か間違った事を言っただろうか。

「──と」

　バスが本土に来てから、幾いく度ど目めかの停車をした。

　見れば品しな川がわのいつもの場所まで、あと三つ。そうなると気になるのは、

「第三位、元第一位とは、何処どこで？」

「駅前は多分今日きよう、混雑してるだろうから、ファミレスで直接。一応、マップは送ってあるけど、困ったら電話でもいいから連絡って言ってあるよ」

　ああ、とハンターが気付いたように言った。

「今のフルールも、リハビリで術じゆつ式しき陣じんとか使わないようにしてるから、実質、昔の各務かがみ達と同じと言えば同じか。──多分、今いま頃ごろ、品川近くの列車の中じゃないかな？」
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　やっちゃったあ──、とフルールは夜の混雑の中で心底思った。

　……いっけないいっけない、どうもこのところで忘れ物ばかりだよね。マーマがいたら叱しかられるけど、マーマがいたら忘れ物自体をしない筈はずなので今の自分はとても駄だ目めだね！

　駄目ー。と、そんな事を思っていても事態は好転しない。

　とにかくやらかした。

「……御お土産みやげ買ってないよー」

　背から浴びる品川駅の照明は、行き来する人々の影で乱れている。今はヘクセンナハトに備えての避ひ難なんが一ひと息いきついているようだが、それでも各所で何処どこ其処そこ方面への集合場所はこことか、移動用の高速バスの列はこちらとか、そんな声が聞こえもする。一般人の内、戦せん闘とう術じゆつ式しきの素養が足りていないものや高こう齢れい者しやは避ひ難なんが勧すすめられ、逆にそれらがあるものは防ぼう御ぎよ役の有ゆう志し隊たいとしてやってきているのだ。

　寮りよう母ぼの話だと、北ほく欧おうやオーストラリア方面という、ヘクセンナハトの現場となる日本から緯い度どで離れた地域から、援えん護ごの手がさしのべられているらしい。

　南北の遠方から来るのは、前ヘクセンナハトが、東京湾わんから神か奈な川がわ沖おきまでの結けつ界かいを起点に、そのまま地球の自転方向へと被ひ害がいを拡大したせいだろう。

　だがそんな事は今の自分と関係ない。

　……御お土産みやげ！

　寮母に言われたのだ。

「折せつ角かくこっちから向こう行くんだから、何かいいもん持っていってあげなー」

　何か語ご彙いが少ない気がするが、自分が名前のせいで外国籍せきと間違えられてる可能性大。だが向こうの駅で駅弁どれ買うかに迷って気付いたら列車が出ていたのが二時間前だ。そしてその時も「わあ動いた！」くらいで、土産物の自動的不ふ買ばい運動に気付いたのは、列車から降りる際に「忘れ物ないかな。ないよね。ないな！」あった、と直後に気付いて食った物が全て尻しりから出るような気がした。

　参ったよー。

　土産は大事だよ、と寮母には教えられている。何しろそれは、自分が今いる場所が安全で、豊かであると言う事を暗に知らせるものだからだ、と。

「お呪まじないの一種？」

「そうねえ。風土を届ける、というものではあるし、自分の方でも、そういう贈ぞう答とう品を贈る余よ裕ゆうがあると、そう示す事でもあるのよ」

　それに、と告げられた言葉の先が大事だった。

「向こう、ランク一位は堀ほり之の内うちさんでしょう？　あそこは神じん社じやだし、そういう礼れい儀ぎ的なものにはちゃんとしておいた方がいいんじゃないかねえ」

　これが効いた。

　礼儀に失敗したら、どうなるのか。

　……もう一回ぶった切られたり、あの至近砲ほう撃げきされるのかな……。

　流石さすがにソレはないと思うが、何かこっちに来る間、あの二人がいきなりマギノデバイスを無意味に射しや出しゆつして人心を騒がせたという話を聞いた。

　既すでに臨戦態たい勢せいという事だろうか。

　そこに土産を忘れた礼儀知らずの格かく下したが乗り込んだらどうなるか。

　……ファミレスくらい吹き飛ぶよね──。

　何処どこかに北きた関かん東とう土産が売ってる場所がないだろうか。あと、集合場所も、多分気を遣つかってくれてるんだろうけど、第三位が携けい帯たいに送ってきたのは、

『──まず駅から正面に大通りを二百メートル。そこで北の方角を見ると正面に鷹たか印じるしの看板があるからそちらに五十三メートル』

　何処どこの作戦指し示じ書なのかしらコレ。

　まあヤバくなったらタクシー使おう、と思って見たら、道路は下り方向が渋じゆう滞たい気味で詰んでる気がする。

　マズイ。

　……ルート検けん索さくに術じゆつ式しき陣じんを出そうかな。

　と、思うが、すぐに手を振ってやめる。リハビリ中だ。

　術式を使ってはならない。

　マーマを失った原因として、自分の術式能力の甘さがあるのだ。

　自分がもっと術式の制せい御ぎよ能力に長たけていたら、マーマの負ふ担たんは少なかった筈はず。だからこのリハビリで甘えてはならないけど土産みやげと現場到着はどうしたらいいのマーマ。こういうのこそホントに頼りたいよマーマ！　こういうの日本語で何て言うんだっけマーマ！　そうだ！

「親おや孝こう行こう、したい時に親は無し」

　……違う──!!

　どっちかっていうと逆だ。マーマ御ご免めん。

「うーん」

　まず落ち着いて、優先順位をつけよう、と思いました。

　だからまず、ここは先に土産の確保を考える。現場へのルートと手段については、土産の確保をしている間に渋滞の状況なども変化するから、後回しでいい、筈はず。

　だったら、ここはとりあえず、マップを探そう。

　これだけ大きい駅なら、駅構内や周辺のマップも掲けい示じされている筈。あとはそこから何か土産に出来るものを見み繕つくろって出ればいいが、

「マップ何処どこ？」

　ぶっちゃけ、術式陣じんによる掲示はある。だが、あれ、操作するのにこっちの流体反応を基き礎そとしているのだ。つまりリハビリ的にアウト。こっち来る時もわざわざ無反応型の切きつ符ぷを買ったくらいだ。こだわるならこだわった方がいい、と思うのは頭が硬いのだろうか。

　品しな川がわ駅前の大通りや、壁かべ際ぎわなど見るが、看板型のインフォメーションはない。

　……詰んだよマーマ！

　報告されても母だって困るだろう。だが、どうしたものかと、そう思っていると、

「……あ」

　駅の入口から、出てくる影が一つあった。

　それが目立って見えたのは、今自分が着ているような制せい服ふくとは違う、別の学校の制服姿すがただという事もあったが、

　……出てくる人だ。

　全体的に、今、品しな川がわ駅は人を吸い込んでいる。帰き宅たくの時間帯という事もあるが、避ひ難なんのための入口ともなっているせいだ。

　そこから出てきた制せい服ふく姿すがたと言う事は、こちらが地元なのだろうか。

「あの」

　詳しい人に聞こう、という考えが、自分を言動させていた。

　なるべく怪しまれないように、フレンドリーに、

「──チョトイイデスカシャッチョサーン」

　白いハンドバッグを脇わきに抱えた少女が、怪け訝げんな目つきを隠かくさずこちらを見た。
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　少女は、変わった同行者を得ていた。

　一いつ緒しよに品しな川がわ駅構内を歩く姿すがたは、確か制せい服ふくから見て、四し法ほう印いん学がく院いん。

　魔ま女じよばかりが集まって、世界一を競っている学校だ。

　その学校。魔女の事もだが、制服については胸部立体裁さい断だんサービスがあるとかで、こちらの人生とは無む縁えんな気がする。それについては、こちらの同行者も同じらしい。

　彼女は名前をフルールと言った。

　ちょっと気になったので、四法印学院ではどの辺りの位置にいるのか、探ってみた。四法印学院の魔女ならば、世界魔女ランキングに登録してる。その筈はずなのだが、

「……いない？」

『彼女の名前も、何も無いよ。四法印学院の名めい簿ぼには』

　何となく気まずい気もしたが、聞いてみる事にした。とりあえず自分としては品川駅内の土産みやげもの屋並びに案内しながら、

「──その制服、四法印学院？　今、忙いそがしいんじゃないの？」

「あー、ちょっと訳わけありで今は北きた関かん東とうの復ふつ興こう地域でリハ──、修しゆ行ぎよう中？」

「見習い制度あるんだ」

「そんな感じ感じ！」

　何か訳ありなのだろう。それ以上をツッコんでもしょうがないが、

『──確かに、北関東の復興地域に四法印学院の学生寮りようがあるね。紹介文だと、〝術じゆつ式しき能力を高めるために復興地域での仕事をしながら精神と肉体の鍛たん錬れんを三倍程します〟って』

「三倍」

　見た目よりタフな人かもしれない、と思うが、何となく安心出来る部分もあった。つまりそんな環かん境きようで修行しているなら、フルールは東京湾わんの四法印学院とは遠とお縁えんなのだ。

　だったら大だい丈じよう夫ぶ、と自分の中での警けい戒かい心をやめ、

「御土産のアンテナショップならこっち」

「そっち？」

「こっち」

　指差しで訂正しながら駅の構内を歩く。と言っても行く先はすぐそこだ。

　屋や台たいにも見えるカウンターが並んでいるのを見たところで、フルールがダッシュを掛けた。

「……おおう元気だね」

「ドバドバだヨ──！」

　表現ソレでいいのか。

　正直、教えたらお別れかな、と思っていたが、向こうはこちらに振り向き、

「凄すごいね！　フォロー利くよこれなら！」

　ときたもんだ。これが〝有あり難がとう〟とか〝助かったよ！〟とか言うなら、手を軽く振ってサヨナラだった。

　切るのが苦にが手てな流れというのはある。

　それをジンクスと呼ぶのが魔ま女じよだろうか。だが、こちらとしても、

「どうしよう」

『昨夜ゆうべよりまだ充分早いよ』

　じゃあ、と自分も物色を始めるフルールに並んで、北きた関かん東とうの土産みやげを見ていく。と思えば、

「フルール、ここ、九きゆう州しゆうのコーナー」

「誤ご差さ誤差！　いけると思うよ！」

　まあそういう相手に送るものだと思う事にする。ちょっと聞いておいた方がいいのが、何やら木ぼく刀とうを二、三本比較し始めた彼女に、

「相手の年ねん齢れいは？」

「あー、同い年だけどマーマみたいな人とか」

「大人おとな？」

「うん。胸とか凄すごい」

　……胸部立体裁さい断だんか……！

　魔女凄いな……、としみじみ思うが、魔女の人生経験というのは同い年の間でも差が出るものなのだろうか。そして今いま更さら気になったのは、

「フルール、何年生？」

「三年。そっちは？」

「ああ、うん、三年」

「あー！　じゃあ同じだ！」

　そうだね、と頷うなずきながら、少女は思った。

　……やばい……、こっち中三なんですよ……。

　思い切りタメってる、と思うが、フルールの方が年下に感じられるのはどうしたものか。フルール自体は、ゆっくりとだが東とう北ほく方面の漬つけ物ものコーナーに来て、

「私、皆に多分、鍬くわ振り回して花咲かせてるキャラだと思われてる筈はずだからコレかな──」

「そこらの漬け物は、でも、同い年が好むかなあ……」

「でも寮りよう母ぼさんは、食べ物が後あと腐くされなくていいよ、って言ってた！　その方向で！」

　だとするとＴシャツやキーホルダー、塗ぬり箸ばしなんかはパス。

　フルールがさっきから片かた隅すみにある〝一文字違いでキリタンポ！〟というパックを見ているが、誰だれが作ったんだろうかコレ。私じゃない。

　買わないでよー、と念を送っていたら通じた。念凄い。

　そして二人でカウンターの並びを見ていく。

　飴あめなどもあるが、今、四し法ほう印いん学がく院いんは忙いそがしい筈はずだ。手早く、という空気感になっている場所に送るには、何となく合わない気もする。

「麩ふ菓が子しもちょっとパッケージ大きいよね」

「キナコボー！」

「個性がもうちょっと欲しくない？」

　あ、自分、お姉ねえちゃんと同じような事言ってる。

　他人に無む闇やみな駄だ目め出だしとか自分は絶対しないと、そう昔に決めていたくせに。

　だけど、フルールが違った。

　何と違うかと言えば、自分と違った。彼女はただ笑って、

「そっか──！　個性か！　そうだよね、何処どこから来たのか、あるもんね！」

　沖おき縄なわのコーナーを見るのは間違ってる。だが、今の一言が真っ正面から来たのは、

　……あ。

　昔の自分をリフレインしていたところに、今の他人がぶつかってきた。

　効いた。

　自分と他人は違う、という言い訳わけが、言い訳以外の何の役にも立たない感覚。

　物事をどう捉とらえるかよりも、事実が通り過ぎていったような実感。それらを前にして、

「────」

　ちょっと自分が堅かった、と気付いた。すぐに修正出来る訳ではないが、背に浮いていた熱い汗は、きっとこの会ったばかりのフルールへの感謝なのだと思う。

　そしてフルールが、幾いくつかの商品を手にしながら、問うて来た。

「そっちの人、家に帰るの遅れてゴメンねー」

「いや、いいのよ。──ちょっとファミレス寄って食事して帰るだけだし」

「ファミレス!?」

　食いつかれた。何となくその勢いに負けて、

「ああ、うん、向こうの〝無ぶ事じ屋や〟」

「それだよ！」

　何が、と思ったが、フルールがこっちの両手を摑つかんで上下に振った。

「素晴らしいよ！　今日きようの処ところは末永くおつきあいしたい！」

　訳が解わからないけど衆しゆう目もく凄すごいからやめてやめて。
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「あれ？　フルールがまだ来てない？」

　ハンターは、暗い空の下、明かりを周囲に投げている建物の前で首を傾かしげた。

「──先に来ても、フルールはちょっと戸と惑まどうんじゃありませんの？」

「ああ、それ見越して、自分ら来てなかったら待ってて、ってそう伝えてある。誤ご差さとしては二、三分だし」

　えーと、と品しな川がわ駅の方に至る通りを見るが、外がい灯とうの並びの下を歩いてくる姿すがたに、四し法ほう印いん学がく院いんの制せい服ふくはない。

　バスから降りてみれば、横よこ須す賀か上空をパスしていくFA-18の音がここまで届いてくる。何だかんだで街の動きも車の動きもいつもより少ないのだな、と思うが、

「ちょっと待って」

　術じゆつ式しき陣じんから通信経けい由ゆでフルールの携けい帯たいに繫つないで貰もらう事にする。

「……何か凄すごく経由してません？」

「ああ、ボクのコレ、一応は米国U.A.H.じゃない？　だからコレに関係する出費は全部向こうの管理になるから、つまりコレで何かやる時は第七艦かん隊たいが絶対関わる」

「……コレ私の予測だが、途中、衛えい星せい経由を往復するね？」

「第三位、貴女あなた、今、凄くとんでもない私用電話を……」

「値ね段だん聞くなよ!?　聞くなよ!?　絶対だぞ！」

「というか私が代わりに掛けた方が……」

「堀ほり之の内うち君！　これはハンター君がリスベス君から受けたまとめ役ミッションの一いつ環かんなのだよ！　だから請せい求きゆう書しよは全部リスベス君に放り投げるのが一番だね」

　ホントにそうしよう。というか、

『なーにハンターちゃん！　品川から連絡!?　何処どこの地表ポイントに術式ミサイル叩たたき込んで欲しいの!?　マークは出来るわよね!?　ハイ！』

『おい〝阿あ吽うん銀ぎん貨か〟！　さっきのマギノデバイス生せい成せいで海域荒れてるから、ＳＳからは撃うたせるなよ!?　向こうのマイケル・モンスーアは上の方も〝撃ったの見たーい〟って言ってるからやるならそっちだ！　二発くらいなら誤ご魔ま化かせる！』

　勝手に決めるな。というか右手の方に出たGPSはどうしろと。

「各務かがみ、ここらで嫌きらいな店とか、ある？」

「あっちに看板見えてる〝牛ぎゆう丼どん・きらい屋〟はマヨ牛丼がアレだったが恨うらみはないよ？」

「照しよう準じゆん合わせ掛けたからフェイントやめろよ……！」

「ハンターも何してますの一体……」

　ハイハイ電話だよ──。

　だが、幾いくつかのノイズと接続音と、プライバシー保護となる割り当て領りよう域いき確保のクリア音を経てみたが、

　……ん？

　術式陣を見ると、相手は圏けん外がいもしくは電源を切っている状態だ。

「あ、フルールの携けい帯たいが古くて、多分、術じゆつ式しき通信の波に潰つぶされてるんですわ。品しな川がわくらいの駅だったら、この時間帯はそうなると思いますの」

「あー、じゃあ品川駅までは来てるんだろうな」

　道に迷ってるなら、これが通信許可状態になる筈はずだ。

　逆に解わかり易やすい、と思った時、各務かがみが額ひたいに手を当てて全身をアオった。何かと思えば、

「堀ほり之の内うち君、……ハンター君の通信術式、この状態でも通話成立になるのかね？」

　振り向くと、堀之内が口に手を当ててこちらから視線を逸そらしている。そして、

「ええ、……なってしまいますわね」

「うるさいな！　値ね段だん聞くなよ！　絶対だぞ!?」

「幾いくらですか第三位」

「……セキュリティ込みで、に、二万、くらい、かな？　これでも安く済んだ方だぞ……！」

　全員が顔を手で覆おおって背を向けた。




　　　　　　　　　　●




　どうしたものですの、と堀之内が口元の歪ゆがみを自覚していると、各務が正面の通りではなく、一つ外れた三さん叉さ路ろを示した。

　それは、建築途中のカバーで囲われたまま、手つかずとなっている建物に沿った通りだ。三十メートル程の差だが、地元民に近い彼女にとってみては、

「品川駅から来るのには、実はこっちの通りの方が近い。──フルール君が気付くか、というのはあるが、ね」

　店の前を横切る街かい道どうは、すぐに左を広い河か川せんに面する。自分達がこのところ溜たまり場にしているファミレスは、その河川の広がりから四し法ほう印いん学がく院いんを望めるのが特長だ。

　……何となく不ふ思し議ぎですわ。

　姉と妹が思い出としている場所から、四法印学院が見えるのは、黒の魔ま女じよの〝創そう造ぞう〟の手引きがあったのだろうか。あったのだとすれば黒の魔女は屈くつ折せつしているし、無かったのだとすればこの世界は黒の魔女に対して辛しん辣らつだ。

　だが、各務の言う方から来るならば、フルールは四法印学院を見ながら来る、という構図になるだろう。ランドマークではあるが、

　……ハンターがそこまで伝えてないでしょうね。

　だが、不意にハンターが半目で各務に言った。右手を軽く上げ、

「各務？　──それ、黒の魔女がそこをそういう形にしてる、って場合だよね」

　言われた言葉に、ややあってから自分はその意味を悟さとった。

　……確かに！

　そして同じように思い至ったのか、各務が自分の額を一つ叩たたいた。

「失しつ敬けい！　そうだった！　すまないね。実際は違うかもしれないのだった」

「まあ、確かに、ここに来るのいつもバスですもの。品しな川がわ駅経けい由ゆで来た事ありましたの？　各務かがみは」

　いやいや、と各務が手を左右に振る。

「私も意外に硝しよう子こへの信用が高いようだ」

「ですが、この周囲が准じゆん将しようの記き憶おく通りなら、その考えも正しいかと思います」

「一いつ丁ちよう走って確かめる？」

「市街マップを術じゆつ式しき陣じんで確認すればいいだけじゃありませんの？」

　と堀ほり之の内うちが手を掲かかげるのを、各務が止めた。

「否いな、事実を確かめるのも無ぶ粋すいだ。そのままにしておいてくれると有あり難がたい」

　複雑ですわね、と思う。だが、その一方で己おのれはある事実に気付く。

「……思ったより、黒の魔ま女じよに対しての敵意が緩んでますわ、私」
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　堀之内は、ハンター達が勢いよく振り向いたのを見た。

「大だい丈じよう夫ぶか堀之内！　敵意が薄れて攻こう撃げき力が下がったりしないか!?」

「そうです堀之内さん！　貴女あなたの敵意は余裕のATK！　極きよく点てんからの置き撃うちを食らった時に浴びた屈くつ託たく無い殺気は私にして背せ筋すじがキュンとしました！　悪い方で！」

「ははは、殺意パワーで大人気だね満まん子こ」

「全員何言ってますの!?　あと最後！　他が言ったから良いか、みたいなその顔！」

　だが、こっちとしては、物の見方も変わる。

「複雑ですわ」

「何がかね？」

「だって、各務の話を聞いている限り、──この世界は、黒の魔女と言うより、貴女の妹としての思い出の再現がベースですのよ」

　正直、各務と会うまでは、黒の魔女がこの世界を玩具おもちやのようにして壊こわそうとしていると、そんな風ふうに思っていた。

　だが、違う。

「私は、母の思い出を壊す事が出来ませんわ」

　これはハンターも、メアリーも同じだろう。失ったもののために戦うのだとしたら、失ったものを自分から否定する事は出来ない。しかし、

「何で、黒の魔女はこの世界を滅ぼそうとしてるんですの？」
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　あ、とハンターは、堀之内の言おうとしている意味に気付いた。

　恐らく堀ほり之の内うちは、自分の言葉が抱えている矛む盾じゆんを理解していても、感覚的な部分については捉とらえ切れていないだろう。

　それはつまり、

「……黒の魔ま女じよは、自分の思い出を破は壊かいしようとしている？」

「ええ。先さき程ほど、各務かがみは自分達だけの知っている裏道があるかどうかまで錯さつ覚かくしましたし、それは実際にあるかもしれませんの。そんなレベルで出来上がりながら、例えばギョーザはウツノミヤ王国が本ほん舗ぽだったり、横よこ浜はまではカエル食べなくなっていたりと──」

「堀之内さん、変な方向に話が行ってます」

「解わかってやれよ。各務の言った事は何でも記き憶おくしてるんだよ」

「ハ、ハイそこ変な詮せん索さくしない……！」

　ともあれここは当人というか、関係者に聞いてみるべきだろう。

「どーいう事だよ各務」

「……それは妹が、病弱だった事もあり、自分の世界に未来を見てないからだろう」

　確かに自分達も、当初、そのように聞いたし、それでいい気もする。しかし、

「〝だろう〟と言ってるという事は、それも各務の推すい測そくですのよ？」

　いいですの？　と堀之内が言った。

「私達は、──黒の魔女の事を、解っていませんのよ」
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　堀之内の言葉に、やや考えてから、メアリーは頷うなずいた。

　……確かに。

　黒の魔女については、消し去ってやりたいと考えている。

　自分の同どう胞ほうが殺され、消され、いなくなっていったのだ。それも遊び半分で。

「赦ゆるせるものではありません」

　それは確かな事だ。だが、その一方で、

「私達が黒の魔女について知らないのも、確かなのです」

　今までは、黒の魔女とは〝そういうもの〟であると、そんな風ふうに〝決まっていた〟。

　だが、幾いくつかの部分で、疑問がある。

「各務から聞いている限り、黒の魔女は、この世界を壊こわすために作った訳わけではないように思えてきますの」

　無む論ろん、と堀之内が前置きした。

「失われたものは多く、私にだっていろいろな思いはありますわ。皆にもそういうものがあるでしょう。赦ゆるしてはおけない、というもの。存在させ続けていてはならない、という思いですの。ただ──」

「ただ？　何かね？」

「黒の魔ま女じよが、世界を滅ぼそうとする思い。彼女のそれが何故なぜかを知らない限り、私達とて、黒の魔女を滅ぼそうとしている〝同じ存在〟なんですわ、きっと」

「そうですね」

　己おのれは、自分の中にある基き準じゆんのようなものを思いながら、言葉を作った。

「黒の魔女は赦せない存在です。だから全力で消し去らなければならないと、そういう思いはありますし、何もかもは無しに出来ないものです」

　だが、

「……私もまた、同じ事をしました。ええ、しようとしました」

　各務かがみを、赦す事が出来ないとして、消そうとした。

　だが各務は、こちらを受け止める形で勝負をして、その言い分を聞いてくれたし、こっちの事を責めもしなかった。

　自分がそうであったのだ。それはまた、

「ボクも、馬鹿者と、そうなるところだったからね」

　ハンターが、言う。各務を見て、言葉を作る。

「各務は、ボク達と同じ事を、妹に出来るかい？」

「それは──」

　と、各務が眉まゆを浅く歪ゆがめた。

　その瞬しゆん間かん。堀ほり之の内うちがこう言った。

「各務、貴女あなた、意外と不ぶ器き用ようですわ」

　小さな笑みをもって、巫女みこが告げる。

「被ひ害がい者しや、弱い者、危き機きにある者、そう言った者に対しては寛かん大だいになれる一方で、加か害がい者や強き者、危機を持ち込む者に対しては厳きびしい。……それは力持つ者のあるべき姿すがたかも知れませんけど、でも、加害者や強き者、危機を持ち込む者に対して、貴女が同じようになって対抗するならば、それは私達がまた、相手と同じ立場に立ったのと同じですの」

　だから、

「貴女が私達をここまで導いたならば、貴女が妹に対しても同じようである事を私は望みますわ。そうでなければ、私達もまた、黒の魔女と同じ事になりますもの」

「化ばけ物ものを倒す勇者は、それもまた化け物である、ってやつにはなりたくないね」

　ハンターが言うのは、確かにその通りだ。

　そして各務は、今まで自分達がそうなるのを止めてきた。

「准じゆん将しよう」

　各務かがみが、どうしてそのようにしてきたか、何となく解わかった。

「自分だけが化ばけ物もので済む筈はずだ。何故なぜなら、勝った後、自分はこの世界から去って行く事になるからだと。──そんな風ふうに全てをまとめようと、考えていませんか」
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　馬鹿ですわね。と堀ほり之の内うちは小さく笑った。

　メアリーの指し摘てきは、当たっているかどうかも解らない。だが、

「──私達とて思う事はありますし、力が無い訳わけでもありませんのよ。それに、黒の魔ま女じよに対抗するジオフレームは、私と貴女あなたの協働によるものですもの」

　だから、

「──貴女が黒の魔女と同じになって、自分だけが化け物で済むというのは、もう、有り得ませんの。少なくとも、私が巻き込まれていますもの」

　言った。するとややあってから、

「…………」

　ハンターとメアリーがまばらな拍手を寄よ越こしてきた。ついでに、近くを通りかかる市民や魔女も、こちらに気付いて拍手をくれる。

「な、何ですの一体！」

「言った意味を自覚しとけよ」

　……え？

　何かマズイ事を言っただろうか。しかし、言葉を送った先、各務が気になる。

　見てみれば、白の髪かみの彼女は、目を伏せており、

「────」

　一ひと息いきのあと、鼻で小さく笑って、こちらを見た。まっすぐ、試すような視線に、

　……あ。

　何かされそうな感覚を得て、身を小さくしかけるが、息で堪こらえた。

　いいのだ。

　この相手が、化け物になるというなら、止めようと思うし、それが駄だ目めならばついていこうと思った。

　それが、自分達のいる世界を守るために必要だと、そんな風に思うのは言い訳だろうか。

　しかしそう思っていないと、感情がどうにかなりそうな気もする。

　明らかに、自分の身を危険な方に振っているのに、そこに希望を感じもするのだ。

　どうなってもいいだろうと、その無責任を許してしまいそうになるのを、ぎりぎりで堪えるのがこの世界の存在だとしたら、自分は既すでにこの世界を超えているのだろうか。

　ただ、各務かがみが視線をずらした。こちらからハンターへ。次いでメアリーを見て、

「──感謝である」

　力を抜き、異世界からの来訪者が、台詞せりふを告げた。

「今度は、私が止められる番かもしれないね」
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　ほ、という安あん堵どの空気を、堀ほり之の内うちは感じた。

　……そうですの。

　何が〝そう〟かは自分でも解わからないが、〝そう〟でよかったと、今信じた。

　綺き麗れい事ごとを言っているかもしれないし、甘くなったと、変へん節せつしたと言われるかもしれない。

　だけど、黒の魔ま女じよの所しよ行ぎようを咎とがめるが故ゆえに、

「私達が黒の魔女と同じになりたくないように、各務、──貴女あなたもそうならないよう、私達は望みますわ」

　一応、ハンターとメアリーに視線を向ける。すると二人は、お、とこちらに気付き、

「あ、自分達も含めて下さいますか」

「あー、うん、自分達ね、自分達」

「そ、その物言い……！」

　ジオフレームの成形が自分と各務の協働なので、仕方ないじゃありませんの、と思う部分もあるが、それ以外となれば、

「でも実際、准じゆん将しようを止める場合、どうします？」

「……前に突っ走ったら後ろから撃うつ、というのでいいのではありませんの？」

「各務、凄すごい事言い出してるよ堀之内が！」

「迂う闊かつな挙きよ動どうが出来なくてぞくぞくするね……！」

　いえまあ、と思案してみる。適てき材ざい適てき所しよで考えるなら、

「各務のスタートダッシュに対応出来るのは誰だれですの？」

「第三位でしょう」

「ボクかよ!?」

「ええ、では第三位がまず准将に追いついて止めて、あとは堀之内さんが撃って下さい」

「ボクそれ巻き込まれるよね!?　そうだよね!?」

「じゃあメアリーもハンターと一いつ緒しよに止めに行きなさいな」

「〝じゃあ〟って何だよ堀之内！」

「ほ、堀之内さんの御命令となれば……！」

「堀之内君、メアリーがカタギじゃなくなって来てる感があるのだが、どうにかならんかね」

　一体どうしろと。

　とはいえ、丁ちよう度どここはフルール待ちだ。ファミレスの中を覗のぞけば、

「入口のここ、角の席が空あいてますわ。ここで待っていれば、フルールがこちらの通りから来ても、向こうの通りから来ても解わかるんじゃありませんの？」

「窓の反射があるから、注意した方がいいよ。あとボク、食う方専念だから」

「ええ、──止め役ですものね」

　言うと、ハンターが顔を引きつらせる。だがそれもちょっとした笑いの種たねだ。

「入りましょう。待ちましょう。その間、いえ、その後でも、各務かがみ？　──貴女あなたと妹さんの話を聞いておきたいですわ。黒の魔ま女じよが、何故なぜ、この世界を作って、しかし滅ぼそうとするのか、手がかりが知りたいですもの」







[image: 第五章『行く者もいる』]
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　少女は、久しぶりに他人と話をする自分を、大だい丈じよう夫ぶかどうか計っていた。

　喋しやべり過ぎてないか。

　浮かれ過ぎてないか。

　上から目線になってないか。

　等々。自分がどう見えるか、見られているか、想像しながらの会話は気を遣つかう。

　ただ、他人に合わせる、という事をしていないのは確かだ。他者を不快にするつもりはないが、迎げい合ごうして自分を抑えるのは避けたい。

　フルールという相手は、それをしなくていい。というか、させてくれない。

　気に入らなければ嫌いやだと言うし、良ければ喜ぶ。しかし、嫌だというのも、後あと腐くされが無い。お互いに思う事を言って感じた事を返すが、そこにこだわりがない感覚だ。

　土産みやげ物ものの料金を払っている彼女に、ふと問うてみた。

「フルールは、何か、サッパリしてるね」

「うんうん！　フロ入ってきたから！」

「いやそーじゃなくて。ほら、話をしててポンポン行くっていうか」

「あー、そうなの」

　うん、と己おのれは頷うなずいた。

　どう説明したらいいかな、と考えて、ふと答えに行き着いた。

「こっちを説得しに来てない」

「？　フルールが、悪い事した？」

「え？　してないけど」

「だったらリクツじゃないよー」

　理り屈くつで喋って欲しい……、と心静かに思うが、飛ひ躍やくは彼女の特性だろう。しかし、間を埋めるロジックは何となく解わかる。

　悪い事を咎とがめるのでない限り、相手を説得する必要は無いのだ。

　……あー。

　土産物を選ぶ時に、色々「イヤだー」「それ良いね！」の遣やり取とりはあったが、そこは純じゆん粋すいに好みの話だ。

　こっちは、その土産の由来や土地など、受け取った側が「これなら良し」と考えるものを物色しているが、フルールはまず自分の好みだけで見ている。

　そしてフルールは、自分が選んだものもだが、どちらかというとこっちと両者で行けると判断したものを最終的にカウンターに並べている。

　自分は、これが正しい、と思って勧すすめていたが、そればかりが通れば、カウンター上のものからフルールの好みは消えていた筈はず。

　それが残っているのは、彼女がこちらを説得した訳わけでもなく、自分のように理り屈くつの選出をした訳でもない。単に彼女の好みだ。

「あー、御ご免めん、何かちょっと差し出がましかった」

「サシデマジンガー？」

「いや、そうじゃなくて。──変なアドバイスしてた」

「イイヨ別にー。だって決めるのフルールだから。それなのに付き合ってくれてる方が偉いし、ミスってたって悪い事じゃないでしょ、コレ」

　……あー……。

　何か自分の支配欲求みたいなのを痛感させられた気がするが、フルールに言っても通じない気がする。

　……悪い事をしてないなら、自由でいいじゃん、って事か。

　違う気もする。だけど自分はこう感じた。

「いい考え方だね」

「マーマがそういう感じ！」

　笑顔で彼女が摑つかんだ土産みやげ物もののビニル袋ぶくろは、結けつ構こう大きなものとなった。カウンターのオバちゃんに「行ける行ける！」と言いながら受け取ったフルールが、こちらに身を向け、

「マーマが言ってたよ！　恨うらみとチャンネル争いで力を振るうのはやめなさい、って。そうなり掛けたのを止めてくれた人のところにコレ持っていくんだよ！」

　四し法ほう印いん学がく院いんに入れてない、という事は、チャンネル争いで何かやったのだろうか。

　恨みとか、持たないように見えるが、実情はどうか解わからない。

　ああ、他人を探っているのは、顔色窺うかがうのと同じかな、とふと思う。そして、

「────」

　自分の事を、想そう起きした。

　ずっと昔、いろいろと判断というか、批ひ評ひようをされた時、自分はどうだったか。

　その人に迎げい合ごうしようとしたり、顔色窺ったりする一方で、「お姉ねえちゃんはいつもそう！」と、迎合とは矛む盾じゆんした事を言っていた記き憶おくがある。

　当時は、自分が抑圧されているのだと、そう感じていた。だからとにかく、どんな手を使っても、相手を跳ね返さないといけないと、そんな風ふうにも思っていた。しかし、

　……うわ。

　自分が抵抗しているつもりになっていた相手は、本当にこちらを説得していたのだろうか。

　相手は、己おのれの好こう悪おが発生するロジックをよく話していたが、もしも最終的な決定権はこちらに送っているつもりだったならば、

　……違う。

　そうじゃない。

　だって、決定権がこちらにあるって、向こうは言わなかった。

　だけど、

「────」

　フルールを見ていて、己おのれはこう思った。

　フルールは、決定権を、こっちが言わなくても自分の中に持っている。

　決定権を他人から許可されたら〝ある〟と思える、というのは、矛む盾じゆんだ。

　果たして自分の相手は、どうだったろうか。

　どーしたものか、と内心で距きよ離りを作ってしまうのは、何で今いま頃ごろこんな事を、という驚きのようなものがあるからだ。

　フルールのような人には、今までも会った事はあるし、話した事もある。

　それが今、響ひびいてきているのは、

「どーしたの？」

　右手側、覗のぞき込んでくるフルールに、首を横に振る。

　……どうだろう。

「ちょっと、懐なつかしくなる事があって」

　多分そうだ。ここに来て、そして、懐かしい人が来ていると知っている。手を伸ばしたら、叱しかられたりもしたのだ。

　だとしたら、今のような考えが出来るのは、自分が大人おとなになったのだろうか。だったら、

「フルール」

　行こうか、と自分は駅の外を指で示す。

「フルールは凄すごいね。──私の想像以上」

「凄いよー」

　彼女の言葉に頷うなずいて、己はふと、期待を抱いた。

「──フルールの御お世せ話わになった人、っていうのも、また、凄いんだろうね」
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「こらハンター！　何でそうフライドポテトを手で摘つまみますの!?」

「おいおいおいカーチャンになるの早いだろ堀ほり之の内うち、五年くらい待てよ」

「准じゆん将しよう。メニューを〝ここからここまで〟で頼むのやめませんか」

「メアリー、定番な人生は駄だ目めだ！　出会いが大事なのだよ出会いが……！」

「ちょっとそこ凄過ぎますのよ!?　うちの経けい費ひで落とせる範囲になさい！」

「えーとじゃあ店員君、〝ここからここまで〟の範囲で」

「ハイちょっとそこ──!!」




　　　　　　　　　　●




　フルールは、自分の横にいる相手に、ちょっと期待していた。

　名前は聞いていない。だって魔ま女じよだった場合、真ま名なに関わる場合もあるので迂う闊かつに名前を聞いてはいけないと、母からよく言われてる。

　自分の名前については、己おのれの術じゆつ式しき形態自体が母との協働の部分もあるので、問題なし。それに今は魔女とは言えない生活だ。

　道を行く。

　まだ夜とは言えない時間だが、十月終しゆう盤ばんの空は充分に暗い。学生寮りようの方だともっと暗かったなー、と思うが、こっちだとこんなものだ。いつも中庭の手入れをしていた時と同じ。時刻と空の関係は憶おぼえている。

　そして横の彼女と話をしていて、自分は彼女についてこう思う。

　……頭いいね！

　何しろ土産みやげを買う時から、日本の各地方の特産とか地理、歴史にやたら詳しい。凄すごい知識量、と思うが、知識系けいの魔女だとそんなものなのかもしれない。

　それとまた、会話のテンポが違う。

　母と話している時は完全な高速応答状態だった。意見が違ったりしても「そんなもんかー」で済む場合もあるし、どちらかが合わせる形で妥だ結けつしても、それが得だと解わかっている。お互いがお互いを大事に思ってるという、そんな確信があるからだ。

　特とく待たい科かで話をしている時は、完全な個人主義だった。お互いがお互いを尊重するため、基本的に相手との距きよ離りを縮めない。

　普通科とかいいなあ、と思うけど、自分の術式と能力だと浮く。だからそのままだ。

　ゆえに友達など出来ないので、ランク一位としては中庭生活が長くもなる。

　だが、今、横を共に行く彼女とは話が出来ている。

　母のようにポンポン言葉を打ち合うものでもなければ、無関係な相手として距離をとった会話でもない。

　今、自分達が話したい事を話している。己は学生寮で何があったかを述べているし、向こうは向こうで、家族の話をしていて、解らなければツッコむし、面白ければ笑う。

　時に愚ぐ痴ちのようなものも含むが、まあそういうもんだよ、とお互いに半同意。

　安易に味方になる事さえしなければ、会話はどちらかに支配されず、自由を保ち続ける。

　この辺りは母からのセンスだ。母はこちらの味方だったが、ある時こう教えてくれた。

「フルール。お母かあさんは貴女あなたの味方です。何があっても貴女を信じます。

　でも、貴女の敵を自分の敵とは思いません」

「何で？　それ、おかしくない？」

「だって貴女あなたの敵を私の敵とした時から、貴女と私はお互いに支配されるからです」

　当時は意味も解わからずにいたものだったが、思い出すと、ずっとそうだった。

　母とは共に幾いく度ども戦ったが、母が無む理りをしている事は解っていた。

　そして最後の時、母はこちらを守ってくれた。

　もしも敵を同じくしていたら、あの場では攻こう撃げきだろう。

　討うつべきだ。

　無む論ろんその場合、母はこちらの代理として力を使い、散っていく事になる。

　だが母は、こっちの意思とは別に自分の判断で動いた時、守りの動きを取った。

　母は最後まで、こちらの味方として、しかし支配されず、自分の判断で行動した。

　だから、だ。だから、

「────」

　思い出すだけで何か震えや憤いきどおりの来る流れに、だが母については最善だったと思う事が出来る。あの時の自分は最悪だったかもしれなかったが、母はこちらに支配されていなかった。

　リスベスの言げんでは、普通、使し役えき体たいならば主あるじの感情を考こう慮りよするものだというが、

「フルール、貴き様さまではまだまだ格かくが足りんのだ。解ったか？　──私の事もそう思えよ」

　という最後が本ほん音ねな気もするがまあいいヨいいヨ──。

　ともあれ、母のスタンスは、復ふつ興こう地域で野を耕していて、よく解ってきた。動いていれば嫌いやな事から距きよ離りを取れる一方で、そこにある意味も見えてくる。

　昔はただただ母が傍そばにいるだけで幸いを感じていたものだが、今はいろいろな遣やり取とりに意味があったのだと思い出せる。

　そうやって記き憶おくを振り返るたび、当時の解っていなかった自分を悔くい、また、母が今いない事を残念に思うのだが、墓前に報告出来るのはまだ良い方か、とも思う。

　随ずい分ぶん変わった。

　いろいろ思うようになった。だが昔のままでいられるのは、母がやはりそこに正しさを通してくれていたからだろう。母に支配されていたら、今、こういう自分でいられない筈はずだ。

　そしてまた、横を行く彼女も、

「──どうしたの？」

　振り返って問われるが、凄すごくこちらと似た空気を感じる。

　話を聞いていると、よく出てくる〝おねえちゃん〟が、自分の場合とは逆だ。

〝おねえちゃん〟は、どうやら小説家になりたい彼女にとって結けつ構こう強敵らしく、どうにかして面白いと言わせたいようなのだが、それが行き過ぎて口くち喧げん嘩かのようにもなっている。

　ただ、面白いかどうかと言うのは、理り屈くつではなく、合うか合わないか、という部分だというのが、彼女には解っているらしい。

　こっちとしては、そうなんだ！　という未知のスキルについての話で面白い。漫まん画がやドラマにはよく触れているが、そのメカニズムみたいなものが〝ある〟と解わかる感覚。

　成なる程ほどなあ、と思う程には解ってないのだろうが、彼女と姉の攻こう防ぼうは、彼女も言う通り、恐らくズレがあるのだ。

　彼女の姉には好みがあり、姉はそれを説明も出来る。だがそれを聞く彼女は、自分を否定されたように感じてしまう。

　そうじゃない。

　姉が言っているのは、自分はこうだから、その面白さが通じないところがあるし、別の部分を面白いと思ってしまうという、そんな〝説明〟だ。

　……ああ。

　それを自分の方に覆くつがえしたい彼女は、きっと、姉の全てを自分に振り向かせたいのだろう。

　そしてどうも、彼女の方も、そんな己おのれに気付いているようで、

「お疲れだね──」

「ああ、うん。そういうのが解ったら解ったで、ハードル高くなるのよね」

「そうなの」

　だって、と彼女が言った。

「お姉ねえちゃんが〝自分はそうだから〟、と言ってる意味を考えないと」

「そりゃ簡単じゃない？　──自分の評ひよう価か理由を述べた後で、合わせろって言わないんでしょ？」

「それは──」

　母は、最後まで自分に支配されていなかった。

　そして自分も、母には支配されていなかった。

　ならば最後、母が散っていったのは、母の自由である一方で、

「──自由にやれって事だよ。そして、こっちにも、皆にも、通じるようにしろって事」
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　そっか、とフルールは思った。

　驚いたような彼女の顔を見ていて、自分が言った事が正しいのだとそう信じた。

　母はあの時、母自身に可能な範囲で送り出してくれたのだ。

　自由なままで、他人と共にいられるように、と。

　同じだ。

　だから自分は言う。

「いつか、お姉ちゃんだけじゃなく、皆、私とかも楽しめるものが出来るといいね。

　そうしたら私、マーマに自じ慢まんするよ。皆にも自慢する」

「ああ、うん……」

　彼女が、こちらを見て、わずかに顔を青ざめたように感じた。

「どうしたの？」

「ああ、いや」

　さっきから同じような、小さな震えをもっている彼女は、しかし息を深く吸う。

「どうだろう」

「何が？」

　眉まゆを下げた笑みで、彼女が言う。

「私は、私の作ったものに追いつけるのかな」

「え？」

　言われている意味が解わからなかった。ただ今の台詞せりふについては、

「何かちょっと格好かつこ良いねソレ！」

「そ、そう？」

「そう！」

　言うと、ややあってから彼女は右の親指を上げて見せた。

　そうそう、と己おのれが今の彼女を認めて頷うなずいた時だった。彼女が道を右に選せん択たくした。Ｙ字の作りで、左の方が明るく見えるのだが、

「ああ、ファミレスなら、こっちが近いのよ。──多分、行ける筈はず」

　行けなかった。あれー？　と首を傾かしげる彼女の肩を叩たたき、二人で笑って道を戻る。

　その時、不意に声がした。

『調子乗り過ぎ』

　彼女の脇わきのハンドバッグだ。ちょっと驚いたが、よく考えてみれば彼女も魔ま女じよなのだろう。

「使し役えき体たい？」

「ああ、うん。そう」

　彼女は、仕方ない、と言ったような、しかし確かな笑みで応じた。

「アメイズって言うの」
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　ハンターとしては、フルールの動向がフライドポテトよりは気になっていた。

　まあ同い年だし、放っておいてもここには来るだろう、くらいに考えているが、来た事に気付かないというのは避けたい。

　……やっぱり窓の外が見えないよなー。

　外が暗いのはここ数日で解っているが、今日きようにおいては面めん倒どうだ。しかし暗あん視し術じゆつ式しきは明るい店内だと駄だ目めだ。だとすれば正面に堀ほり之の内うちがいるが、

「堀之内ー、赤せき外がい線せん式の暗視術式使っていい？」

「スケスケかねハンター君!?」

「何するつもりですの貴女あなた達！」

「中学校くらいの知識で反応すんなよ」

　何か凄すごく面めん倒どうになった。

　ゆえに通信用の術じゆつ式しき陣じんを開く。通信先を第七艦かん隊たいにして、

「あー、ちょっと、GPS使えてるんだから、ちょっと上の方から流体検知を対人スケールで掛けてくれる？　今だと静止衛えい星せいも配置してるんだろ？」
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「聞いた〝ソングカフェ〟!?　ハンターちゃんの標ひよう的てきは個人よ!?　やっだ、どうしちゃったのあの子！　相手は恋こい敵がたき!?　それとも振った男!?　どっちでもいいわよね!?」

「副官の承しよう認にん無しに勝手に発はつ射しや管かん開けるんじゃねえ──!!」
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　大だい丈じよう夫ぶかな、と思うが、〝ソングカフェ〟がいる以上はストッパーが掛かる筈はずだ。いなかったら知らん。

　ともあれ手元の術式陣のGPSに、まず空からの周辺状況が出る。三秒ごとのリアルタイムだ。解かい像ぞう度どは一ピクセル五センチ四し方ほう。大気の揺らぎを抜いていると考えると、かなり出来る方で、人は大体六～九ピクセルくらいでの表示となる。

　暗いが、光の増ぞう幅ふくと彩度を落としてしまえば外がい灯とうや民家などの明かりが目立つ。道路ははっきりと確認出来る状態だ。

　そして歩く人々が見えた。どれも流体検知を重ねているので、光を放っている。

　ファミレスの上。屋根を通して見える流体光が強いのは、メアリー、堀ほり之の内うち、自分という順番だ。それぞれ画面をタップしてチェック。

　各務かがみは流体保持能力が無いため、何も見えない。あとは、

　……これか。

　駅前からこちら、先さき程ほど見た主となる通りを、一ひと際きわ強い流体反応が歩いてくる。

　フルールだ。リハビリ中で術式を使わないようにしているらしいが、それがために流体が中ちゆう途と半はん端ぱに漏もれもしているのだろう。

　ともあれ彼女の位置を確認。すると横のメアリーが、

「フルールが見つかりましたか、第三位」

「ああ、こっち来てる。あと三分くらいじゃないかな」

　でもまあ、と、己おのれは安あん堵どで一ひと息いきをついた。

「店の前に来るところで、こっちから出向いた方が良さそうだね。──何しろ一人で来てるから、ここが正解かどうか、解わかってないんじゃないかな」
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　フルールは、横を行く彼女の足取りが段々と軽くなっている事に気付いていた。

　……ファミレスが好きなのかな？

　よく来ていた、という話は聞いた。体調が崩くずれた時の休きゆう憩けいの場所で、姉の事がやはり触れられていた。

　大事な場所なのだろう。

　だけど疑問があった。彼女は、そこで誰だれかと待ち合わせをしているとは、言っていない。それでいて足取りが軽くなるのは、何故なぜなのか。

　ふと思ったのは、自分にとっても近しい言葉だ。

　……お墓？

　誰も待っていないのに、誰かが待っている場所。

　無む論ろん、ファミレスは墓地ではない。だとすれば、そこは彼女にとって思い出の場所で、彼女は、自分が母の墓前に行くのと同じように、そこにいろいろな事を思い、今の自分を報告に行くのだろう。

　自分は、そこに待つ人がいる。

　そんな己おのれは彼女と比べて幸福なのかどうか。そんな事を思いつつ、

「あ、待って待って」

「え？」

　足取りが速くなっている事に気付いてなかったのだろう。彼女が一いつ瞬しゆん驚きで、しかしすぐに笑みとなって振り向いた。

「──ああ、御ご免めん。何か気が逸はやって」

「体調崩しやすい、って言う割には元気だねー」

「アメイズの御陰なのかも」

『病は気から、だよ』

　そうだね、と同意する。そして、

「中、私達と合流する？」

　歩きを並べながら外がい灯とうの下を通ると、彼女が少し思案した。ややあってから、

「うーん、いいか、な。一人でいる」

「そう」

　頷うなずきながら、残念は感じない。彼女はやはり、自分の思い出を優先したのだ。多分、姉との思いだろう。

　自分達が出る時、またどうするかを考えればいいか。

「多分、騒いでるから、何か気分が向いたら来るといいよ」

「有あり難がとう」

　いやいや、と手を振っていると、ファミレスの明かりが浸ひたる処ところまでやってきた。

　そして彼女が、静かにこう言った。

「貴女あなた達みたいな人達が、私を止めてくれるのかな」

「……？　何を」

「私が悪い事しようとした時」

「それは、貴女のお姉ねえちゃんのする事じゃないの？」

「お姉ちゃんは、多分、私にとっての貴女のマーマだから。それに──」

　それに、

「私が私を止めないと、私はお姉ちゃんに頼ってばかりになるから」

　……ん？

　何かおかしい。とりあえず、どういう事かを考え、そして、

「止めるのは私達か、って言いつつ、そっちが自分で止めるの？」

「え？」

　言われて、向こうも自分の台詞せりふの意味に気付いたらしい。あはは、と笑って、明かりの中に二人で入って、

「そうだね。フルール、有り難う」

　言っている間に、ファミレスの入口が向こうから開いた。出てくるのは、帰り客かと思えば、こちらと待ち合わせをしていた連れん中ちゆうだ。

　……あ、全員いる。

　こっちは二人。一応、紹介した方がいいのかもしれない。

　彼女がこちらではなく正面を見るのに合わせ、

「あのね。答えなくてもいいんだけど、貴女の名前は──」

　問うた瞬しゆん間かんだ。

「……硝しよう子こ？」

　答えが、正面から来た。

　各務かがみだ。

　彼女が、皆の振り返る視線の中、店の明かりを逆光に、動きを止めている。
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　少女は、動きを止めていた。

　止められたのではない。ただ、正面に見えたものに対し、力を失い、

　……何で。

　疑問なのか、憤いきどおりなのか、自分への警告なのか、解わからない言葉が、心に浮かんだ。

　正面。ファミレスの入口に通じる低い階段の上、エントランスのスペースに、見知った影が立っている。

　髪かみが白くなっていた。凄すごい目立つよ、と思うが、他人ではない。

　姉だ。

　各務かがみ・鏡かがみ。

　以前、その横にいる巫女みこの魔ま女じよとの戦せん闘とうの時に気付き、手を伸ばした事がある。以後、極きよく力りよく意識しないように、こっちはこっちでヘクセンナハトの準備をしていたものだが、

　……お姉ねえちゃんも、ここ、来ていたんだ。

　何となく、嬉うれしい、と思ってしまうのは、甘いのだろうか。

　何しろ、姉がこちらに対して何をしようとしているのか、解っていない自分ではない。

　姉は、自分が作った世界の登場人物となっていたのだ。

　そして己おのれは幾いくつもの世界を滅ぼした。

　住人としては、たまったものじゃないだろう。登場人物にとっては、何もかもが失われるのだ。それをこちらは幾度も繰り返したし、姉は幾度も受けてきた。だから、

「────」

　叱しかられる。咎とがめられる。止められる。

　方法としては、こちらが行ったのと同じ方法か、その世界での方法だろう。

　登場人物視点なら、殺されても文もん句くは言えない。それだけの事をしてきた。だけど、

　……だけど──。

　この世界に降りて、何となく、こう思ったのだ。姉は、自分の敵ではないのではないかと。

　フルールというキャラと話していて、ものは見方かな、とも思った。

　だからこの思い出の場所で、少し考えてみようと、そうも思ったのだ。

　そして姉がここにいた、という事実に、ふと次の思考を重ねた。

　……お姉ちゃんも、私と同じような事、思ってた？

　しかし、違った。

『そこにいるの、四し法ほう印いん学がく院いんの最上位ランカー達だよ』

　アメイズの言葉に、目が覚めた気がした。

「そうだよね」

　四し法ほう印いん学がく院いんは、黒の魔ま女じよを倒すために、魔女のランキング争いを行っている。

　今、姉の周囲にいる人達は、そのランカーだ。自分がかつて姉を見た時、戦っていた巫女みこもそこにいる。だとすれば、

「仲、いいんだ」

　そんな言葉が、口から漏もれていた。

『硝しよう子こ、落ち着いて』

　落ち着いてる。現状がどういう状況か、解わかってる。
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　姉は、自分を倒すための算段を、友人達としていたのだ。

　それも、自分との思い出の場所に、他人を連れ込んで。

　……そうだね。

　仕方の無い事だ。だってそれだけの事をしてきたし、そうされてもしょうがない。

　だけど、

「合わせなくて、いいんだよね」

　姉の方が正しいとは思わない。自分に仕方ないとも思わない。

　支配されないならば、こう言っていい筈はずだ。

「酷ひどいよ……！」

　誰だれも私と同じ思いではなくていい。私の敵は私だけの敵でいい。ならば、

「──硝子！」

　聞き覚えのある声が、こちらの胸を突いた。

　駄だ目め、と思いつつ、動きが止まり掛かる。そして追い打つように、姉が言った。

「一人で決めつけるな！」
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　各務かがみは、一つの動きを見た。

　自分の妹が、こちらに視線を向けるという、そんな動作だ。

　こちらの背から届く明かりの中、妹は目に涙を浮かべていた。

「遅いよ。そのくせに、どんどん私より先に行って、私よりいっぱい上手うまく行ってる」

　……まずい。

　急ぎ、前に出る。すぐに駆かけつけ、何かを言わねばならない。だけど、

「お姉ねえちゃんには、解らないよ。だから──」

　気付いた瞬しゆん間かんには、一つの力を受けていた。

　己おのれの胸の中央に、黒の刃やいばが突き立っていたのだ。

　……これは──。

　ディカイオシュネによく似ている。が、黒く、そして細身だ。

　一いつ瞬しゆんで構築されたものではない。いきなりそこに出現して、自分は己おのれの勢いで、その刃やいばに身を飛び込ませてしまったのだ。

　これが私以上となる創そう造ぞうの力か、と、冷静な思考が働く一方。視界の中で妹の姿すがたが変わっていた。

「黒の魔ま女じよですの……!?」

　堀ほり之の内うちの言葉通りの存在が、そこにいた。

　恐らくはマギノフレーム。黒い、女じよ王おう型のフォームをまとった妹がそこにいて、

「降りて。──お姉ねえちゃん」

　こちらの胸から、無む造ぞう作さに一刀を引き抜いた。
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　警報が鳴った。それもいきなりレベル５。最終的な決断をも許可する危険状態だ。

　リスベスは、突然の音と、各所に連続で立ち上がる術じゆつ式しき陣じんを視界に入れ、しかし即そく座ざの反応を作っていた。

　これは初めての事ではない。自分は幾いく度ども思い出し、身構えていたのだ。だからカウンターとするように術式陣を開き、

「──黒の魔女が出現した！　総員、位置確定と同時にそちらへ攻こう撃げきを判断しろ！」

　叫んだ瞬しゆん間かん。北西の水平線に、黒の光が沸わき立った。

　……あちらか……！

　手元に出した流体検知の術式陣では、品しな川がわ方面に莫ばく大だいな流体塊かいが出現しつつある。その正体を確かめるまでもない。待たい機き状態にあった空のマギノデバイスの操そう作さ系けいに強制介入。流体検知の術式を照しよう準じゆん代わりにして、

「撃うて……！」
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　海上と空中を光が走った。

　四し法ほう印いん学がく院いんの空を囲っていた剣けん砲ほう型デバイスの檻おり。その西側のカーブを構成する内の二十一本が、急ぎの砲ほう撃げきを同じ一点に向けて放ったのだ。

　どのデバイスも緊きん急きゆう時じであるために反動軽減などを行えていない。

　自らの一いち撃げきの勢いを消し切れず、四法印学院の上空に滑り、回転して下がる刃。それらが撃った二十一発は、しかし正確に本土側の沿岸部に向かった。

「──出力足りません！　二撃目用意して下さい！」

　西側の檻おりを統とう括かつしていた魔ま女じよが声を作ると共に、二つの動きが生じた。

　一つは、四し法ほう印いん学がく院いんの東を囲っていた剣けん砲ほうの群が、狙そ撃げき態勢を取った事だ。

　数は三十七。一度垂すい直ちよくに二百七十度回転し、風を割った上で刃は先さきを東京湾わんの西に向けて固定。照しよう準じゆん術じゆつ式しきを展開しながら、砲ほう撃げきの密みつ度どを上げるため、流体確保の駆く動どう系けいを露あらわにして全開する。後は高音の唸うなりをもって砲ほう身しん内部の加速系を連続強化術式で出力強化していくが、

「敵、──出ます!!」

　観測を行っていた狙撃の測そつ距きよ役が叫んだのは、二つ目の動きについてだった。

　東京湾西側の一点に黒の光が渦うず巻まいていた。そこに先行した光の二十一射が向かい、

「──直ちよく撃げきします！」

　叫びが皆に届いたと同時。光が本土沿岸で炸さく裂れつした。

　当たったのだ。誰だれもがそう確信した時。ある事が起きた。

　当たらなかったのだ。
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「……やったな……!?」

　リスベスは夜空に高く跳ね上がった二十一の砲線を視界に入れ、しかし追う事なく声を作っていた。

　一見は、跳ね返されたように見える。だが実際は違う。

「当たらなかった事にされたか……！」

　事態よりも、事実を理解出来ている。

　砲撃は確かに直撃コースだった。そこにあるものが何かは解わからないが、流体の出力を追尾する設定にしてある。自動的に必ひつ中ちゆうの筈はずだ。

　それが当たらなかったならば、理由の候こう補ほは二つだ。

　一つは、回かい避ひされた場合。

　もう一つは、防ぼう御ぎよされた場合。

　だが相手は黒の魔女だ。三つ目の候補が彼女にだけは存在する。つまり、

「最後の一つ。──〝当たらなかった〟場合、だ」

　この世界を創そう造ぞうする力を持った魔女だ。都つ合ごう良く自分の周囲の法則を書き替え、〝当たらなかった〟事に出来る。それはつまり、こちらからすれば、

　……攻こう撃げき力が黒の魔女の想像に足りなかったか……！

　相手の想像範囲であるならば、捉とらえられ、書き替えられると考えていい。創造の基き礎そに想像がある以上、現状で黒の魔女の想像を超えられるのは自分か品しな川がわにいる最上位ランカー陣じん、そして狙撃力を最大強化した自分達のマギノデバイスだが、

「──く」

　先さき程ほど報告にあった通りのものが、そこに存在していた。

　砲ほう撃げきの集中打を当たらなかった事として、吹きすさぶ黒い流体光の中から立ち上がるもの。

　……あれは──。

　見た事がないのに、知っている。それもそうだ。先日、記き憶おくを正しく上書きし、自分の中でその存在を蘇よみがえらせたばかりなのだ。

　知っている。憶おぼえている。今、品しな川がわの地に立ち上がるのは、

「ジオフレーム!?」

　違う。先日に見たのは、白と朱あけのジオフレーム。堀ほり之の内うちと各務かがみが作り上げた全高三キロ超過の女騎き士しの存在だった。

　今、視線の先にいるのは、それではなかった。

　黒の女じよ王おう型。全高三キロ超過で、ディカイオシュネに似た細身の剣を持つのは、

「黒の魔ま女じよがジオフレームを展開したのか！」
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　しまった、というしくじりの感覚が、リスベスの抱いた感想だった。

　まずいとか、危険とか、恐れとか、そういうものではない。

　今、目の前に見えているものが、あらゆるネガティブな結果に繫つながるのではないかという懸け念ねん。自分達はヘクセンナハトに向け、黒の魔女を倒す事に向けて力を注そそいできた筈はずだが、

　……それが、足りなかったならば、どうなる？

　やれば勝てる、と思っていた。ゆえにやらねばならない、と考えていた。だから何をやるべきかを選せん択たくし、一方ではランカー戦を正しく仕切り、一方では装備と技術を高めて行った。それ以外の者達も、自分達なりの方法で、以前の失敗を払ふつ拭しよくするつもりだった。

　だが、黒の魔女も同じだったならば、どうするか。

　ジオフレームとは、やるべき事をやって、そこで遂ついに得直した喪そう失しつの技術だ。黒の魔女が隠かくし、見えなくさせていたものだった。

　それを黒の魔女が使ってくると、考えがなかった訳わけではない。

　あらゆる事は、想定されている。しかし、

　……ここで、か!?

　今、黒の魔女は月の封ふう印いんの中にいる筈だ。

　それが何故なぜ、ここにいる。

　おかしい。

　だが、いるのだ。いてはならないが、いるのだ。ならばつまりは、

　……何か方法があったと、そういう事だ。

　おかしな事ではない。

　こちらの知らぬ方法で前提が覆くつがえされ、想定が外れた。それだけの事だ。

　考えが足りなかったのではない。

　考えが、違ったのだ。それゆえに、しまったと、そう思った。あとは、

「報告しろ！」

　起きている事を捉とらえ、次の手を打つ。警報は既すでにレベル５だ。何をしたっていい。

「──閣かつ下か！」

　麾き下かの魔ま女じよの声が響ひびいた。マギノデバイスが起こした風が、漸ようやくに四し法ほう印いん学がく院いんの中に届き、多重に吹きすさぶ。

　十月終わりに吹く魔女の風は、枯かれかけていた並木や森の葉を空に散らし、

「品しな川がわ方面、第二の強力な出力塊かいが発生します！」

　見えている。今度は白の光が莫ばく大だいな渦うずを巻く。それは黒の魔女の時と違い、一段、二段と階段を踏むように展開するその力は、

「堀ほり之の内うちと各務かがみのジオフレームが来るか……！」
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　堀之内は、各務を止めるべきだと思った。

　……無む茶ちやですわ！
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　眼前、聖せい騎き士し型のマギノフォームを展開した彼女がいる。膝ひざをつき、肩を大きく上下しているその口から、ジオフレームの操そう作さフロアとなっている胸部ステージに赤黒いものが吐かれた。

　血だ。

「各務かがみ！」

　治ち療りよう術じゆつ式しきは、ある。だが、ランカー戦は基本的に一対一を想定しているため、他者への治療術式はあまり発展していない。大体、各務は自分用のそういうものを持っており、

「大だい丈じよう夫ぶだよ、堀ほり之の内うち君」

　各務が、腰を先に上げる動きで立ち上がった。その背と、身体からだの前の方に術式陣じんが一つずつ展開している。とりあえず血は止めた、というところだろう。大丈夫な筈はずは無い。だが、

「堀之内君！」

　今、大事なのは何か。それを示すような叱しつ咤たの声に、時間がないのだと己おのれは悟さとった。

　故ゆえに己は、各務と並び、

「行きますわよ！」

　その声に、各務がこちらを驚きの目で見た。しかしすぐに彼女は、

「流石さすがだ堀之内君……！」

　頷うなずくつもりもない。当然の事を必然として判断しただけだ。自分達は黒の魔女を倒すためにバディとなり、しかし、

　……ここが勝負の時ですの!?

　黒の魔女の事を知りたいと、そう思っていた。

　そして出会った時、黒の魔女は、各務とこちらを見て、涙を流した。

　……何故なぜ？

　だが少なくとも、先さき程ほど、各務と妹は決けつ裂れつした。妹の側で、何かがあったのだ。それを知りたいと思う心は増したが、現実は動きを求めている。

　今はとにかくここを凌しのぐ事だ。だから各務の手を取り、ジオフレームに身構えさせ、

「──正面！」

『違う!!』

　前に攻こう撃げきを叩たたき込むと同時。ハンターの声と共に、多重の打だ撃げきが直上に来た。

　ジオフレームの頭ず上じよう。その天てん上じようから、無数の光こう条じようが落下してきたのだ。

　最初に四し法ほう印いん学がく院いんから叩たたき込まれた二十一の砲ほう撃げき。黒の魔女によって弾はじかれたそれが、どういう事か、

　……捻ねじ曲げましたの……!?
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　リスベスは、歪わい曲きよくした軌き道どうで降る二十一発の光を見ていた。

　……これは──。

　似ている。

　十年前の展開に、よく似ている。

　かつても、このような流れがあったのだ。充みつ代よの砲ほう撃げきを、それまで術じゆつ式しきで防いでいた黒の魔ま女じよが、いきなり法則外の技で捻ねじ曲げた。

　それが、勝負の流れが変わる起点だった。だが、

「ハンター！」

　降る二十一発の真下に、一つの盾たてが展開した。

　全長五百メートルの大盾は、ハンターのヘッジホッグだ。

　直ちよく撃げきは十七発。四発が下に抜け、ジオフレームに着ちやく弾だんするが、肩や脚きやく部ぶ装そう甲こうの外側面だ。直撃はしていない。

　代わりというように、半壊したヘッジホッグが空中で大きく揺らぐ。だが、その下にいるジオフレームはほぼ無傷だ。だからと言うように己おのれは叫んだ。

「──上だ!!」
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　出遅れをメアリーは悟さとっていた。

　自分達の敵は解わかっている。しかし、自分はまだ地上にいて、

　……准じゆん将しよう！　堀ほり之の内うちさん！

　先さき程ほど、品しな川がわに到とう着ちやくしてから、自分達は黒の魔女について知りたいと思っていたのではなかったか。そして、黒の魔女と同じようにならない事を願っていたのではなかったか、と。

　かつて自分のいた世界を滅ぼされ、各務かがみを消そうとした自分が、こう思うのは間違っている気もする。しかし、己は、立ち向かう二人を見て、内心に懸け念ねんを得たのだ。

　……それでいいのですか!?

　全てが動いている今、問うてはならない疑問だ。

　そして自分の考えた事など、既すでに二人は乗り越えている筈はず。

　今は動くべきなのだ。何故なぜなら、

「黒の魔女が……！」

　上だ。黒の魔女が捻じ曲げて落とした二十一撃げきにハンターが砕くだかれた、更さらにその上。

　……あれは──。

　地上から何もかも見上げざるを得ない己だけが、それに気付いていた。

　影が、着弾の光こう爆ばくの向こうに見えている。巨大な丸のような姿すがた。それは全長が二百メートルを超える黒の影。数は二つ。

『黒の魔女の〝援えん軍ぐん〟！　下げ僕ぼくだ！』

　リスベスの声に、己おのれは反射的にイーラを宙ちゆうに抜き放っていた。

　……間に合え……！

　ハンターのヘッジホッグは砕くだかれている。宙に退たい避ひした第三位は、地上にいるこちらを確認して、明らかに頷うなずいた。

　任せる、ではない、やれ、だ。ゆえに己は力を放った。

　敵の姿すがたは見えている。

　一つは、球体を繫つなげて作ったようなドラゴンだ。

　もう一つは、首無しで胴どう体たいに一つ目がある短手短足の巨人型。どちらも落書きとして描かれたような造形だが、

「……！」

　己は、ヘッジホッグの半壊ごと、それを叩たたき割った。

　巨大なマギノデバイスが三つに裁さい断だんされ、その向こうへと届いた。

　直後だった。己が消滅術じゆつ式しきで分割した下げ僕ぼく二つが、光となった。

　……爆ばく発はつする!?

　そうだ。この日本もだが、世界各地には、巨大な爆発の穴が開いている。あれは何が起こしたのかといえば、

「この下僕が、爆発するのですか……！」

　倒した事が失敗か、と一いつ瞬しゆん思った。しかしそうではない。こいつらは、地上にて活動し、そして損そん壊かいか何か条件で爆発するのだ。

　地上で爆発されれば、被ひ害がいは甚じん大だいだ。

　上空で破は壊かい出来たならば、それが正解だ。だが、

「准じゆん将しよう……！」

　全ては止めた。

　爆発が空で生じ、地上では衝しよう撃げき波はによって周囲の硝子ガラスが割れ、建物の屋根が震動するだろう。軽い地震が生じたようなものだが、

　……地ち脈みやくの設備でアジャストします！

　各地の神じん社じや、寺を中心に設置された地脈の安定器が、それらの被害を地脈経けい由ゆで吸収する。幾いくつかの安定器は吹っ飛ぶだろうが、そのためのものだ。だから後は、何も気にせず、

「攻こう撃げきを……！」

　と、声を上げて見上げた先。ジオフレームが動いていなかった。

　……は？

　先さき程ほど、二人のジオフレームは巨大な刃やいばを構え、前へと叩たたき込んでいた筈はずだ。

　だが、朱あけと白の巨大な女騎き士しが、一いち撃げきを放った姿勢で止まっている。

　動かない。

　否いな。動きが生じた。

　こちらから見て、前へと振り伸ばされたジオフレームの巨大な剣。

　朱あけと白の、大型化したディカイオシュネが、爆散したのだ。

　何が起きたのか。

「──!?」

　見れば、長大な黒の刃やいばが、朱と白のジオフレームの背から突き出していた。

　黒の魔ま女じよの剣に、ディカイオシュネごと貫かん通つうされたのだ。
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　……同じか……！

　リスベスは、十年前と同じ流れをそこに見ていた。

　あの時もそうだ。

　充みつ代よは、黒の魔女が法則も何も無視して捻ねじ曲げた己おのれの砲ほう撃げきを、確かに防いだ。充代のジオフレームが持つ武装は弓で、攻こう撃げきによる相そう殺さいを行ったのだ。

　更さらにそのタイミングで、黒の魔女は〝援えん軍ぐん〟を呼んだ。

　召しよう喚かんされると言うよりも、いきなり発生した下げ僕ぼく達は、結けつ界かいの中には生じなかった。だが、先行して攻撃を叩たたき込んだ充代は、それが生む被ひ害がいを予測した。

　未来の危険を察さつ知ちする事は、悪い事ではない。

　だが、戦場とは別のものを想像する事は、隙すきとなった。

　そこに、黒の魔女が飛び込んだ。

　彼女は当時、ジオフレームに相当するものを持っておらず、あの剣によって充代のジオフレームを貫つらぬいた。

　今も同じだ。

　頭ず上じように来たのが、砲ほう撃げきだけだったならば、構わなかった。

　しかしいきなり、黒の魔女の下僕が来た。それに対してメアリーが対処したが、生じた爆発の対処を思い、十年前の事を想そう起きすれば、隙になる。

　ジオフレームが前へと攻撃を叩き込めたのは、流石さすがと言うしかない。

　……だが、隙のある一いち撃げきでは、届かないか……！

　現実は目の前にある。

　黒の魔女の巨大フレームが、己のデバイスで、ジオフレームの剣ごと本体を貫いた。

　黒の魔女が、単に剣型のデバイスだけを武器としていたならば、違ったろう。剣だけならば重さと勢いで負け、散っていたのは黒の魔女の方だった筈はずだ。

　だが、そうではなかった。

　ジオフレーム相当となる黒い女じよ王おう型の姿すがたは、隙のある敵の一撃に〝合わせた〟。

　カウンターとなるように、素早く半歩を引き、ジオフレームの刃やいばに己おのれの一刀を差し込んでいった。その際に、引いた半歩を、下から波のように差し込んで全身の動作とまでしている。

　荒れた一いち撃げきは全身で突き込まれる刃に止められ、女じよ王おう型のフレームは身を低くしてその下へと入り込んだ。

　後はただ、長い刃が、巨大なディカイオシュネを貫つらぬき、本体に届いただけだ。

　やられた。

　そして頭ず上じようの爆圧が届く。光が割れ、二つの衝しよう撃げき波はが砕くだけ、

「……っ！」

　莫ばく大だいな流体光が、全方位に散った。

　ただ残る敵。女王型の影を残し、各務かがみと堀ほり之の内うちのジオフレームが破は砕さいしたのだ。
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　爆圧と光の中、堀之内は叫んでいた。

「──！」

　何を叫んだのか、解わかっていない。ただ、自分達のジオフレームが貫かれ、ディカイオシュネが弾はじけ散った時に、各務が前に倒れていったのだ。

　己が彼女を支えた時、矢を引くために素す肌はだの出ている右の手が、それに触れた。

　各務の体温を移した、甘い粘りのある液体だ。

　血だった。

「各務……！」

『サヨナラだね。──降りて行って、お姉ねえちゃん』

　声が聞こえた。

『──サタニックフレーム。間に合わせたものだけど、役にたった』

　散る光と共に、自分達のいる胸部ステージも砕け、落ちていく。

　正面に見えていた黒の女王型フレーム。

　……サタニックフレーム……!?

　黒の魔ま女じよが、ジオフレームへの対抗として作り出したものだろう。

　しかし、敵である彼女の言った言葉が、今いま更さらながらに己には響ひびいた。

　……降りて、とは……？

　砕け、落ちていきながら、自分は疑問する。そして腕の中、ただ体温のある重いものとなった各務を抱き、

「各務……！」

　治ち療りよう術じゆつ式しきは自動発動でありったけ展開している。強く抱きしめて、自分に近しくすれば、自分専用の治療術式の効果も移るだろうか。

　視界の中、光の向こうで黒のサタニックフレームが空を見た。

　行く。

『いいね。私の創そう造ぞう物ぶつ達。──決けつ着ちやくを、明日あしたにしよう』

　それは、ヘクセンナハトが一日早くなるという事。それ以上に、

　……各務かがみ！

　この深ふか手ででは、各務の復帰は間に合わない。その事実とは別で、黒の魔ま女じよが空に舞った。

　光を散らし、黒の風を巻き、一いつ瞬しゆんでその姿すがたは月の光の中へと消えた。

　ただ己おのれは、それを見上げ、腕の中の存在を反力で確かにしながら、

「誰だれか……！」

　為なすべき事をしていても、不安がある。

　ステージが割れ、落ちていく中、落下制せい御ぎよの術じゆつ式しきも治ち療りよう術式に置き換えながら、己は叫んだ。

「誰か！」

　誰でも良い。自分以外の誰かが、力を貸して欲しい。

「誰かこの人を、この人を救たすけて!!」







[image: 第七章『何を思う』]
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　硝しよう子こは目覚めた。粘るような疲ひ労ろうから身を剝はがすような起き床しようだ。

　目を開けるだけだというのに、全身が起き上がったのと錯さつ覚かくする。その理由は、

　……部屋。

　さっきまで、別の場所にいた気がする。否いな、実際にそうだったのだろう。

「ん……」

　身を起こし、周囲を見れば、枕元に一冊の本があった。

　黒の革かわ張ばり。金きん糸しの装そう飾しよくは、

「アメイズ」

『マー、よく寝てたね硝子』

　そうだろう。自分の身体からだへのフィードバックは確かに来ている。

　……夢の現げん像ぞう化かは、随ずい分ぶんと久しぶりだけど。

「……何だろ、何だかね、私、姉ねえさんとあって喧けん嘩かした夢見てた」

『それは何処どこかの世界の真実だよ、硝子』

「アメイズは、また難しい話をぶつけてくるね」

　と、寝転がり直して見る窓から外には、地球が見える。

　水平よりやや上。日本を中心とした角度で青い星がある。黒い背景の中に浮かぶ地球まで、窓の外は岩と黒い影の荒野だ。

「月の上って言っても、家の中だとあまり気にならないね」

『君、ずっと寝てるから』

　それより、とアメイズが言葉を続けてきた。

『硝子、また、新しい世界の物語を作るかい？』
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　硝子は、幾いく度ど目めかとなるアメイズの誘いを聞いた。

『君の想像は、いつも手を変え品を変え、しかしいつも終わりを作る形で、〝私〟としては非常に有あり難がたいし、嬉うれしいものだ』

「そうなの？」

『そうとも。──技術には発展が有り、派生が有り、しかし古いものは終わっていく。それを世界というレベルで仕し遂とげていける君は興きよう味み深いよ。何しろ、〝私〟の全てを肯定している』

「いやあ、自覚はないんだけどね？」

　言っている間に、何となく頭が働いてきた。

　思い出す。さっきというか、現像化として夢だった自分が、あの地球の上で何を思い、何をしてきたのか、ゆっくりと思い出してきた。

　……うわあ。

　フルールという人には、えらく迷めい惑わくを掛けた。

　姉については、よく知らん。というのも強がりか。

「参った──」

　布ふ団とんに上半身を倒して額ひたいをつけてみると、意外に冷たい。

　……でも、あんなに気分がアップダウンしたのも、〝夢〟だからよね。

　何もかも夢次第ではあるが、ヘクセンナハトの近い今、急に自分の居場所だった地域の事を夢見るようになったのだ。

　姉が来ていると、知っていたせいもあるかもしれない。だから試しで、現げん像ぞう化かをしたが、

「深入りし過ぎたのね。──何か自分が変わってると、そんな自惚うぬぼれもあったわ」

　自分は〝夢〟でも姉は現実だ。その他全ても、だ。

　ここまで、幾いくつもの世界を潰つぶして来た自分の所しよ行ぎようを、己おのれ自身で解わかっていないものでもない。そして登場人物として巻き込まれてきた姉が、こちらをどう思っているかも、だ。

　……叱しかられるの、嫌いやだな。

　そう思うが、世界は滅びる。

　だって解るのだ。自分の作りが甘かったせいで、バランスが崩くずれ、滅びていくのが、だ。それは勿もち論ろん、自分の作風によるところが大きいだろう。持病の事や、家に籠こもりやすい事、姉に感じている抑圧感なども含み、己が作る世界は歪ゆがんでいる。

　アメイズはこちらの作る世界を褒ほめてくれるが、それは世界の技術やら何やらの設定であって、こちらの歪みについてではない。

　昔は、滅ぼしたくないと思っていた。

　でもそう思っても、止められない。世界は勝手に滅びていく。

　ゆえに昔は、姉のように自分の正体を明かし、関かん与よしていた。だがある時、止められないと解った時点で、こちらに責任を追つい及きゆうされた。

　どうしてなのだ、と。

　いや、どうしようもない。この世界が出来た時に、そうなる運命が決まっていたのだ。こちらの気付かない小さな歪みが、やがて、物語で語るべき範囲よりもずっと後になって大きく表出してしまうのだ。

　自分は、世界を物語のために作っただけだから、その後までは解らないのだ。

　だけど皆はそれを責めた。責任を取ってどうにかしろ、と。

　そうだろうな、とは思った。自分が作ったのだから、そう言われると思った。

　想像の範はん疇ちゆうだ。

　だけど世界は幾つも壊こわれ、そして自分は決めたのだ。責任を取ろう、と。

「世界が壊こわれるなら、作った私が滅ぼそう」

　決めて、実行した。

　すると、ある事が解わかった。

　自分が世界の敵として振る舞うと、住人達が、抵抗するのだ。こちらが作った存在で、彼らには物語も考えて、泣いて笑って怒ったりしたものだが、そういった全てがこちらに憤いきどおりや恨うらみをぶつけてくる。

　正直、辛つらいが、仕方ない事だと思った。自分の想像が甘いのだから。

　重ねるように生まれた言い訳わけは、こういうものだった。

「私を止める事が出来れば、世界は滅びないよ。だから頑がん張ばって」

　ゆえに世界は滅びていった。

　世界が砕くだけ、死んでいくのは、自分の個性のせいだと思う。だとしたら、住人頑張れ。超ちよう頑張れ。私も、滅びない世界が作れたら、と考えるけど、住人も頑張れ。だけど、

　……何で。

　姉が追ってきている、というのは、幾いくつかの兆ちよう候こうで解っていた。

　幾度か、すれ違うように、世界を入れ違った事もある。しかし、

　……何で、ここで？

『硝しよう子こ』

「ああ、うん」

　曖あい昧まいな返答。肯定でも否定でもなく、どっちでもあるようなものは、

『珍めずらしいね。否いな、会ったばかりの頃ころのようだ。〝私〟のままで行こうか？』

「堅苦しいの無しで御願い。あと私についてだけど、──今でも変わらないみたい」

　……参った。

　思って、身を起こす。何だか、起きた時はサッパリしてたのに、ほんの数分で酷ひどく疲ひ労ろうしている。

「アメイズ」

『何だい？』

「私、ちゃんとしてるかな」

『君は、──僕の基き準じゆんで言えば、ちゃんとしているよ。ものを生み、そして終わらせる。創そう造ぞうする責任者として、最高だ』

「最高かー」

『そうとも。……僕の製作者達は、僕が、一人の少女の娯ご楽らくに使われるなんて、思ってもいなかったろうし』

「そりゃー私も、魔ま力りよくを得るには月光、って話で、ホントに月に居きよを構える世界があるとか、思わなかったけど。でも」

『でも、何だい、硝しよう子こ』

「──また、アメイズの話、聞かせてくれる？」

　せがむのはアメイズの身の上話。

　聞いていると、かなり無む茶ちやだが、何となく解わかる部分があるのだ。何故なぜなら、

「貴方あなたを作った人達の話」

　過去に、自分と似たような人達がいたという、事実を聞くと、落ち着く。
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『いつの時代か言う？』

「年も暦れきも通用しない時期だってのは解ってるからいい」

『じゃあ何処どこの地方とか』

「四回洪こう水ずいあって、経けい度どと緯い度ど以外意味ないんでしょ？　今と比べて」

『だったら前まえ口こう上じようは』

「アメイズ、歌下手へただから」

『君は儀ぎ式しき的に必要な事を全部排はい除じよする人だね……！』

「そういうのは末文に置こうよ末文に。ほら、先進めて」
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　そうだなあ、と本が語り出すのを見ていると、硝子はこう思う。

　……昔、スパイ映画で本に見せかけた記録媒ばい体たいが指し示じを言い始めるのあったなあ。

「アメイズ、最後に煙噴ふいて燃え尽きたりしない？」

『君、何か僕に変な期待してるね？』

　警けい戒かいされた。だが本は、話を始めた。

『いつもよりちょっと古く行こうか。この世界でのイベント前だし』

「三人目の人より前？」

『ああ。僕が作られた時の事』

「……憶おぼえてるの？」

『そりゃまあ。大体僕、元々はこのような形ではなかったし』

　それは以前に、ちょっと聞いた記き憶おくがある。

「薄い石せき盤ばんの集合体だったんだっけ？」

『そう。元々は君がいた世界の魔ま力りよくが詰められたホルダーだったんだよ。だけどその魔力が相互干かん渉しようして、僕という意識が生じた訳わけ』

「バグだったの？」

『いや、恐らくはそうなるように作られてた。何故なぜなら僕の意思が人間基き準じゆんの思考をするし、誰だれかに読んで貰もらう事を至上とするなど、機き能のう性もあるからね。それに──』

「それに？」

『僕の作り手は僕の事を尊重してくれたけど、僕だって解わからない訳わけじゃないんだ。僕が誰によって作られたかは、ね』

　アメイズが、自分の作り手に対する感情を見せたのは、初めての気がする。

　そこについて問うてみようかとも思ったが、アメイズも自覚はないようだ。

　やめておく。

　だから代わりというように、己おのれは気付いた事を問う事にした。

「その状態のアメイズは、どんな用途で作られたの？　単なる力の倉庫？」

『元々は、誰かの意思に応じて、可能であれば、その人の想像するものを、創そう造ぞうする事』

「何でも創造機？」

『身も蓋ふたもないけど、そういうもの、かな？　無む論ろん、条件となる〝疎そ通つう出来る意思の持ち主〟ってのもレアだったらしいけどね。ただ僕の場合、疎通した意思から見える想像を、持ちうる知識で補ほ塡てんする事が可能だった』

「ＡＩサポーターみたいなもの」

『そういう事。──ほら、あるだろう？　世界で初めて車輪や鉄が生まれたのは何処どこか、って。ああいうものは、僕がその発生を手伝ったんだよ』

「……大きく出たね」

『いやいやいや、本当。やはりああいうのって、誰かが〝効率よくものを運ぶ技術が欲しい〟とか〝木や土よりも丈じよう夫ぶな素材が欲しい〟と願う事がまず必要じゃない？

　僕は正解そのものじゃないけど、それを得るための補助と、じゃあそれと決めたら、その実際を生せい成せいして渡す事が出来る訳』

「ユーザーが欲しかった物が違う場合ってある訳？」

『ユーザーがそもそもそれを曖あい昧まいにしか想像出来てないし、機能的に問題なければ実際でも問題ないと思うよ？』

「ア──、車輪よりもっといいのがあったのに、鉄よりもっといいのがあったのに、ハズレ引いた文明可哀想かわいそう──」

『君、結けつ構こう辛しん辣らつだね……！』

　ただまあ、とアメイズが言葉を繫つないだ。

『そうやって、僕は、人の発展の手伝いをするために生まれてきたんだ。僕達のいた世界は力が薄いから、僕にそれを集中し、創そう造ぞうの〝保険〟としたんだね』

「それがどうして、うちに？」

『人が、意思疎通を出来無くなってしまったからだよ』

「話せてるじゃない。アメイズだって、意思持ってからは疎そ通つうしやすくなったとか、そんな話あったでしょ？」

『あのね、君ね、君の御家族と僕、話せなかったでしょ？』

　言われてみると確かにそうだ。

「……今、私、実は頭おかしくなって本相手にぶつぶつ言ってるだけだったりしないかな」

『僕が〝うんそうだよ〟って言うと思う？』

　この本、正論言うわ……、としみじみ感じ入っていると、アメイズが吐と息いきのような間を一つ作った。

『神様の事すら存在を懐かい疑ぎするようになると、人は今度、自分に目を向け出す。だったら人はどうして生まれたのか、と、そこに理り屈くつをつけたがる。

　元々は、誰だれかが創そう造ぞうしたものだろうにね』

　だから、

『君と意思疎通が出来て、嬉うれしかったよ、硝しよう子こ』

「言う言う」

　いやいや、とアメイズが肩をすくめるような口く調ちようで言う。だがまあ、アメイズの言っている事が本当ならば、この本は、最短でも数百年は誰とも話をしていなかったのだ。

　……私だったら耐えられないなあ。

　誰からも無視されている間に寿じゆ命みようが来てしまう。それは想像したくない事だ。

『君の想像は凄すごい。金が欲しいとか、名声が欲しいとか、そんな欲を無しに、世界を構こう築ちくしてしまえる。善も悪も、何もかも想像出来る。それは君の才能だ』

「何かビミョーに褒ほめられてない気がするけど、でも、たまに思うよ」

　それは以前に思って、さっきの〝夢〟でも思わされた事。

「架か空くうの世界とは言え、──滅ぼしたりして、いいのかな、って」

『いいんだよ』

　返答は気楽に来た。

『だって、君が想像したんだ。創造はされるけれど、その本質は架空だ。

　君の現実は一つ。君の想像から生まれる懸け念ねんによって、君が何かを創造するための想像が気き兼がねされてはいけない』
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　アメイズは正しい、と、自分はそう思う。

　その一方で、一線の違いもお互いに解わかっている。

『だけど硝子？　君は、想像によって生まれた架空のもの達に対し、その機き能のうや発生という事以外に、価か値ちを見いだすのだね？』

　大人おとなびた口く調ちようになっているのは、アメイズの頭の回転が速くなっている時だ。そしてこういう時のアメイズは、創そう造ぞうを尊び、無む邪じや気きな存在になる。だからこちらも、

「どちらかというと、小説を書く場合、そういった背景世界はキャラクターの持てる技術や生活を成立させるためで、大事なのはそこから生まれるキャラクターの物語だから」

『脚きやく本ほん家かと大おお道具・小こ道具係の違いかなあ』

　どうだろう。演劇は知識でしかしらない。

「でも、姉ねえさんは、私が作った話を聞いたりして、ボロ泣きしたり、笑ったりするの」

『それは──』

「おかしいよね。想像で、架か空くうで、作り物なのに、何で泣いたり笑ったりするんだろう」

　アメイズ、と自分は呼びかける。

「ひょっとしたら、私達、悪い事をしているのかもしれないし、良い事にする方法に、気付いてるのかも知れない」

『でも君は、そうしようとして、結局、責任を取る事にしたよ。

　──それ以上の方法で、君が自分の作った世界をどうにか出来るなら、僕は手伝おう。

　だけど君は、作ったものを終わらせる。そして僕はそれを手伝う。

　良いか悪いか、ではなくて、出来るか出来ないか、で考えたらどうだい？』

　そう言われてしまうと、どうしようもない。更さらには、

「よく考えると、私、アメイズを支配してるのね」

『あー、〝夢〟の中でチラっとあったけど、僕の力に君が酔よってるなら、僕が君を支配してる事になると思う』

「私、酔ってる？」

『昔はね。──ほら、美形の王弟ロビンス様がクリスタルグランデの姫ひめマーリスと出会って王に抵抗していくアレ書いてた頃ころとか。〝マーリス！　会いたかったよ！　一いち億おくの夜を飛び越えるつもりで〟──』

「うあああああ言わなくていい!!」

『言っておくけど現げん像ぞう化かした世界の内、初期の七十強は君が酔ってた時のだよ？』

「今は？」

『その後の二千強は君が現像化の後のも含めて、まあシラフの時の』

　そんなに作ったかー、と思うが、三千世界と言うにはまだまだだな、とも思う。

　だが、アメイズが言った。

『世界を滅ぼさないようにしようとした時、気付いたよね？　僕は君以上の事が絶対に出来ないんだ。君の想像をミキシングしたりマッシュアップする事は出来ても、僕はゼロからの想像が出来ない〝創造の書〟だからね』

「だとしたら、悪いのはホント、──何で現像化しちゃったのかなあ、だよね」

『君は、悪い事をしていないよ、硝しよう子こ。君はただ、想像を働かせ、楽しんでいるだけだ』

　だから、

『自分の想像が正しいかどうか、確かめたくなった君は、それを架か空くうではなく、現実に見てみたいと思った。──僕はそれに応こたえた。君の想像は正しいと思って、創そう造ぞうした。

　そして生まれた世界は、生まれ、発展し、消えていく美しい完結の世界だ』

「だけど」

『だけど硝子、世界が消えていくのを君が見たくないというなら、君はもっと世界を作るべきだ。もしくは──』

「解わかってる」

　アメイズの言葉を遮さえぎるように、己おのれは言った。

　視線を向けるのは窓の外に見える星。そこに何があり、誰だれがいるのかを思い、

「私達を止めるとしたら、〝私達〟に止められないといけない。──ひょっとすると、この世界でそれが叶かなうのかもしれないけど」

　だけど、

「無む理りだった場合、用意しておいてアメイズ。──私はこの世界を消して、次の世界を作るからね」







[image: 第八章『願いは集まり』]










　　　　　　　　　　●




　フルールは、えらい事に巻き込まれた、と思っていた。

　昨日きのう、各務かがみ達と合流するつもりが、どうも自分が黒の魔ま女じよを御案内したらしい。

　久しぶりの四し法ほう印いん学がく院いんは夜を通したお祭りみたいになっていて、正門前のテントの下でリスベスと面談したのだが、

「そういう事か──」

　あった事を全部話したら、嘆たん息そくつきでもの凄すごいうなだれられた。

　一応、堀ほり之の内うちやハンター、メアリーも呼ばれてきたのでいろいろ再説明もした。

　彼女達が、リスベスも含めて詳しよう細さいを確認していたのは、硝しよう子こが持つ〝創そう造ぞうの書〟についてだった。各務からの情報の照合で、こちらが会った相手も、持っていたものも全て間違いがないと判断された。あれがある限り、硝子は創造を武器にこの世界を脅おびやかす、と。

　だが、どうするか。

「結局、彼女と本が一いつ心しん同どう体たいならば、黒の魔女を倒さない限り、分断は出来ませんわ。

　つまり、黒の魔女の想像を超え、彼女に想像を諦あきらめさせるんですの」

「そのために攻こう撃げき力か……」

「そのために攻撃力ですね」

　ランカー二人に堀之内が視線を向けるが、まあそういうものだと思うヨー。

　ただ、硝子について二度目の話をしてる最中、とりあえずこれは言っておいた。

「硝子は、各務の事が好きだと思うよ」

　それを告げた先、堀之内が一回眉まゆを上げ、しかし飲むように首を下に振った。

「──そうでしょうね」

　敵だから、「それはない」と言われるのかと思えば、違った。

　だから安心した。硝子をもし戦場で見てしまうと、何か言いたくなるかも知れないが、とりあえずヘクセンナハトとしては、

　……そうだね。

　母の事があり、ヘクセンナハトを堀之内達に奪われたような感もあった。その卑いやしさを堪こらえるには、母と力も失った自分には権利が無いと、そう考える事が一番だったが、

「──任せるよ、堀之内」

　硝子の事で、自分と同じ事を考えてくれた堀之内には、預けられる。そう思った。

　ともあれ自分としては各務の容よう態だいが気になる一方、ヘクセンナハトが一日早まるとしたらヤバいだろうって事で朝イチで学生寮りように戻ろうと思ったが、

「フルール。貴き様さまにも役目がある」

「え？　避ひ難なん民みんの役!?　ワーオ！　やってみたい！」

　ああ、うん、とリスベスが指を一つ鳴らして、こう言った。

「ドレイン術じゆつ式しきが得意な魔ま女じよがいる。でもドレイン術式は手順が面めん倒どうで、攻こう撃げきにはほぼ使えない。だけど戦場では、術式の使い過ぎで拝はい気きを失った魔女がたくさん出る。──解わかるな？」

「待って」

「貴き様さまの有り余る拝気を、ドレイン術式で他の魔女に分け与えてみようか」

　それはつまり、

「電池役だヨ──！」

　まあそうなった。

　ともあれヘクセンナハトの開始は夜十時。

　術式陣じんで時計を見れば、あと二時間で、全てが始まるのだ。
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　この人の寝起きは、どうでしたかしら、と堀ほり之の内うちは思った。

　白い部屋。以前にもハンター戦で似たような状況がありましたわねー、と思うが、今回はあの時よりもっと酷ひどい。

　今、椅い子すに座りもせずに見下ろす己おのれの視線の先、そこにいるのは、

「……各務かがみ？　夢を見ているそうですわよ？　貴女あなた」

　幾いくつかの術式陣で様よう態だいを安定させながら、各務がベッドに寝ている。

　生きている。

　無事だ。各所に包ほう帯たいが巻いてあるが、毛布の下、身体からだの中央に開いていた刺し突とつの穴は完全に消えている。この辺り、医い療りようの発達した欧おう州しゆうU.A.H.の医療班が、

「よっしゃ塞ふさぐけど何か力ちから石いしとか埋め込む!?　それとも生はやす!?　行くか!?」

　と、やおら盛り上がるのを光こう太た郎ろうが懐かい柔じゆうスキルでうまくまとめたものだった。実際は堀之内家の魔女と顔見知りもいたりで、お互いの情報交換も含め、各務の治療は高速に終了した。

　無事だ。

　各務の身体はここにあり、負ふ傷しようは修復されている。

　だが、問題があった。

「どんな夢、見てますの？」

　夢だ。

　何らかの攻こう撃げきによって、この身体を作る流体も、自分の意思も、〝夢を見ている〟状態でプロテクトされているのだそうだ。

　ゆえに身体は、傷をつけようとしても、現実の武器では傷つかない。

　流体式の攻撃ならば減げん衰すいはするが何とか、というレベルで、今の彼女に普通にアプローチするには、〝夢の中〟から取り出したような装備でなければ無む理りだとされた。

　ハンターが首を傾かしげ、

「要するに無敵なら、──この各務かがみを砲ほう弾だんにして撃うち込んだら何でも砕くだける？」

「身体からだは普通に人体で柔らかいんですのよ？」

「触ったのですね堀ほり之の内うちさん」

　と皆の半目を向けられたのは何故なぜですの。

　ともあれこれは東とう欧おうの魔ま女じよが知覚したもので、よく御お伽とぎ噺ばなしにある〝王子のキスで起きる姫ひめのアレの凄すごい強化版〟だと聞いた。

「凄い、って、どのくらい凄いんですの」

「いや……。凄いんですよ、ええ」

　と担当医に言葉を濁にごされたが、とりあえず各務の意思自体は夢の中で動いているらしい。

　飽きたら起きるだろう、というのが最終結論となり、

「目覚めませんでしたわね。──ヘクセンナハトは、二時間後に始まりますのに」

　窓まど際ぎわに立ち、ブラインドを指で広げてみれば、東京湾わんの南が見える。

　そこには、夜になろうとする湾と沿岸があった。
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　ここは四し法ほう印いん学がく院いんの南に位置する治ち療りよう棟とうだった。

　窓から見える湾上には幾いくつものマギノフレームが展開し、サーチライトの光が動いている。第七艦かん隊たいと連動する自じ衛えい隊たいの艦かん艇ていは東京湾の中に結けつ界かいを作るように各艦が布ふ陣じんしており、これまでは欧おう州しゆうU.A.H.のマギノデバイスだけがあった空には、有ゆう志し連合となる魔女達のデバイスが取り取りに浮かんでいる。

　そして何もかもの中央。天てん上じようの中心に見える満月に、あるものがあった。

　影だ。

　一つの大きなものではなく、無数の、砂すな嵐あらしにも見える塵ちり影かげが月の周囲に存在する。

「黒の魔女の下げ僕ぼく達。〝援えん軍ぐん〟ですのね」

　ただただ、雲うん霞かのように黒こく竜りゆうと黒人形の姿すがたがある。

　それを見る自分は頷うなずき、一度各務を見た。

「きっと貴女あなたの夢見は、妹さんからの気き遣づかいですわ。──この世界が滅びても、それは夢ではないので、貴女は共に滅ぶ事なく、次の世界へと行く」

　つまり、

「黒の魔女は、私達に勝ち、貴女を連れて行くつもりなんでしょうね」

　……本当に、複雑な。

　姉も相当に面めん倒どうだが、妹もかなりなようだ。だが、

「次に目覚めた時には、きっと、ヘクセンナハトは終わってますわ。勝っていればよし。負けていれば、──貴女あなたはまた、別の世界へ行くのでしょうね」

　だから、

「さようなら、私の大事な客人。出来る事なら──」

　言って、ふと気付いた。

　……あら？

　何か凄すごくテンション掛けて言葉を繫つなげてしまったが、コレ、アレですの？

　ふと周囲を見ると、気配はない。術じゆつ式しき陣じんを立てても、ステルスで潜ひそまれている形跡はない。ついでに言うとデカ夫はさっきからサイドテーブルにいたが、気を遣つかって花か瓶びんに隠かくれた。

　……よく出来てます使し役えき体たいですわね!?

　逃がして良かった。いいのか？　まあいいですの。ここまでお膳ぜん立だてされたら応こたえなければ粋いきではありませんわ。ならば、

「────」

　唇くちびるを重ねた時、右の鬢びんが落ちてきて、手でそれを掬すくい上げて直す己おのれは不慣れだと思った。

　だが、しばらくそうして、

「ん」

　身を離した時、目め尻じりから落ちた涙るい滴てきは一つだけとする。

「行きますわ。言いたい事はいろいろありますけど、終わってからですわね」

　目覚めの条件は、キスではなかった。

　そこに残念混じりの安あん堵どを得つつ、己は各務かがみに背を向けた。

　彼女はこの世界が滅びても無事でいる。だが、己が為なすべきは、

「止めますわ。──貴女の妹を」
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　午後十時ジャスト。

　黒の魔ま女じよに対抗するための封ふう印いんが組まれた。それは黒の魔女がいる月に向けて神か奈な川がわ沖おきから包むように広がる結けつ界かいで、相手が確認次第、既すでに月を囲んでいる結界を連結。戦う者同士を縛しばる縄なわ張ばりとなる筈はずだった。

　今回は流体遮しや断だんが入らない封印。その中にいる事となる堀ほり之の内うちとしては、流体の供給をほぼ無限に受ける事が出来る環かん境きようだ。

　日本中の寺社が連動して行う結界強化の奏塡インストールは神奈川沖の空に控えていた朱あけ竜りん胆どうを下から包むように、まずは咲いた花の状態で発はつ揮きされた。そして結界という照しよう準じゆん点が決まったならば、全寺社が地ち殻かく部分の防ぼう御ぎよ性上昇を兼ねた術式を追加奏塡。日本を地脈的に強固とし、十年前と同じ攻こう撃げきを受けた場合はその被ひ害がいを三分の一に抑えられる状態にまでパワード国土とする。

　それらの施し策さくが発はつ揮きされている間、地表近くの空では動きがあった。

　欧おう州しゆうU.A.H.のマギノフレーム部ぶ隊たい、欧州本土から更さらに追加で五百本の増ぞう援えんを入れた計千五百本が、結けつ界かい周辺の守しゆ護ごと、上空への迎げい撃げきに飛ひ翔しようしたのだ。

　続き、四し法ほう印いん学がく院いんや他U.A.H.、有ゆう志し連合のマギノデバイスが浮上し、更にはマギノフレームを展開出来ない男性陣じんや魔ま女じよ達、そしてノーマルフレームの方が効率良しと判はん断だんされた者達が、それぞれの持ち場での構えを作る。

　続く十時五分。欧州U.A.H.のマギノデバイス群の内、先行となる五十本が、地球の熱ねつ圏けんの上端近くとなる東京湾わん直上約五百キロの位置で、やや斜めに月を照しよう準じゆんした。

　続く二波が神か奈な川がわ沖おき上空から同高度に到達。こちらがほぼ正面に月を照準した時、応じる流れで、月方面の遠く宙ちゆうにあった芥あくたの群が、ゆらりと動いた。

　黒の魔女の〝援えん軍ぐん〟として作られた黒こく竜りゆうと黒人形が、地球に向けての接近を始めたのだ。

　黒の無数が魔女よりも先行して来る。

　対し、地上、四法印学院に控えていたリスベスが指し示じを飛ばした。

「第一、第二陣、斉せい射しや三回……！」

　言葉通り、空に合計三百の光が月を縛しばるように飛んだ。

　幾いく度ど目めか解わからないヘクセンナハトが、その前ぜん哨しよう戦せんを持つ形で今回は始まったのだ。
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　欧おう州しゆうU.A.H.のマギノデバイスは、五十本を一師し団だんとし、十二師団が最前線に展開する事で第一の迎げい撃げきラインを作っていた。

　敵は無数。地球と月の距きよ離りを考えれば、地球の熱ねつ圏けん範囲五百キロなど、ほんのわずかの距離とマージンだ。だがこれを突とつ破ぱされれば、地球側の分は一気に悪くなる。

　それを理解の上で、最前線に立ったのはマギノデバイスを速そく射しやと出力に集中した改型だった。格かく闘とう戦は最後の手段と決めた射しや撃げき重視の全身は、砲ほう撃げき術じゆつ式しきと冷れい却きやく術式を同時に展開しながら月方面への連れん射しやを敢かん行こうした。

　轟ごう音おんが発生するような高度ではない。音は己おのれの手元でも遠くの山から響ひびくように遙かだ。魔ま女じよ達は、自分の身体からだに響く震動を音として感じながら、第一射から続く連射が届くのを見た。

「行った……！」

　当たった。敵の群の中、小さな光爆が発生する。やった、と言う声も上がるが、しかしすぐに移動と連射を行う事になる。同じ位置での狙そ撃げきは、向こうにとってもいい的まとだからだ。

　総員が入れ違うように、しかし別の場へという術式陣じんの指し示じをマギノデバイスに食わせた。移動と姿勢制せい御ぎよはデバイスの管理術式任せだ。魔女は自分を砲撃システムの一部として尽くし、ただ打だ撃げきを定かに見えぬ相手に送る。

　その筈はずだった。

「……近い!?」

　疑念の言葉が幾いくつも上がるのは、それが事実だったからだ。流体検知で地球と月を結ぶ範囲までも確認しているが、そこを流れてきていた敵の群が、急激に速度を上げた。否いな、これは、

「位置の置き換えだ！」

　西せい欧おう。伊イ太タ利リ亜ア出身の書しよ架か系けい魔女が叫んだ。

「ヤツら、本の入れ替えをやるように、何もない空間と自分を、入れ替えてる！」

「意味あるのそれ」

「入れ替え分、移動とは別で〝埋め合う〟から速くなるんだよ！　でなきゃ地下墓地の整せい頓とんなんてやってられるか！　──これは黒の魔女の書庫捌さばきだよ！」

　単なる移動ではない。段階を踏むように、空白があればある程黒の魔女の〝援えん軍ぐん〟は詰め、まばらな塵ちりに見えていたものが太い川のようになっていく。

「構うな！」

　第三波のリーダー格が声を作った。

「間に合うヤツは貫かん通つう性重視で撃うて！　集まった分だけ楽だと思いな！」

　叫んだ彼女の両りよう翼よくで、空白が生まれた。

「……っ!?」

　被ひ弾だんだ。
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　一いつ瞬しゆんだった。

　最初の被弾タイミングで、最前線を組む六百本の内、三十二が消えていた。

　敵群、黒こく竜りゆうと黒人形の内、前者はブレスを吐く。それも黒い、炎ほのおのようなものか、同じ色の火を丸めた弾だん丸がん型だ。

　弾丸が、やはり届いたのだ。

　破は壊かい音は聞こえない。ただ幾いくつかのマギノデバイスが移動を間に合わせる事が出来ず、カウンターショットを食らって消えた。

　破壊力によって一瞬で全体が砕くだけ、全てが流体光として散った。

　だが誰だれも振り返らない。自分達のデバイスが被弾でそうなる事は解わかっている。

　後か先かが違い、運が良ければ残る。そして後ろを見れば運が落ちる。これは魔ま女じよのジンクスだ。だから誰もが前を見み据すえ、運気が引きずられないように手振りや小石を投げ、

「縦じゆう層そう扇せん状じよう……！」

　リーダー間に走った指し示じは、群隊制せい御ぎよ用の術じゆつ式しき陣じんが復唱。それぞれ連れん携けいを取って個々に移動先を決めていく。自動制御で作られる布ふ陣じんは、立体的なパラボラを組む事だ。

　相手を受け止め、敵の先端に集中砲ほう火かを入れる。

　更さらに四し方ほうへの散開も考こう慮りよした構えは、しかし、移動と砲ほう撃げきを同時に出来ない。自分達のマギノデバイスは出力系けいを上げた設計になっているからだ。

　やるかやられるか。二択の中に被弾の雨が来た。

　敵の斉せい射しやは入れ替えの移動を使って逸はやる川の先せん陣じん。その黒い炎えん弾だんが魔女を食う。

　それは空に全域のパラボラを組もうとしていた剣けん砲ほうを削けずり、しかし、

「──第二陣、到とう着ちやくしたよ！」

　遙か眼下、地球側からの合流をした五十本が、被弾の中心となるパラボラ中央の布陣に追いついた。それらはまるでコンセントのように己を差し込み、

「──防ぼう護ご術式展開！」
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　空に力が激げき突とつした。地球側に見える流体光の飛散は、その多くが防護障しよう壁へきによるものだ。

　そして今や空に黒い雲のように見える敵群は、光爆を内部に幾いくつも持っているが、その打だ撃げきによって全体が減少するようには見えない。

　地上側。続く空の攻こう防ぼうを見える位置で、リスベスは状況を報しらされていた。場所は四し法ほう印いん学がく院いんの正門広場から桟さん橋ばしまでのスペース。そこに用意された天てん幕まくとパーティションの本部だ。

　ヘクセンナハトの際、月は神か奈な川がわ沖おきの直上となる。しかしそこに本部を構える事は出来ないし、月の真下から敵の接近を正面に見ても距きよ離り感が解わからないうえ、流れ弾だまに被ひ弾だんする危険性がある。

　ゆえにやや軸じくをズラした位置となる四し法ほう印いん学がく院いんが拠きよ点てんだ。

　ここから神奈川沖を確認する事は出来ないが、魔ま女じよの戦せん闘とうは空で行われる。生存率を上げるためと、術じゆつ式しきや流体確保の場所としても有用出来る事もあって、リスベスはここを本部とする事を選んだ。

　今、遙か上空での戦せん闘とうがリアルタイムで計測され、伝わってくる。

「熱ねつ圏けん最前線第一群、交戦。百七十人全損、二百三十二人が小しよう破はから中ちゆう破は！

　しかし敵最前線範囲の四十二パーセントを破は壊かい！」

「上出来だ」

　最前線範囲と言っても、それはこちらの見立てだ。向こうとしてみれば、全体の数パーセントに過ぎないだろう。

　だが、とリスベスは思った。前回は、こうする事も出来なかったのだな、と。

「ならば少しでも時間を稼かせぎ、衝しよう撃げきを与えるように続けろ！　地球の自転運動で落下位置がバラければ、各個撃げき破はの機き会かいを得られる事になる！」

　そして、

「散った連中に感謝しろ……！」

　その言葉に、通信や参さん謀ぼう役の魔女達が顔を上げた。彼女達の視線が僅わずかに驚きを持っているのは、何か失礼を感じるものだが、

「散った運気を感謝で禊祓みそぎし、良運とするだけだ！　勘かん違ちがいするな！」

　わあ、と魔女達が術式陣じん中心のコンソールに戻り、しかし表情を変えた。

「敵、降下続きます！　更さらに後ろ──」

　解わかっている。先せん陣じんが終われば、次が来るのだ。そして先陣も五割以上残っているが、

「倍以上の大軍が来ます！　敵の第二、第三波、──来ます！」
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　硝しよう子こは、月に構えた自宅を戸と締じまりした。

　外出はとりあえず制せい服ふく姿すがただ。というか私服を〝夢〟で買っておけばよかった。

　今、自分と地球というか、実家の方を結ぶライン上で、己おのれのデザインした下げ僕ぼく達と、自分の創そう造ぞうから生まれた魔女達が戦闘を行っている。

　見るまでもない。月から見る黒い空、天てん上じようの中心近くで、地球を遠くに見み据すえた光の群が散っている筈はずだ。

　かつて己が地球へと手を伸ばした時のように、あれ程出力の高い技は使っていないが、代わりに下げ僕ぼく達は蛇へびにも似た動きの群として地球に向かう。

　……遅い分、プレッシャーが強いだろうなー。

　これまで世界を滅ぼしてきた経験から、こういう時、あまり時間を掛けると向こうが大変なのだと、そんな事は解わかっている。

　だが、自分的に〝ガッっと手を伸ばす〟は、迎げい撃げきされる。あれを迎え撃うてるのは姉くらいかと思ったら、どうも他に数名いるようで、ちょっと今回はパス。

　地道に行こう。そして自分は、楽をしたい。だから、

「遅れて行くけど、向こう、どうかな」

　問うた言葉に、脇わきに抱えたアメイズが言う。

『ああ、どうも敵の一いち陣じんを突とつ破ぱしつつあるみたいだよ？　数、こっちが優勢だもんね』

　視線を上げれば、黒の川の遙か向こうで、小さな光が上がっている。昔、マグネシウムの酸さん化か実験でこんな光の出来方を見た気がするな、と思う。

「どうだろう」

　己おのれは、軽い期待と、大部分の抑制を自覚しながら、言葉を作った。

「私が、私を止めるなら、ここで頑がん張ばって欲しいよ」
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　動けない自分に焦じれる自分。そんな二重の己を、堀ほり之の内うちは自覚する。

　……空であれだけ戦せん闘とうが生じているのに、手を出せませんのね。

　己の流体確保を最優先とすべきで、それ以外は全て他人に任せる。

　何しろ自分には黒の魔ま女じよと戦うという仕事がある。それ以外に力と気を使えばどうなるか。

　……御お母かあ様さまと同じ事になりますわ。

　母が悪い訳わけではない。想定外の事じ態たいが生じた時、用意が無かった事がいけなかったのだ。

　だが、その用意があったとしても、

『前線、突とつ破ぱされます……！』

　空で、追加も含めて構こう築ちくされた最前線の迎撃が砕くだかれようとしている。もはや望ぼう遠えん術じゆつ式しきで敵影一つずつの形が見える程の至近。そこで遂ついに数任せに均きん衡こうが破られようとしているのだ。

　無む論ろん、こうなる事は大体予測されていた。ゆえに通信に、リスベスの声が来る。

『第一陣、──突とつ撃げきを許可する』
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　ようやくだね、と最前線を堪たえていた第一陣のリーダーは思った。

　既すでに半はん径けい三十キロ程に広がっていたパラボラの布ふ陣じんは砕くだかれ、下がり、どちらかというと元とは逆の形のドーム状になりつつある。だが、

「小しよう破は以下の連れん中ちゆうは全速で降下！　下と合流しな！　それ以上に食らってる連中！

　──中央集中しろ！」

　中央側に構えていた防ぼう御ぎよ術じゆつ式しきの魔ま女じよ達が、無言で全速の上昇を掛けた。

　ドーム状になっていた先端が、突出するとどうなるか。

　陣じんの形状は傘かさが閉じていくように先端を細くし、更さらに、

「最前列縦じゆう層そう！」

　最も前を加速する防御の魔女が、縦たてに並んだ。それは数が少ないものだが、

「被ひ弾だんで障しよう壁へきが五割を失ったら下がれ！　ローテーションで保もたせろ！　──後は上昇だ!!」

　復唱。復唱。復唱。呪じゆ文もんではない応答の声が通信に多く響ひびき、魔女達は平ひら刃ばの刃は物もののように黒い川へと突き刺さっていった。

　前面は防御のみ。続く魔女達は前方への攻こう撃げきは行うものの、後続が力を撃うつ方向は、

「西方向──、撃て！」
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　硝しよう子こは、月からそれを見ていた。

　加速し、切り込んでくる地球側からの刃やいばは、恐らく川の半なかばまで保たない。密みつ度どが全然違うのだ。だとすれば敵の行いは単なる特とつ攻こうで、無む駄だとなる。

「やだ……」

　これはいけない。だって、

「こんなの想像するまでもない、愚ぐ策さくだよ」

『そうでもない、硝子』

　脇わきに抱えたアメイズがこちらの思考に待ったを掛ける。だから己おのれは見た。

　自分の想像によって生まれた者達が、今、何をしているのかを、だ。それは、

「光……？」

『マギノデバイスを半回転させて西側に砲ほう撃げき、その反動でまた向きを戻して上昇加速。──遅れは出るので、二段編成にして砲撃が止やまないようにしている。

　そうすると何が起きるか解わかるかい？』

「うちの〝援えん軍ぐん〟の中央から西側に対し、中からの砲撃が続いてるよ、ね。

　でもそれだと、中央から東側の列は、まっすぐ横抜けて降りていくけど？」

『実際には敵てき陣じんの軌き道どうは斜め打ちで、三分の一が東側をまっすぐ降りていくようだよ』

　解るかい？　ともう一度問われた気がして、自分は何が起きているかを思案。焦ったら駄だ目めだよね、と思いながら、

「地球側は、三分の一については、まっすぐの先で迎げい撃げきしようとしてる？」

　言って気付いた。遠くの空に見える光の正体と意味も、だ。あれは、単にこちらの侵しん攻こうを止めようという連れん射しやと破は壊かいではない。

「下げ僕ぼく達の誘ゆう爆ばくも利用して、列を正面側と西側に分けてるのね!?　西側については、誘爆を重ねれば列が乱れるから、だから、──西側三分の二の軌き道どうを日本から西へとずらそうとしてるのね!?」

『そう、今、君と僕の力で月は日本の上空から動かない。地球の自転と一いつ緒しよに回る。だけど君と僕の力からズレたり、地球の気き圏けん内に入って大気に撒まかれていったものは、全て西側へと流れていく。つまり──』

　つまり、

『君と僕の下僕達を切り落とし、その先に任せた。否いな、任せられる態勢を敵は作ったんだ。

　日本と北ほく緯いを同等とした地球一周分のベルト地帯、またはその周辺範囲で、こうなる事を待っていた迎撃の魔ま女じよ達が控えている。──それが見えるよ！　今すぐにね！』
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「執しつ事じ長ちよう！　敵影、日本野や鳥ちようの魔女達の計測で概がい算さん解わかりました！　──約八千八百八十八万！　その先端から三分の一を現在解体しています！」

　江えノの島しま沖おきの天てん幕まくの下からは、月はほぼ直上だ。

　遠く、遙かな空。もはや宇う宙ちゆうと呼んでも差し支えない領りよう域いきでの戦せん闘とうは、こちらに音も伝えてこない。だが、敵群の接近は細くなり、代わりに黒の川が西の空に散り始めていた。

　幾いく人にんかの魔女が、手を胸に当てたり、額ひたいからの逆十字を切るなりして、加か護ごを送る。

　そして侍じ女じよ長ちようが、通信の術じゆつ式しき陣じんを確認した。そこに書いてあったのは、

「執事長。──環かんヘクセンナハト迎撃帯たい。全域で起き動どうしました」

「流石さすがです」

　光こう太た郎ろうは、誰だれともなく、全ての人に対して言葉を送り、手元の術式陣に声を送った。

「御お嬢じよう様さま。──十年前と違います。全世界が立ち上がります！」
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　堀ほり之の内うちは、黒の魔女を迎えるために花開いた結けつ界かいの底でそれを見ていた。

　上が気になり、周囲が気になるものだから、高度は二十キロまで上げている。このくらいならセーフ。

「御嬢様！」

　光太郎の呼びかけに応じ、今自分がいる高度から日本の東西を見る。

　東は房ぼう総そうを越えてすぐに海。西は大おお阪さかを越えた辺りまでが確認出来るが、東西を結ぶライン上に光が発生していた。

　幅百キロ程の帯となって、光が日本を横断している。

　それは高度三百メートル程まで到とう達たつする流体光だ。

　性質は防ぼう護ごと強化の加か護ごだというのは知っている。

　U.A.H.の魔ま女じよ達が空で散らした〝援えん軍ぐん〟の落ちる先。その一帯における寺社を始めとした施設が、管区とそこで活動する魔女達の支し援えん結けつ界かいを発生させたのだ。

　それだけではない。

　手元に堀ほり之の内うち家の本部から来る報告では、帯たい域いき外となる地域や、ずっと西の方角、中国や中ちゆう東とう、欧おう州しゆう方面、そして米国アメリカから太たい平へい洋よう上にも同様の結界が展開しつつあるらしい。

　全世界レベルの長城型迎げい撃げきネットワーク。

　十年前には出来なかったものが、今はある。そして手元に出る地球の全図立体像に、光の帯がぐるりと突っ走った。青の光がリボンのように日本を水平としたラインを結び、更さらには南北の各所、オーストラリアや台たい湾わん、インドやアフリカ方面や、北ほく欧おう、カナダなどからの地ち脈みやく加圧支援を受けるワイヤが描かれ、

「奏そう上じよう」

　己おのれが手を一度打った直後。それらが全て顕けん現げんした。

　東から海を突っ走ってきた長大な光が、己の眼前で一周する。

　光は当たり、一部が飛沫しぶきを上げたが、音はしない。ただ、これで全てが成立したのだ。

「さあ」

　切り取られながら残った黒の川、東の三分の一に、眼下から欧州U.A.H.の魔女達が文字通り束たばとなって突とつ撃げきを掛けていく。

「──ここからが勝負ですのよ」
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　黒の空を昇り行く第一いち陣じんの魔女達は、それを見ていた。

　眼下に広がる地球は、まだ全てを視界に収める事が出来ないが、落ちる黒の敵群の向こうで、明らかに地球の東西を渡る光の帯が生まれた。

「よし……！」

　既すでに己のマギノデバイスを大部分砕くだかれ、術じゆつ式しきも放てなくなっていたリーダーが、自分達に応じる成果を見て、頷うなずいた。

「総員、充分だ！　撤てつ退たいするぞ！」

　と、振り返った己の後ろ。そこには、何も無くなっていた。

　後続は消えていた。どうなったかは解わかる。逃げる者など一人もいよう筈はずもない。

　……散ったか。

　呟つぶやき。前を見る。正面から、そして左右から寄って流れを狭めていく敵群の川の中、彼女は言った。自分のマギノデバイスに自じ爆ばくの指し示じを出し、己おのれはその上面に佇たたずみ、

「十年前さあ。お前達が怖くて逃げ回ったよ、私。──守しゆ備び隊たいだったのにな。

　後になって〝あんなの来るなんて知らなかった〟って言ったら、皆、頷うなずいてくれてな」

　だけど、

「──だけど私は守備隊だったんだよ！」

　だから、と彼女は自爆のカウントダウンをスタートさせた。残り一分を、一気に十秒にまで回し、笑って、

「どうだ黒の魔ま女じよ！　〝こんなの来るなんて知らなかった〟って、思ってるか!?」

　言葉と共に、己の視界が光に染まった。

　マギノデバイスが自爆し、周囲に迫っていた下げ僕ぼく達を巻き込んだのだ。
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　空からの報告を、リスベスは聞いていた。

　……分断は成ったか。

　迎げい撃げきの帯が成立した。これは単に防ぼう御ぎよ用として作られたものではなく、地球の自転に合わせて地ち脈みやく的に対象を引き寄せる力も持っている。

　敵がバラけて落ちていく場合、自然に任せていたら地球上の広範囲に落ちるからだ。ゆえに、果物くだものが手に落ちてくるジンクスと同様に、相手を迎撃の場に落とす加か護ごが用意された。

　とはいえ、初期段階で敵の流れを割っておかねばならない。引き寄せの加護は弱いため、まっすぐに落下されてしまえば通用しないからだ。

　ゆえに初期段階の迎撃と、敵群の分断は必ひつ須すかつ勝負を分ける作戦となった。

「それを為なしたか……！」

　十年前よりは戦える。それがためにマギノデバイス群の約三分の一を失ったが、これが最善と思うしかない。そして、

「閣かつ下か！　対たい流りゆう圏けん迎撃第二陣じん、三陣、突とつ破ぱされます！」

「敵第三波、ほぼ無傷で成せい層そう圏けんに突とつ入にゆうしてきます！」

　敵の侵しん攻こうは、明らかに速度を上げた。ならば、

「地上戦を準備しろ。──主力展開。各部ぶ隊たいは北方向から敵に突とつ撃げき。沖おきに落とす事を目標として迎撃！」
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『こちらの先せん陣じんは分断されながら地表近くに。──向こうは迎撃態たい勢せいを確実にしたね』

「へえ……」

　硝しよう子こは、微かすかに荒れた吐と息いきを自覚した。

　今、目の前で起きた事を、素晴らしいと思った。

　地球のやや上の方に、天使の輪のようなリングが掛かっている。自分が作った下げ僕ぼく達の川は二つに分かれ、太い方の支流はそのリングへと誘導されていく。

　……やだなあ……。

　地球の飾りを、まるで自分の黒が汚していくようだ。だが、

「うん」

　己おのれは頷うなずいた。

「そう。そうだよね……！　こうでなきゃ」

『硝子？』

　アメイズの疑問に応じる意味は無い。ただ己が嬉うれしいのだ。自分の想像から生まれたものが、こちらの想像を超えた事が、だ。しかも、

「こんな綺き麗れいで凄すごい事するなんて、いいじゃない。だから──」

　だから、と己は自分のマギノフレームを射しや出しゆつした。

　ここからは各務かがみ・硝子ではなく、黒の魔女で行こう。更さらには、

「行くよアメイズ。──何がどうなるのか、期待だけで見に行こう」

[image: ]




　　　　　　　　　　●




「執しつ事じ長ちよう！　敵群の流れが加速しました！」

　光こう太た郎ろうは、侍じ女じよ長ちようの声を聞いた。天てん幕まくの正面に置かれた三次元表示を行う大型術じゆつ式しき陣じんの中では、こちらの第二陣が砕くだかれ、第三陣、四陣は崩ほう壊かいするよりも降下し、並行からの削けずり作業を選せん択たくした。そしてリスベスからの指し示じでは、地上戦配備として第五陣以降が動く事になっており、敵の先陣には上空で再集合を掛けた三、四連合陣との挟きよう撃げきが成るとの話だった。

　……流れを分散して、まだこれだけの勢いがありますか。

　今、空中で降下する第三、四陣が合流した。加速する敵の先せん陣じんを追い、螺旋らせんを描くような軌き道どうで格かく闘とう戦を挑いどむつもりだ。

　既すでに敵は地表まであと百キロを切る位置まで来ている。
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　高空の魔ま女じよ達は、地表に迫る敵を天てん上じよう側から真下に追つい撃げきした。

「追え！」

　皆、空中を真っ逆さまに落下しながら、敵群の川を追っていく。まるで下り坂を流れる水のように、止めようのない勢いでお互いと敵は落ちていく。だがこれはどちらも液体ではなく、一つ一つが自分達と敵なのだ。だから全員が加速し、しかし狙ねらわれないように回り込み、

「私達のデバイスは射しや撃げき時に加速力を失う！　先せん頭とう狙ねらうなら、解わかってるね？」

「相打ちなんてダサい事しないよ！」

　やるなら一つだ。黒こく竜りゆうのブレス弾だんや、黒人形が至近で放つ〝魔ま眼がん砲ほう〟を避け、

「加速力つけて砲ほう撃げきのまま突き抜ける。──地元じゃ一番速いって言われてるんだ！」
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　第三、第四の敵陣が合流したのを、黒の魔女は見ていた。

　先端を絞り込んで加速するこちらの〝援えん軍ぐん〟を邪じや魔まする気だ。

　……これは想像出来るわ。

　こっちだって、何も考えていないような〝援軍〟にそれなりの任務を与えている。

　あれらの群は、川のようでいて、自分にとっては〝道〟だ。地表に辿たどり着いた時点で〝到とう着ちやく〟が確定し、以後はもはや全て〝到着〟ではなくなる。

　繫つながってしまえば、〝同じ場所〟なのだ。だから、

「今度は、向こうの想像を超えようか」

　言って、己おのれは一つの指示を出した。

「道を作る前には、掘くつ削さくが必要だよね。ここまでいろいろといい判断だが、──これは考えていないだろう？」
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　敵てき陣じんの先頭に、魔ま女じよ達は食らいついた。

　文字通り、加速を全開としてそのまま出力を砲ほう撃げき系けいにシフト。駆く動どう系の出力が焼け付く事も構わず砲撃を入れ、

「吶とつ喊かん──！」

　マギノデバイス先端の刃やいばで、先端にいる黒こく竜りゆうや黒人形を破は砕さいする。

　気をつけるべきは一つ。近接攻こう撃げきをすれば、黒竜も黒人形も同じく迎げい撃げきを変える事だ。

　黒竜は近接用のカウンターアタックとして範囲攻撃となる黒い炎ほのおのブレスを吹き、黒人形は胴どう体たい部の巨大な目から短距きよ離り砲となる〝魔ま眼がん砲ほう〟を放ってくる。

　ただ、解わかっていれば何とかなる。黒竜は首の動きが布ふ石せきだし、黒人形は目の焦しよう点てんの向く先が砲の行き先だ。

　術じゆつ式しき陣じんで首と目の同種図形を全てマークして、その向きを捕ほ捉そくすればルートは見える。

「行くよ！」

　後は出力の残ざん滓し任せだ。撃うつ事も、加速する事も一いつ瞬しゆんで使い尽くしたマギノデバイスは、隙すきの塊かたまりとして落下する。体勢を立て直すまでに、新しい先頭となった敵がこちらを狙ねらい、

「何処どこ見てるんだよ……！」

　声を掛けた向こう、次の仲間が、また先端を食らう。先に行った魔女はそれを確認しながら戻ってきた出力を頼りに降下か復隊を選択する。

　全員、万全ではない。己おのれ自身の拝はい気きにも限界がある。だが先頭に立とうとする敵を狙い、同時に三、四本のマギノデバイスが落下を加速する。

　もはや地上は、街の中を行く道が確認出来る程だ。目の良い魔女なら、そこを行く人々の姿すがたも確認出来るだろう。

「くそ、切りがないね……！　あんな、下に街が見えてきてるのに……！」

　一人の魔女が吶喊しながら叫んだ。応じるように、並んで回った魔女が問う。

「何だい？　あの、下の人々を守るつもりなのにだらしないって……!?」

「いや、向こうからだって見えてるんだよ多分！　格好かつこ悪いじゃない！」

　そりゃそうだね、と二人同時に食らいつき、破砕する。爆ばく発はつが後ろで起きるが、

「……ん？」

　突とつ撃げきは三度目だ。だが、風の流れが違った。どういう事かと二人は後方を確認し、

「吶喊停止！　──退たい避ひしろ！　対たい爆ばく姿勢だ！」

　声を通信に飛ばした瞬しゆん間かん。それが起きた。敵陣の次の先頭。そこに位置していた黒人形が、こちらを、下を見ていなかったのだ。

　黒人形は背後となる月の側。自分達の流れに向け、

「魔ま眼がん砲ほう！」

　先せん陣じんとなる数百の〝援えん軍ぐん〟が、砲ほう撃げきによって連鎖爆ばく発はつした。

　莫ばく大だいな光こう爆ばくが連鎖し、

「……っ！」

　爆ばく圧あつが、自分達と共に、絡みついていた第三、四陣の連合を四し方ほうへと吹き飛ばしていた。
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　黒の魔ま女じよは、地球の上空において数百キロに渡る誘ゆう爆ばくの光を見た。

　それは爆発自体よりも、衝しよう撃げき波はによって敵の魔女達を吹き飛ばし、

「掘くつ削さく完了」

　黒の魔女は呟つぶやいた。

　今、術じゆつ式しき陣じんで見る望遠の行き先。そこに広大な空白が開いていた。

　魔女達は間に合わない。行けるのはただ無心の前進を続けていた〝援軍〟だけだ。分断されたが、三分の一は日本へ。残る者達はアジア方面から欧おう州しゆう、米国アメリカなどにも降下していく。

「さて」

　と己おのれは言う。

「人類の想像力が、どれだけ、生存と滅亡のどちらに向いているか、検証しよう」
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　第一陣のリーダーであった魔女は、目を開けるという動作を自覚していた。

　……は？

　先さき程ほど、自じ爆ばくによって敵を巻き込んだのではなかったのか。そして己は、死んだと、そのような諦あきらめを得た筈はずだ。

　だが今、視界に見えるのは、黒の空を背景に月の方へと流れていく黒こく竜りゆうと黒人形だ。敵群はこちらに身体からだを向けたままバックで下がっていくように見えるが、恐らくは違う。

「……私が、地球へと急降下してるのか」

『あ！　生きてた！』

　いきなり耳元で聞こえた声に、身を震わせる。

　どういう事かと思えば、人の姿すがたは無い。ただあるのは、幾いくつかの術式陣と、自分の首に結びついている流体の糸だ。

『師し団だん長ちよう！　引っ張るのが間に合って良かったです……！』

『私の蜘蛛くもの糸は運命を辿たどるので、距きよ離りは無効ですよ！　遅いですけど！』

　ああ、成なる程ほど、と己は思った。死に損なったのだ、と。そして、

『師し団だん長ちよう！　こっち来たら下したっ端ぱですから！　拝はい気き使い切った魔ま女じよなんて、横断歩道の誘ゆう導どうくらいしかする事ないスからね！』

『こっちで師団長含めて後五人引っ張ったら終わりです！　そしたら私、生まれて初めて弁当の配達を脚あしでやるんですよ！』

　でも、

『回収は貴女あなたが最後でした！　逃げずに私達を引っ張ってくれて、感謝します！』

　その言葉に、落下し、引き寄せられながら、己おのれは思った。これからだ、と。

　自分の過去。十年前の払ふつ拭しよくは出来たのだ。ならば十年前はもう終わった。ここから先は一分一秒全てが今から未来に繫つなげる戦いだ。ゆえに、

「来てくれ。反撃の一発よ……！」

　呼び声は、確かに叶かなえられた。

　落ちていく自分の脇わきを抜け、一条の威い力りよくが空を直上に貫かん通つうしたのだ。

　行き先はおろか、近くにあるもの全てを穿うがつ一いち撃げきが誰だれのものか、知っている。あれは、

「エルシー・ハンター!!」
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　空を突き抜けた威力が、敵の先せん陣じんを破は裂れつさせ、その中央を数千キロに渡って貫つらぬいたのを堀ほり之の内うちは見ていた。

「デタラメですわねー」

『あれ？　何かボク、それでもランク三位なんだけど、どういう事……？』

　一位は誰でしょうね、ととりあえずしらばっくれて言っておく。

　だが今のはいいタイミングだった。

「二発目は行けますの？」

『衛えい星せいがカウンターで交こう叉さするのって凄すごく制せい御ぎよ大変なんだよね』

　無む理りだ、と言わない辺りが彼女というか、米国アメリカらしい。

　ただ、砲ほう弾だんの行く先、東側から接近する黒の流れが二つに分かれたが、

　……あ。

　酷ひどく冷たい空気が、月から来た。実際の熱や力よりも先に伝わる、流体経けい由ゆでの〝気配〟のようなものだ。それはつまり、

『満みつる、聞こえているか？』

　リスベスが続ける言葉がどのような内容か、解わかっている。

『黒の魔女が月を出た。──マギノデバイスが、降下を開始している』
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「さあ、行こうか」

　黒の軍ぐん勢ぜいの流れは割れた。魔ま女じよ達による分断と、敵の精せい鋭えいによる一いち撃げきが、全体の分離を明らかに定義づけたのだ。

　正面と、西側と。〝型〟がつけられれば流れの相そうは固定される。

　二つの流れの内、自分がマギノデバイスに乗って行くべきは、まっすぐだ、更さらには、

「先せん陣じんとしての数は減ったが、地上に届く者達が現れたぞ。どうする？」

　言って、己おのれは〝入れ替え〟た。自分達の先陣の最先端と己を〝入れ替え〟て、

「一つ貴き様さまらにサービスをしよう」

　問うた先。自分の眼前に一つの学校の正門があった。

　四し法ほう印いん学がく院いん正門前。そこに見えるのは欧おう州しゆうU.A.H.を基き礎そとする自分への対抗組そ織しきの本部と、その長だ。

　長の女。十年前は隻せき眼がんではなかったが、憶おぼえている。

　マギノデバイスの上から、己は相手に問いかけた。

「──これでどうだ？」
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　フルールは、電池役を解任された。

　昨夜ゆうべ、リスベスの無む慈じ悲ひな指し示じによって、やたらにこやかな対応をする魔ま女じよに連れて行かれたのは、横よこ浜はまの待たい機き所だった。

　避ひ難なん民みんの待機所かと思えば、魔女がいる。滅め茶ちやいる。

　そこで、幾いくつかの情報を聞いた。各務かがみの容よう態だいが落ち着いたが固定状態にある事や、堀ほり之の内うち達が戦せん闘とう準備に入った事を、だ。

　ヘクセンナハトの用意については、母からよく聞いていた。自分がランク一位のままだったら、当然、これから作られる現場にいたのだ。

　だから大体、何がどうなるかは解わかっているし、下手へたするとそこらの関係者よりも脳内シミュレートは出来ている。その記き憶おくからすると、ここは確かに内地側で比較的安全。

　戦場が神か奈な川がわ沖おきなら、欲を言えばもっと内地側の川かわ崎さきがよかったが、横浜はいろいろ遊べる場所もあるのでいいかな、と思うし、守りたさが増す。ゆえにまずは自分から、

「じゃあ、電池としては、何をするの？」

「えっ」

「何？　えっ、って」

「フルール、さん？　何かアーティファクト持ってないの？」

　話を聞いたら、同じようにドレインを介かいして拝はい気き供給をする用意がちゃんとあるのだが、

「基本、たとえば神じん社じや仏ぶつ閣かくとかでそういうのが蓄積されてきたアーティファクトとか、土地の要かなめ石いしなんかを持ち込んで、それから拝気抽ちゆう出しゆつをするんだけど」

「ワーオ人体電池は初めての御ご様よう子す！　私もだよ！」

　まあ試しでやってみよう、という事で、丁ちよう度ど使ったばかりの要石があったので、それにこちらの拝気を移してみる事になった。

　開始五秒で要石が割れて流体が炸さく裂れつしてえらい事になった。

「私悪くないよ!?　リスベスがいけないんだからね！」

『聞こえたぞ』

　オバサンこれだから──。

　ともあれ自分としては、拝気の消しよう費ひなど全く感じなかった。

「ひょっとするとこの頃ごろ、術じゆつ式しき一切使ってないから溜たまってんのかなー」

　というと、複数から嫌いやな顔をされたが、まあよくある。

　そしてついたドレイン術式担当の魔女は東とう欧おう出身で、四し法ほう印いん学がく院いんの術式科出身だった。二年生だが、やはり土ど着ちやく系けい術式だとハーブや土ど壌じよう関係に詳しい。だからすぐに共通の話題で、

「だよね!?　だよね!?　あの花作ると猫がやたら寄ってきて神だよね！」

「はい！　ちょっと濃くして人に飲ませると三日くらい発情して面白いですよ！　好きな人に仕込んだら近所の並木ファックして職しよく質しつされてましたけど！　私、並木以下ですよ！」

「やったのか──！」

　実じつ践せん派の魔ま女じよなので超楽しい。

　ともあれ、準備段階で携けい帯たい可能な要かなめ石いしや石像、お守りなどに拝はい気き供給していたが、こっちとしては全く目減りを感じない。寧むしろこれは、

「何か……、ちょっと血を抜いた方が造血が進むとか、そんな気が……」

「あ、あのっ、ここの装備だと受け切れるもの一切ないので、本気出さないで下さいよ！」

　とかやっていたのだが、とりあえず解任となった。理由としては、ここ内地が戦場になる可能性が高くなったという事で、藤ふじ沢さわの待たい機き所に行くのでなければ、人々の避ひ難なんや退避の手伝いをしろとの事だった。

　自分としては、移動手段も無いし、いざとなったら一いつ緒しよに退避すればいいと思ったので、ドレイン系の彼女と別れて手に誘ゆう導どう灯とうを持って出しゆつ陣じん。ヘルメットも貰もらって、

「現場に行けば解わかるから！」

　と言われて出てから五分後。待機所に黒人形が落ちてえらい事になったそうだが、今は私、横断歩道の守り神やってますんで。

　ただまあ、

「何かヘクセンナハト、マーマが言ってたのと大分違うんじゃない!?」
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　今回は何かが違う。

　一番先に気付いたのは、既すでにその気配を以前の世界で知っていたメアリーだった。

　……これは──。

　自分達がいるのは浦うら賀が水すい道どうから海へ出た位置だ。高度七キロ。ハンターの砲ほう撃げきを安定させるため、自分が消しよう滅めつ術じゆつ式しきでオープン式の結けつ界かいを作り、水平範囲内の整調を確立していた。

　一いつ瞬しゆん戸と惑まどったのは、それが背後に生じたからだ。

　何故なぜ、と思いかけ、相手はそういう疑問が通じるレベルにいない事を思い出す。ゆえに、

「二代目学がく長ちよう……！」

　通信で声を飛ばした瞬しゆん間かん。北の夜空に光が見えた。

　黒の魔女に、リスベスが相あい対たいしたのだ。
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　リスベスは攻こう撃げきを即そく座ざに行わなかった。

　周囲にいる魔ま女じよ達の退避が済んでいない。時間稼かせぎはそれなりに必要だ。だが正面、幾いく度どとなく思い出した姿すがたをより洗せん練れんさせ、黒のマギノデバイスが浮いている。

　……各務かがみのデバイスに似ているな。

　非変形型。しかし刃やいばから光を砲ほう弾だんのように撃うつ事が可能なマルチデバイスだ。

　そして、マギノデバイスに乗って向かい合うこちらへと、敵が言葉を投げた。

「サービスをしよう。今回が最後の戦い。私としてはこの世界を滅ぼすつもりだからな」

　だから、と黒の魔ま女じよが手を上げた。

　何か来るか、と思えば、そうではない。遙か頭ず上じよう、自分達が削けずった黒の川の向こうに、新たな漆しつ黒こくが見えたのだ。

『リスベス閣かつ下か！　敵の第五陣じんが発生しました！』

　それだけではない。月からこちら、神か奈な川がわ沖おきに、雷らい光こうのようなものが落ちたのだ。

　瞬しゆん間かん的な落らく雷らいに見えたが、違う。何が起きたか、落ちた雷かみなりの軌き道どうの形から、自分には解わかる。

「貴き様さま……！」

　黒の魔女に声を放つと、相手は月下で小さく笑った。

「──私の封ふう印いんを解除した。〝私はここにいる〟のだから」

　言い放つ。

「いいだろう？　別に。──もはや一人ではなく、束たばで掛かってこい、魔女共。何しろ、貴様らの擁ようする最強の一人は、もう排はい除じよしたのだから」
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　そう来たか、と、ハンターは思った。

　……黒の魔女が自ら封印を解除して、デスマッチがしたいってか。

　こちらにとって一気に有利になったようで、実は違う。

　行くべきかどうか。どう戦うべきか。何処どこで戦うのか。

　それらの問題が一気に発生するのだ。

　大体、これまでの予定や作戦はほぼ使えなくなった上で、しかも、魔女の数が多いとしても、黒の魔女に通じる攻こう撃げきを放てるのは自分達ぐらいだ。

　更さらに、黒の魔女は、降下してくる〝援えん軍ぐん〟を陽動に使う事が出来る。

　状況としては、

『第三位！』

　解っている。何をするか、超解ってる。ここはリスベスの援えん護ごではなく、

「堀ほり之の内うちさんが無む駄だな暴ぼう発はつしないように援護しますよ！」

　だよなー。
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「な、何ですの無む駄だな暴ぼう発はつって！」

　地上から二十キロの神か奈な川がわ沖おき上空。ここからだと黒の〝援えん軍ぐん〟は自分の遙か頭ず上じようで分ぶん岐きし、横よこ浜はま・川かわ崎さき方面の地上と、はるか西の方へと流れていく。

　封ふう印いん結けつ界かいが無効化されたのは解わかっていた。

　自分を包むように咲いていた結界が、空からの雷らい光こうを吸収し、砕くだけたのだ。

　やり方としては単純だ。結界を構こう築ちくする流体経路。つまり地ち脈みやくの網あみの内、結界を構成するものを読み、そこに容量超えとなる流体を叩たたき込めばいい。すると流体のオーバーフローから、そこに固定されていた術じゆつ式しきが吹き飛ぶ。

　方法自体は簡単だ。しかし、月から、この結界の構造を正確に読む事がどれだけ至難か。

　……無む論ろん、正当な方法でなくても、出来ますのよね。

　想像が出来るならば、そこに介かい入にゆうするような方法で力を行使する。つまり想像可能な事じ象しようならば自動的に術式化される、と言った方が早いか。

　今の結界崩ほう壊かいも、理り屈くつで説明出来る一方、自分の目には上から押し潰つぶされたように見えた。

　だとすれば、後者の方が正解なのだろう。

　そういう敵と、これから戦う。筈はずだった。

「──黒の魔ま女じよは四し法ほう印いん学がく院いんですのね!?」

『駄だ目めです堀ほり之の内うちさん！』

　何故なぜ止めるのかは解る。ここから砲ほう撃げきしても、有効打にはなり得ない。

「もっと万全な戦場が用意出来るまで待てと、そういう事ですのね!?」

『えっ』

　ハンターが、疑問の声を一つ作った。

　ややあってから、東京湾わんを上から見た図が術式陣じんで送られてくる。その中心から、赤い点が生まれて広がり、湾全体を覆おおって止まる。そしてハンターの声が棒読みで、

『これ何か解る？』

「黒の魔女の結界か、攻こう撃げき範囲ですの？」

　沈ちん黙もくが来た。

　それが五秒以上続くので、何ですの？　と妙みような汗を感じながら待たい機きした時だ。

　メアリーの声が、教えてくれた。

『その高度から堀之内さんが最高出力で標準弾だんを撃うち込んだ時の被ひ害がい範囲です』

「標準弾」

　見ていると、更さらに赤い範囲が広がり、東は房ぼう総そう半島を越えて太たい平へい洋ようまで至った。

『これ強化弾の場合だかんね？　撃つ？』




　　　　　　　　　　●




　……まあ、それでも撃うつのも選せん択たくの一つだけどさー。

　黒の魔ま女じよを確実に倒せるなら、やる選択は充分に有りだとハンターは思う。

　だが、相手が悪い。

　こちらの想像を、生なま半はん可かなものならば無効化する、己おのれは黒の魔女の能力をそう考えている。

　第七艦かん隊たいからのミサイルによる大範囲攻こう撃げき術じゆつ式しきが送られてこないのも、そのためだ。

　……各務かがみがいればな……。

　何をするか解わからない馬鹿が、確実に決め手になる相手だ。

『第三位、何を考えてます？』

「……ブラジル沖おきの高い空で物損のカマ掘られた事かな」

『だとしたら堀ほり之の内うちさんも負けていませんよ』

　対抗すんなよ、と思ったが、確かに堀之内も相当だ。極きよく点てんからの置き撃ちとか、ジオフレームだって、彼女の想像になるものなのだ。

　堀之内自身は気付いていないが、各務が彼女を認めた訳わけは、何となく解る。各務としては、この世界で初めて出会って、そしてデバイスの構こう築ちく術式をパクる際、何かオリジナリティを見つけたのだろう。自分の発想を超えるものが、ここにあり、堀之内が最先端に属していると、そう思ったのだ。

　……攻撃力でも最先端だよ！

　それも見越した上での付き合いなのだろう。

　だが今は、それらの想像的アドバンテージが弱い。

「堀之内？　聞こえてる？　さっきの封ふう印いん結けつ界かい破は壊かいの際、アンタはその位置とか把は握あくされてる。つまり今、アンタは黒の魔女の想像の盤ばん上じようにいる。

　無む論ろん、この戦場のどこにいても逃のがれる事は出来ないけど、ワンクッション置いて相手の注意を逸そらせる機き会かいがある」

　それは、

「欧おう州しゆうU.A.H.代表が、黒の魔女と当たるよ……！」
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　……堀之内とハンター達が合流に入るか。

　それでいい、とリスベスは思った。こちらの援えん護ごに来る必要はない。何故なぜなら、

「十年前に資格無しと判断された私の処ところに来ても、〝今〟には勝てないぞ」

　台詞せりふの一線が差す先、黒の魔女がマギノデバイスの上で頷うなずいた。

　彼女は左の小こ脇わきに一冊の本を抱えたまま、右手でこちらを指差し、しかしすぐに西の空を差し示して、

「──だったら十年前の後あと始し末まつとして、今とこれからを消しに行くわ」

「自惚うぬぼれが過ぎるようだな……！」

　眉まゆに力が入るのを自覚しながら、己おのれはマギノデバイスを前に跳ばした。

　飛ばすのではなく、跳ちよう躍やくだ。一いつ瞬しゆんで距きよ離りを詰め、

「行くぞ双そう剣けん！」
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　光こう太た郎ろうは、幾いくつもの戦場を制せい御ぎよしていた。

　四し法ほう印いん学がく院いんに用意された欧おう州しゆうU.A.H.本部が、一時的に機き能のうを喪そう失しつしたからだ。結局、装備と設備自体は生きているようだが、

　……リスベス様が戦せん闘とうに入られましたか……！

　結果次第では、欧州U.A.H.本部は判はん断だん能力を失う事となり、情報の中ちゆう継けい地点くらいにしか使えなくなる。

　現状では、東京府ふ中ちゆう大おお國くに御み魂たま神じん社じやに設置されたU.A.H.J.本部がプログラムに合わせた指し揮きと判断を下しているようだが、並へい列れつとなるこちらには、欧州U.A.H.本部に回っていた情報処理の大半が流れてくる。

　そして見えるのは、自分達の担当である堀ほり之の内うち達の動きと、欧州U.A.H.本部からやってくる四法印学院発の戦闘状況だ。

　かつてリスベスの麾き下かにいた侍じ女じよ長ちようが、欧州U.A.H.から来る情報の精せい査さと処理を行っている。幾いくつもの術じゆつ式しき陣じんの重なりを、フットペダル型の術式インターフェースまで使って捌さばき、

「……っ！」

「侍女長！　──誰だれか侍女長の作業の内、軌き道どう計算の分担を」

　投げた声に、侍女長が振り向いた。鋭い瞳ひとみだが眼鏡めがねなら負けません。

「侍女長、軌道計算処理を一いつ括かつして他に投げなさい。貴女あなたのすべきはもっと奥でしょう」

　その声に、ややあってから侍女長が頷うなずいた。そして彼女は視線を術式陣に戻しながら、

「──流石さすがです執しつ事じ長ちよう」

「え」

「二度と言いません」

　作業に戻った彼女から、周囲の魔女の内、手を上げた者に術式陣が束たばで回る。

　……今のは──。

　何か凄すごい事を言われた気がするが、脳のう内ない処理が追いつかなかった。

　ただ周囲の君達、口くち笛ぶえとか煩うるさいです。それに今、こちらに来ている作業は相当大事なのです。何故なぜならこれは、

「リスベス様が、黒の魔ま女じよとの格かく闘とう戦せんに入りましたか……！」
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　いやあ、歳としだな！　とリスベスは、驚く程の清すが々すがしい自覚で結論した。

　現状、自分達は東京湾わんを荒く一周した後、南へと飛行中だ。衝しよう撃げき波はで水の柱を左右に上げながら、こちらは後退姿勢の黒の魔女を追っていく。

　既すでに周囲の音が聞こえない速度だ。

　夜の湾上は月を反射し、既に始まった地上戦せん闘とうと対空迎げい撃げきの光こう爆ばくが波を飾る。

　そして黒の魔女がこちらを突き放すように砲ほう撃げきの連打を送ってくる。

　莫ばく大だいだ。副砲ですら、こちらのマギノデバイスの主しゆ砲ほう級の威い力りよくがある上、デバイス自体の速度や軌き道どうに一切の揺らぎがない。

　……流体確保というより、これが創そう造ぞうか……！

　無む尽じん蔵ぞうの砲撃の中、時とき折おりに後退姿勢から向けられた剣先より、主砲が来る。

　湾上を捌さばいて走り、弧こを描いて空に消えていく一いち撃げきは、一撃必殺型の自分から見ても寒さむ気けのする一発だ。だが、回かい避ひしつつ、前に出て追いすがり、己おのれは確かにこう思う。

　……老いたな！

　昔だったらこのくらいの弾だん幕まくは素すで回避出来た。伊達だてにあのスリズィエの環かん境きよう術じゆつ式しきを相手にしていた訳わけではないし、その中を貫つらぬいてくる必殺の一撃も、充みつ代よのものより遙かに楽だ。

　だが、削けずられる。

　昔の自分を美化しているのか、と思ったが、その考えは捨てた。

「昔の私は、美化ではなく、本気で凄すごかったぞ……！」

　今は老いた。それが自然だ。だけど老いたとして、ちゃんとやるべき事をやっておけば、また違う道がある。

「力を頼むぞ……！」

　最低でも三十二発となる敵の追つい尾び弾幕を回避し、追うには、自分だけでは駄だ目めだ。

　ゆえに外部に回避軌道の解明処理をさせる。

　観測術式で敵の初動を送り、即そく座ざに返される反応パターンを組み合わせて最適を採用する。そこに自分の判断を介在させ、後れをキャンセルするが、

「それでも削ってくるか！」

　現状、既に小しよう破は段階を超えている。だけど、

『先せん輩ぱい！』

　その呼び方はやめろと、昔に言った筈はずだ。だが確かな後こう輩はいから、許可が来た。

『フロギストンハートの最大過か熱ねつを確認！　攻こう撃げきに専念して下さい！』
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　光こう太た郎ろうは、流体検知の術じゆつ式しき陣じんでそれを見ていた。

　黒の魔ま女じよのマギノデバイスと、リスベスのマギノデバイス・ドラグーンを示す光点の間に、光の塊かたまりが発生したのだ。

　何が起きたかは解わかる。江えノの島しまから見ても、東京湾わん南部、浦うら賀が水すい道どうの空が明るいのだ。

「……黒の魔女の全力砲ほう撃げきですか！」

　周囲に光の桜が散った。

　それは侍じ女じよ長ちようと、周囲の魔女達が翻ひるがえして華はなとする術式陣の群だ。一いつ瞬しゆんで数百発分の回かい避ひ処理を行い、終えたものから邪じや魔まにならぬよう破は砕さい処理を掛けている。

「──は！」

　加速した。全員の作業が一度遅くなったように見えて、しかし、

　……これは──。

　解った。この期ごに及んでの急加速は、単なる向こうからの要請を処理しているだけではない。

「予測分まで処理しているのですか！」

「──御客様の要望を先読みしておくのが侍女の務めですので」

　主あるじ、と言わない辺り、どう言うべきか。

「流石さすがです、侍女長」

　言うと、

「は？」

　侍女長が振り向き、赤面し、動きが一いつ瞬しゆん止まった。即座に全ての魔女達が、

「馬鹿あ──！」

　罵ば倒とうをぶつけられる中、侍女長が慌あわてて右腕うでを空中に叩たたきつけた。全ての術式陣に値あたいを固定して返却。その行き先は、

「先せん輩ぱい！　後は任せます！」
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　黒の魔女は、一つの答えを見た。

　……私の想像を超える方法とは、幾いくつもあるのね。

　ずっと考えていたのは、二つある。

　一つは、天才ともいえる相手が、その発想力でこちらを打ち負かす事。

　もう一つは、世界全体が進化して、誰だれもがこちらの想像を上回る事だ。

　だが、目の前で生じている事は違う。

　敵となっている魔女は、この世界では五本の指に入る存在だろう。しかし現在、彼女はこちらを追つい撃げきする事を至上としており、そこに必要とされる才覚があるとすれば回かい避ひとデバイスの操そう縦じゆうセンスだけだ。

　しかし彼女にそれはない。元々が近接系けいを主とする魔ま女じよなのだろう。遠隔攻こう撃げき用の砲ほう塔とうも後から接続したのが解わかる形になっている。

　この相手はこちらが移動し、追つい尾び砲撃の連打を与えていれば落ちる。

　それなのに、黒の刃やいばはまだ存在していた。

　浦うら賀が水すい道どうの水面を跳ねるようにスキップし、空に回っては全身を抉えぐり、弾だん幕まくの中を突き抜けてくる。

　どのような仕掛けをしているかは解る。デバイス上に立った相手の周囲に、無数の術じゆつ式しき陣じんが流れ、砕くだけながらもそこに書かれた書式全てが昇しよう華かしていくのだ。

　バックアップ要員としての多数が、彼女を支えている。

「そうか……」

　想像を超える第三の方法が、ここにあった。

　一人では平へい凡ぼんであろうと、それが集まり、幾いく度どとなく一つのものを編み続けたらどうなるか。

　それは情報量と統とう御ぎよの塊かたまりだ。

　天才が一人では作り得ない物量と、多角的な正確性。

　そして世界が変へん革かくするよりも早く、目的意識をもって作られるもの。

　集合の結果は、自分一人で完全に読み切る事は出来ない。だから、

「侮あなどるなよ黒の魔女……！」

　かいくぐり、空を跳ねて敵の魔女が言った。

「私達は一人ではなく──」

　しかし、

「私達は一つとなれるのだ……！」
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　黒の剣けん砲ほうが加速した。行き先を書いた術式陣を散らして空中を突っ走った。

　止めどない砲ほう撃げきが飛来する。直線を束たばで描くものもあれば、横や後ろから回ってくるものもあり、セオリーは何処どこにもない。

　だが、黒の剣砲は前に出た。

　当たらない空間が解っているとでも言うように、回避しながらの前進はやがてその軌き道どうを跳ねさせるのではなく、緩やかに弧こを繫つなげたものとなり、

「行けドラグーン！　最後の仕事だ！」

　もはや至近と言える距きよ離りで砲撃が来た。だが、

「見事な仕事だ後こう輩はい……！」

　言葉とともに、黒の剣けん砲ほうが加速した。

　束たばで飛来した砲ほう撃げきの群は追つい尾び式。そこに刃やいばを叩たたき込み、

「……正面からなら刃は通るぞ！」
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　侍じ女じよ長ちようは、仕込みの成立を悟さとった。

　元々、リスベスが大きな回かい避ひ運動をとっていた時から、それを理解していたのだ。

　近接を主とするリスベスの刃は、並以上の砲撃すら切るのだ、と。

　回避するくらいなら切り捨てて前に出る。そんな人が、何故なぜ大きな回避運動をするのか。

　解わかっているのは、恐らく、過去での付き合いがある自分だけだ。

　だからやった。

　中ちゆう途と半はん端ぱにマギノデバイスの刃を使う事なく、その力を隠かくし続け、

「最後、決め手としました。──如何いかがでしょうか、御客様」
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　黒の剣砲が、漆しつ黒こくの長剣に追いついた。

　正面から来た多重の追尾弾だんに物もの怖おじ無く突とつ撃げきし、

「行け！」

　まるで果物くだものを割るように、砲ほう弾だんの一発を剣砲の刃が割った。

　あとはただ、前に行くだけだった。

　行った。

　真下の海面に水みず柱ばしらの左右を作り、それを衝しよう撃げき波はで更さらに散らして風巻く霧きりとしながら、砲弾一発分の隙すき間まを刃が無む造ぞう作さに抜けた。

　まっすぐなだけの力が行く。

　その直後。剣砲上のリスベスが、手にしていたデバイスを振り抜いた。

　同時。マギノデバイスの刃が光り、その軌き道どうから力が走った。

「切り落とせ……！」

　直後。一つの力が対抗した。

　黒の魔女の長剣。その上に立っていた黒の魔女本人が身を回したのだ。

　軽く。芯しんが入っていないともいえる動きで、しかし振られるのは彼女が手にしていた操そう縦じゆう用のノーマルデバイスだ。

「見事よ」

　だけど、

「まだ〝合う〟わ。私の想像と」

　黒の魔ま女じよのノーマルデバイスから、主しゆ砲ほう撃げき並の黒光が放たれた。

　完全にタイミングを合わせたカウンターアタックとして、一いち撃げきが飛ぶ。
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　大気の破は裂れつ音が鳴り、己おのれの黒光が敵を砕くだいたのを黒の魔女は確認した。

　黒の剣けん砲ほうのマギノデバイス。その破は片へんが爆圧で生まれた霧きりを抱いて弾はじけ、すぐに大気に打たれて遠ざかっていく。

　……ここまでね。

　音はついてこられない。

　ただ遠く、爆散したデバイスの部品群が流体光に戻って散っていく。

　そして己おのれは、ノーマルデバイスの長剣を軽く振って下げ、

「さあ、次よ。出来れば流体の回収をしたかったけど──」

　と、そこまで呟つぶやき、自分は一つの妙みように気付いた。

「……？」

　こちらの後ろ。遠ざかって消えていく敵魔女のデバイス片と霧がある。だが、それらの結果が、何故なぜか細く見えたのだ。

　猫の瞳ひとみが狭まるように、視線の先にあるものが横に詰まっている。

　……これは──。

　思った瞬しゆん間かん。遠くで敵マギノデバイスの最後の部品が流体光に還かん元げんされた。

　砲ほう塔とうだった。だが、自分は見ていないものが一つある。

「剣は何処どこ……!?」

　敵のマギノデバイスは剣砲型だ。だが破は壊かいされたパーツは後付け型の砲ほう門もんしか確認していなかった。ならば後の部分は、

『硝しよう子こ！　──空間切断だ！』

　アメイズの言葉と同時に、それが現れた。

　周囲の風景を引き絞って歪ゆがませ、中央から全て砕いて現出するのは、

「黒の剣……！」

　上下逆さになった敵のデバイスが、剣のみで空間を割った。

　天地を逆とした刃やいばの上。敵の魔女がいる。

　無傷だった。
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　リスベスは、ただ動いた。

　自分のデバイスの剣砲の内、砲門は後付けの設計だ。パージする事で出力を刃と加速系に絞り込む事が出来るが、流体の確保能力が一気に落ちる欠点がある。

　もしも砲ほう門もんを捨てるならば、最後だ。

　刃やいばで敵の砲ほう撃げきを裂さいても、向こうにはまだ手があると、後こう輩はいはそう予測した。

　昔は気が利かなかったものだが、今は違うのか。

　そんな彼女が提示したのが、万が一を考え、砲門を捨てる事だった。

　最初の一発を当てに行ってもいいが、恐らくそれは防がれる。

　敵は黒の魔ま女じよなのだ。最後の一発、という部分にすら想像の介かい入にゆうを入れるだろう。

　近接状態のカウンターアタックを食らう事を考え、まず敵の正面に立ったら、デバイスの空間切断でデバイス自体を下に落とす。

　だから、

「切り落とせ、と……、そう言ったな」

　敵の一いち撃げきはパージした砲門に食わせ、こちらは今から最後の一手を追加する。

　やる。

　方法は一つ。眼帯に手を当て、そこから一本のデバイスを引き抜くのだ。

　片かた刃ばの直剣。既すでに別の手に持っているものと合わせて二本だ。あとはそれを振りかぶりもせず、肘ひじと手首を返す動作で交こう叉さして振りあげ、

「断絶しろ双そう剣けん……！」

[image: ]

　空間断だん裂れつを、天地逆さに叩たたき込んだ。




　　　　　　　　　　●




「見事よ」

　黒の魔ま女じよは、僅わずかな頰ほおの上気を感じながら、こう言った。

「じゃあ、私も見せてあげる。そして貴女あなた達の想像力に礼して、この方法は二度と使わないようにしてあげる」

　やったのは、ただ手を広げ、頭ず上じようから前に降ろす動作。告げる〝創そう造ぞう〟は、

「入れ替えるわ」
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　リスベスは、己おのれの眼前に空白が広がったのを見た。

　黒の魔女を追い抜いたと、視覚からの錯さつ覚かくがそう告げた。

　違う。

　……入れ替えられたのか！

　黒の魔女が月からここに来た方法。敵の〝援えん軍ぐん〟が加速した方法。それらを考こう慮りよしていなかったのは、自分達の落ち度と言えるだろう。

　ここで砲ほう門もんがあれば、砲ほう撃げき用の流体燃ねん料りようを使って加速し、逃げ切る事も出来た。だが、

「──使い尽くしてしまったな」

　自分も、他人も、そして、

「十年前の燻くすぶりも、だ……！」

　やるだけをやって、これだ。

　振り返る必要はない。己の力はよく解わかっている。

　自分のマギノデバイスは、自分自身が放った空間切断に切せつ削さくされて散る。

　後ろに入れ替わってそれを見る黒の魔女は、何を思っているか。

「貴き様さまも、あまり大した事はないな、黒の魔女」

　デバイスが破は砕さいされる音と光を背後から浴びながら、己は言葉を作った。

「──新しい方法を想像出来なかったならば、うちの学校に来た方がいいぞ」
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　そうね、と、完全破砕された敵のマギノデバイスが爆ばく発はつするのを、黒の魔女は見た。

　確かに今のは、敵に対して悪い事をした。

　突然の事に、効果的だが、新しくない事を返してしまった。だから、

「この方法は、これだけにしておくわ。──十年前は最新の方法だった。そういう事で容よう赦しやして頂ちよう戴だい」

　戦いは、十年前の何もかもをこれで終えたのだ。あとは、爆散する敵の流体光を確保し、

　……最新の方法で、決着してあげる。

　それは何か。既すでに一度、お披ひ露ろ目めをしているが、

「──サタニックフレーム召しよう喚かん！」

　上空。呼んでいた第五波が届いている。それを見上げて笑みとし、

「これで終わりだ想像の産物達……！」
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　侍じ女じよ長ちようは、リスベスからの情報処理要請が一切無くなった事を認めた。

　そして同時に、他の侍女が、

「侍女長！　あとついでに執しつ事じ長ちよう！　浦うら賀が水すい道どうに巨大な流体反応が！」

「ついでとは何ですかついでとは！」

　後ろうるさいです。だが、何が生じたかは皆、解わかっている。流体反応についても〝強力な〟ではなく、〝巨大な〟なのだ。だから振り向いた視線の先。浦賀を隠かくす逗ず子しの丘きゆう陵りよう地帯の向こうに見えるのは、

　……膝ひざですか。

　全高三キロを超える女じよ王おう型デバイスだ。

　見上げなければ、この位置からだと胸下辺りまでしか見えない。

　悪夢だ、と思った。

　手にした長剣は元のマギノデバイスを数倍にした大きさがあり、まるでマントを纏まとうように空から敵の第五波が降りてくる。

　悪い夢そのものが、動き出す。

　それは丘陵地帯を陰に、やや東京側に戻るようにして、横よこ浜はま方面へと侵しん入にゆうしようとしている。

　主戦場は神か奈な川がわ沖おきではない。

　そちらでの戦いは、待たい機き状態にあった朱あけ竜りん胆どうを始めとする、ランカー勢の有利となる。

　わざわざ敵に利する気はないのか、それとも横浜、川崎方面の街が好きなのか。

　あの巨大な存在をどうするべきか。と、そう思った時だ。

「──侍女長、皆に御茶を出す指し示じを」

　執事長の言葉に、己おのれは今、自分が誰だれであるかを思い出していた。否いな、今までもそのつもりだったが、自覚を向ける方向性を見間違えなくしたのだ。

　気分を入れ替えるために、右手を一度額ひたいに翳かざす。

　そして息を入れ、指を鳴らして外に振り、

「わかりました執事長。──手の空あいている者は御茶の用意を。菓か子しも充じゆう塡てんなさい」

　わ、と言う声が安あん堵どの息を重ねてこちらに振り向く。

　今、手元の報告では、敵の第五波到とう着ちやく。それはあの巨大デバイスを補佐するように、横よこ浜はま方面から破は壊かいを始めているという。

　危き機きだ。だが、

「魔ま女じよが危機を恐れて、どうしますか」

　言うと、その気分になった。魔女の言葉は力を持つ。そういう事だ。

　どれだけ自分が張り詰めていたか解わかるが故ゆえに、小さな笑みが口元に作られる。そして言うべきは、今の自分の本心だった。

「大だい丈じよう夫ぶです皆。──御お嬢じよう様さま達が勝ちます。それが結果です」
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　空に黒い滝たきがある、とハンターは思った。

　敵だ。月から落ちてくる瀑ばく布ふの黒。

　黒の魔ま女じよの下げ僕ぼく達、第一波から続く、地上への降下する流れだった。

　自分達としては、急ぎ、欧おう州しゆうU.A.H.代表と黒の魔女が戦せん闘とうした浦うら賀が水すい道どうに駆かけつけようと思っていた。ゆえに朱あけ竜りん胆どうをガードしながら、神か奈な川がわ沖おきからそちらに向かったのだが、

　……敵の新あら手ては打ち止め無しかよ!?

　黒の魔女のデカいデバイスが現れ、空から第五波となる敵勢が降ってきてからがヤバイ。

　空から降るものが、川とか雨とか言ってられなくなった。黒こく竜りゆうも黒人形も満員御おん礼れいだ。

　救いがあるのは、月の側に敵勢の〝溜たまり〟が無くなった事だが、その分一気にこっちに寄せてきたのか、それはもはや敵勢の壁となって空から降る。

　自分達としては先さき程ほどから堀ほり之の内うちが無言の通信術じゆつ式しき陣じんを送ってくるのをプレッシャーとして感じながら、副砲を撃うち、

「メアリー！」

『解わかっていますよ！』

　言葉と共に、空に光こう爆ばくの帯が走った。

　横一直線。メアリーが、消しよう滅めつ術式をワイヤーカッターのように横に張り、落ちてくる敵勢を一気に切断したのだ。

　爆ばく発はつが走り、誘ゆう爆ばくは横三キロ、縦たて十二キロ程までを走った。

　無む論ろん、そこで全てが終わる訳わけではない。自分も直上方向に射しや撃げきしながら、それを見た。

　途切れた敵勢のカーテンの向こう。東側に黒の魔女の人型デバイスがいたのだ。

　向こうは横よこ浜はま方面。こちらはまだ神奈川沖、大おお島しまと鎌かま倉くらの中間辺りだから距きよ離りにして四十キロは離れている。

　だがその遠ざかりを持ってしても、眼光が見えた。

　人型デバイスの目が、確かにこちらをマークしていたのだ。そして、

「……お」

　黒の魔女の人型デバイスが、黒の長剣を大地に刺した。

　直後。ある事が起きた。

　空中にいては解らない筈はずの地じ響ひびきがこちらに届き、

　……おいおい……！

　空を落下してきていた敵の滝が、いきなり揺れたのだ。

　まるで上から吊つっていた糸を切ったように、全てが震動して加速し、

「一気に落ちてくるぞ！」

　迎げい撃げきすべきだ。だが、

　……この物量、どうにか出来るのか!?

　堀ほり之の内うちが無言の術じゆつ式しき陣じんを送ってきたが、右正せい拳けん突づきで叩たたき割っておく。

　正直、こう思うのだ。各務かがみがいればな、と。

「こういう時の堀之内は各務が担当だしな──」
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　各務は、眠っていた。

　夢というものを、久しぶりに見ている気がする。

　昔の自分を思い出す夢だ。

　だが、内容があやふやなものではないので、ひょっとするとこれは走そう馬ま燈とうとか、または自分自身の意識が固定されたがゆえにリフレインしている記き憶おくなのかも知れない。

　記憶の中で、自分は聡そう明めいで思いやりがあって謙けん虚きよで、この辺り、この夢を見るまでは、過去の自分を思い出す時「美化しているのでは」と思っていたが、そうでもないようだ。

　今後は安心して美化していく所しよ存ぞんである。

　だがまあ、いろいろと思い出すものだ。

　立ち見ではなく、意識を座らせて見てみると、多くは妹と遊んでいた頃ころの夢だ。

　妹は、中学生だというのに、何か夢うつつな事を言っていて、何をしているのだと書いているものを取り上げ、読んでみたらボロ泣きした。

　確か、犬の話だったと思う。

　犬は狡ずるい。

　これはいけない。

　誰だれでも泣く。

　だから大人おとなの話を書いてみろと言った。

　そしたら書いてきて、どうせ中学生の書いたものだから、と思って読んだら笑えた。

　いや、自分が中学生である事を理解の上で笑いを取りに来るのはいけない。

　これは卑ひ怯きようだ。

　だから、もっとしっかりしたものを書け、と言ったら、丁ちよう度ど、ゲームでいろいろ触れていた時期だ、こういうのはどうだろう、と、話を聞かせに来た。

　自分はどちらかというと日本史より世界史が好きで、政せい経けいも学んでいたから、いろいろなチェックや話をして、登場人物の物語も一いつ緒しよに語るようになって、気付けば、自分は自分で、それなりの物語を作れるようになっていた。

　これがいけなかった。

　妹は、こっちが話を作り始めたら「敵かなわないよ」と不ふ機き嫌げんになって、資料集めなどに躍やつ起きになったのだ。

　そしてあの時が来た。以前から妹が「凄すごい資料を見つけたの」と言っていたが、それを見せてくれる時が来たのだ。黒いハードカバー。読めない文字の表紙を、しかし妹は「創そう造ぞうの書。私はアメイズって呼んでるの」と言い、ページを広げた。

「────」

　そこまでだ。

　そこからは私も曖あい昧まいではなく、美化なく、よく憶おぼえている。

　私は想像力が足りず、そこで何が生まれ、起きて、転換していくかを読めなかった。

　ある時、全てが崩ほう壊かいして、そこから幾いくつもの世界を巡り、しかし、

「ああ」

　思い返せば、自分は、妹にある言葉を告げていない。

　それに、

「参ったものだ」

　堀ほり之の内うち君との別れの時に、何かを言うつもりなのではなかったか。

　まだそう言ったものを告げていない。

　自分の想像が正しいかどうか、それを確かめる言葉を、試していないままなのだ。
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　戦場は、横よこ浜はまに移っていた。

　フルールは、管区担当者の指し示じを受けながら、人々の誘ゆう導どうを行っていた。

　一カ所でする訳わけではない。退たい避ひの人々の整理や行き来がついたら、担当者の指示で場所を移るのだ。

　一応、そのたびにU.A.H.J.男性隊員の二、三人が残り、逃げ遅れた人々の確認に入るが、

　……かなり危険じゃないかなー。

　残るのは軽装そう甲こう服に身を包んだ者達だ。一応、興きよう味み本位で、

「残るの危なくない？」

「何言ってるんだ！　──可愛かわいい女の子がいるかもしれないじゃないか！」

　即答された。

「言葉を選んで言うけど高齢者やオッサンだったら？」

「そういう女の子の御家族かもしれないじゃないか！」

　それに、と隊員が右の拳こぶしを震える程に握って言った。

「誰だれかを守るという思いが、自分達の防ぼう護ご術じゆつ式しきを確かにする！」

「趣味と実益か──」

　任せておけよ！　と笑われたが、相当な覚かく悟ごだ。何しろ退たい避ひした地区には空から、というか横よこ浜はま沿岸方面から敵の〝援えん軍ぐん〟が流れてくるのだ。だから見み様よう見み真似まねでドレイン系けいの術じゆつ式しきを自分に適応して、

「ほいタッチ。──あと三、四人に分配出来るから拝はい気き分けといて」

　相手は初め、意味が解わかってなかったようだ。だが、術式陣じんで己おのれのステータスを確認し、

「凄すごいな！　──これは、君より可愛かわいい女の子を期待しなければいけなくなった！」

「その子にヨロシク」

　笑って別れて、今は次の次の場所だ。だが、

「え？」

　横浜、桜さくら木ぎ町ちよう付近から海に入る川を、さかのぼるようにして自分達は行動していた。

　大おお岡おか川がわという標ひよう識しきがある。そんな川が上流でやや細くなった辺り、対岸に次の駅が見えたところで、それが来た。

　丁ちよう度ど、横断歩道を目安に人々を誘ゆう導どうしていたのだが、

　……おお？

　退避してきた東側、桜木町方面のビルを破は壊かいして、巨体が来た。

　黒こく竜りゆうだ。全高二百メートルくらいある。恐らくは空から降りてきて、三回くらいバウンドしてこっちに転がってきたのだろう。

　正直、建造物を遮しや蔽へいにして退避活動を行ってもいたのだが、

『────』

　あ、目が合った、と思った瞬しゆん間かん。

　それが来た。

　最初に感じたのは地じ響ひびきで、次のタイミングで理解したのは、黒竜がこちらへと向けて走り出したという事だった。

　だが自分は、迫る黒竜よりも、別のものを見ていた。

　砕くだかれた建造物が作る谷間の向こう。こっちに走ってくる一いつ匹ぴきよりも遙かに多い黒の群が、それぞれ跳ねたり走ったりブレスを吐いている。

　そんな黒い波の中心に立つのは、昨夜ゆうべも見た巨大な人型デバイスだ。あれは、

「硝しよう子こ……？」
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　空を行く戦せん闘とう機きから、パイロットは全てを見ていた。

　自分の主な役目は強行偵てい察さつと、現場へと魔ま女じよを配送する事だ。F-23、二機で厚あつ木ぎを発進して、後者の任務は既すでに終えたが、前者の任務は交代が来るまで続行だ。

　墜おとされてはならない。

　だから作戦高度は地上戦を行っている黒こく竜りゆうと黒人形の攻こう撃げき範囲外を選ぶ。装備はあるが挑ちよう発はつして自分が狙ねらわれれば広域監かん視しの目を失う。ゆえに、手出しは出来ないが、

「くそ……！」

　眼下、主に後ご詰づめとして配置されていた人々の退たい避ひが行われている。

　内地は比較的安全とみられていたものが、黒の魔ま女じよの方針変更で、そうではなくなった。だから更さらに奥、もしくは結けつ界かいや地下のシェルターに誰だれもが誘ゆう導どうされていくのだが、

「見つかったぞ！」

　黒人形や黒竜の背せ丈たけは大体二百メートルが基き礎そ。たまに五百メートル級もいるが、市街地での行動は向いていないため、沿岸部や河か川せんへとそれらは降りている。

　対し、人工の建造物は、背が高い。現代建築よ見事なるかな。身長二百メートルの巨体であっても、幾いくつかの建物が重なってしまえば、地面側を確認するのは至難だ。さらにはそういう建物が防ぼう御ぎよの盾たてや、移動の遮しや蔽へいともなる。

　今、黒の魔女は〝足場を作っている〟と推すい測そくされている。

　横よこ浜はま方面を破は壊かいによって耕たがやし、整地し、そこに自分の術じゆつ式しきを広範囲発動させる結けつ界かいを作ろうとしているのではないかと。

　何をするかと言えば、この世界の破壊だ。

　それがため、黒の魔女の整地拡大速度よりも速く退避すれば、生き残れる。

　その筈はずだった。

　悪いのは、黒の魔女の〝援えん軍ぐん〟。下げ僕ぼく達の形状と特性だ。

　丸い。更さらに柔らかい。しかもソフトやタレ系けいと言うより、跳ねるタイプの柔らかさだ。

　だから地上に勢いよく落ちた出来の悪い一体が、退避者達の方に跳ねた。

　建物が連続で砕くだかれ、壊こわれないものは黒竜を上にバウンドさせた。

　そして谷間の底となった街かい道どうに黒竜が落ちた時、正面七百メートルの位置で退避者達が道を渡っていた。

　見つかる。黒竜は口からブレスの息を吐きながら駆かけ寄っていく。

　自分達は何も出来ない。周囲に駆けつけられる魔ま女じよはいない。そういった者達は今、それこそ境きよう界かいとなる横浜中心部と空で戦せん闘とうをしているのだ。

「おい！　行くぞ！　──低空監かん視しだ！」

『いい言い訳わけだ！』

　そうだな、と思って操そう縦じゆう桿かんを操作。殆ほとんどの動きは自動化されているが、今回ばかりは市街地への急降下だ。いろいろな意味で自己責任、としながら、管制側に事後承しよう諾だくのような確認を送る。後はその返答を待たず、

「行くぞ……！」

　と呼びかけた時だった。

　己おのれのHMDに、光があった。

　それは、魔ま女じよを示す流体検知の一点だ。だが、

　……何だ？

　走って行く黒こく竜りゆうよりも強大な、下手へたをすると黒の魔女の人型デバイスに匹ひつ敵てきする出力がそこにある。あれは、

「魔女がいるのか!?」
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　フルールは、前に出ていた。

　町が破は壊かいされ、このままだと人々が蹴け散ちらされる。

　だが、それを指し揮きしているのは、

「硝しよう子こ……、だよね」

　違うと、そう思いたい。あれはきっと、別の誰だれかだ、と。硝子は操られている、と。

　だけど己は思う。そして言う。

「私も、マーマの魂たましいを、縛しばっていたよ、ね」

　支配はしていなかったが、自分の存在自体が母を存在させていたのは確かだ。

　硝子も同じ。きっと同じ。

　彼女がいる事で、今の彼女を支える幾いくつもの要因を存在させている。

「だから私が、今の硝子に何かを言える資格、ないか、な」

　だが己は思い出す。

　同情など無しに、自分と同じ涙を流してくれた堀ほり之の内うちと、母の存在が未いまだあると教えてくれた各務かがみの事を。

　そして、各務が、硝子を止めようとしていた事を、だ。だから、

「誰か……」

　自分には今、力が無い。

　それに、正直、魔女の力を使うのは怖こわい。

　……また何かを失うかも知れないよ、ね。

　だけど、と思う心が、何もかもに優先した。

　力が無くて、怖くても、

「だけどもう、失わせないよ……！」

　決めた。力が使えるかどうか解わからないけど、迫る黒竜に対し、立ち向かって、

「負けないよ……！」

　叫び、構えた瞬しゆん間かんだった。突進してくる黒竜と自分の間、飛び込んできたものがある。

　花はな竜りゆうだ。あれは、

「マーマの使し役えき体たい！」
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　空からの大量落下を、メアリーの消しよう滅めつ術じゆつ式しきによる結けつ界かいと、己おのれの砲ほう撃げきで捌さばいていたハンターは、全体の流れが市街地へと向かった事に気付いていた。

　空からの流れが、こちらを避け始めたのだ。

　未いまだ自分達は鎌かま倉くら沿岸近くの海上にいるが、ここからだと江えノの島しまに展開した堀ほり之の内うち家からのバックアップが確実となる。これまでの地上側の展開と敵の分布、投入予測状況などを見て、

『第三位！　この地点に砲撃を……！』

　……くっそー！　こっちの術式による予測確認より早い！

　メアリーの流体検知感覚とでもいうべきだろうか。やはり異世界でのトップクラスだっただけあって、敵勢の流れを流体の分布だけで予測出来ている。

　ゆえに彼女の予測を指し示じとして、こちらの術式による確認を検けん算ざんとして砲撃を送り、

「く……！」

　敵の密みつ度どが上がったと、そう思う。

　これまで単に滝たきのように降ってきていた敵勢が、軌き道どうを歪ゆがめた事で波打ち、分布を粗あらくしているのだ。ゆえに密度は薄い部分もあるのだが、砲撃する側としては最厚部分の考こう慮りよをせねばならず、面めん倒どうだ。更さらには、

　……市街がマズい事になってるだろ、これは……！

　退たい避ひの人々がどうなっているか、通信が断絶していると聞く。ゆえに、砲撃を行いながら、

「くそ……！」

　焦る要因ばかりだ。

　前に出たい。敵勢を破は砕さいして、黒の魔ま女じよへと堀之内を届けなければならない。何故なぜなら先さき程ほどから、黒の魔女は結けつ界かいの準備をしていると聞いた。

　空から見た監かん視しの映えい像ぞうでも、それは確かだ。

　……何をしている!?

　その疑問に、先程からメアリーが黙っている。

　ゆえに解わかる。黒の魔女は、この世界を消そうとしているのだ、と。

　何しろ、位置が悪い。今回の作戦のため、四し法ほう印いん学がく院いんは全体の中心として地ち脈みやくの管理地となっているのだが、それを眼前に見る形として黒の魔女は位置をつけた。

　東京湾わんを大結界とすれば、四法印学院を焦しよう点てん具ぐに、この世界の地脈へアクセス出来る。

　後はそこに、どんな平へい凡ぼんな内容でも良いから〝滅び〟を奏塡インストールすれば、黒の魔女の想像によって世界は滅びていく。

　だから止める。そのためにも急ぎたいが、

『第三位！　横よこ浜はま上空に敵の波が重なります！』

　……叶かなわないか……!?

　思った瞬しゆん間かんだった。己おのれはそれを見た。

　横浜の西側方面、桜さくら木ぎ町ちようを越えた辺りの大地側から、空へと影が飛んだのだ。

　一つではなく、幾いくつかでもない。

　無数の、数え切れない程の黒い丸い立体。黒の魔ま女じよの下げ僕ぼく達が、宙ちゆうへと跳ねた。

「は？　カウンターアタック？」

　あんな仕掛けあったっけ？　と疑問した視線の先、それが現れた。

　花だ。

　六連の花はな弁びらを回して繫つなげた巨大なマギノデバイス。あれは、

「……フルールか!?」
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　フルールは、恐れを感じていた。

　花はな竜りゆうのアシストがあり、ゼフィールの召しよう喚かんは成功した。だが、花竜はこちらの流体管理に〝枠わく〟を作るように補助しているだけで、自分から溢あふれる力は正直とめどない。

　……凄すごい。

　これまではずっと、母が凄いのだと思っていた。ゼフィールの召喚も環かん境きよう術じゆつ式しきも、自分が望みこそすれ、母がやっているのだと思っていた。

　違う。

　母は、こちらの力を制せい御ぎよし、整えていただけだ。

　力を持っているのは己だったのだ。

　だから怖い。先さき程ほど黒こく竜りゆうに抱いた恐れとは違う。自分が上手うまく出来るかどうかと言う事と、己が何もかもを失うには充分な力を持っている事が恐ろしい。

　この力が無ければ、母を失う事はなかったろう。しかし、

『────』

　足元、花竜がいる。

　母の墓前から去って行ったものだ。

　それが今、自分のところへとやってきた。

　……うん。

　母は戻ってこない。だけど、自分を母の継続者だと認めた使し役えき体たいがいる。ならば、

「行くよマーマ」

　母は自分の力の中にいる。なすべき言動の中にいる。支配とか束そく縛ばくではなく、重なっている。それならば、

「見てて」

　術じゆつ式しき陣じんの中、こちらとすれ違う形になった戦せん闘とう機きが周辺情報を送ってくる。それは米軍側からの支し援えん情報で、自分の右手側やや後ろ、降る敵群の向こうに仲間がいると教えてくれる。

　ならば自分がすべきは一つだ。

「私と同じ人」

　母が失われた事に、泣いてくれた人がいた。

　そして今の自分と、近しい人がいた。

　この人達を繫つなげる事が、自分の役目だ。壁とか敵とか、全てを飛ばすならば、

「ゼフィール！　──風を起こすわ！　花の風を！」
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　……フルール？

　声を聞いたような気を、硝しよう子こは内心に受け取った。

　それは遠くからの呼び声にも似たもので、しかし目に見えるのは、自分のサタニックフレームにも等しい大きさの花だった。

　花は、花はな弁びらを咲かせて舞わせていた。莫ばく大だいな量の花と花片は嵐あらしとなり、

「──っ！」

　触れるもの、巻き込むもの、全てが一いつ斉せいに爆ばく破はされた。

　見事を感じるのは、花片が気流を伴い、街を砕くだかない事だ。それは建造物に当たりそうになると風を巻いて避け、高こう架かなども全て下を潜くぐり、舞い上がってくる。

　当たり、砕かれるのは自分の〝援えん軍ぐん〟ばかりだった。

　黒の下げ僕ぼく達は降ってくる軌き道どうを変え、幾いくらかはブレスや〝魔ま眼がん砲ほう〟で迎げい撃げきをするものの、花弁の数には敵かなわない。更さらには、

　……主しゆ砲ほう！

　接近する花の中心。頂点から、太い光こう条じようが叩たたき込まれてきた。
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　フルールは、幾いくつもの術式陣を鍵けん盤ばん楽器のように打ちながら、迫った。

　放った主砲は巨大デバイスの右手一いつ閃せんで砕くだかれた。

　しかしその瞬しゆん間かん。黒いドレスを着込んだような腕は、確かに崩ほう壊かいした。

　即そく座ざの修復が為なされたが、破壊出来ない訳わけではないのだ。

　風巻け、花降らし、心急げ。

　正直、先さき程ほどからずっと冷たい汗が身体からだを落ちている。これだけの力を制せい御ぎよ出来ていた母の力は偉い大だいで、無む邪じや気きな自分は凄すごかったと思う。

　既すでにゼフィールの六連結合が保もたなくなりつつあるのだ。

　……いきなり過ぎたかな……！

　その通りだとしか、言いようが無い。だけど背後、退たい避ひの人々から前線を遠ざけ、黒の魔ま女じよの〝援えん軍ぐん〟は、その中ちゆう核かく部分を破は砕さいし、

「硝しよう子こ！」

　主しゆ砲ほうが届いたならば、意思は通じる筈はずだ。

「硝子……！」

　解わかっている事が、一つある。それは、黒の魔女となっている彼女の望みだ。

　昨日きのう話していた事と、今ここで為なされている事。そして、

　……私と重ねてみて、解る事があるよ。

　それは、

「硝子！　貴女あなた、──自分を消して欲しいんでしょう!?」
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　メアリーは、通信に乗ってきたフルールの声を聞いた。

『貴女、幾いくつもの世界を滅ぼして来たんでしょ？　そして遂ついにここで、自分の姿すがたを出した！

　何故なぜ!?　滅ぼすのが運命で目的なら、貴女が出る必要ないじゃない！』

　そうです、と己おのれは思った。

　自分達の世界と同様、下げ僕ぼくや別の姿で世界を破は壊かいすれば良い。

　それが何故、この世界では姿を現すのか。その理由は、

『貴女、きっと自分を咎とがめてる！　想像で作っておきながら、滅ぼしてしまう自分を咎めてる！　だから貴女、こう考えたのよ！　自分の想像したものを自分が想像で滅ぼすならば、自分もまた、自分の想像に滅ぼされればいい、と』

　つまり、

『貴女が想像したものが、自分の想像を超える力を用いた時、それが完かん璧ぺきだったならば作り手を超えたとして自らが滅ぼされるべきだ、って』

　……だとすれば──。

「この世界でそれが為されるかもしれないと、黒の魔女はそう思ったのですか！」

　何を契けい機きに、彼女はそう思ったのか。

『攻こう撃げき力か！』

「攻撃力ですね！」

『何勝手に結論してるんですの貴女達！』

　叱しかられました。だが、そう言った思いとは別で、フルールが迫った。

　花の嵐あらしを爆風の重ねとして、彼女のマギノデバイスが既すでに自じ壊かいしながら、

『硝しよう子こ……！　目を覚まして！』

　主しゆ砲ほう六重撃げきを、薙なぎ払い振り回して打ち込んだ。




　　　　　　　　　　●




　硝子は、フルールの言葉に対し、考えようと、そう思った。だが、

　……そうね。

　何を考えるべきなのか。思いつかない。恐らく、彼女の物言いに対し、否定的な自分がまず否定に入ろうとしたのだろうけど、そうね、以外の何も出てこなかった。ただ、

『硝子。──そのつもりなら、僕は君の敗はい北ぼくを認めるよ』

　アメイズの理解に、己おのれは表情が力を失っていた事に気付いた。

　やはり、驚いていたのだろう。だが、

「────」

　己は地上に突き刺していた長剣を抜いた。そのまま前に出て、口に笑いを作り、

　……フルール。

　世界を消す結けつ界かいを作る軸じくとしての刃やいばは抜いた。

　これを遠い遠い答えとしようと、そう思いながら、自分は無言で刃を振るった。

　六重の光こう条じようを叩たたき切り、返す刃で、

「有あり難がとう」

　真っ正面からフルールの花を叩き割ったのだ。
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　通じた、とフルールは思った。

　黒の魔ま女じよではあるが、彼女は硝子だ。黒の魔女として振る舞っているが、その奥には彼女の真意がある。

「馬鹿」

　自分自身の咎とがめの最大として、自分が作ったものが自分を超えるなら、消されようという。

　だから彼女はこう言っていた。

「私が私を止めてくれればいい、って……」

　違うよ。

　マーマと私が違って、しかし重ねられるように、

「貴女あなたと重なる人がいるけど、それは貴女じゃないよ！」

　見えている。自分が花の嵐あらしと、六重主砲で薙ぎ払った敵群の空間。そこに飛び込むようにして、間に合った者達がいる。

　こちらを討うつために黒の魔女は前に出た。巨大デバイスは桜さくら木ぎ町ちよう方面から西、藤ふじ沢さわの方にまで身を回しており、届いた三つのマギノデバイスは逆にその北側、横よこ浜はまを背にするように位置を大きくとった。

　黒の魔ま女じよを、鎌かま倉くら沖おきに押し出すような南北の位置関係。

　その状態を作った三つのマギノデバイスを見ながら、自分は宙ちゆうを落ちていく。

　花はな竜りゆうを抱え、

　……よし！

　絶望的な舞台を、相あい対たいの戦場へと変えた。

　母は笑ってくれるだろう。ならば、

「任せるよ……！」
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　硝しよう子こは、敵を確認した。

　……三人！

　魔ま女じよの上位ランカーについては調べてある。昨夜ゆうべ、ファミレス前から帰き宅たくした後、目覚めてからの時間潰つぶしに調査したのだ。

　姉と渡り合った者達が、姉と共に自分を倒しに来ている。

　三人の内、誰だれであろうと、こちらの想像を超える可能性のある逸いつ材ざいだ。

　そしてフルールが〝任せた〟ならば、こちらの事情も解わかっているのだろう。

　ならば良い。

　もし自分が彼女達に倒されるとしても、心の用意は出来ている。

　そしてまた、彼女達が自分に敵かなわないとしても、心の用意は出来ている。

　どちらにしろ、何かが滅ぶ。

　今夜は滅ぶのに見合う夜だ。

　この世界には私の想像を超える要素が有り、そこに自分が想像力を具ぐ現げん出来る力をもって対抗している。

　私の作った世界VS私。

　姉は静かにして貰もらっている。

　つまり私だけだ。

　私の全ては私自身で決けつ着ちやくする。それでいい。

　姉については、倒した時に〝呪まじない〟を掛けてある。自分が敗はい北ぼくしようと、勝とうと、それをこの世界の〝第一部終了〟として、姉には除外されて貰う。

　元の世界へ戻って貰う。

　そして私は滅びるか、次の世界をまた滅ぼしに行く。

　それでいい。

　だから向き合う。海を背に、足元と正面にあるのは鎌かま倉くらの町。駅前の和食喫きつ茶さは餡あん蜜みつが美味おいしかった記き憶おくがある。

　でもよく考えたら多分さっき踏んだ。通り道だったよね多分あれはー……。

『硝子！　硝子！　何か落ち込んでるようだけど、あいつらのせいかい!?』

「うーん、かなりの遠因だけどそんな気も」

　だがまあいい、敵が見えている。ランク第二位の〝イーラ〟だっけか。消しよう滅めつ術じゆつ式しきのマギノデバイスを先頭に、そこに米国アメリカの〝ヘッジホッグ〟。そして姉とバディを組んでいた〝朱あけ竜りん胆どう〟。

　全部認にん識しきが出来ている。

　よし、と己おのれは頷うなずいた。長剣を前に突き示し、

「掛かってきなさい」

　言った瞬しゆん間かんだ。

　背後。やや斜め撃うちの軌き道どうで打だ撃げきがサタニックフレームにぶち当たった。

　沖おきからのミサイル攻こう撃げきだった。
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「──当たったか！」

　現場上空を飛ぶ監かん視し戦せん闘とう機きの報告と、衛えい星せいからの照合をもって〝ソングカフェ〟は甲かん板ぱん上に座っていた身体からだを起こした。

　立ち上がり、術じゆつ式しき陣じんで詳しよう細さいを確認すれば、

　……五発中、二発がヒットか！

　巡じゆん洋よう艦かんから発射した高速巡じゆん航こうミサイルだ。敵に流体検知をされないよう、弾だん体たいは質量弾。上昇からスイングバイ式を使って加速の後、降下軌き道どうの途中で出力を止めている。

　自分達がいるのは洋上。戦場からは地球の丸みの陰で見えないという計算だったが、

「──まさか相手が地上高三キロのデカブツを出してくるとはね」

　昨日きのう、その出現情報を得ておいてよかった。高度三キロから見晴らしても解わからない位置に、艦かん隊たいを移動する事が出来たからだ。

　そして攻撃が届いた。

　ヘッジホッグの打撃とまではいかないが、全高三キロの巨大フレームにもダメージは送れた筈はずだ。

　後は、

『全艦退たい避ひするわよ──！』

〝阿あ吽うん銀ぎん貨か〟の声と共に、視界に入る全ての艦が流体光の展開補助を得ながら側面を開口。加速巡航形態をとってそれぞれの行き先を確認した瞬間。光が来た。

　……逃がす気はないか！

　空。月の見える無人の天てん上じようから、絵に描いたような雷らい撃げきが降ってきたのだ。

　海面を突っ走り、こちらを探して迫る極ごく太ぶとの弾光に、己おのれは笑った。〝阿吽銀貨〟は今、全艦の加速巡航制せい御ぎよに自分の管理術式を使っている。ならばこちらは、

「はは……！」

　笑い、展開したカフェメニュー型の術式陣の内、防ぼう護ご系けいを人数分と艦数分発注し、更さらに別のものも発注し、

　……間に合うか!?

　解らない。だが、それとは別で確かな事がある。

「──届くじゃないか。だったら無敵じゃないぞ、黒の魔ま女じよ！」
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　硝しよう子こは沖おきに放った雷らい撃げきに手て応ごたえを得ながら笑った。

「あは……」

　サタニックフレームの背面装そう甲こうが、軽く砕くだかれた。五発中二発。残る三発は空中で自じ壊かいし、光に弾はじけたが、あれは恐らく時限式だろう。

　つまり着ちやく弾だんのタイミングを、ほんの一いつ瞬しゆんまで計算し、読んだ上での攻こう撃げきだ。こっちが一歩でもズレていたら今のようにはならない。

　そして食らった二発は、わずかに巨大デバイスを前に動かした。

　背面装甲は修復出来る。というか既すでにしている。

　今のは戦いの前の余よ興きようと見る事も出来るが、

「いいね」

『い、いや良くないよ』

「いいじゃない。──こっちが想像してなかったんだから」

『いやー……、どっちかって言うと警けい戒かいが甘かったから、不注意な気もするよ』

「不注意は未想像の範はん疇ちゆうよ。考えてなかった事された、って事だから」

　つまり、

「驚いたら負け」

『そりゃ解わかり易やすい』

　そう思って、己おのれは敵と向き合った。正面。三本のデバイスがいて、

「さあ、それじゃやりましょうか」

　直後。背後にまた五発が来た。
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　大人おとな気げないな……！　と着ちやく弾だん寸前の中、ハンターは本気で思った。

　第七艦かん隊たいからの通信は、現在不通状態だ。黒の魔ま女じよの攻撃を受けてどうにかなったのだと思うが、どうにかしてる気もするし、どうにかなってもどうにかするだろうとも思う。

　自分達とて、十年を何もしていなかった訳わけではない。任せられる。

　だが、タイミングとしては確実に退たい避ひ状況だった筈はずだ。その段から必ひつ中ちゆう軌道で先行軌き導どう入力型のミサイルを叩たたき込めるとは。

　不ふ意い打うちだろうと何だろうと、当てれば勝ち。そういう事だ。

　しかし、自分の視界の中、正面で一つの動きがあった。

　黒の魔女の巨大デバイスが、頭上に右手を回していたのだ。

　いつの間に、と言う程のものではない。先さき程ほどまでこちらを差し示していた切きっ先さきを、片手で大だい上じよう段だんへと振りかぶった動きだ。

　自然で、だからこそ見切りにくい動作。それを出来るのはやはり彼女の想像か。

　だが、振りかぶりの動きは、別の意味をもって発はつ揮きされた。

　背に回された黒の刃やいばが、漆しつ黒こくの光を炎ほのおのように噴ふき上げ、

「二度は通じないよ」

　黒の魔ま女じよの言葉通り、力が弾はじけた。

　五発中二発。先さき程ほどと同じ当たりとなっていた筈はずの飛ひ翔しよう体たいが、黒の炎で燃え弾けたのだ。

　残った三発が空中で巨大デバイスを追い抜いて弾けるが、

　……外したか！

　当たらなかった。故ゆえに己おのれは前に出た。

　ヘッジホッグを前にスタートさせ、

「行くぞ各務かがみの妹……！」
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　……個人攻こう撃げきと思うのは意識し過ぎかしらね……！

　硝しよう子こは、黒の魔女と言うよりも素すの方で奥歯を嚙かんだ。

　何しろ相手はこの世界発の魔女。だとすれば彼女にとって自分は〝黒の魔女〟だろうに、それを、

「私の事、お姉ねえちゃんの妹呼ばわりとは……！」

『それ表現的には全く正しいからね？』

　この本ちょっとうるさい。

　しかし一番手となる相手は米国アメリカ代表か。ランクの低い者から当たる、という事になっているのかもしれない。さっきのミサイルも米国側だし。だけど、迎げい撃げきのために長剣を右中段に掲かかげて踏み出せば、

「え？」

　自分は、米国代表のマギノデバイスが前に出たのだと思っていた。

　違う。

　初めに見た時、敵となるマギノデバイスは三本あった。手前から見て、〝イーラ〟と〝ヘッジホッグ〟と〝朱あけ竜りん胆どう〟の三本だ。

　今、それが二本しかない。これはどういう事かと言えば、

「まさか──」

　振り返るより早く、それが来た。

　背後だ。

　巨大デバイスの背後に突とつ如じよ出現した〝イーラ〟が、全力でこちらに激げき突とつしてきたのだ。
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　メアリーは、米国アメリカ側の仕込みを理解していた。

　沖おきからのミサイルによる二度ネタ攻こう撃げき。その直前に、後ろにいた第三位から、文字だけの術じゆつ式しき陣じんが来たのだ。

『二度目来る』

　何と馬鹿な、と己おのれは思った。

　高速巡じゆん航こうミサイルの攻撃は、確かに初回において直ちよく撃げきした。だが、

　……相手は黒の魔ま女じよですよ!?

　創そう造ぞうの力を持ち、本来ならば作家を目指していたとされる相手だ。

　二度ネタは通用しない。

　しかしそんな事は、第三位にも解わかっている筈はずだ。同じ情報を自分達は共有しているし、解かい釈しやくのコンセンサスも取ってきたのだから。

　ならば、第三位はどうしてこちらにそんな術式陣を送ってきたのだろうか。

　懸け念ねんのようなものは、続いて来た術式陣で氷ひよう解かいした。

『置き撃うちが当たったな』

　彼女の言葉に、己は息をのんだ。

　二発目はまだ来ていない。しかし、すぐだろう。そんな切せつ迫ぱくした状況で、第三位がどれだけこちらを信頼しているか、解ってしまったのだ。

　自分達にだけ、やれる事がある。それは、

　……まさか二度目はないだろう、という考えは読まれているでしょう。

　黒の魔女は聡さとい。二度目は通じない。ならばどうするかと言えば、

「まさかの三度目です……！」
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　メアリーは、己の能力を使った。

　消しよう滅めつ術じゆつ式しきは相手を消したり切断するだけのものではない。空間を切り、そこに飛び込む事さえすれば、

「移動します……！」

　超近距きよ離りとも言える間合いで、しかもタイミングは二発目の最中だ。

　黒の魔女が飛来した二度ネタを処理している瞬しゆん間かんに、

　……第三位！

　第三位が、それとない動きで前に出た。こちらは彼女を盾たてとするように下がり、消滅術式を細く、知覚されぬように周辺の建物の陰に通して、

「────」

　跳んだ。
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　三度ネタ、という新しん境きよう地ちを硝しよう子こは悟さとった。

　ルーチンギャグと同じだ。一度、二度目があり、二度目以降は通用しないと見せておいたら、三度目で別のものがやってくる。

　……タライとかね！

　来たのは〝イーラ〟だ。タライにちょっと似てる。

　思えば、敵の米国アメリカ代表がこちらの事を〝各務かがみの妹〟と言ったのも、仕込みだ。ああいう風ふうに言われたら、自分は意識せざるを得ない。

「僅わずかな隙すきを……！」

『いや君、思い切り引っかかってたよ!?』

　やかましい。だが敵の行動は明確だ。丁ちよう度ど、米国代表のマギノデバイスを討うつために、前に出ていた事も災わざわいした。

　背後から突き刺さって来た〝イーラ〟が、その推すい力りよくで巨大デバイスこちらを押したのだ。

　……く！

〝イーラ〟は形状的に見ても高速型ではない。収束型の加速システムがあるならば別だが、九本の鎌かまはそれぞれの加速器を用いるタイプで、

　……だけどこのタイプは安定性と、トルクが強い……！

　その通りだった。

　こちらが左右に身を振ろうとしても、九本の鎌は舵かじを取るように加速器の出力を調整する。下手へたをすれば逆効果で、前に更さらに押される事となる。

　ならば、と己おのれは巨大デバイスの腕を内側に一度振った。手に持つ長剣を、後ろへと叩たたきつけるのだ。

　こちらに食い込む程になった九本の鎌は、回かい避ひなど出来よう筈はずもなく、しかし、

「──動くな!!」

　敵の声が響ひびいた瞬しゆん間かん。こちらの巨大デバイスの両腕うでが切断された。
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　硝子は戸惑いを自覚した。

　相手が消しよう滅めつ術じゆつ式しきを使う事は解わかっている。先さき程ほど相手とした欧おう州しゆうU.A.H.の代表が空間切断を用いた事も有り、この巨大デバイスには、専用の防ぼう護ごを掛けている。

　流体歪わい曲きよく式の防ぼう御ぎよだ。

　硬さやショック吸収性ではなく、流体の流れを表面側で速くし、受け流す。

　砲ほう弾だんなどの攻こう撃げき力に対しては、破は壊かいされてもすぐに作り直しで対抗出来る。だが空間切断や消しよう滅めつ系けいは、短い時間ながら、その空間に〝型〟がつく。

　勿もち論ろん、単なる運動エネルギーでも〝型〟は生まれるし、破壊されたならば自分の〝型〟にもそのクセがつく。

　だが、空間切断や消滅系は、流体に強力な変動を加えた攻撃だ。〝型〟のクセは、遙かに強い。

　場の縁えん起ぎが悪くなる、というように、作り直しや創そう造ぞうがしにくくなってしまうのだ。

　ゆえに、こちらの〝型〟を侵おかされないよう、流体を流し、受け流すつもりだったが、

「至近距きよ離り過ぎたか!!」

　敵の攻撃が〝鎌かま〟であって良かったというべきか。外から回り込まねばならないので、両腕うでを断たれた。これが剣であれば胴どう体たいを割られていただろう。

　……腕くらいは何とかなるわ！

　そう思え。そして対抗策を想像しろ、と自分に言葉を作った時だった。

　正面に、自分は目を向ける事が出来た。

　後ろが大騒ぎだが、今回はそれだけではない。

「束たばになって掛かってこいと、そう言ったわね……！」

　憶おぼえている。自分がそう言ったからには、相手はそうするのだ。ならば今、気にするべきは、背後ではなく、

「米国アメリカ代表……！」

　盾たてにも見える巨体のマギノデバイスから、がら空あきとなったこちらの胸下へ、高速の砲ほう撃げきが飛んだ。
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「当たりますか……！」

　光こう太た郎ろうの言葉に重なるように、大気を貫つらぬいた一いち撃げきが黒の魔ま女じよの巨大デバイスに飛んだ。

　……どうですか!?

　メアリーが押さえつけ、抵抗を奪うばった上での狙そ撃げきだ。

　絶対的な命めい中ちゆう軌き道どう。それはまっすぐにお互いを結び、

「──米国代表！」

　侍じ女じよ長ちようが叫んだ。

「二発目を用意なさい！」
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　想像は一いつ瞬しゆんだった。

　硝しよう子ことしては、想定外だったが、閃ひらめく事があったのだ。

　それは、〝イーラ〟に切断された両腕うでの行方ゆくえだった。

　腕部だけでも、敵のマギノデバイスより長大なスケールを持つが、

「残念ね」

　今、自分の手には、操そう縦じゆう用のノーマルデバイスが握られている。

　だとすれば、このデバイスの連動先として、

「──これだけでもマギノデバイスとして、動くわよ」

　宙ちゆうに舞っていた黒の長剣が、盾たてとして正面に突き立った。

　全長三キロ弱。マギノデバイスの時よりも大型だが、機き能のう自体は同じだ。あとはマギノ状態の時と同じように動かし、

「狙ねらいは正確」

　快音が響ひびき、立った長剣の向こうで発光現げん象しようがまず起きた。

　直後。被ひ弾だんした剣と相手の間の風景が歪ゆがみ、夜尚なお暗くなり、

「残念」

　破は裂れつした衝しよう撃げき波はが、潰つぶして抉えぐるように眼下の町を砕くだき、吹き飛ばした。
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　……外したか！

　爆ばく圧あつが地上部を抉り、建造物や自然地ち殻かくなどを巻き上げるのに対し、ハンターはヘッジホッグ上で前を見ていた。

　現在、眼下は方ほう眼がん区切りで光を帯びている。

　ヘクセンナハト用に土地に掛けられた防ぼう護ご術じゆつ式しきが、発生した衝撃波を堪こらえ、緩かん和わするために発動したのだ。

　無む論ろんそれは、このように自然現象レベルでの広範囲打だ撃げきを止められるものではない。だが、緩和し、他へと被害を広げぬように小面積ごとに操そう作さを加え、展開した。

　大地が一いつ斉せいに光を帯び、風が爆発した。

　力と光の向こう、照らされて見えるのはまず一本の長剣だ。

　それだけではない。

　長大な剣の柄つかに、復原された黒の巨大な手が掛かっている。

　二つの、装飾を纏まとった五ご指しが、確かに剣を掲かかげ、

　……無傷かよ！

　疲ひ弊へいはしている筈はずだ。だが、損そん壊かいにまで至っていない。

　女じよ王おう型の巨大デバイスは、片腕うでの振り回しによる肘ひじ打うちで〝イーラ〟を砕くだき外すと、

「まずは貴き様さまだ……！」

　一いつ瞬しゆんの踏み込みで光の中に来た。

　……速い！

　全高三キロの巨体は、人を倍加したスケール速度で動くらしい。

　その全身が、まだ消えぬ衝しよう撃げき波はと大気の濁だく流りゆうを貫つらぬき、三歩で間合いに入った。

　こちらは全速で下がり、

「まだまだだ……！」

　何もかもが揺れて吠ほえるような空域の中、下がりながら自分を保つ事に専念。

　ヘッジホッグはスイングバイ式の高速機き動どうに耐えられる設計と自己管理が出来るデバイスだ。この程度の爆ばく圧あつなら、充分に耐えられる。

　ならばここから為なすべきは、

『ハンター！』

　第七艦かん隊たいからの通信が、いきなり来た。その内容は、こちらの状況を聞くかと思えば、

『やっちまえ!!』

　反射的に笑ってしまった。

　だから決めた。砲ほう口こうを展開し、豪ごう風ふうの中だろうと、

「やってやるよ……！」

　眉まゆを立てて吠えた正面。黒の魔ま女じよの巨大デバイスがその一刀を中段から跳ね上げ、打ち下ろしてきた。

　刃やいばの半なかばよりも鍔つば元もと寄り。最も切れ味の発はつ揮きされる部分を使った、理想的な一いち撃げきだった。
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　硝しよう子こは、一刀を叩たたき込みながら指し示じを飛ばした。

「〝朱あけ竜りん胆どう〟を探して！」

　踏み込んだ時、爆風と光の向こうから目を離さなかった。

　だから見ていた。朱竜胆が消えたのを、だ。

　……消しよう滅めつ術じゆつ式しき！

　先さき程ほど〝イーラ〟が使ったものと同じだ。恐らく〝イーラ〟が、手引きしたのだろう。朱竜胆を、こちらの間合いから外に飛ばした。

　一番危険なのは、背後だ。

〝イーラ〟の消滅術式は、空間に〝型〟を残す。ならばさっき〝イーラ〟が走った消滅術式の軌き道どうを、朱竜胆が使う事も考えられる。

　故ゆえに〝イーラ〟を剝はがし、しかし追い打ちは入れなかった。

　もしも束たば鎌がまのデバイスを自じ壊かいさせたとて、流体光の爆ばく散さんは、そこに現れる朱あけ竜りん胆どうにとって遮しや蔽へいとなるだろう。

　だが、もしも背後ではなかったら、どうするか。

　……踏み込んでいれば、狙ねらいは定まらないわ！

　ゆえに前に出た。飛び込み、まずは米国アメリカ代表のヘッジホッグを叩たたき割る。

　そうすれば、多対一の構図は消えるのだ。

　だからそうした。

　ヘッジホッグは今、主しゆ砲ほうを展開し、こちらに抵抗するつもりだ。

　遅い。

　もし主砲を発はつ射しやされたとしても、その時、こちらの長剣の刃やいばが、まず砲ほう弾だんを先に割る。

　振り降ろした動きの中、鍔つば元もと側が先に落ち、そこから上がヘッジホッグに届く。

　いい切れ味の部分がマギノデバイスを割るが、そうではない重い鍔元が、こちらにとっては防ぼう御ぎよとなりうるのだ。

　行ける。

　ならば、あと気になるのは〝朱竜胆〟の位置だけだ。

　単純に、先さき程ほどの〝イーラ〟が出現した空域でなければ、

　……もっと後ろ!?

　朱竜胆は狙そ撃げき系けい。やや距きよ離りを空けたところで、その威い力りよくにさ程違いは無い。

　故ゆえに一刀を放ったら、すぐこの場を動こうと、そう思った時だった。

「え……？」

　視界の中に、朱あけの色があった。

　鳥にも、竜りゆうにも似た朱色。弓形のマギノデバイスだった。

　今まで見えなくなっていた朱竜胆が、不意に見つかったのだ。

　背後でも、横でも、遠くでもなかった。

　至近。それは、

「ヘッジホッグの後ろ!?」

　朱竜胆は、位置を変えていなかった。

　消しよう滅めつ術じゆつ式しきでその姿すがたを消したものの、同じ空域に居続けたのだ。

　……それは──。




　　　　　　　　　　●




　ハンターは、メアリーとの連動も、堀ほり之の内うちとの連動も果たされた事を悟さとった。

　第七艦かん隊たいのミサイル攻こう撃げきを起き点てんとした流れは、彼女達にも理解出来たらしい。

　何故なぜならコレは、

「ボク達が敗はい北ぼくした流れの総合さ……！」

　まずは敵を背後から押し、そこに狙そ撃げきを叩たたき込む。

　それが外れたならば、

「ボクのデバイスを追加加速砲ほう身しんとして、朱あけ竜りん胆どうの砲ほう撃げきを強化する!!」

　それを補助するのは、メアリーの消しよう滅めつ術じゆつ式しきだ。

　朱竜胆を移動させる。

　しかし、そう思わせる事自体がフェイントだ。

　メアリーが消滅術式で後ろに回り込んだため、黒の魔ま女じよはその二度ネタを警けい戒かいしただろう。

　後ろか、そこに至る軌き道どう上か、または別の場所か。

　メアリーが両腕うで落としという成果を上げた事が、また警戒心を強くさせる。

　だが、そうはしない。

　朱竜胆がいるのは、元の位置だ。消滅術式の中に入っても移動しない。

　そしてこれから朱竜胆が行うのは、二度ネタだ。

　自分がかつて倒された時の事。

　超至近距きよ離りから放たれる朱竜胆の狙撃を、更さらに加速する。食らった自分はタイミングも解わかっている。だから、

「やっちまうよ……！」

　ヘッジホッグの自じ壊かいを感じながらの一いち撃げきが、己おのれの真下を通過し、そのまま正面へと放たれた。
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　メアリーは、砕くだかれ、剝はがされた〝イーラ〟の上から、その光景を見ていた。

〝イーラ〟はほぼ大たい破は。何もしなくても、今、周辺空域を打だ撃げきしている大気爆ばく発はつの圧によって崩ほう壊かいしていくだろう。

　そしてヘッジホッグが内ない破はしながら砲撃した直後。

　流体の爆発が両者の間に炸さく裂れつした。

　広がった爆風は幾いく重えにも流体光のリングを作り、それら全てが大気を割り、

「──っ」

　光の強さにメアリーが手を前に翳かざしたなり、極きよつ光こうともいえるものが空間を占めた。

　爆発がただ何もかもを食うように広がったのだ。




　　　　　　　　　　●




「討うち果たしましたの……!?」

　堀ほり之の内うちは、射しや撃げき用の遮しや光こう術式が自動で顔前に掛かるのも構わず、残ざん身しんを崩くずした。

　一撃はハンターの加速を通し、確実に相手に届いた。

　手て応ごたえがある。何しろ飛んで行った弾だん体たいが剣で割られる事も無く、直ちよく撃げきした。そのような感覚と〝間〟が確かにあったのだ。

　だから、

「黒の魔ま女じよは……！」

　叫び、確認した前方。中央一直線から砕くだけて二つに分かれていくヘッジホッグの向こう。

　そこにある豊ほう潤じゆんな流体光の嵐あらしの中にも、外にも、

「いない……」

　黒の魔女の巨大デバイスが存在しない。

　消えているのだ。







[image: 第十三章『私は影を射る』]










　　　　　　　　　　●




　ハンターは、脱力を感じた。

　散って舞って止まらない光の欠片かけらの中には、先さき程ほどまで視界を塞ふさぐ程の巨大な敵が存在していたのだ。

　だが今、何もかもがおらず、後にはただ流体の光だけが渦うずを都市レベルで巻いているだけで、

『まだです！』

　通信から声が響ひびいた。第七艦かん隊たいからではない。メアリーからだ。

　何もかもよりも優先する程の切せつ迫ぱくだというのは、次の台詞せりふで解わかった。

『エルシー・ハンタ──!!』

　名前を呼ばれた。




　　　　　　　　　　●




　堀ほり之の内うちは、三つの事がほぼ同時に起きたのを知った。

　一つは、ほぼ全ぜん壊かい状態だったハンターのヘッジホッグが、強引な上昇軌き道どうに入った事。

　……え？

　何が、と思うまでも無く、空を一いち条じようの黒が貫つらぬいてきた。

　炎ほのおにも見える高速の一発は、だが空中でいきなり軌道を変え、

「ハンター！」

　ヘッジホッグに直ちよく撃げきした。否いな、ハンターがそうさせたのだ。

　解る。遠く正面方向から飛んできた黒の砲ほう撃げきが狙ねらっていたのは、こちらだ。

　それを恐らく、これも落下軌道に入っていたメアリーが迎げい撃げきした。完全に合わせる事は出来なかったから、軌道となる空間を刈り取り、曲げたのだ。

　後は、まだこちらへの直撃軌道にあったそれを、ハンターが受けた。

『堀之内……！　大だい丈じよう夫ぶだ!!』

　何がですの、と言えるかどうか、解らない。何しろ彼女の向こう、遙かな位置に、それが存在していたのだ。

　遠く、遠く、鎌かま倉くら沖おき、相模さがみ湾わんの中、立つ影がある。

　月光の下。その姿すがたは装そう甲こうを砕くだかれ、衣い装しようも千ち切ぎれていたが、

『────』

　黒の光が海から走り、立つ巨体を修復していく。破は損そんした箇か所しよも、失われた場所も、削けずられた素材も何もかも。そして手にした長剣を一度振り、全身の力を確かめるのは、

「黒の魔ま女じよ……！」

　無傷では無かった。だが、

「あれで、倒せなかったんですの!?」




　　　　　　　　　　●




「そんな、御お嬢じよう様さまの攻こう撃げきで破は壊かいされないなんて！」

「御嬢様の攻撃力でも足りませんの!?」

「御嬢様の攻撃で駄だ目めなら、世界の何をもってしても駄目じゃない！」

「……君達、微び妙みように御嬢様の事を貶おとしめてませんか」




　　　　　　　　　　●




　硝しよう子こは、自分自身が一いつ瞬しゆん解わからなくなっていた。

　……どうなんだろ。

　世界をこれまで滅ぼして来たことを、自分は、咎とがめられねばならないと思う。

　だが想像の産物の咎めを受けるなら、想像した自分を超えて欲しいとも思う。

　それなのに自分が抗あらがってしまうのは、咎められる意気地いくじさえないのかと思う。

　……どうなんだろ。

　素直に食らえば、そこで終わりだった。

　だが抵抗した。

　方法は単純だ。ヘッジホッグに叩たたきつけようとしていた長剣を、自分の側に引いたのだ。

　朱あけ竜りん胆どうの出現を警けい戒かいして、すぐに動くつもりだったのが幸いした。

　身体からだごと剣を引き、飛来する砲ほう弾だんに対し、力をぶつけた。

　長剣の刀とう身しんから放たれるマギノデバイスの主しゆ砲ほうを、至近で衝しよう突とつさせつつ、下がったのだ。

　力が激げき突とつし、刃やいばが砕くだけた。

　だが砲弾は炸さく裂れつし、下がろうとしていた五体が後ろに弾はじかれた。

　気付いた時は、相模さがみ湾わんに立っていた。だけど、

「アメイズ」

　自分は立っている。しかし今のは効いた。修復も含め、相当に自分のリソースを割いた。

　くたくただ。

　ただ、こんな状況であっても、解ってきた事がある。

「私、まだ、想像出来てるよ」

『硝子。……正直言うが、危険だよ』

「そうなの？」

『君の想像が大だい丈じよう夫ぶでも、この世界のルールが君を追い詰める』

　アメイズの声と共に、一枚の術じゆつ式しき陣じんが眼前に提示された。それは、檻おりにも似た装そう飾しよくの中に回る流体の過か熱ねつ状態を示すもの。

　フロギストンハート。

　黒の鼓こ動どうが、今、亀き裂れつを得て、砕くだけ掛かっている。

　……そっか。

　今、黒の魔ま女じよとして、サタニックフレームは無事だ。だが、

　……超えられつつあるんだね。

　想像と、創そう造ぞうと。明らかに反則級の力を持っていても、追い詰められる。

　フロギストンハートとは、単に流体の過か熱ねつではなく、魔女の心の強さなのだ。

　力があり、傷を修復出来ていても、心が相手の到達を認めつつある。

「もし、フロギストンハートが砕かれたら、どうなるかな」

『君は魔女としての力を、少なくとも、回復するまで失う』

　つまり、

『黒の魔女としての想像と創造の力を失い、──僕との繫つながりを一時断絶する。

　それが、この世界のルールに置き換えられた僕達の魔女としての能力だからね』
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　堀ほり之の内うちは、春の花のように吹き荒すさぶ流体の欠片かけらの向こうに敵を見た。

　五体満足。力はこちらを遙かに超えている相手だ。だが、

　……疲れていますの？

　違う。そうではない。

　今、佇たたずんだように相手が見えているが、これは自分の集中のせいだ。周囲、砕け落ちていくヘッジホッグすらスローモーションで見えている現在、何もかも、まるで射しや撃げきの直前に的まとが眼前に止まっているように感じるのと同じ事。

　冴さえている。

　そして自分は気付いた。黒の魔女が、すぐに動かず、恐らくは次の動作までの僅わずかな〝間〟を作っている事に、だ。

　この空くう隙げきは、疲れではない。不注意でも、諦あきらめでも、怒りや戸と惑まどいでもない。

「安あん堵どですの……？」

　全力を出して、かわして、攻めて、砕かれ、そして全てを回復させた時、何かに思い至ったか、一つの結論を見たのだろう。

　その上で自分は思う。フルールから聞いた各務かがみ・硝しよう子こという少女の事を、だ。

　……自分自身に、止めて欲しがっていた子。

　自分達は、彼女の子供だろうか。否いな、遙かな子し孫そんとはいえるかもしれないが、直接の創造物ではない筈はずだ。

　今、自分達は互ご角かくの遣やり取とりをした。

　フロギストンハートのルールに向こうが縛しばられているならば、どうだろう。

　無む尽じん蔵ぞうな流体を確保し、いかなる破は損そんも回復出来るが、フロギストンハートは戦意や意気を反映する。もしも彼女の望みがフルールの告げた通りのものであるならば、

「解わかりましたわよね」

　現状で、既すでに証明されている事が一つある。

「私達は、貴女あなたと互ご角かくか、それを上回る事が可能ですわ」

　だから、と己おのれは周囲の全てを手で差し示した。

「──これが正解ですのよ？」




　　　　　　　　　　●




　硝しよう子こは、頷うなずいた。

　……そうだよね。

　ここまで追い詰められて、巻き返そうとして、嫌いやでも解る事がある。

　自分は〝巻き返せる〟が、それはつまり、やられたからなのだ。

　敵としての自分自身の想像が、こちらを超えた。それを何とか取り返したところで、

　……やられた事実は、消えないよね。

　無かった事に、自分の中では出来るかも知れないが、事実は消えない。

　だとすれば、ここまででもう充分だ。

　この世界はこちらを凌りよう駕がする。

　私は私を止められる。

　そうだ。

　それでいい。

　もうこれで充分だ。だけど、

「──私はまだ、咎とがめられていないよ」




　　　　　　　　　　●




「アメイズ」

　黒の魔ま女じよは言った。

「私が滅ぼした世界って、何個あるかな？」

『二千から先は、数えなくしたよ？』

　そう、と、黒の魔女は言った。そう、ともう一度言って、頷いた。

「だったら、──何でこの世界だけ甘くするんだ、って、そう言われるよね。私が滅ぼした責任として、さ。公平とか、そういうの含みで、……何でお前は突然いい子になってんだよ、ってさ。咎められたら、消されるか、滅ぼすか、どっちかにするのが正しいだろ、って」

　だから黒の魔ま女じよはこう言った。まっすぐに相手を、朱あけの弓使いへと視線を向け、

「よくも……！」

　黒の魔女として、正しいばかりの言葉を作った。

「よくも……！　よくも私達の創そう造ぞうを割こうとしたな……！」




　　　　　　　　　　●




　相模さがみ湾わんに立つ巨大デバイスが一刀を高速で振り抜いたのを、メアリーは見ていた。

　刃やいばから飛ぶのは、先さき程ほど自分がハンターと止めた漆しつ黒こくの砲ほう撃げきだ。

「堀ほり之の内うちさん！」

　既すでに自分の〝イーラ〟は砕くだけ、己おのれ自身も着地を想定した降下状態にある。

　これはハンターも同じで、今の堀之内を守るものは何も無い。

　そして堀之内が砲撃を放った。

　黒の一いち撃げきに、白の矢や弾だんが激げき突とつする。

　結果は、相そう殺さいだった。

　……マジですか!?

　黒の魔女との正面撃うちで相打ち出来るとは、

「流石さすがです満まん──、内うちさん！」

　ちょっと迷ったので失敗です。




　　　　　　　　　　●




「おお……」

　侍じ女じよ長ちようは、東の空で始まった超精せい密みつな撃うち合いを見ていた。

　やる事は単純な砲撃の交こう叉さだ。

　だが、両者の防ぼう御ぎよがおかしい。

　敵の砲撃を、自分の砲撃で相殺し、その上でまた一撃を送っているのだ。

　黒の魔女は長剣を翳かざし、弾はじいてはその光を刃に受け止め、漆黒と化して返す。

　一方の堀之内は、ただただ速そく射しやの連続で敵てき弾だんを穿うがち、己の攻撃を通そうとする。

　高速の遣り取りラリーはお互いの間に残像で数十発の軌き跡せきを描き、更さらに加速し、

「──流石さすがです御お嬢じよう様さま！」

　自分達は声を揃そろえ、主人を賞しよう賛さんした。




　　　　　　　　　　●




　堀之内は、速度を上げた。向こうも応じるように対応を早めている。否いな、想像出来る速さまで、黒の魔女は自分のスピードを上げられるのだ。ならば、

「正式な訓くん練れんと修練を重ねた連れん射しやを見せて差し上げますわ……！」

『さすまん！　さすまんだよ！』

　ハンターうるさいですの。

　だが、解わかっている事がある。十年前から始まった己おのれの何もかもが、少なくともこの先、何かの結果をもって今夜終わるのだと。それが良い形であれば幸いだと思うが、

「────」

　集中する。高速の遣やり取とりの悉ことごとくが残像を追い抜き、しかし光の行き来する一つ一つが、この十年の成果なのだと思い、

「……母直じき伝でん、本気モード！」

　矢をつがえる右腕うでを肩脱ぎ状態として軽量化。夜風を肌はだに涼しいと感じながら、

「行きますわよ！」

　連射した。
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　硝しよう子こは、満足を感じていた。

「アメイズ」

　光と威い力りよくの遣り取りの中、アメイズが術じゆつ式しき陣じんを幾いくつも開いてくれる。それは日本中、そして世界中の至る所で行われている抵抗と戦せん闘とうの状況だった。

　現在、既すでに地球一周分の〝援えん軍ぐん〟が届き、各地で戦火が広がっている。

　都市は崩ほう壊かいし、燃え上がり、幾つもの失われたものがあるだろう。

　……そうね。

　自分が咎とがめられると解ったから「じゃあこれで終わり」とはならない。既に滅ぼした世界が、そんな事を許さないだろう。

　だから己は力を交こう叉さする。そして世界各地での戦いを見ながら、

　……そう。

　人々が、自分の想像したものや、自分に対し、抗あらがっている。それは敵かなわないところもあるのだろうが、抵抗しようとしている時点で十年前とは大きく違う。

　今は解らないが、きっとこの世界は、自分の想像を大きく超える。

　不断の抵抗とは、想像を必要とするものなのだ。

　だったら、何もかもが超えられる。

　こちらの想像を超える才能のある者達がいて。

　世界全体がこちらの想像を超える進化をして。

　平へい凡ぼんな者も力を合わせてこちらの想像を超え。

　だったら私は、どうなのだ。

　この世界が私を超えていくなら、私は置いて行かれるのだろうか。

「どうだろう」

　解わからない。解りたくない。ひょっとしたら違う答えがあるのかもしれないが、

　……ああ。

　私には才能などなくて。

　私の世界は壊こわれていて。

　私には仲間もいなくて。

　これは何処どこかで間違ったのだろうか。それとも私には別の正解があるのだろうか。

　ただ、この不安から逃のがれる方法が一つある。

「アメイズ。もし、この世界に勝てたなら──」

『ああ、次の世界を作る用意は出来ている』

　そう、と己おのれは頷うなずき、そして試す事にした。速度が上がりっぱなしの中、まだこちらには想像出来るものがあるのだ。それは、

「──知ってる？　私の力、お姉ねえちゃんとほぼ同じなんだよ？　アメイズ以外」
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　ハンターは、地上に降下した後、頭ず上じようのラリーを視界に入れていた。

　だが不意に、黒の魔ま女じよの巨大デバイスがある仕込みを展開したのを見た。

　女じよ王おう型の全高三キロの姿すがたが、不意に両腕うでを左右に開いたのだ。

　それだけなら、何かのポーズかと思えただろう。

　違った。

　巨大デバイスが、右手に黒の長剣を握っていた。

　……あれ？

　一いつ瞬しゆん、目がおかしくなったと思ったが、違う。

　巨大デバイスが、左手にも黒の長剣を握っていたからだ。

「複製したのか!?」

　そうだ。黒の魔女は、創そう造ぞうの書以外、各務かがみとほぼ同じ能力。だとすれば、

「チートじゃないか……！」




　　　　　　　　　　●




　黒の魔女の巨大デバイスが、朱あけ竜りん胆どうの砲ほう撃げきに対し、剣をクロスさせて受けた。そのまま両の腕を振り、

「……これで終わりよ」

　双そう剣けんから放たれる砲撃は二発。僅わずかに位置と時間差をつけて放たれた攻こう撃げきが、朱竜胆にまっすぐ向かった。

　回かい避ひの間に合う速度ではなく、相そう殺さいしようにも違う軌き道どうからの二撃げきだ。

　どちらもしかし、直ちよく撃げきコースだった。




　　　　　　　　　　●




　堀ほり之の内うちは、一発の被ひ弾だんを覚かく悟ごした。

　ベストは防ぼう御ぎよの三矢を展開し、二発を受け止める事だろう。だが、

　……展開範囲がカバー出来ませんわ……！

　ならば覚悟だ。砲ほう撃げきシステムさえ健在ならば勝機はある。

　諦あきらめてはならないと、そう思って、

「……ふ」

　やたら前向きな自分に、苦く笑しようした。迫る敵の二撃に心を決めて向き合い、砲撃と防ぼう護ご術じゆつ式しきの展開を急ぎながら、

「誰だれのせいですの。──こんなポジティブ」

　と、そう告げた瞬しゆん間かん。己おのれは見た。黒の魔ま女じよが、振り切った双そう剣けんを合わせて重ねたのを、だ。

　……は？

　二刀流にして射しや撃げき量と対応量を二倍にするのかと思っていたが、違う。

　二つの刃やいばを合わせ、両腕うでで横薙なぎに振り抜き、

「二倍威い力りよくの砲撃ですの!?」

　飛んできた二発の間。速度で遙かに上回る一撃がこちらへと飛び込んで来た。
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　直撃した、と堀之内は思った。

　急ぎ三矢に組み替え、砲撃を行ったが、

　……間に合わなかったんですの？

　聞こえたのは、衝しよう撃げき音おんと、装そう甲こうの砕くだける響ひびきだ。それには空くう振しんもついてきて、流体光の破は裂れつも付ふ随ずいしていたのだ。

　被弾した。この事実は疑問のないところだった。

　だが、不思議な事が起きた。自分の身に感じられたのは、大気の震動以外、

「……え？」

　朱あけ竜りん胆どうが瓦が解かいする響きやバランスの喪そう失しつも無く、ダメージを感じる事もない。

　見れば肩上、朱雀すざくが術式陣じんから出ている。朱あけの色の使し役えき体たいは、背の方に荷物をまとめた風ふ呂ろ敷しきを結んでいたが、周囲を見て、そしてこちらを見ると、

『…………』

　無言でまた術じゆつ式しき陣じんに戻っていったが、家や捜さがしは不要と見たようだというかどうやってあの風ふ呂ろ敷しき結びましたの？　ねえ。

　とはいえ、自分の視界にも、変化は無い。

　朱あけ竜りん胆どうはそのままだし、そして最近よくある光景で、各務かがみがいて、

「堀ほり之の内うち君、三矢を撃うつなら前もって教えてくれないかね？　介かい入にゆうするタイミングが酷ひどく難しくなったし、硝しよう子この一発受けた三矢が跳ね返って当たってくるわで、なかなか難しい」

「いえまあ、その……」

　何が何だか、ちょっと今、よく解わかっていない。

　おかしな事が起きている、というのは理解出来る。ただ、その異変が多分、あまりにも大き過ぎて、逆に目に入らなくなっているのだ。そんな訳わけで、

「各務、……何かおかしいと思いませんの？」

「そうだね堀之内君。本当なら、今いま頃ごろ世界を救ってスッキリしている筈はずなのに、私達はこんなところで何のために何をしているのだろうね」

　そうですわねえ、と頷うなずいて、ようやく気付いた。

　目の前、聖せい騎き士し姿すがたの各務と、盾たてとして垂すい直ちよく姿勢でこちらをカバーしている剣型マギノデバイスを見て、

「どうしてここにいますの──────────!?」
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　各務かがみは、堀ほり之の内うちの疑問に対して、深く考えた。

　……どうしてここにいるのか、か……。

　哲学的な問いだ。堀之内の事だから、問いかけには真意があると思っていい。だから、

「堀之内君、待ってくれたまえ」

「待つ意味ありますの？」

　そんなせっかちな。しかしこれは期待されているという事。ならば、

「ヒントをくれないかね？」

　問うと、堀之内がこちらの背後を指差した。その示される方を見ると、結けつ構こう派手に破は壊かいされた鎌かま倉くらの町が有り、

「……硝しよう子こか」

　黒の巨大な人型デバイスが、二刀流でそこに立っている。

　……成なる程ほど。

　周囲、気付いてみれば、戦せん闘とうは各地で起こっている。空からは未いまだに黒の魔ま女じよの下げ僕ぼく達が降ってきていもする。そして西の方を中心に光こう爆ばくと破壊音がこちらまで届いてくる。

　つまりこれはどういう事かと言えば、

「私は、──祭のピークに間に合った訳わけだ」
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「待たせたな、皆。これからが本番か」

　堀之内は、各務が戦場の中で告げた言葉に苦く笑しようした。相変わらずの尊そん大だいだ。だが、

「待たせ過ぎですわよ、各務」

「ああ、反省している。ただ、夢見が長くてね」

　そうだった。各務は〝夢〟に囚とらわれていた筈はずだった。

「どうやって、夢の束そく縛ばくを逃のがれましたの？」

「簡単だよ。私が寝ていても、外から起こす者がいる。──堀之内君、君の叫びはよく聞こえた。〝救たすけて各務──！〟。ああ、応こたえねば各務家嫡ちやく子しの名がすたる！」

「そんな事言ってませんわ」

「おやおや、照れなくていいよ堀之内君！　堀之内君の言葉は、心の声でキュンキュン聞こえてきたからね！」

　言ってませんわよ！　と応じていると、尚なお更さらに気付かされる。各務がこちらをどれだけ思っているかを、だ。

　そこに思い至らぬ自分ではない。ならば、

「どうしますの、各務かがみ」

「ああ、まず、確かめたい事がある」

　と各務がディカイオシュネで、黒の魔ま女じよを差し示した。

「硝しよう子こ」

　返答はあるか、と思ったが、素直に声が来た。

「何？　邪じや魔ましないで」

「いや、お前がチョイと使ってる堀ほり之の内うち君の御ご母ぼ堂どうのパクリフレーム、何と名付けてる。

　前の時に言ったのかもしれないが、私は聞く機き会かいがなくてな」

　術じゆつ式しき陣じんの中、下にいるハンターが〝アオるな！〟と書いた術式陣を掲かかげているが、ハンターったら〝煽アオ〟が書けませんのね。私書けますわ。ただ、メアリーの方が、術式陣の中で右手を回して〝巻いて！　巻いて！〟とやっていて、こっちは確かにそう思う。

　しかし一ひと息いきの間をもって、返答は確かに返ってきた。

「──サタニックフレームよ」
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　言った。硝子は確かに、姉に応こたえた。すると向こうで姉が首を傾かしげ、

「は？　もう一回」

「サタニックフレーム」

「もう一回」

「サ、サタニック、フレーム」

「意味は？」

「え？　いや、だから、サタンっぽい、フレーム？」

「硝子……、黒の魔女は、悪あく魔まなのかね？　違う？　違うだろう？　単に黒系でまとまった魔女だろう？　それは。よくて女じよ王おう系けい。──じゃあ何故なぜ、サタニックと自称するのかね？」

　えーと、と考えて、ふと気付いた。

「い、いいじゃない！　この世界ではそうなのよ！　いいじゃない！　大体、それじゃ、そっちの大きなフレームは何て言うのよ！」

　向こう。姉が、巫女みこの魔女に何か相談した。ややあってから姉が巫女にOKマークを出して、

「こちらのものはジオフレームと言う」

「はあ？　ジオって、形容詞じゃないじゃない。大体、ジオって、大地系の女め神がみの事でしょ？　神しん道とうの巫女だったら確かに産土うぶすなとかあるけれど、だからってジオ呼びはおかしくない？」

「硝子……」

　姉が、大剣を杖つえのようについて、首を傾かしげてこう言った。

「だからお前はその辺りが限界なのだ」




　　　　　　　　　　●




『……前々に君から何度も聞かされてきたけど、君のお姉ねえさん、……理り不ふ尽じんだね』

「でしょ!?　でしょ!?　噓うそ言ってなかったでしょ!?　私の方が正しいよね!?」

『いや、どっちもどっちじゃないかなあ……』

「やあ──！　この本、私の味方になってくれない！」
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　さて、と各務かがみは言った。思う事はいろいろある。だが、

「硝しよう子こ。──そこにいる〝創そう造ぞうの書〟に、お別れする時間だ」

『──は？　何で？』

　いきなりであったろう。

　解わかれ、とは言わない。解らせようとも思わない。ただ、姉としての力を振るうつもりもない。強引に権限を振るったところで、また同じようなものに頼るだけなのだ。ゆえに、

「そこにいる〝創造の書〟。アメイズとか言ったな？　今、ここでは私とも話せるようだ。

　私が理不尽なのは今の遣やり取とりで解ったと思うので、これからその通りにする」

『──僕と硝子の繫つながりを、断てると言うのかい？』

　疑問が来た。

『硝子は僕を欲した。フロギストンハートを壊こわして、この世界のルールとして僕と硝子の繫がりを断ったとしても、それはハートが回復されるまでの事。結局は戻るのさ』

『そうね。力で変えようっても、変わらないわよ。それに──』

　妹が言った。

『私はお姉ねえちゃんには勝てないわ。でも、アメイズと一いつ緒しよとなった黒の魔ま女じよは、お姉ちゃんよりも遙かに強いよ』

「ではどうやって勝つか、という事か」

　謎なぞかけのようだ。しかしそれについては、

「各務」

　堀ほり之の内うちが、こちらの横に立って、手を翳かざした。

　何をするかは解っている。自分はその手を取り、

「黒の魔女に、君達の想像力は勝てるのだね」

「貴女あなたの影えい響きよう、ありありですわよ？」

「想おもう心は君のものだ。堀之内君」

　言うと、彼女が小さく笑った。ゆえに自分達は息をそろえ、

「ジオフレーム、──召しよう喚かん！」
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　轟ごう音おんが空に反射し、大地に染しみ込んで跳ね返った。

　日本各地。特に関かん東とう周辺で黒の魔ま女じよの〝援えん軍ぐん〟と戦せん闘とうをしていた者達は、空から降る敵勢にいつ終わるのかを危き惧ぐしつつ、

「ねえ……」

　空を遠えん雷らいのように響ひびいて来る音と、東京方面で起きている雷らい光こう現象を重ねて感じていた。

　黒こく竜りゆうを打ち、押されて破は壊かいされながらも抵抗し、魔女達は言葉を交わし合った。

「この地じ響ひびきや、向こうの空の稲いな妻ずまの光、解わかる？」

　解る。この現場に出ている魔女達ならば、理解出来る事だ。

　今、自分達に届く音や光、震動の何もかもが、

「これ、立ち回りの足運びと、剣けん戟げきのリズムよ」

　戦っているのだ。

　自分達と同様に、何か巨大なものが、東の地を決戦の場として。

　今もまだ天てん上じようからの脅きよう威いは降り続け、自分達は打だ撃げきされ、とめどなく力は奪われ、尽くしても尽くしても終わりの無いようだが、

「戦っている」

　自分以外。自分達以外。誰だれかが。見知らぬ誰かが。

　自分達の見知らぬ誰かが、自分達と同じ目的のために戦っている。

　最前線は何処どこだ。

　それは東の決戦地であり、しかし、

「ここでもそうよ……！」

　魔女達は、もはや自然現象のように届いてくる見知らぬ東の魔女の動きに応じた。女も男も、日本の上だけではなく、通信や地ち脈みやく、加か護ごの行き渡りによって状況を理解出来る者達が、

「抵抗を続けなさい……！」

　戦闘を続行する。

　戦え。抗あらがえ。目の前の敵に負けを認める意味は無い。

　遠く、今、正まさに黒の魔女との決けつ着ちやくをつけようとしている者がいる。それを思うなら、響く地響きに足踏みを揃そろえて加護とし、

「今夜くらい、格好かつこつけ続けたって誰も文もん句くは言わないわ！」

「アンタ歳とし考えなって、そういうツッコミあるけどね」

「いいじゃない。十年単位で歳とってきたようなもんなんだから」

　魔女は笑った。笑って敵に抵抗する。

「誰だって、十年一いつ緒しよに過ごした夜よ、このヘクセンナハトはね……！」
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　戦場は東京湾わんに移っていた。

　浦うら賀が水すい道どう側ではなく、四し法ほう印いん学がく院いんのある湾わん奥おうは直ちよつ径けい約二十キロのフィールドで、水深二十メートル弱。全高三キロの巨大デバイス同士にとって、立ち回るには充分なスペースがあった。

　そこで黒と白の両者は激げき突とつした。

　白の大剣と黒の双そう剣けんがぶつかり、刃やいばを防いでは位置を変えてまた一いち撃げきを送り合う。

　白の火花が散り、黒の火の粉が空に弾はじけて止やまない。

　巨体とヘクセンナハトで乱された気流により、東京湾周辺には気象の異変が起きていた。それは主に東京湾の二倍程の広さで立ち上がる雷らい雲うんが起き点てんだ。

　雷らい光こうが雲の中を走り、剣けん戟げきの音によって暗雲が震わされ、また局地的な雨と雷かみなりの広がりを空へと生む。

　走る稲いな妻ずまが、よりどころを求め、巨大デバイスの表面を洗い、途切れて消えていく。

　その中で、踊っている者達がいた。

　白の巨大デバイスの胸上では、手を取り合った魔ま女じよ二人が。

　黒の巨大デバイスの胸上では、二本の長剣を持った魔女が。

　どちらも、お互いよりも、戦場全体よりも更さらに遠くを見晴らして踊った。

　まるで世界全体の望む流れに合わせ、しかしそれを超えるような視線で。

　ステップを踏み、身体からだをスイングさせて裏と表を入れ替え、時に回して時に溜ためて、

「────」

　周囲を雷らい撃げきに洗わせ、雨を浴びても怖おじ気け付く事なく、

「各務かがみ」

　一人の魔女が言った。

「相手のフロギストンハートを破は壊かいすれば、硝しよう子こさんと創そう造ぞうの書は分離出来ますのね？」

「ああ、先さき程ほど、そう言っていたね。一時的ではあろうが──」

「ならばその間に、創造の書を破壊する。──そういう事ですわ」

「流石さすがだ、堀ほり之の内うち君」

　笑った魔女が、すぐに表情を戻して言う。

「……なかなかどうして。皆、自分以上に、自分の願いを解っているのか」

　ならば、と魔女は、自分と手を取り合うもう一人の間に、大剣を作った。

　肩上にはどちらも朱雀すざくと竜りゆう。

　お互いの手は長剣の柄つかと、その刃を支えるように構えると、

「行きますわ」

「君より先に行こう」

「じゃあ、──一いつ緒しよに」

　二人の魔ま女じよが、ステージの上を前に出た。
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　メアリーと合流したハンターは、空にいた。それぞれ、別の戦せん闘とう機きに相乗りだ。

「東京湾わんまで向こうは三歩だけど、こっちはそうもいかないんだよ……！」

　行く理由も追う理由もある。だが、それとは別で、空から下を見れば、

　……おお……。

　鎌かま倉くら中心部は大半の建造物が失われており、だからこそ東京湾の戦闘がよく見えた。まるで森の木々のような遮しや蔽へいとなっている雷らい雲うんの奥で、三人二体の剣けん戟げきが続いているのだ。

　空に鳴る流体光の火花の音は、黒と白の巨大デバイスが激げき突とつを加速した事を示している。その密みつ度どは、自分達とやり合っていた時の比ではない。

　同じように、並行するメアリーから、

『エルシー・ハンター！　下で……！』

「見えているよ」

　高度が上がれば、解わかる事がある。

　地上では火災も起き、流体光の破は片へんが散って繁はん華かのようだ。

　その中で幾いくつもの黒い影が動き、破は壊かいをするのと同じく、抗あらがって力を使い、救っては位置を変えていく誰だれも彼もがいる。

　見知らぬ魔女達どころか、一般市民とてあの中で同じようにしているだろう。

　単純な戦いではない。生き延びる事が滅びへの抵抗なら、退たい避ひする事もまたそれだ。

　そして自分は、ふと、一つの事に気付いた。

「十年前、父とうさんも、こういう中にいたのか」

　同じだ。父と同じ戦場。父と同じ空。父と同じ思いの中にいる。

　視界の正面。東京湾が広がった。雷雲を突き抜けるように飛べば、

「各務かがみ、堀ほり之の内うち……！」

　白の巨大デバイスが、加速した。

　黒の双そう剣けんを、柄つかの石いし突づきをも使って弾はじき、広げたのだ。

「踏み込めよ……！」
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　攻こう撃げきのヒットを各務は理解した。

　こちらにも妹の刃やいばは当たっているが、それは削けずられているだけだ。

　自分達の送ったものは、明らかに砕くだいた。

　黒のサタニックフレームの右肩。装そう甲こうの下にある駆く動どう系けいの球体を明らかに欠いた。

「メアリーが切断した〝型〟が、まだそこにあるんですわ！」

　成なる程ほど、と己おのれは自分の教え子を褒ほめる。

　何しろ己がここに来られたのも、メアリーの気き遣づかいのせいだ。

　リスベスが言っていた。自分が黒の魔ま女じよとの戦せん闘とうに入る際、メアリーがこちらの事を「二代目学がく長ちよう！」と叫んだと。

　それによって、リスベスは、四し法ほう印いん学がく院いんの事と、医い療りよう棟とうにこちらが寝ている事を思い出したと言った。あのまま戦闘をしていたら、四法印学院を破壊していたかもしれない、と。

　幾いくつもの必然を重ね、自分はここにいる。

「感謝である」

　告げて、己は攻こう撃げきを重ねた。

　狙ねらう場所は解わかった。妹が振るう剣を受けたならば、そこから押し込み、逆の剣を石いし突づきか鍔つばで弾はじいた上で、

「そこだ……！」

　先さき程ほどとは逆の肩へと、一いち撃げきを至らせた。

　砕くだく。あまり速度はないが、重い大剣だから出来る事だ。

　流体光の破は片へんが散り、黒の巨大デバイスがしかし、

「効かないよ……！」

　即そく座ざの回復で、装甲も下の駆動系も元の形を戻す。だが、

「各務かがみ……！」

　堀ほり之の内うちの言葉に、己は見た。

　黒の巨大デバイスの胸部ステージ上。双そう剣けんを提さげ、荒い息を吐く妹の眼前に、一冊の本が浮いているのだ。あれは、

「創そう造ぞうの書……！」
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「アメイズ」

　何してるの、と硝しよう子こは問おうとした。

　前に出ると危ないよ、と。

　だが、息が荒れていて、

『無む理りをし過ぎだ、硝子。──僕は君のように想像が出来ないが、君がしてきた想像と創造は僕の中に蓄ちく積せきされている。だからそれで補助をする』

　馬鹿、と自分は苦く笑しようした。それはまるで、初めて会った頃ころみたいじゃない、と。

「貴方あなた、言ったよね。──私は君のように想像が出来ないが、私が見てきた想像と創造は私の中に蓄ちく積せきされている。だからそれで君の創そう作ぞうを補助しよう、って」

『言ったっけ？』

「御ご免めん、私が記き憶おくを作ってるだけかも」

『じゃあ言ったよ』

　アメイズが、笑って前を向いた。そんな気がした。

『行くよ』

　サタニックフレームが前に出る。それはもはや自分の意思ではないが、

　……望むわ。

　アメイズの中に自分の蓄積があるならば、それは今までの自分の全てだ。

　そして私を見てきたアメイズの、私に対する評ひよう価かの全て。だからもはや自分は、想おもうよりももっと荒あら削けずりな、

「望むわ、アメイズ。──会ったばかりのように、ただ、望むわ」

　だから、

「全部ぶつけよう、アメイズ。〝私〟達の、何もかも」

　ああ、とアメイズが頷うなずいた。そして、

『各務かがみ……！　創造の蓄積に、想像で勝てると思うなよ……!?』
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　堀ほり之の内うちは、一度動きを止め掛けたサタナンタラフレームが加速したのを悟さとった。

　……速い？

　疑問詞がついたのは、相手の動きに意思を感じなかったからだった。

　まるで高度な訓くん練れんを繰り返した結果のように、流れに乱れがなく、

「く……！」

　防戦になった。それは各務も解わかっているらしい、黒の巨大デバイスと双そう剣けんの攻こう撃げきは、

「型の組み合わせだな！　……新しいものはないが、しかし私達と同じだ！」

「同じ？」

「平へい凡ぼんなものであろうと、幾いくつも重ね、物量を施ほどこす事で、これまでに無いものとなる」

　つまり、

「想像が出来ない創造の書が、自ら想像を超えようというのだよ！」
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　東京湾わんを大きく回るように、二つのジオフレームが剣けん戟げきを行った。

　刃やいばを打ち合い、しかし黒の双剣はそこから両の砲ほう撃げきを叩たたき込む。

　一つ一つの動きは、これまでにもあったものだ。

　だが、タイミングや状況などが違う。これまでは当てようという意識の上だったものが、今は動作として最適だったならば差し込まれてくる。

　密みつ度どが高く、何が来るか解わからない連れん撃げき。

　砲ほう撃げきを弾はじき合い、刃やいばを弾き続け、そして黒の力が吠ほえた。

『各務かがみ！　知っているか！　硝しよう子こが、ずっとずっと、お前の事を羨うらやましがって、いつか勝ちたいと、そんな事を思っていたのを！』

　だから、

『だから、そうしてやるよ……！』

　言葉と共に、一つの異変が起きた。

　黒の巨大デバイスが、その全身を拡大したのだ。

　約一・三倍。巨大さが隙すきとなる空間を生まず、力や圧迫となるサイズとなり、

『解るか!?』

　今、豪ごう剣けんと化した長剣を、白の持つ大剣以上の威い力りよくと速度で振り、黒の巨大デバイスが声を上げる。

『望みだ！』

　告げる。

　雷らい雲うんを割り、押されてはならぬと身をスライドさせる白の巨大デバイスに足あし捌さばきで追いつき、黒の刃が二重に叩たたき込まれる。

『解るか!?』

　再度問う。

　言葉を重ねながら黒の双そう剣けんを多方向から休み無く叩き込み、

『想像とは、欲だ！　名めい誉よや金や快楽、そして知識や自己満足など肯定の元に想像がある！』

　解るか。

『──お前と硝子を比べた時、硝子の方が遙かにコンプレックスが高いんだよ……！』

　だから、と一刀を打ち込み、白のデバイスを湾の端まで吹っ飛ばした。

　夜の湾岸に波を散らし、何とか堪こらえた白の巨体に、黒の女じよ王おうが悠ゆう然ぜんと歩を止めない。

『──想像を力にする僕達に、お前は勝てない……！』

　だが、宣告とも言える台詞せりふに、一つの声が返った。

「それがどうした」

　身構えた白の巨大デバイスの胸上。そこにまっすぐ手を取り合って立つ魔ま女じよが二人いる。

　その一人、聖せい騎き士し型のフレームを纏まとった女が、こう言った。

「一つ言っておく」

『何をだ!?』

　ああ、と魔ま女じよが笑った。

「想像を、力としか捉とらえられぬ貴き様さまは、もはや古いのだ」

　黒の巨大デバイスは、それを聞き、二つの反応をした。

『────』

　まずは無言を返し、その上で、前進からの猛もう攻こうをスタートしたのだ。
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　……回かい避ひ──！

　各務かがみと一いつ緒しよにディカイオシュネを携たずさえて跳ぶと、ジオフレームは確かに動いた。

　そして自分達のいた空間に、拡大率約一・三倍の双そう剣けんが叩たたき込まれ、

「見事な回避だね堀ほり之の内うち君！」

「何か幕まく張はり方面の建物がグシャアってなってますのよ!?」

「ああ、昔、妹がイベントを勘かん違ちがいして有あり明あけじゃなく幕張に行ってしまった事があってね。その遠回しな八つ当たりだろう」

「攻こう撃げき来てますのよ──！」

　しゃがみ、小島一つくらい吹っ飛ばす剣けん閃せんを頭ず上じように通過させる。

　そこで起き上がり、相手の攻撃の隙すきに差し込むように、

「行こう！」

　頷うなずき、ディカイオシュネを干かん渉しようさせた。

　行く。

　攻撃は避け、そして続く攻撃の間に一いち撃げきを打ち込んでいく。

　ぎりぎりで捌さばき、散る雷らい雲うんすらも遮しや蔽へいとして組み込んでいくのは、正まさに綱つな渡わたりだ。

　だが、動き続け、全身で回避と攻撃を送る中で、各務が囁ささやくようにこう言った。

「堀之内君。これが最後だ。

　──君を守るように、しかし、守られながらの戦いは、有意義だった」

　こんな時に何を、と思うが、それは自分も同じだ。

　だから、敵の剣が目の前に見えるような回避運動の中、風によってフォームの裾すそを翻ひるがえらせながら、己おのれも応じる。

「……私もですわ。私は一人にならなくていいと、そんな事を教えられましたもの」

「感謝である」

　笑みで言われて笑みで頷うなずき、しかしお互いに前を見て、

「行きますわ」

　上じよう段だんからの攻撃が来る。それに対し、自分達は回避も受け流しも行わなかった。

　下から、全身を使った弓なりの動きで、ディカイオシュネを叩たたきつけ、

「……！」

　ディカイオシュネが砕くだけ散るのと、黒の双そう剣けんを弾はじいたのは、ほぼ同時だった。
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『は……!?』

　アメイズの戸と惑まどいを、硝しよう子こは危険と感じた。

　何か、想像外の事が起きたのだ。その内容は、

　……自分達の剣を砕いてまで、こっちの姿勢を乱した!?

　正面、両腕うでを左右に広げた姿勢で、しかし無む手ての白い巨大デバイスがいる。

　対するこちらは、同じように両腕を開いた形だが、両の五ご指しには長剣がある。

　左右の腕の位置は振りかぶった中段とほぼ等しいので、アメイズはそのまま二刀を叩たたき込む動作へとシフトするだろう。

　こちらはつまり、まだ上手うまく行っている。

　アメイズがサタニックフレームを大きくした御陰だ。

　恐らく、こちらの蓄ちく積せきを展開していくアメイズは、自分の攻こう撃げきが当てるためのものではなく、動きの再生だと理解している。

　つまり攻撃は、必然性のみで放たれるため、当てるための無む理りな負ふ荷かがなく、軽い。速く連動しているが、重さがないのだ。

　だからアメイズは、サタニックフレームを巨大化し、重さを確保した。

　二次効果としてあるのは、リーチと硬度だ。

　今、攻撃を弾はじき合った御陰で両者の距きよ離りは開いているが、こちらの剣ならば届く。そして相手の大剣が砕けても、こちらの剣が割れもしなかったのは、巨大化の御陰だろう。

　有利はどちらかといえば、こちらの方。

　そしてもし、向こうの方に有利があるとすれば、

「アメイズ……！」

　疲ひ労ろうがキツい。

　特に、いろいろな事を考え過ぎて、頭で熱が暴れている。

　だけどこれは、自分だけが想像出来る事だ。

「私に出来る事を、するよ！」

　相手の有利は、こちらの有利だ。何故なぜなら、

　……お姉ねえちゃんは、砕けた大剣をすぐに再生出来るもの……！

　修復ではない。ゼロからの再生だ。それを見越してこちらの隙すきを作ったならば、

「貰もらうよ！」

　散ったデバイス分の流体を自分はこちらに引き寄せた。

　力ならば、アメイズがある分、こっちの方が強い。だから姉発の流体光を確保し、自分達のサタニックフレームと双そう剣けんの補修に消しよう費ひすれば、

「もう、武器はないよお姉ねえちゃん……！」

　叫んだ時、己おのれの視界は二つの直線を捉とらえた。

　……え？

　南西から北東の空に突き抜けて行くのは二つの軌き道どうだ。

　戦せん闘とう機き。F-23。わあ設定通り、と思う機体は、白の巨大デバイスが広げた両腕うでの間を通過した。しかも、そこに二つの人影を投じて、だ。

「まさか……！」
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　ハンターは、メアリーと共に落下しながら、両手を空に広げた。

「持ってけ！　そして──」

「やっちまって下さい准じゆん将しよう！　堀ほり之の内うちさん！」

　どういう丁てい寧ねい語ごだ、と思いながら、自分達は確保していた流体をフロギストンハートの過か熱ねつ任せに展開した。

　白のジオフレームが広げた両腕の中。そこは、

「出せよ！　朱あけ竜りん胆どう！」

　言葉に応じるように、それが射しや出しゆつされた。

　朱あけと白の巨大な弓。距きよ離りが開いていても届き、必中とするマギノデバイスだ。
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　黒の魔ま女じよは、十年前を思い出した。

　十年前のヘクセンナハトも、これと同じシーンがあったのだ。

「二度ネタよ……！」

　言っていて、自分の中での否定が来る。

　違うのだ。十年前は、白の巨大デバイスには仲間がいなかった。

　今は違う。

　才覚のある者が。

　世界の進化に支えられ。

　仲間達による変異をもって何もかも超えてくる。

　それが、十年前に足りていなかったとするならば、この世界は、

「リテークを達成したというの!?」

　叫んだ視界の中央へと、己は二刀を叩たたき込んだ。だが、
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『硝しよう子こ！』

　放たれた一いち撃げきが、直ちよく撃げきした。
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　鉄が砕くだけ、石に落ちてやまぬ音がただ広がった。

　だが、まだ黒の魔ま女じよが保っている事を堀ほり之の内うちは悟さとっていた。

　まだだ。

　まだ相手は屈していない。

　倒すために自分は前に出る。

　すると共に行く者も前に出る。

「いいのかね？　堀之内君」

「何がですの？」

「ある意味、私と妹の決けつ着ちやくに君を巻き込む事になる」

　構いませんわ、と己おのれは言った。

「貴女あなた、こちらに来てから後、この想像の世界の中で自分の家がどうなっているかについて、こんな風ふうに言いましたわね？　屋や敷しきも何も、吹っ飛んでいたと、そんな事を」

　しかし、

「光こう太た郎ろうが調べてくれましたの。そして私も行ってみましたの。

　するとその屋敷は、何故なぜか何処どこの道路からも入る事が出来ない森の中にあって、一カ所だけ中が見える街かい道どうからは、──姉妹が笑って生活している光景が見えましたのよ」

　ならば決まりだ。

「望みは、同じですわ。私達」

「ああ、──君が私のストーカーになるなら私も君のストーカーになろう」

　やかましい。

　ともあれ二人で前に出る。そして弓を解放し、大剣へと再構こう築ちく。

　眼前では、僅わずかに下がった相手が、全身から流体光の煙を噴ふきつつ、堪たえていた。

　身を反そり、しかし自分の中にあるものを押さえ込むように身体からだを丸めて戻す。その勢いを重ねて、攻こう撃げきが来た。

　両手の双そう剣けんを重ね、大だい上じよう段だんからの一撃を降らせてくる。

　しかし自分達は前に出る。

　解わかる。

　ここだけではなく、各地、世界の何処どこか、または全ての位置にいる者達が、この踏み込みに足を揃そろえた事が、だ。

　魔女のステップが、確かに大地を一いつ斉せいに打ったのだ。
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『御お嬢じよう様さま！　──世界の加か護ごです！』

　光こう太た郎ろうは、通信の中で叫んだ。

　各務かがみや堀ほり之の内うちの動きとジオフレームの動作は、ハンター達を導いた米軍が観測していた。

　それをこちらで、侍じ女じよ長ちよう達がまとめ、通信先のタイムラグまで管理の上で予測タイミングを作り、ステップの指し示じを送ったのだ。

　世界各地、意思の届くところ、昼も夜も、大地も空も関係無く、足踏みも空から踏ぶみも含め、

「執しつ事じ長ちよう、行きます……！」

　侍女長が声を上げた。

「世界最大規き模ぼの魔ま女じよ達の加護が、御嬢様の踏み込みをアシストします！」

　そして自分も、この結果がどうなるか。また、ここまでさせた堀之内の事を思い、

「──流石さすがです御嬢様！」
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　堀之内は微笑した。

　光太郎が、この戦いを中継しているのか。

　踏み込んだ大事な一歩が、その裏側から支えられた。

　世界中の魔女が、行けと、そう言っている。きっと同じように、抗あらがいの一歩を地面に踏み、こちらの事を思ってくれている。

　嬉うれしい。

　己おのれはただ、前に行き、対する相手が、

『あああああ……!!』

　ダメージを堪こらえる動きが、これまでで最高の速度を作り上げた。

　自分達が、まるで迎え撃うつような状況。しかしそんな中で、各務が言った。

「硝しよう子こ」

　ただ、相手に告げる声だった。

「夢を見ていたよ。ずっと昔、私達が何をしていたか、ずっと見直していた。

　そして、言い忘れていた事が一つあったな」

　一いち撃げきをカウンターとして叩たたき込みながら、各務が笑った。

「憶おぼえているか。お前が私に昔、見せてくれた話の数々。あれだが……」

　視線の先、彼女は妹を見て、こう告げた。

「──面白かったよ。当時、素直に認められなくて、済まない事をした。

　お前の書いたものは面白いよ。保証する。──だから、これからは自分の作ったものを大事にしてはどうだ。だってそれは、お前自身でもあるのだから」
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『一つと言っておいて、二つ以上言ったよ!?』

「そーいう人だから……！」

　応じながら、しかし硝しよう子こは内心で思った。

　……勝てないなあ。

　謝られた。

　赦ゆるせと、そういう訳わけではない。

　こちらにコンプレックスがあった事を認め、責任の全てを自分に残せと、そう言うのだ。

　強い人だ。だけど、その強さも解わかる。

　自分自身だけではなく、他の人と共にいる。誰だれかといる分だけ、想像の可能性を広げている。

　……勝てない。

　そしてまた、自分が望んでいた事を、言われてしまった。

「アメイズ、御ご免めん」

『いいよ。解ってる。──作ったものを、滅ぼさず、大事にしたいんだろう？』

「うん」

　これまで滅ぼした世界への責任や、自分の個性など、いろいろある。だが、姉は受け止めてくれるし、自分がそうしたいと思っていた事を捉とらえてしまったら、

「望んじゃうんだ。……本当に、卑ひ怯きようだよね」

『おいおい硝子、望む事は卑怯じゃない。──望みながら、それを隠かくす事が卑怯なんだ』

　それは、

『君は望んだ。隠さず作った。ただそこからの行き先が、僕とは違った。それだけなんだ』

　アメイズが頷うなずくように、攻こう撃げきを続ける動きに乗せて言葉を作った。

『僕は、新しいものを創そう造ぞうするためのものだ。君が自分の中に世界を作り、それを大事にしていくと言うなら、新しきものを優先しない時も出るだろう』

　だから、

『──僕は、古くなってしまったのかも知れない』

「貴方あなたまでお姉ねえちゃんの影えい響きようを受けないでよ」

　いいじゃん、とアメイズが言った。

『リテークに新しいものは無いけど、平へい凡ぼんも重ねれば創造となるように、重ねるリテークの結果は誰も到達しえないものになるかもしれない。それは僕のやり方ではないけれど、君がそのやり方を確かにするなら、──君は僕を継ぐ創造主だ』

　だから、とアメイズが前に出た。

『見ていて。──そして僕が、上手うまく出来たら、褒ほめてくれよ』
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　各務かがみは、一いち撃げきを叩たたき込んだ。

　重ねられた双そう剣けんの中央。そこに向かって正確な軌き道どうを打ち込み、相手の動作と重さを全てカウンターアタックとして利用し、

「元に戻ろう、硝しよう子こ。──想像で、泣き、笑い、怒りなどしていた、あの頃ころに」

　届いたから砕くだいた。

　割って、至らせ、更さらに踏み込んで。

　まるで抱きしめるように、白のジオフレームが黒のサタニックフレームを両断する。
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　光が舞っていた。

　暗雲もあるし、夜に月は出ていても雪のようだと堀ほり之の内うちは思った。

　ジオフレームの胸上から見る限り、この光は関かん東とう中に降っているだろう。そして地表に作った環かん地球レベルの加か護ごの帯を中心に、

「……消えていきますわね」

　黒の魔ま女じよの〝援えん軍ぐん〟が、崩くずれていくのだ。

　何もかも動きを止め、溶とけるように身を崩くずすと、その全身が半なかば程まで潰つぶれた段階で流体光に分解される。

　空からは、まだ落ちてきていたものもあったが、それらも空中で光に散り、

「まあ」

　遠くへと飛ばす視線の行く先。空を東から西へと、光の帯がカーテンのように広がっていく。

　ヘクセンナハトが終わり、光の帳とばりが閉じていくのだ。

　不ふ思し議ぎだ。

「……黒の巨大デバイスや竜りゆう達なのに、砕くだけるとやはり流体光ですのよね」

　言って見る視線の先、各務かがみがいる。

　彼女の両腕うでには、一人の少女が抱き上げられていた。黒のフォームを着たのは、今まで自分達が黒の魔女と呼んでいた存在だ。だが、今の自分達にとっては、

「妹さんは、大だい丈じよう夫ぶですの？」

「寝ていた方が静かなヤツだ。もう、そのつもりなのだろう」

　しかし、と各務が術じゆつ式しき陣じんで作ったクレイドルに妹を寝かせる。

　各務がこれから何をしたいか解わかる。

　まだ、自分達には、やり残した事があるのだ。

　直上。月方向。天てん上じようの中央には、まだ満月があった。

「あの位置に月があり続けるのは、もはや妹の技ではない」

　つまり、と見上げる視線の中、光の軌き跡せきがある。

「〝創そう造ぞうの書〟だ」
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　今度から落ちる時は高い処ところに着地しよう、と、ジオフレームの胸上ステージに辿たどり着きながらハンターは思った。

　流石さすがにノーマルフレームだが、それは同じように上がって来たメアリーも同じだ。

　そして顔を合わせた自分達の上から、

「硝しよう子こ、助かったの!?」

　軽いステップで飛び込んで来たフルールはテンションどうかしてる。

　だが、彼女が術じゆつ式しき陣じんを出した。通信相手は四し法ほう印いん学がく院いんの本部だ。そこにいるリスベスが、

『〝創そう造ぞうの書〟だ！　見えているか!?』

　超見えてる。どう見ても、見せつける軌き道どう光なのは、

「あれ、……硝子の味方なんだな」

　だが、このままにしておくと、振りであっても本当になる。

『このままだと月に逃げ、また、己おのれを封ふう印いんする気だ！　新しい想像手が見つかるまで、手出しを出来ないように、と』

　それでもいいんじゃないか、と思うが、甘いのだろう。

「創造の書が選ぶ相手は、つまり、新しいものだけを選ぶ創造主と、そうなるんだよね」

「そうだ。──世界の黎れい明めいの時代に作られたから、世には何も無く、ただ新しいものだけを望めばいいと、そういうコンセプトだったのだろう」

　各務かがみが一度、目を伏せた。

「今、世界が豊ほう潤じゆんで、次のあり方になっている事に対し、合わなくなっている」

　だから、

「還かえそう。──創造の力を、想像が超えたこの世界で、また地ち脈みやくに戻し、何もかもと一つとしよう。それが次のあり方に生きている私達のなすべきだ」
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　各務は頷うなずいた。

　ハンターと、メアリーと、フルールと、そして堀ほり之の内うちと共に環わを作り、手を翳かざし、

「終わらせようか。三さん千ぜん世界、全てに渡る想像の錯さつ覚かくと、行き違いを」

「ええ」

　堀之内が頷いた。

「ヘクセンナハトは、今夜から、思い出されるべき夜になるんですのよ」
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　光こう太た郎ろうは、東京湾わんに佇たたずんでいたジオフレームがその姿すがたを変へん貌ぼうしていくのを見た。

　……あれは──。

　騎き士し型だった作りが、背に巨大な六枚翼よくを展開した。それは畳たたまれている事も無く背後の宙ちゆうに大きく広がり、そして前面となる姿も、

「おとなしめ……？」

「違いますよ執しつ事じ長ちよう！　もっと派は手でになってます！」

「姫ひめ型ですよアレ！　見た事ないけど、姫型です！」

「ファッション解わかってな──い。侍じ女じよ長ちようこれから大変ですね──」

「何で私を巻き込むんですか！」

　まあそれより、視線の先、夜に降り舞う流体光の雪と嵐あらしの中、屹きつ立りつするのは六枚翼よくの姫型ジオフレーム、そして掲かかげる己おのれの武器は、かつて月から迫る黒の魔ま女じよの手を穿うがった武器だ。

「ディカイオシュネと朱あけ竜りん胆どうを合わせたアーバレスト！」

　あの時の六倍以上あるサイズの武装を、姫が両腕うでで空に掲げた。

　まるで十字架を掲げ持つ天使のようだと、そう思った。

　自分は、皆を見た。するとフライングしそうになった一人を侍女長が手て刀がたなで止め、さあ、と視線を送ってくる。

　対する自分は、皆を背後に両手を軽く回し、振りあげて、

「流石さすが御お嬢じよう様さま……！」
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「さすまん！　さすまんだね堀ほり之の内うち君。よく考えたら今回、君の事を満まん子こ呼ばわりしてなくてすまなかった！　砲ほう撃げき時じの合図にどうかね!?」

「ちゃんと上見なさいな──!!」
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　アメイズは、遙か眼下となった地球の一点を確認していた。

　術じゆつ式しきを超えた事じ象しようを展開し、己おのれを狙ねらう相手を認識する。

　いた。

　硝しよう子この姉と、その仲間達だ。

『いいのか？』

　問う。

『〝私〟を破は壊かいすれば、もはや全ての世界で、創造の恩おん恵けいが得られなくなるんだよ？　人類の発展の遅ち延えん。それを是ぜとするのか!?』

「構わぬ！」

　即そく答とうが来た。

　コレは凄すごい、と本心から自分は思った。硝子から聞いていた以上の果か断だん振りだ、と。

　ゆえに己は、飛ひ翔しようを続けながら彼女の言葉を待った。

　すると、応じる意思が、台詞せりふとして届いた。

「もはや自分達は、想像を創造とせずとも、そこに本物を認識している」

　だが、

「想像は架か空くうのものだと、想像を尊ぶ一方で、想像を大事に出来ず、切り捨てる貴き様さまは、もう、役目を終えたのだ！」

　だから、

「これから先、この世界において、その創そう造ぞうの加か護ごをもって全てを見守れ、人類の保護者よ……！」

　認識の先。地球上のある一点から、光が来た。

　まっすぐ届く一いち撃げきだ。これまで硝しよう子こや、以前の持ち主が蓄ちく積せきしてきたあらゆる力よりも強い、想像以上の一発。

　……そうか。

　自分は、相手を今こそ硝子の姉だと認めた。

『人類の保護者か』

　これ以上の褒ほめ言葉はない。
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　砲ほう撃げきが天てん上じようを貫つらぬき、爆ばく圧あつで東京湾わんを底まで押し込んだ。

　防ぼう護ご障しよう壁へきが展開した四し法ほう印いん学がく院いんも、その桟さん橋ばしや周囲の水が吹き飛び、海底の泥が障壁に跳ね返って逆に回る程の力が炸さく裂れつした。

　東京湾沿岸は消しよう波は術じゆつ式しきと津つ波なみ除よけの防ぼう波は術式が全面展開。まるで円形の光るステージに囲まれたような中央から、ジオフレームの一撃は月にまで届いた。

　砲ほう弾だんは創造の書を撃うち抜き、月に激げき突とつ。

　当たった。

　月は形を変えた。

　白の衛えい星せいは、その球体を地球から押されたように歪ゆがめ、膨ふくらんだ頂ちよう点てんが一周するように裂さけて、全体を縮めていく。

　全てが三分の二程に圧縮されると、逃のがれられない砲ほう撃げきの力が、ようやく表面を削けずり出した。

　抉えぐり、ただ貫こうとする。

　着ちやく弾だんの位置。そこにあった家を砕くだき、すり鉢ばち状に何もかもを抉られていく。

　あとはただ、威い力りよくが核かくに達するだけだ。

　一いつ瞬しゆんだった。

　潰つぶれた月は、一度軌き道どうをずらすように、地球を回る方向に揺れると、しかし耐え切れず、その姿すがたを失った。

　爆ばく砕さいしたのだ。
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　アメイズは、己おのれの形を失う瞬しゆん間かんに、昔の事を思い出していた。

　破は壊かいの中、忘れていなかったのは、自分を製作した技術者と、夜の中、暖だん炉ろの火を前に語った事だった。

　既すでに石せき盤ばんの形ではなく、最終的な形状になる前、本としての体てい裁さいを得た時だ。

　主人は無欲だったが、本というものに興味を持ち、製本や出版の技術を共に創そう造ぞうしたのだ。

　そして幾いくつかの完成を収めたところで、自分はもう彼に望みがない事を悟さとった。

　だが、知識や思考では、今までの主人の中で最も優れていると、そう思ったので、眠る前に一つ話をして貰もらったのだ。それは、

『未来の事が、聞きたいよ』

　自分が想像出来ない事。

『御主人様、……もし、僕が不要になるとしたら、どのような時だろう』

　だろう、だったかなー。硝しよう子ことの付き合いが長過ぎて記き憶おくを作ってる気もする。

　だが、主人は、確かにこう言ってくれたのだ。

「それはきっと、遠い未来だろう」

『いやまあ、そうだろうね』

「いや、単純に年月ではないよ」

　どういう事か。

「……お前も私も、想像出来ない理由。私達が是ぜと思わない理由が成立出来る程、世界が豊かになった時だ。その時、新しいものばかりではなく、古きものからもまた、そういう者が生まれるようになる。循じゆん環かん化や多重化というものだよ」

『それは──』

「想像物に世界が溢あふれ、価か値ち観かんが、多様化した時だろうな」

　主人は笑った。

「一体、何時いつになるか解わからないが、だが、お前はその時、自分を誇っていいのだよ。何故なぜなら、お前がいたからこそ、世界はそうなったのだから」

　そして眠って、気付いたら一人の少女の望みと共に忙いそがしくなった。

　今、世界は自分を超えた。新しいものだけではなく、古きものも、よくあるものも、何もかもが、

　……ああ。

　何もかもが、新しいものを生む素養を持つならば、自分の役目は終わったのだ。

「創造の書よ」

　硝子の姉の声が、聞こえる。

「地ち脈みやくに戻れ。そしてまた何処どこかで会おう。いずれ姿すがたと、また役目を変えたお前と、今度は共に何かが出来る事を私達は期待する」

　そうかい、と己おのれは頷うなずいた。

　役目は終わった。だが、消える訳わけでも、失われるのでもない。自分が作った世界の中に戻っていき、また、生まれるのだ。もし次を期待されるならば、

『硝しよう子こ』

　自分もまた、言っておく事がある。幾いくつも体験した彼女の物語についてだが、

『──最後まで、楽しかったよ』

　また次も楽しいと、断定で期待する場合、どう言うべきだったろうか。
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　夜空、天あまの川がわのように月の破は片へんが散る背後。

　ゆっくりと夜明けが来た。

　ヘクセンナハトが終わったのだ。

　そして朝の光を受けるジオフレームの胸上で、光を背後に、各務かがみは硝しよう子こを寝かせたクレイドルを横に置き、皆に振り向く。

「皆」

　と呼びかけ気付くのは、朝日を後ろに置いた自分の姿すがたが透すけているという事だ。

　日の光が、淡く透過している。

「内ない臓ぞうとかコーフンするような場所がスケスケだと流石さすがに困るのだがね」

「その根性が透けて見えない限りは大だい丈じよう夫ぶかと思いますわ」

　堀ほり之の内うちのツッコミに苦く笑しようするしかないが、一つ、確かな事がある。

　……お別れか。

　この世界から、立ち去るのだ。

　妹が力を失い、創そう造ぞうの書もなくなった。それらによって結びついていた自分達は、想像の世界から現実の世界に戻る事になる。

　夢から覚めるのだ。

「夢オチだとしたら、硝子を叱しかってやりたいが、さてどうしたものか」

　見れば硝子も、同じように身を透かしつつある。

　別れが近いという、その事実を悟さとったのだろう。堀之内がフレームを解除した。

　ジオフレームが、ゆっくりと砕くだけていく。が、巨体故ゆえ、全てがなくなるまで余よ裕ゆうはあろう。自分もフレームを解除して、いつもの姿となる。

　そして堀之内が、目の前に来た。

「お別れですわね」

「失えば、また巡る。今はそう思おう。満みつる」

「ええ」

　と頷うなずいた彼女が、小さく笑った。

「珍めずらしく名前で呼びますのね」

「そんなに満まん子こと呼んで欲しかったのかね……!?」

　睨にらまれた。

　だが、気になる事があった。

「しかし堀之内君、──別れの際に、私に何か言う事があったと思ったが、何かね？」

「……え!?」

　いきなり赤面して、動きを止めた彼女の周りを、自分は一周する。

「病院で、さて、……そういう事を聞いた気がするのだが」

　ああ、と一つつけ加えておく。

「戦せん闘とうを思案しているなら、口くち紅べにはもっと移らないものがいいと思うよ」
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　……この期ごに及んでそう来ましたわね！

　後ろ、ハンター達が何か囁ささやいている。

「ほら、ケダモノ……」

「思った以上にアクティブですよね……」

「え!?　硝しよう子こが知ったらえらい事にならない!?」

　全員うるさいですの。というかこういう流れになると思ってませんでしたし。

　だけど、ここは強がりたい。

「──言えませんわ。今いま更さら、名残なごりを深くするだけですし」

「では、私の方から言いたい事があるのだが、……ちょっと、堀ほり之の内うち君、こっちに顔を貸してくれるかね？」

「何ですの？」

　と、誘われて手招きを覗のぞき込んだ時だ。

　向こうから唇くちびるを重ねられた。

　あ、とか、お、とか声が聞こえるが、意味は無い。

　ただ、涙が零こぼれ、しかし各務かがみが赦ゆるさず、押しつけてきて、自分も応じた。そして、

「は」

　同じタイミングで息を吸うために離れると、また涙が落ちた。

　自分はそれを手で拭ぬぐい、

「馬鹿。……忘れられなくなってしまうではありませんの」

　だって、

「……まさか、同じ事を考えているなんて」

「だから君を選んだのだ、堀之内君」

　各務も、目の端はしに涙を浮かべ、こちらと視線を合わせた。

「共に笑い、泣き、怒れる君を、私は選んだ。

　忘れても大だい丈じよう夫ぶだよ、笑い、泣き、怒る時、私は常に、君と共にいる」

　各務がそして妹を抱き上げた。

　別れだ。こちらにまだ唇の熱を残したまま、各務が笑い、口を開いた。

　その瞬しゆん間かん、自分は頷うなずき、言葉を放った。後ろの皆と一いつ緒しよに、

「──感謝である」

　各務かがみの声も重なっていたが、消えゆく中、それは錯さつ覚かくだったろうか。
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　各務かがみは、目を覚ましていた。

　酷ひどく身体からだが重く、傾いている。それもその筈はずだ。

「いつもの土ど手てか……」

　妹を迎えに行って、調子が悪くなければここで買い食いを楽しみつつ語り合う。

　身を起こし、そして気付くのは自分の髪かみの色だ。

　黒い。白ではない。

「まるで、苦労知らずと言ったところだ」

　そして息を吸うと、確かにここは横よこ浜はまの空の下だ。町の大気には匂においが有り、土手の草は下に湿った土がある。

　これまでの世界にも、こういうものはあったが、〝自分が知っている〟のはこれだ。

　否いな、すぐ手前、さっきまでいた場所も、そうだったか。

　ふと、別れを済ませたばかりの誰だれかの事を思い出し、自分は目を制せい服ふくの袖そでで拭ぬぐった。

　気付くのは、

「四し法ほう印いん学がく院いんの制服は、私の高校のものと同じか……」

　硝しよう子こが設定したなら、自分があの学校に入る事になったのもむべなるかな。

　いかんな、と思うのは、今の自分が、あの世界を基き準じゆんにしてしまっている事だ。

　半年ほどの時間だったというのに、酷ひどく影えい響きようを受けている。

　現実はここだ。

　見れば夕暮れ。土手の斜面で、制服姿の自分は夢から目覚め、身を起こしていた。

「硝子」

　横に視線を向ければ、中学の制服を着た妹が寝ていた。

　倒れている訳わけではなく、日差しの暖かさによる睡すい魔まへの全面降こう伏ふくだ。肘ひじで耐えていた形跡として両肘を縦たてに揃そろえているのが可愛かわいらしい。

　……良かった。

　これまでの事が本当かどうか、硝子が目覚めれば照合出来るだろう。

　あとは、自分が信じたいかどうかになるな、と思った時、

「お」

　自分と硝子の間に、一冊の本があった。

　創そう造ぞうの書かと思えば違った。本と言ってもノートだ。やや焦ってめくってみると、

　……アイデアノートか。

　硝子の新作。そのアイデアだ。見てみると、幾いくつかの剣や武装のデザインが有り、ノーマルフレーム、マギノフレームなどという単語もある。

　めくっていると、涙が幾いくつか零こぼれ、笑いが落ちた。

「どこまで本気でやるのかね、硝しよう子こ」

　だが、それらを見ている間に、記き憶おくが鮮せん明めいとなった。

　幾つもの戦いや日常。それらを思い出し、振る舞いを苦く笑しようし、事実だと信じた。

　長い夢を見ていた〝よう〟だ。

　そう、あれは本当の事だったのだ。

「全く、……今年は受験が控えているというのにな」

　と、自分を落ち着かせるための息を吐いた時だ。

　不意に、土ど手ての上から声が来た。

「あら、──だったら、しっかり勉強しないと大変ですわよ？」
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　……は？

　聞き慣れた声。しかし、ここにはいる筈はずのない声こわ色いろに、自分は恐る恐る土手の上側に振り向いた。

　すると、いた。彼女の名は、

「満まん子こ？」

「その呼び方……！　記き憶おくがおかしくなってませんの!?」

　彼女だけではない。記憶の中にある皆、ハンターも、メアリーも、光こう太た郎ろうや侍じ女じよ長ちよう達も、リスベスもそこにいる。

　ただ、メアリーがこちらと視線を合わせ、一つ手の仕草を作った。ドアを開けるジェスチャーだ。それはつまり、

　……解かい錠じようしたのか！

　かつて、異世界から別の世界へと自分とメアリーをそれぞれ送った術じゆつがあった。

　彼女はそれを、自分のものとしたのだ。

　そして皆が笑う。はは、と笑う。

　一歩を前に、堀之内がこちらに来た。手を伸ばし、

「各務、見なさいな。──受験生には酷こくな状況が待ってますわよ」

「何がかね？」

　と手を取って、堀之内の視線に合わせ、空を見上げた時だ。

　自分達の背後。ビル街がある筈の夕空を、巨大な影が飛んでいった。

「おお、デカい竜りゆう……！」

　ハンターが言う通りだ。

　……は？

　全長百メートルを超す竜りゆうが、空で群を成し、海の方へと飛んで行くのだ。

　そして起きようとする妹に、フルールが土ど手てをステップで駆かけ寄る間。自分は今や夕焼けを背景に堀ほり之の内うちと向き合う。

　そうしている間。空には巨大な船にも似たデバイスが行き来し、交通整理の魔ま女じよ達が街かい道どうから笛ふえを吹きながら加速する。

「これは──」

「きっと、創そう造ぞうの書ですわ。……蓄ちく積せきされていた全てが解放された事で、失われた世界も〝大事にされる〟ようになったと、私はそう見てますの」

　そして、

「世界が一つではないならば、それらは重なり、影えい響きようを与えて、想像以上になりますのよ？」

　空で竜達が鳴く声に合わせ、こちらの肩にハンターがデカ夫を乗せた。

　見上げる空に月は出てこない。まだ見えないだけか、どうなのか。これもまた影響か、と思うこちらの横から、手を堀之内に取られた。

「さあ」

　目覚めた硝しよう子こに向けていた視線を、堀之内がこちらに寄よ越こしてきた。

　ああ、と己おのれは頷うなずいた。覚かく悟ごは瞬しゆん間かん的に決まるものだ。ならば手を取り返し、言う。

「続こう。そして自分達が不要になったならば、捨てず、消さず、──次に行こう。それを不断としていこう、堀之内君」

　だから、何も恐れる事なく、自分達は額ひたいを寄せ合って笑った。

　同じ考えで、頷き、重ねていた手を開いて、腕の動きとし、

「────」

　抱きしめた。確かなものをお互いに納め、言葉を作った。

「さあ、続きの物語を、私達で──」

　おっと、他は黙っていてくれ給たまえ。今いいところなのだ。
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あとがき




　そんなわけで『激げき突とつのヘクセンナハト』最終巻の四巻をお届けします。

　いやはや、当初は三冊予定だったんですが、好評もあって四巻目での決着となりました。ここまで書けるとは贅ぜい沢たくです。どうも有あり難がとう御座います。

　えらく密度の濃い二年ほどでしたが、剣つるぎさんの漫画版の最終巻も同時ということで、そちらも手にとって頂いただければ、と思います。

　オブスタ系けいは、こんな感じで短いシリーズの作りが良いかな、とか。何にせよ、フットワーク軽く回して行く場所な気が（まあ何を作るか次第ではありますが）。

　しかし現実の横よこ浜はま方面とか、今はえらく変わった一方でソシャゲの賑にぎわいもあって話題になることも多く、ほんの数年でも見えるものがどんどん変わっていくものだなー、と思います。やはり文明開化の街というか港町は変化こそが基調ですね。

　なお、品しな川がわ方面とかよく出てきますが、品川は元々日本の鉄道発はつ祥しようの地で、１８７２年に品川・横浜（桜さくら木ぎ町ちよう）の仮開業から始まり、１８８５年に山やま手のて線（一部）が乗り入れたことで一気に発展していきます。各務かがみの家が横浜方面の名めい家かならこれら鉄道とも親しく、硝しよう子こはこのあたりの知識で都心方面より優先的に組み入れた、と考えていたりです。

　各務家が山側にあるのも第二次大戦あたりで場所を移されたのだな、とか、そんなことを思えるのが横浜、川かわ崎さき方面の歴史というか、空気感な気が。

　さてチャット。

「──じゃあ魔ま法ほう少女について語ってみるといいよ」

『俺おれ、そういうの見たことないんだけど』

「記き憶おくにある類似物って無いの？　広義の魔法少女とか」

『ハマーン様？』

「……惜しい。それ認めたらワンダーウーマンとかも有りじゃないの？」

『いやハマーン様、ほら、使い魔使って駄だ目めな連れん中ちゆう穴だらけにするじゃん。オーラ出るし。髪型もファラオ系で』

「まあ確かにバイクやボード乗ってカードゲームやってても違い和わ感かん無いけどな」

『〝様〟づけされる魔法少女って、いいよね？』

　おかしいと気付け。てな感じで今回の作業BGMですがGRANADAで「Heavy Line（MT-32版）」えらく昔のSTGですが、桜さくら庭ば統もといさんがメインで、当時からの桜庭節ぶしが勇壮に畳たたみ込んで来ます。

　ともあれ、「誰だれが一番想そう像ぞうしていたのか」ということで。

　では次はＧＴガールズトークになるかと思います。


平成二十九年一月　何か冷え込む朝っぱら　　　川かわ上かみ　稔みのる









[image: 巻末設定資料集]







[image: ]







[image: ]







川かわ上かみ　稔みのる

１９７５年１月３日生まれ。東京出身。ノベル＆コミック連動企画『激突のヘクセンナハト』もついに完結。現在はスマホゲー『00-FORMATION』ホライゾン編のシナリオ執筆に全力投球中！　こちらもお楽しみに♪
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イラスト／さとやす（TENKY）

山形生まれの栃木育ち。「最近健康の為白湯を飲んでます。言葉の響きいいです。ぬるま湯じゃなくて白湯」さゆじゃなくてパイタン！　パイタンですよ先生！　ぱいたん！
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本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「川上 稔先生」係

「さとやす先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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